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　あとがき








序章　零ぜろ姫ひめ









　日本有数のスキル専門学校として名を馳はせる角宿すぼし学園の校舎を、見み目め麗うるわしい女が一人、見上げていた。

　少女とも大人ともつかない、幼さと凜り々りしさが同居した容よう貌ぼうは愛あい嬌きようを感じさせるほどに柔やわらかく、飾かざり気けも化け粧しようっ気もないせいか、大自然の只ただ中なかに咲さき誇ほこる桜のような手付かずの美しさに充みち満ちていた。そんな彼女の髪かみの色は吸い込まれるような黒。それが腰こしに届くほどにまで伸のびているものだから、桜だけではなく撫子なでしこの花も想起せずにはいられない。

　少女と大人の間あわいを揺蕩たゆたう容貌とは裏腹に、タイトなレディーススーツの下で自己主張しているボディラインは、紛まごうことなく大人のそれだと確信させられるほどに豊かな曲線を描えがいていた。

　そんな、どこにいても衆目を集めそうな容姿をした女──夜よ々よ木ぎ結ゆ々ゆは、ふと何者かに見つめられている気配を感じ取り、自分以外には誰だれも居ないはずの校庭に視線を巡めぐらせ、突つき止める。結々を見つめていたのは、どこからか校庭に迷い込んだ茶トラの猫ねこだった。

　しばらく結々を見つめていた猫だったが、飽あきてしまったのか、その場に寝ね転ころがり、恍こう惚こつとした表情を浮うかべながら地面に背中を擦こすりつけ始める。思わず頰ほおを緩ゆるめてしまうほどに愛くるしい仕草に惹ひかれるように、結々はそろりそろりと猫に近づいていく。だが、

　あと少しで触ふれ合えるという距きよ離りまで来たところで、猫は態度も体勢も一転させ、牙きばを剝むいて結々を威い嚇かくし始めた。威嚇に驚おどろいた結々がビクリと足を止めると、猫もまたビクリと飛び下がり、その身を反転させてあっという間に校庭から逃にげ去っていく。

　結々は、しょうがないなと言わんばかりに小さくため息をつくと、淡あわく微笑ほほえみながら、

「そんなに恐こわがらなくてもよかったのに」

　余よ裕ゆうたっぷりな物言いとは裏腹に、猫に嫌きらわれたことが余よ程ほどショックだったのか、若じやつ干かん涙なみだ目めになっている結々だった。







「まさか、新年度が始まって早々このようなことになるとはのう」

　角宿学園の学園長──黒くろ巌いわは、髪も髭ひげもすっかり白くなった老人とは思えない二メートルに迫せまる屈くつ強きような肉体をソファに沈しずめながら、執しつ務む机に置かれた退職願を一いち瞥べつし、重苦しいため息を吐はき出した。

「受理なさるのですか？」
















　学園長室の隅すみに立つ中老の男の言葉に、黒巌はもう一度ため息をつく。

「儂わしはそのつもりじゃが……景かげ山やまくん、教頭である君の意見を聞かせてくれんか？」

「私の意見、ですか。そうですね……正直なところ、桑くわ山やま先生の方から退職を申し出てくれたことは願ったり叶かなったりですので、是ぜ非ひとも受理していただきたいところですね。最近の桑山先生の勤務態度は目に余るものがありましたから」

「そういえば生徒からも、彼のやる気なさに対する怒いかりの声があがっていたのう」

「そんな人間が、あの二人のいる二年三組の担任を務めているのだから目も当てられませんよ」

「あの二人？……ああ、儂らの目を盗ぬすんではスキルを使った模も擬ぎ戦をやらかしている、あの二人か。たしかに、桑山くんでは抑よく止し力りよくにすらなっておらんじゃろうな」

　一いつ笑しように付そうとする黒巌に、景山は「笑えませんよ」と仏ぶつ頂ちよう面づらで応じる。

「して、景山くん。今回の件、君自身はどう思うておる？」

「……勤務態度に問題があったとはいえ、桑山先生には非常に申し訳ないことになったと思っています」

　先程までの辛しん辣らつな物言いとは裏腹に、心底申し訳なさそうに景山は言う。

　桑山が退職願を出したのは、もちろん、それなりの理由があってのことだった。

　ゴールデンウィークに入ってすぐ、職員室で一人事務処理をしていた桑山は、警備員の目を搔かい潜くぐって学園に侵しん入にゆうしてきた賊ぞくに襲おそわれた。桑山はスキルで応戦し、なんとか賊を退しりぞけるも負傷。怪け我がそのものは学園の保健医の治ち癒ゆ型スキルで完治したものの、賊に襲われたことで心的外傷を受けたと訴うつたえ、その翌日に退職願を提出した。

　これだけを聞けば、生徒からの悪評に耐たえかねた桑山が、これ幸いと理由をかこつけて退職を願い出ただけの話で終わっていたところだが、話にはまだ続きがある。

　戦せん闘とうに入る直前、口を滑すべらせた賊が〝ジンギ〟なる物を探していることを桑山は知り、そのことについて黒巌と景山を問い詰つめた。話を聞いた二人は賊の狙ねらいを確信するも、だからこそ桑山に本当のことを話すことができず、のらりくらりと詰きつ問もんをかわし続けた結果、桑山を激げき怒どさせてしまい、退職願を突き出す踏ふん切りをつけさせてしまったのだ。

「学園長、やはりこれは例の組織の仕し業わざでしょうか？」

「〝ジンギ〟の存在を知り、欲ほつする者は決して少なくない。おそらく別の手合いじゃろう。それに、このようなお粗そ末まつなやり口で来てくれるほど奴やつらは甘くない」

「たしかに、そのとおりですね。ですが、例の組織はとうの昔に学園が〝ジンギ〟を秘ひ匿とくしていることを知り、すでにもう行動に移していると見た方が賢けん明めいだと思います」

　景山の言葉に、黒巌は一つ頷うなずき、

「じゃから儂は、政府にかけ合って〝ジンギ〟を移送しようと思うておる。こうなってしまった以上、学園に〝ジンギ〟を保管しておくのは危険じゃし、かといって学園ここに何かありますよと言わんばかりに過か剰じように警備を固めるわけにもいかんからのう。それに、今度は教師ではなく生徒に危害が及およぶやもしれん。それだけは何としてでも避さけねばならん」

「〝ジンギ〟の移送には私も賛成です。ですが……」

「わかっておる。それまで奴らが大人しくしてくれる保証など、どこにもないと言いたいのじゃろう？　じゃから儂は、あの娘を角宿学園の教師として迎むかえ入れることにした」

　あの娘こ──その言葉だけで全すべてを理解した景山の双そう眸ぼうが大きく見開かれる。

「零姫を、ですか。たしかに、彼女が学園にいてくれれば心強い限りですが……その……本当にいいのですか？」

　黒巌は瞑めい目もくし、断腸に耐える風ふ情ぜいで答える。

「良いも悪いもすでにもう呼び寄せてしまっておる。それに……良くも悪くも頑がん固こな娘むすめじゃからな。これぐらいの理由がなければ、あの娘こは一生、教師になりたいという夢を諦あきらめ続けるじゃろう。儂は、あの娘の夢を叶えてやりたいのじゃ……形はどうあれな」

　迷いを振ふり払はらうように目を開くと、黒巌は決然と景山に告げた。

「よって、零姫──夜々木結々に、二年三組の担任を務めてもらうこととする」








第一章　女教師は波乱と踊おどる









　人間の脳は10％しか使われていない……俗ぞくに言う10％神話はデマでも脳の内で使われていない領域は確かに存在し、その領域に特とく殊しゆなプログラミングを施ほどこした電気信号を送ることで、人類は脳に秘ひめられた超ちよう常じようの〝力〟を引き出すことに成功した。

　念動力の発現、自己治ち癒ゆ能力の促そく進しん、物質の具現化、身体能力の強化……引き出された〝力〟は千差万ばん別べつ。それゆえか、あるいは〝力〟そのものが超常であるがゆえか、被ひ験けん者たちは皆みな一様にして〝力〟を制せい御ぎよすることができず、〝力〟の研究は暗あん礁しように乗り上げることとなった。どれほど凄すごい力でも制御できなければ意味がない。〝力〟の研究者たちは数え切れないほどの試行錯さく誤ごを重ね、血ち眼まなこになって〝力〟を御ぎよする術すべを探した。

　そして行き着いたのが、テレビゲームなどでよく見かける術技だった。

　術技よろしく名前、効力を明確にしたプログラムを脳に送ることで〝力〟に規則性を持たせ、想定どおりの〝力〟を発現させることに成功。そうした経けい緯いもあってか、〝力〟の研究が実用可能な段階まで進み、〝力〟に名前を与あたえることになった際はこのように命名された。

　スキル──と。







　あの時の出来事は今でも脳のう裏りに焼きついている。

　五年前──当時小学六年生だった乙おと姫ひめ優ゆう人とは、曲くせ島じま事じ変へんと呼ばれるスキル史上最も多くの死傷者を出した大事件に巻き込まれた。その際に、スキルで人を殺すことに快楽すら覚えていた殺さつ戮りく者たちに襲われ、優人は子どもながらに死を覚かく悟ごした。

　その絶体絶命の危機を救ってくれたのが〝彼女〟だった。

　見た目十代半ばほどの〝彼女〟はスキルの力で具象した桜色の光こう刃じんを手に、瞬またたく間まに殺戮者たちを斬きり伏ふせた。戦闘と呼ぶにはあまりにも一方的で、あまりにも華か麗れいな剣けん舞ぶのあとに残ったのは、桜吹雪ふぶきさながらに舞まい散る無数の粒りゆう子しと〝彼女〟のみ。

　桜吹雪の中に佇たたずむ〝彼女〟は、ただただ美しかった。

　腰まで届くほどに長く艶つややかな黒くろ髪かみは、この瞬しゆん間かんのために誂あつらえたものだと盲もう信しんさせられるほどに桜吹雪に映はえていた。幼さが色いろ濃こく残っているせいか、容よう貌ぼうは満開の桜にも似た、見る者の心を弾はずませる美しさに充みち満ちているが、長い睫まつげの下にある双そう眸ぼうは憂うれいを帯び、散りゆく桜にも似た儚はかなさに充ち満ちていた。

　だからだろうか。年とし端はもいかぬ少女とは思えないほどの強さを見せつけられたばかりなのに、優人の目には〝彼女〟が年端もいかぬ少女とは思えないほどに弱々しく見えた。

　そんな〝彼女〟に、優人は惹ひかれた。その美しさに、その強さに、その弱さに……〝彼女〟そのものに、どうしようもないほどに惹かれた。

　こちらの視線に気づいたのか〝彼女〟は一つ息をつくと、光刃を手にしたままこちらに駆かけ寄り、空いた手を差し伸のべてくる。

『もう大だい丈じよう夫ぶよ。今から、きみを安全なところに連れていってあげるから』

『で、でも、そこに着くまでに、さっきの奴らの仲間が〝ほうふく〟にくるんじゃ──』

『その時はまた、わたしがきみのことを護まもってあげるわ。だから大丈夫』

　優人の不安を一いつ蹴しゆうする力強い言葉だった。誰だれよりも強いからこそ言える言葉なのだろうと優人は思った。けれど、誰よりも弱く見える〝彼女〟のことは、いったい誰が護ってあげるのだろうとも思った。幼さゆえか、矛む盾じゆんにまみれた考えに一いち抹まつの疑問も抱いだかなかった優人は、差し出された手を握にぎると、〝彼女〟に向かって無む邪じや気きにこんな言葉を返した。




『それならさ、お姉ちゃんのことはおれが護ってやるよ』




（……思えば、アレからだったな）

　早朝、木々生おい茂しげる山中で胡座あぐらをかき、〝彼女〟に思いを馳はせていた角宿学園二年生の優人は伏せていた瞼まぶたをゆっくりと押し開き、

（おれの好みが年上限定になってしまったのはッ!!）

　馳せていた思いを明後日あさつての方向にぶん投げながら、決意を新たにした少年漫まん画がの主人公さながらにカッと目を見開いた。

（巨きよ乳にゆうならばなお良しッ!!）

　記き憶おくの中の〝彼女〟がかなりあったことを思い出しながら、ますますカカッと目を見開く。幼くして死を覚悟させられるという、トラウマになってもおかしくない過去に向かって唾つばを吐はきかけんばかりの図太さである。

（しかしまあ、あの時は我ながらあまりにもガキすぎたというか……。〝彼女〟の仲間がいるところに着くまでの間、ずっと護られっぱなしだった奴が、〝彼女〟のことを弱そうに見えたとか護ってやるだとか、なに生意気ナマ言ってんだって話だよな）

　とはいえ、〝彼女〟のことを護ってやりたいという気持ちは五年経たった今でも変わらない。このまま一生〝彼女〟と再会できない可能性の方が余よ程ほど高いことはわかっているが、わかっていてなお、この気持ちだけはいつまでも色いろ褪あせることはなかった。〝彼女〟への想おもいに至っては、色褪せるどころか日を追うごとに増していくばかりだった。

　だから、優人は強さを求める。強すぎるほどに強かった〝彼女〟を護れるくらいに強くなるために。今、この時も。

「イメージトレーニングはもう終わったのかよ、優人？」

　男勝まさりな少女の声が耳じ朶だに触ふれ、優人はそちらに視線を送る。

　優人と同じブレザータイプの制服──角宿すぼし学園の制服を派手に着き崩くずした、優等生の対義語に認定されそうな容姿をした少女だった。

　実際、スカート丈たけの短さは学園随ずい一いちで、そのことを教師に注意された彼女が、足あし技わざ主体のスキルを使ってるからしょうがないだの、スパッツを穿はいているから見えても大丈夫だの抗こう弁べんしている場面を優人は何度も目もく撃げきしたことがある。もっとも、

（スパッツはスパッツでエロいから、見えても大丈夫だという考えは砂糖よりも甘っちょろいぞ、空そら内うちッ!!）

　口に出したら、少女──空内外そと海めがスカートの下に短パンを穿いてしまう恐おそれが出てくるため、優人は心の中だけで強弁する。五年もの間、ずっと〝彼女〟のことを想っていながらも「それはそれ！　これはこれ！」などとほざいて、忠実すぎるほどにリビドーに従っているものだから、なんかもう色々とどうしようもない。

　優人がスパッツについて強弁していることなど露つゆほども知らない外海は、ワンサイドアップにまとめた茶ちや髪ぱつを揺ゆらし、ツリ目がちの双眸をこちらに向けながら訊たずねてくる。

「で、イメージ内での柳やぎ楽らとの模も擬ぎ戦はどうだったんだ？」

　実はイメージトレーニングそっちのけで異性の好みを再確かく認にんしてたり、〝彼女〟に思いを馳せてたりしてました──などと答えるわけにはいかないので「もちろん、おれの圧勝だ」と答え、外海が呆あきれたように「圧勝って……それ、イメージトレーニングやる意味ないだろ」と、ため息をつく。直後、草木を踏ふみ分ける音が耳に届き、二人は音が聞こえた方角に顔を向けた。

　ほどなくしてやってきたのは、例によって角宿学園の制服に身を包んだ、プライドの高さと育ちの良さが滲にじみ出た容よう貌ぼうをした少年だった。

　遅おせえぞ柳楽──と、言葉以上に敵意を滲ませた声こわ音ねを吐く優人に対し、少年──柳楽柳やなぎは小こ馬ば鹿かにするような声音で挑ちよう発はつの言葉を返す。

「ぼくは文明人だからな。野や蛮ばん人のきみと違ちがって山道は歩き慣れていないんだよ」

「はっ、学園の目を盗ぬすんで今からおれと一戦交えようって野や郎ろうが文明人気取りかよ」

「そういうきみは、ほんの少しでいいから文明人を気取ったらどうなんだ？　乙姫優人という、親おや御ごさんから貰もらった立派な名前に負けないナヨナヨ情けない文明人をな！」

「お前、人がめっちゃ気にしてるとこ突つつきやがって……あ～キレた、も～キレた。今日という今日はお前ボッコボコにするわ」

　こめかみに青筋を浮うかべながらバチバチと火花を散らす二人を尻しり目めに、外海は「くぁ……」と欠伸あくびを漏もらし、吞気のんきな声音で二人に言う。

「じゃれ合いはいいから、さっさと始めてくんね？」

「じゃれ合ってなんかいねえよッ!!」「じゃれ合ってなどいないッ!!」

　見事なまでに重なった二人の怒ど声せいに耳を塞ふさぎながら、外海はこれみよがしに鼻で笑う。

　今から一戦交えるという優人の言葉どおり、二人はこれから、外海の立ち会いのもと、第何十回目になるのかもわからない、スキルを使った模擬戦を行うことになっていた。

　学園の目を盗んで模擬戦を行う理由は、一年次の授業で行われた模擬戦の戦績が同率で学年一位だったため、どちらの方が強いか、いい加減はっきり白黒つけようというシンプルなものだった。もっとも、互たがいが互いに相手のことが気にくわないという、別の意味でシンプルな理由も付ふ随ずいしている様子だが。

　そんな二人の意地の張り合いなど心底どうでもよかった外海は、さっさと模擬戦という名の茶番を終わらせるべく、二人に向かって両の手のひらを突つき出して催さい促そくする。

「はいはい、わかったからさっさとインタ見せろよ。ゴールデンウィーク明けの今日は全校集会があるから、いつもよりも時間がとれねーってこと忘れてるだろ？」

　外海の言葉どおり全校集会があることを忘れていたのか、優人と柳楽は言われて慌あわてて、スマホによく似た形をしたデバイスを懐ふところから取り出す。

　デバイスの名はスキルインターフェイス。インタの略りやく称しようで親しまれている、スキルを使用する上でなくてはならない道具ツールだった。

　優人はインタ背面に内蔵された巻き取り式のコードを延ばし、その先せん端たんに取りつけられた吸きゆう盤ばん型プラグをうなじに貼はり付ける。続けてインタを起動すると、優人が現在セットしているスキルが画面上に映し出された。

　優人のスキルのセット枠わく──スキルスロットの数は三つ。その三つのスロットにセットされているのは、怪け我がを治ち癒ゆすることができる〝マーシィハンド〟、自身の身体能力を強化することができる〝万ばん夫ぷ不ふ当とう〟、そして、強力な防ぼう御ぎよ結界を展開することができる〝イージス〟……仕方がないとはいえ、攻こう撃げき型スキルが一つもないラインナップに我が事ながら辟へき易えきしながらも画面をスクロールし、最下部に表示されたトレーニングモードの文字をタップして、その機能を起動させる。時を同じくして柳楽もトレーニングモードを起動したらしく、二人はほとんど同時にインタを外海に差し出した。

「ちゃんとトレモになってるな……よーし、もういいぞ」

　確認が終わると、優人と柳楽はうなじからプラグを剝はがしてインタを仕し舞まい、模擬戦の開始位置に移動する。外海は「準備はいいな？」と二人に訊ね、首しゆ肯こうが返ってくるのを確認したあと、高々と右手を上げた。そして、

「はじめっ!!」

　開始の合図とともに外海が右手を振ふり下ろした瞬間、優人は身体能力強化のスキルを発動する。

「我、無む双そうなり──〝万夫不当〟！」

　刹せつ那な、優人の双そう眸ぼうに淡あわく白い光が灯ともり、同時に、比類なき力が全身に漲みなぎる。

「相も変わらず適合率の低い〝万夫不当〟頼だよりか。たまには攻撃型スキルの一つや二つ、使ってみせたらどうだ？　この〝フレイムキャノン〟のようにな！」

　優人の初手を読んでいた柳楽は、嘲ちよう弄ろうの言葉を浴びせながらも後ろに飛んで距きよ離りを離はなし、双眸に黄金色の光を灯して、掌から炎の砲弾フレイムキヤノンを発射する。

「てっめえッ、おれの攻撃型スキルの適合率が壊かい滅めつ的なの知ってて言ってるだろッ！」

　悪態をつきながらも、優人は一流アスリート顔負けの瞬しゆん発ぱつ力りよくで真横に飛んで〝フレイムキャノン〟をかわす。かわされた炎えん弾だんは優人の後方にある木々に直撃するも、トレーニングモードを起動したことによってスキルの威い力りよくが極限まで抑おさえられているため、衝しよう撃げきで木この葉を舞まい散らしただけで焦こげ目一つつくことはなかった。

　先の罵ののしり合いどおり、攻撃型スキルに適合しない──つまりは攻撃型スキルが使えない優人の間合いは拳こぶしが届く至近。哀かなしくなるほどにそのことを承知していた優人は着地と同時に柳楽との間合いを詰つめにかかり、度たび重なる模擬戦で優人の間合いを熟知していた柳楽は近づけさせまいと両手を使って〝フレイムキャノン〟を連射する。が、ただの一発も優人にかすることはなく、着実に彼ひ我がの距離が縮まっていく。

「ちっ、ちょこまかと……！　燃えろ──〝フレイムキャノン〟！」

　業ごうを煮やした柳楽が特大の〝フレイムキャノン〟を放った瞬間、ここが勝負所だと踏んだ優人は恐れることなく地を蹴けり、勢いをそのままにスライディング。〝フレイムキャノン〟の真下を滑すべることで、回かい避ひと同時に距離を潰つぶすことに成功する。

　こちらの一手が読めなかった柳楽が狼ろう狽ばいしている間に、拳の届く間合いまでたどり着いた優人は、鬱うつ憤ぷんを晴らさんばかりの渾こん身しんの拳けん打だを柳楽の脇わき腹ばらにお見み舞まいした。が、

「〝エアロシュート〟……ッ！」

　柳楽は表情を苦痛に歪ゆがめながらも、視認できるほどにまで圧縮された空気塊かいを掌しよう中ちゆうに生み出し、それを優人にぶつけて吹ふき飛ばす。続けて、

「仰あおぎ見よ、星々の瞬またたきを──〝スターダストレイ〟！」

　優人が受け身をとりながら立ち上がっている隙すきに、柳楽は自身が持つものの中で最強のスキル──ライセンススキルを発動する。直後、優人のはるか頭上に光の天てん蓋がいが現出し、優人は舌打ちを漏らしたくなる衝しよう動どうを堪こらえながらも、天蓋に向かって両手をかざした。

「出いでよ不ふ壊えの障しよう壁へき──〝イージス〟！」

　天蓋から星ほし屑くずにも似た光こう弾だんの雨が降り注いだ瞬間、優人は自身の周囲に半球状の結界を展開し、真っ向から〝スターダストレイ〟を受け止めた。否いな、受け止めざるをえなかった。なぜなら〝スターダストレイ〟は広こう範はん囲いに光弾の雨を降らすため回避は困難を極きわめ、威力も〝フレイムキャノン〟や〝エアロシュート〟の比ではない。ゆえに防御結界イージスを展開する以外に光弾の雨スターダストレイを凌しのぐ手はなかった。

　なんとか〝スターダストレイ〟を凌ぎきった優人は安あん堵どの吐と息いきをつくも、〝イージス〟の外の地面が爆ばく撃げきでも受けたかのような有り様になっているのを見て、顔を引きつらせる。〝スターダストレイ〟を見る度に思うことだが、間違ってもトレーニングモードなしでくらいたくはないと心の底から思う。

　兎とにも角にも仕切り直しだ──と、優人と柳楽が思った、その時、

「はい、そこまで。さすがに時間がやべーから、あたしは先に行くわ」

　スマホの画面を見ながら外海が模擬戦の終しゆう了りようを告げ、優人と柳楽が揃そろって「はぁッ!?」と間の抜ぬけた声をあげる。そんな二人には構わず、外海はすぐそばにあった巨きよ木ぼくに向かって跳ちよう躍やくし、さらに、アクションゲームの二段ジャンプさながらに空中を蹴って巨木の枝の上に着地する。続けて何度も二段ジャンプを繰くり返し、巨木の天てつ辺ぺんにたどり着くと、

「空くうを駆かけろ──〝絶ぜつ影えい〟」

　そう言って跳躍した瞬間、山頂付近に見える角宿学園の校舎目がけて、飛ぶような勢いで空を駆けていった。外海の姿が見えなくなったところで、二人は揃って懐からスマホを取り出し、時刻を確認して……校舎目がけて猛もう然ぜんと走り出す。なぜなら、本当に時間がやばかったからだ。が、だからといって、この二人が仲良く肩かたを並べて走るはずもなく、

「〝アースウォール〟！」

　柳楽はスキルを発動し、地面から岩がん壁ぺきをせり上がらせて優人の行く手を塞ぐ。続けて〝アースウォール〟を連続発動して、岩壁で優人を囲い込むと、

「今日のところは、これくらいで勘かん弁べんしてやる。ありがたく思え」

　笑いを堪えた捨て台詞ぜりふを残し、容よう赦しやなく優人を置き去りにしていった。

　数瞬後、優人の怒ど号ごうが山中にこだましたのは言うまでもなかった。







　二十世紀の末すえ頃ごろに試験運用を開始して以来、スキルはすっかり世に浸しん透とうし、日本人のほとんどがスキルを扱あつかうようになった昨今、スキルに関かかわる知識と技術を学べるスキル専門学校ができたのは時代の必然だと言えた。

　現在、日本に存在するスキル専門学校の数は二十八。その中でも、教師、設備、授業の質が最も高い水準にあり、なおかつ、数多あまたのスキル関連企き業ぎようの協賛を得ている最高位の四校が第だい一いつ宿しゆく校と呼ばれていた。そして、その第一宿校の一いち翼よくを担になっているのが角宿学園だった。

　角宿学園は標高五百メートルを超こえる山一つを敷しき地ちにしているため、街中の学校に比べて周囲への配はい慮りよが少なく済み、実技の授業の際は生徒たちが気き兼がねなくスキルを扱うことができる環かん境きようになっている。さらに全ぜん寮りよう制せいになっているため、親や周囲の目を気にすることなくスキルの勉強に打ち込める環境にもなっており、それに惹ひかれて受験する者も少なくない。学園長──黒くろ巌いわ源げん一いち郎ろうが曲島事変を収束させた立役者の一人として知られているおかげか、協賛企業の数はスキル専門学校の中でも一、二を争うほどに多く、最先端のスキルに触ふれられる機会が多いことも大きな魅み力りよくの一つとなっている。まさしく、第一宿校と呼ぶにふさわしい学園だった。

　その角宿学園の生徒の一人である乙姫優人は汗あせだくになりながらも、全校集会開始一分前に、会場となっている体育館に到とう着ちやくする。体育館にはすでに四五〇人に及およぶ角宿学園生が整然と並び立っており、だからこそ、男女別の二列に並んでいる二年三組クラスメイトを容易に見つけることができた優人は、汗を拭ぬぐいながらも早足でそちらに駆け寄った。

　先んじて体育館に戻もどり、素知らぬ顔で列に並んでいた柳楽の背中を「ぜってぇ殺す」という念を込めた視線で睨にらみつける。あまり認めたくはないが、現状自分と同格である柳楽との模も擬ぎ戦は、この上ないほどに強くなるための糧かてになっている。が、やっぱり気に入らないものは気に入らないので、柳楽なんざ強くなるための踏ふみ台として徹てつ底てい的に踏み散らかしてやると、あらためて強く決意する。

　そんな調子で柳楽の背中を睨み続けていた優人だったが、すぐ隣となりに並んでいた外海が眠ねむたそうに欠伸を漏らしていることに気づき、毒どく気けを抜きながらも小さく頭を下げた。

「毎度毎度わりぃな。模擬戦の立ち会いに付き合わせちまって」

「……ほんとにわりーって思ってるのかよ？」

　と、訊たずねる外海に、優人は首肯を返す。

　すると外海は、目を泳がせ、わずかに赤みが差した頰ほおをポリポリと搔かきながら、

「だったら……今度の日曜……デ、デート……してくれよ……それで、チャラにしてやるからさ……」

　デートの部分だけをいやに小さな声こわ音ねで紡つむぎながら、そんなことを言い出す。

　なんだかんだ言いながらも、外海が優人と柳楽の模擬戦ケンカに付き合っているのは、まさにそれが理由だった。が、

「もちろん断る」

　容赦なく即そく答とうする、優人。

「何度も言ってるだろ……おれの好みは巨きよ乳にゆうのお姉さんだと！　だから空内！　お前とデートすることはできん！　こればっかりはどれだけ頼たのまれても譲ゆずれん！　最低でもお前のカップが二つ以上大きくならない限りは絶対に譲れんッ！」

　などと最低なことを口走る優人を前に、胸のサイズが最低クラスの外海の頰が、先さき程ほどまでとは別種の赤色に塗ぬり替かえられていく。

「あたしだってな……好きで貧ひん乳にゆうやってんじゃねーんだよっ!!」

　全校生徒が集まる場で魂たましいの叫さけびがこだまする。普ふ通つうならば奇き異いの視線が集中するところだが、二人のやり取りは半ば日常茶さ飯はん事じと化していたため、集まった視線は「おー、やってるやってる」という生温かいものが、ほとんどだった。もっとも、優人の最低すぎる発言を聞いた女子の軽けい蔑べつに塗まみれた視線も、少なからず混じっているが。

　まあ落ち着け、空内──と、優人は外海に制止するよう促うながす。そして、最低以下に最低な単語を探したくなるほどに最低な言葉を外海に浴びせかけた。

「お前は確かに貧乳だ。だがな、尻しりと太ふと股ももだけは本当に素す晴ばらしいと思ってるぞ」

　女子からの軽蔑に塗れた視線が激増し、男子からの「さすがだ」と感心する視線が微び増ぞうする中、外海はモジモジしながら、

「素晴らしいって…………それ、噓うそじゃねーんだな？」

「ああ、噓じゃねえよ」

「……ふ～ん……」

　普ふ段だんの男勝まさりな振る舞いはどこへやら、素そっ気けない風を装よそおいながらも、花も恥はじらう乙女おとめのような顔を浮うかべながら「そっか……素晴らしいのか……」と呟つぶやいた。

　このやり取りを聞いていた誰だれも彼もが（それでいいのか!?）と、心の中でツッコミを入れている間に、舞ぶ台たいに上がった学園長──黒巌が、その中央にある、マイクが備えつけられた講演台に移動する。体育館内は生徒たちの話し声で半ば騒そう然ぜんとしていたが、黒巌が講演台に立つのを確かく認にんすると潮が引くように話し声は小さくなっていき、やがて、水を打ったような静せい寂じやくが館内を満たした。

　静かになったところで、黒巌は穏おだやかに挨あい拶さつを済ませると、ゴールデンウィーク明けは気が緩ゆるんでいる者が多いせいかスキルの事故が多発する傾けい向こうにあること、ゆえにスキルの扱いにはいつも以上に注意するよう訴うつたえ、続けて、これからの学園行事についての話に移行していく。そんな学園長の話を右から左に聞き流し、なんとはなしに視線を巡めぐらせていた優人は、壁かべ際ぎわに並び立つ教職員たちを見て、一つの異変に気づく。

（アレ？　うちの担任いなくねえか？）

　そんな優人の疑問に答えるようなタイミングで、学園行事について語り終えた黒巌が、

「皆みなに一つ、残念なお知らせがある。二年三組の担任を務めていた桑くわ山やま先生が、一身上の都合により退職することとなった」

　あまりにも突とつ然ぜんすぎるお知らせに、体育館内に満ちていた静寂が消し飛び、瞬またたく間まに喧けん噪そうが場を支配していく。桑山の退職を惜おしむ空気よりも、「やっぱりやめたか」という空気や「やっとやめてくれたか」という空気の方がはるかに勝っていることに、さすがの黒巌も苦く笑しようを隠かくし切れていない様子だった。

　やがて、一身上の都合に対する憶おく測そくが飛び交かい始め、ゴールデンウィーク中に何者かが学園に侵しん入にゆうしたという噂と関係があるのではないかという声が生徒の口から上がった瞬間、黒巌は一ひと際きわ大きな声で、生徒たちの興味を惹きつけてやまない言葉を紡ぎ出した。

「よって、新たに二年三組の担任を務める教師を皆に紹しよう介かいしたいと思う」

　言い終わると同時に、黒巌はこれみよがしに舞台袖そでに視線を送る。

　わざとらしさすら感じる学園長の仕草から、新任教師が舞台袖に隠れていることを悟さとった生徒たちは、ますます喧噪を大きくしながらもそちらに視線を集中させた。

　ご多た分ぶんに漏もれず舞台袖を見つめながら「真ま面じ目めな先生だったら誰でもいいや」と口にする外海に対し、優人は「美人でエロい女教師なら誰でもいいや」と、どう聞いても誰でもな感じがしない願望を口にする。その言葉に外海が露ろ骨こつにムスッとした表情を浮かべるのと、舞台袖から新任教師が現れたのは全く同時のことだった。

　不意に、喧噪がかき消える。新任教師に、タイトなレディーススーツを着こなす彼女に、誰も彼もが目を奪うばわれ、誰も彼もが言葉を失ったのだ。

　彼女は、ただただ美しかった。

　異性はもちろん、同性ですらも見とれてしまうほどに美しかった。けれど、高たか嶺ねの花という印象を受けることは全くなく、誰も彼もが見とれる美び貌ぼうからは、つい一ひと月つきほど前までそこかしこに咲さき誇ほこっていた桜のような親しみやすさが醸かもし出されていた。

　生徒の目はおろか教職員の目をも釘くぎ付づけにさせていた彼女を、黒巌ただ一人だけがしっかりと新任教師として扱い、講演台に立って皆に挨拶するよう無言で促す。

　黒巌に代わって講演台に立った彼女は表情に緊きん張ちようを滲にじませるも、やがて意を決したように唇くちびるを引き結び、硬かたさの残った声音で挨拶を述べる。

「本日から二年三組の担任を務めることになりました夜よ々よ木ぎ結ゆ々ゆです。前任の先生に負けないようがんばりますので、よろしくお願いしますっ」

　深々と頭を下げたあと、上手うまく挨拶ができたと思って安あん堵どしたのか、結々の口から盛せい大だいなため息が漏れる。が、それがまずかった。その音をしっかりと拾っていたマイクを通じて、結々のため息が体育館内に反はん響きようする。最後の詰つめを盛大にしくじったことに気づいた結々は赤面しながらも後ろに下がり、小さく縮こまりながらも講演台を黒巌に譲った。

　黒巌は微び苦く笑しようを浮かべたあと、結々とは打って変わって欠片かけらほどの緊張も感じさせない声音でこう締しめくくる。

「夜々木先生はこう見えてスキル戦せん闘とうのプロフェッショナルであり、実戦的な見地からくる知識に富んでおる。彼女の教えがこれまでとは違ちがった、されど、これまで以上の実りを諸君らにもたらすことを、この儂わしが約束しよう」

　黒巌が言い終わると同時に教職員から歓かん待たいの拍はく手しゆがあがり、それにつられて生徒たちも恐きよう縮しゆくそうにしている結々に向かって拍手を送る。そんな中、優人は拍手することも忘れて、ただただ結々に魅み入いっていた。結々の容姿がドストライクだったという理由もあるが、それ自体は優人にとってただのオマケにすぎなかった。

（〝彼女〟だ……）

　思い描えがいていたとおり、いや、思い描いた以上に美しく成長しているが、間違いない。間違えるはずがない。今、舞台の上にいる新任教師──夜々木結々は、曲島事変で優人の命を救ってくれた、護まもってやりたいと心から願った〝彼女〟に相そう違いなかった。

〝彼女〟と再会できたことに感極きわまりながらも、〝彼女〟がクラスの担任になることにかつてないほどの高こう揚ようを覚えながらも、優人は心の中で〝彼女〟の渾あだ名なを口にする。

（〝彼女〟に……零ぜろ姫ひめにまた会えた……！）







　角宿学園の校舎は「ユ」の字の形に造られており、「ユ」の東みぎ側に体育館が、北うえ側に模擬戦で使われる練武場が、南した側に校庭が、西ひだり側の窪くぼみに中庭が設けられている。階数は三階で、上から順に三年生、二年生、一年生の教室が配置されていた。

　全校集会が終わり、校庭側二階東とう端たんにある教室に戻った二年三組の生徒たちは、当然と言えば当然だが、結々の話題で持ちきりになっていた。

　前任の桑山が微び妙みようだった反動もあってか、教室全体が歓かん迎げいムードに包まれる中、外海ただ一人だけが露骨に不ふ機き嫌げんな表情を浮かべていた。

「よかったなっ。美人でエロい女教師が担任になってくれてっ」

　教きよう卓たくの目の前にある優人の机に腰こし掛かけながら、外海はムスッとした声音で優人にイヤミを言う。が、なんの反応も示さず、どこか上うわの空になっている優人を見て、

（もうか……もう夜々木センセのことで頭がいっぱいなのか……）

　涙なみだ目めにさせられる結果に終わってしまう。普段から優人への好意がダダ漏れなだけに、外海の周囲には近づくのも躊躇ためらわれるような空気が充じゆう満まんしていた。

　そんな空気を物ともせずに、一人の少女が、一冊の本を抱だきかかえながら優人の席に駆かけ寄ってくる。そして、呆ほうけていた優人を一発で我に返らせるほどの元気な声音で、

「シショーシショーっ！　シショーが貸してくれた秘伝の書、とても参考になったでゴザるよ！」

　少女は『ＴＨＥ　忍にん者じや！　順逆自在の極み！』なる本を優人に見せつけながら、小学生と見み紛まがうほどの矮わい軀くをピョンピョコ跳はねさせる。その度たびに、クリッとしたエメラルドの瞳ひとみが無む邪じや気きな光を振ふり撒まき、ポニーテールにまとめた金こん色じきの髪かみがヒョコヒョコと揺ゆれていた。

　もはや言げん及きゆうするまでもないが、少女──ハート・ロットは日本人ではなかった。ハートはスキル発はつ祥しようの地である日本に次ぐスキル先進国──アメリカからやってきた飛び級留学生だった。本来ならば中学二年生であるはずの彼女が、なぜ飛び級してまで角宿学園に留学してきたのか……その理由は極めてシンプルで、極めて奇き天て烈れつなものだった。

「これでまた理想のニンジャに一歩近づけたでゴザる～」

「いや、前から言ってっけど女の忍者はくノ一だからな」

「違うでゴザるっ。セッシャが目指しているのはクノイチではなくニンジャでゴザるっ」

　こだわりがあるのか、モチモチのほっぺたをプクッと膨ふくらませながら優人に抗こう議ぎする。

　そう、ハートは忍者になるために日本にやってきたのだ。角宿学園が忍者系のスキルを開発する企き業ぎようの協賛を得ていることを自力でリサーチし、無む駄だに時代がかった日本語をマスターして、一秒でも早く立派な忍者になるために飛び級で角宿学園に留学してきたのだ。

　真っ当な人間ならば、湯水の如ごとく才能を無駄に使うハートを止めるところかもしれないが、ハートの心意気を買っていた優人は諸もろ手てで後押しするように、

「わかったわかった。今度はこれを貸してやるから、そう怒おこるなよ」

　鞄かばんの中から『大解かい剖ぼう！　忍にん法ぽうクモ糸縛しばり！』なる本を取り出し、『ＴＨＥ　忍者！　順逆自在の極み！』と交こう換かんする形で貸かし与あたえた。

「ふわぁ～……かたじけないでゴザる、シショーっ！」

　満天の星のように双そう眸ぼうを輝かがやかせながら、ハートは両手で『大解剖！　忍法クモ糸縛り！』を受け取り、頭上に掲かかげる。強くなるためにはスキル以外の技能も必要だと考えた優人は、格かく闘とう技ぎを中心に様々な技術と知識を蓄たくわえた。その一いつ環かんで忍しのびの技わざについて調べていた時期があり、その手の書しよ籍せきを数多く持っていたので貸し与えてみたところ、ハートは大はしゃぎ。以来、彼女からは「シショー」と呼ばれ、慕したわれるようになったのだ。

　無邪気なハートを眺ながめている内にすっかり心が和なごんだ外海は、不機嫌だった表情を和やわらげながらハートの頭を撫なで繰くり回す。

「わぷっ!?　い、いきなりなにをするでゴザるか外海殿どの～」

「ん～？　べっつに～」

　ますます表情を和らげながら、外海はハートを猫ねこ可愛かわいがりする。

　優人が自他ともに認めるほどの年上巨きよ乳にゆう好きであるため、ハートがライバルになる可能性は皆かい無むに等しく、なおさら彼女のことを可愛いと思う外海だった。が、

「柳楽さんの席の前でギャーギャーうるせえっスよ、乙姫優人ッ！」

　背後からの、絶ぜつ妙みように凄すごみの利きいていない声が癒いやしの一ひと時ときをぶち壊こわす。

　振り返ると、声の主ぬし──神かむ座くら暦こよみが優人の二つ後ろの席に座る柳楽の後ろに隠れ、もとい、控ひかえながら、優人だけに向かって気の強い言葉をぶつけていた。

「てめえがうるせえから、ほら！　柳楽さんの眉み間けんに皺しわが寄っちまってるじゃないっスか！　どうしてくれんスか！」

　神座暦という大層な名前とは裏腹にこれといった特とく徴ちようのない顔を必死に凄ませながら、ヘタレさが滲み出た声音で抗議する。柳楽の眉間に皺が寄っているのは、唐とう突とつに喚わめき始めた自分が原因であることに全く気づいていない。

　外海はもちろん、矛ほこ先さきを向けられている優人すらも無視を決め込もうとするも、

「申し訳ないでゴザるぅ……」

　はしゃぎすぎたことを自覚していたのか、ハートがシュンと項うな垂だれながら謝罪する。

　それを見ていたクラスメイトたちが一いつ斉せいに神座に向かって非難の視線を浴びせかけ、居たたまれなくなった神座は土下座しながら「違うっス！　ハートちゃんには言ってないっス！」と平謝りし始める。そんな中、優人は柳楽を見やり、

「舎しや弟ていの躾しつけがなってねえぞ」

「ぼくは舎弟など持った覚えはない」

「って、そりゃないっスよ柳楽さん!?」

　という神座の悲鳴が響ひびき渡わたった瞬しゆん間かん、ホームルーム開始五分前を報しらせる予よ鈴れいのチャイムが教室に響き渡る。普ふ段だんならば本鈴が鳴る寸前までお喋しやべりを続けているところだが、誰だれに言われるまでもなく皆が自然と自分の席に戻もどり、それに伴ともなって話し声も自然と小さくなっていく。窓まど際ぎわ最後列という優人からは随ずい分ぶん離はなれた自席に戻った外海は、ため息をつきながら椅い子すに座り、心の中で独りごちた。

（みんな……夜々木センセが来るの楽しみにしてる……）

　たぶん、あたし一人だけが楽しみにしてない──と付け加えながら、机に突つっ伏ぷする。

　年上で、巨乳で、超ちようがつくほどの美人なうえ、可愛げまであるときている。優人の好みをそのまま具現化したとしか思えない結々を前に、外海の恋こい戦いくさは始まる前から敗戦ムードに包まれていた。

（ああ、もう！　最近はただでさえきついってのに……余計ヘコむっつーの！）

　考えれば考えるほどヘコんできた外海は、自分を奮ふるい立たせるためにも、女として結々に勝っている部分を必死に探し始める。

（そういえば優人の奴やつ、あたしの尻しりと太ふと股ももは素す晴ばらしいって言ってくれたよな……）

　これを使えばあるいは──と考えながら、スカートをペロンとめくり、スパッツに覆おおわれた太股周りを凝ぎよう視しする。が、すぐにスカートを直し、

（無理っ！　絶対無理っ！　てゆーか尻と太股を使うってどう使う気なんだ、あたし!?　触さわらせるのか!?　揉もませるのか!?　…………まあ、そうなったらそれはそれで嬉うれし──って、なに考えてんだ、あたしぃ──────────っ!!）

　顔を真っ赤にしながらモダモダしている内に本鈴が鳴り響き、続いてクラスメイトたちの歓かん声せいが聞こえたところで、外海は飛び跳ねるように顔をあげる。

　視界に飛び込んできたのは、本鈴と同時に教室に入ってきた結々のこそばゆそうな笑え顔がおと、それをガン見していることが露ろ骨こつに伝わってくる優人の後頭部だった。無む性しようにハンカチを嚙かみちぎりたくなる衝しよう動どうに駆られるも、唇くちびるを嚙むことでどうにかこうにか堪たえ切る。

　教きよう壇だんに立った結々は教卓に出席簿ぼを置いて、二年三組の生徒一人一人に視線を巡めぐらせる。

　そして…………………………………………………………………………………………

（…………アレ？）

　彫ちよう像ぞうの如く固まる新任教師に、外海はもちろん、教室にいる全すべての人間が眉まゆをひそめる。

　いったいどうしたのかと思っていたら、

　ぶわっ──

　突とつ然ぜん、結々の双眸から澎ほう湃はいと涙が溢あふれ出し、二年三組一同は揃そろいも揃ってギョッとする。結々の目の前にいる優人に至っては、後ろにひっくり返らんばかりの驚おどろきようだった。

「ふぐ……えぐ……ご、ごめんね……もうちょっとだけ……ひっく……もうちょっとだけ待ってね……」

　止めどなく溢れてくる涙を拭ぬぐいながら謝る結々を見て、外海の中にとある疑問が芽生え始める。

（え～っと……このセンセ、本当にスキル戦闘のプロフェッショナルなのか？）
















　学園長の言葉を疑い始めたのは外海だけではなく、クラスメイトの多くが、結々は外見だけの、前任の桑山と同じハズレなのではないのかという疑問が心の中で噴ふん出しゆつし始める。もっとも男子に関しては「それならそれで一向にかまわん！」という気き概がいに溢れた者が大たい勢せいを占しめているが。

　ようやく涙が止まったところで、結々は心底申し訳なさそうに謝る。

「見苦しいところを見せちゃってごめんね。教師になることが子供の頃ころからの夢だったから……その……思わず感極まっちゃって……」

　目と鼻を赤くしながら照れくさそうに笑う、結々。その笑顔に男子どもが心を撃うち抜ぬかれる様を見て、実は結々は計算高いイヤな女なのではないかと外海は訝いぶかしむも、

「でも、もう大だい丈じよう夫ぶ！　青春の一ひと時ときは長いようで短い……わた──じゃなくて、先生のせいで浪ろう費ひしてしまったみんなの貴重な時間を取り戻すためにも、今からバシッと素す早ばやく出席をとってみせるからっ！」

　いったい何の影えい響きようを受けたのやら、心を撃ち抜かれた男子たちを速そつ攻こうで我に返らせるほどの熱血ぶりを見せる結々に、外海は（あ、この人天然だ）と心の中で確信した。

「先生先生ッ！　先生に質問があるっス！」

　両手をブンブン振り回しながら自己主張する神座に「質問ならどんと受けつけるわよ、神座くんっ」と応こたえる結々を見て、外海は目を丸くする。まだ出席確かく認にんをしていないのに、結々が当たり前のように神座の名前を言い当てたことに驚いているのだ。おそらく、事前に二年三組全員の顔写真と名前を頭の中に叩たたき込んできたのだろうと外海は思う。

「じゃあ遠えん慮りよなく！　先生はどんなスキルを持ってるんスか？　学園長がスキル戦せん闘とうのプロフェッショナルって言ってたから、めっちゃ気になってたっス！」

　めっちゃ気になってたのは神座だけではなく、外海も、柳楽も、ハートも……この教室にいるほとんどの人間が、結々の所持スキルに興きよう味み津しん々しんだった。期待という名の風船が破は裂れつ寸前まで膨れ上がったところで、結々は毅き然ぜんと、予想だにしなかった答えを返す。

「スキルは一つも持っていないわ」

　聞き間ま違ちがいかと思ったのか、神座の口から「は？」と、間の抜けた声が漏もれる。

「じゃ、じゃあ……スキルスロットの数はいくつっスか？」

「一つよ。さらに言うとＳエスＰピーがゼロだから、スキルそのものが使えないわ」

　その言葉に皆みながどよめき始める。優人に至っては絶句している様子だった。

　スキルスロットは、インタを通じて脳にインストールしたスキルをセットすることができる、言うなればスキルの装備枠わくのことで、スキルスロットが多ければ多いほど複数のスキルをセットできるようになっている。

　ＳＰ──スキルポイントは、スキルを発動した際に消費する精神エネルギーを数値化したもののことで、その量はスキルスロットの数に比例している。

　スキルスロット数は最低で一、最高で五。そのためどんな人間でも最低一つはスキルをセットすることができるが、ＳＰの量がスロット数に比例しているせいでスロット数一の人間はどれだけ高くてもＳＰが一ひと桁けたを超こえることはなく、まともにスキルを使うことができないため、事実上スキルに適合しない人間にカテゴライズされている。

　スキルスロット数とＳＰを決定づけるのは生まれ持った個人の才能のみで、後天的に増やすことは不可能だとされている。そのためスキルスロットが一つしかない人間は、心ない者たちから無む能のう者と揶や揄ゆされており、それが今ちょっとした社会問題になっていた。

　その無能者が角宿学園の教師を務めている……二流三流のスキル専門学校ならばあり得ない話ではないが、ここはスキル専門学校の最さい高こう峰ほう──第一宿校に名を連ねる角宿学園。前代未み聞もんと言っても過言ではない出来事を前に、二年三組一同は驚きよう愕がくと困こん惑わくを露あらわにしていた。

「無能者に教えを請こうなど冗じよう談だんではないッ!!」

　不意に、柳楽の怒ど声せいが驚愕と困惑を切り裂さく。

　こういう生徒が出てくることは想定済みだったのか、結々は少し困ったような顔をしているだけで、柳楽の言葉に傷ついている様子も驚いている様子も見受けられなかった。

「なにがスキル戦闘のプロフェッショナルだッ!!　無能者がスキルのプロであってたまるものかッ!!」

　プライドが高いせいか、柳楽は能力が低い人間を……特に無能者を見下す傾けい向こうにある。そんな柳楽にとって無能者の授業を受けることは、屈くつ辱じよく以外の何ものでもなかった。

「柳楽くんは、わたしを先生とは認めない……そう言いたいのね？」

「そのとおりだッ!!」

「それなら、どうすれば柳楽くんはわたしのことを先生だと認めてくれるのかな？」

　あくまでも教師として接しようとする結々に苛いら立だちを覚えたのか、柳楽は耳を疑うようなことを口走る。

「ぼくと模も擬ぎ戦をしろッ!!　ぼくに勝てたらあなたのことを教師だと認めてやるッ!!　だが、負けたら即そつ刻こくこの学園から出て行ってもらうぞッ!!」

　予想だにしなかった事態に誰も彼もが言葉を失っているのか、耳が痛くなるほどの静せい寂じやくが教室を満たす。

「……たとえ模擬戦でも、わたしは生徒に手をあげるようなことはしたくないわ」

「ふん！　やはり逃にげるか！」

　勝ち誇ほこる柳楽に向かって、結々はゆっくりとかぶりを振ふり、

「ここで逃げたら、柳楽くんは絶対に、わたしのことを先生だと認めてはくれないでしょう？　だから、模擬戦は受けて立つわ」

「生徒には手をあげたくないと言っているくせに、どうやって模擬戦を行う気だ？」

「そうね…………柳楽くんのＳＰが切れるまで──」

「先生先生ッ！　制限時間を決めて、時間内に柳楽さんの攻こう撃げきが一発でも当たったら柳楽さんの勝ち、当たらなかったら先生の勝ちってルールはどうっスか！　これならほら、スキル戦闘のプロフェッショナル感も出るし！」

　場の空気を完全に無視した神座が、とんでもない提案をしてくる。自分に有利がすぎるルールはプライドが許さないのか、柳楽は神座の提案を退しりぞけようとするも、

「わかったわ」

　それよりも早くに、結々が覚かく悟ごを滲にじませた声こわ音ねで了りよう承しよう。予想外の即そく答とうに柳楽は目を見開き、静観していたクラスメイトたちが、にわかにざわつき始める。

（なんかやべーことになってるけど……いいのかよ、優人!?）

　と、外海が優人に視線を向けた直後のことだった。

　優人は高々と手をあげると、さらなる混こん沌とんを誘さそう言葉を、しれっと紡つむぎ出す。

「その模擬戦、おれも参加していいっすか？」







　模擬戦を行うために二年三組一同は──練武場が空いていなかったため──校庭へ移動する。通常、模擬戦の際は学園指定のジャージを着て行うところだが、今日は実技の授業がないので優人と柳楽はもちろん、結々も職員用のジャージを用意していなかったため、三人はそのままの服装で模擬戦を行うことで合意した。

　クラスメイトを校舎前に残し、校庭の中央まで移動した優人は、対たい峙じする結々を女め神がみを崇あがめるような視線で見つめたあと、無む駄だに離はなれた位置に陣じん取どっている柳楽を無駄にあくどい視線で睨にらみつける。

（くっくっくっ……全力で足を引っ張ってやるから覚悟しとけよ、柳楽クゥン）

　そうすることで、負けたら学園を去るという危機から結々を護ることができるかもしれない──それが、優人が模擬戦に飛び入り参加した理由だった。

　神座の提案が採用された結果、模擬戦は優人と柳楽の二人がかりで、三分以内に一発でも結々に攻撃を当てることができたら柳楽の勝ち、当てることができなかったら結々の勝ちという特別ルールで行われることとなった。いくら〝彼女〟が強くても、間違いが起きる可能性が多分にある危険なルールだ。正直、こんなアホなルールを思いついた神座のケツに、点火済みロケット花火をぶっ刺さしてやりたい気分だった。

（センセはセンセで、あっさり了承しちまうし。こりゃ、最悪柳楽を亡なき者にすることも視野に入れ……いや、むしろ亡き者にする絶好のチャンスか？）

　などと物ぶつ騒そうなことを考えながらも、校舎の窓から顔を出しているギャラリーたちを見やる。時間的にはもうとっくに一時限目が始まっているはずなのに、校舎の窓という窓から生徒たちが顔を出し、お祭りでも眺ながめるようなノリで事の成り行きを見守っていた。おまけに教師の姿までチラホラと混じっているものだから、優人の口から漏れたため息は深くなるばかりだった。

（けどまあ、そりゃ気になるよな。美人でかわいくてオッパイでかい超ちよう絶ぜつ素敵な夜々木センセが、着任早々生徒と一戦交えようってんだから。ったく、こういう決けつ闘とうじみたことって、普ふ通つう女の方が裸はだかを見られたとかそういうのが原因で起きるもんじゃねえの？　おれまだセンセの裸見てないんですけど？　見てないんですけど!?）

　と、散々心の中で愚ぐ痴ちっていた優人だったが、

（いや、待てよ……模擬戦には事故がつきもの……だったら──）

　開かい眼げんした修しゆ行ぎよう僧そうさながらに、優人はカッと目を見開き、

（うっかりオッパイ触さわっても事故ってことになるよな！　事故だからオッパイ触っても無罪だよな！　そうだ……そうだよ、裸が見れなければ、この手で触ればいいじゃない！）

　マリー・アントワネットが聞いたら大きく振りかぶってブリオッシュをぶん投げてきそうな超理論を展開しながら、やる気を漲みなぎらせる。言うまでもないが有罪である。

「言っとくけど、夜々木センセにセクハラしたら即そく失格にするからな」

　いつの間にやら傍そばにいた外海の言葉に、優人はビクリと体を震ふるわせ「ナンノコトデスカ？」と片言でしらばっくれる。外海は「優人の考えなんてお見通しだっつーの」と吐はき捨てたあと、懐ふところからストップウォッチを取り出して結々のもとへ向かった。

「センセ、あたしの方はいつ始めても問題ないぜ」

「先生……！　今、先生って呼ばれた……！」

　と、小声で喜びに打ち震えていた結々だったが、苦く笑しようまじりの外海の視線に気づくと、わざとらしく「コホン」と咳せき払ばらいをし、居住まいを正して礼を言う。

「空内さん、ありがとね。模擬戦の立ち会いを買って出てくれて」

「別に、これくらいたいしたことじゃねーけど……その、本当にいいのかよ？　こんな無茶苦茶不利なルールで始めても？　せめて、ブーストコードなしにするくらいのハンデをつけてもらった方がいいと思うんだけど」

　ブーストコードとはスキルの効力を最大限にまで引き上げることができる口こう上じようのことで、優人の〝イージス〟を例に出すと、スキルを発動する際に「出いでよ不ふ壊えの障しよう壁へき──〝イージス〟」と唱えることで、ただ黙だまって〝イージス〟を発動した時よりも格段に強固な結界を展開できるようになっている。また、ブーストコードほどではないが、スキルの名前を発声することでも効力を引き上げることができるようになっている。

　外海は、あまりにも不利すぎるルールで模擬戦を受ける結々を見かねて、せめてものハンデとして、ブーストコードなしで模擬戦を行うことを提案しているのだ。

　外海の気き遣づかいが嬉うれしいのか、それともいまだに先生と呼ばれたことを喜んでいるのか、結々は柔にゆう和わな笑えみを浮うかべ、

「空内さんは優やさしいのね」

「はぁっ!?　べ、別に優しくなんかねーしっ！　センセが負けたら優人が哀かなし──……ぅう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　と、とにかくっ！　あたしは全然優しくなんかねーからっ！」

　直球すぎる物言いに気が動転したのか、顔を真っ赤にしながら否定する。

　外海の反応を微笑ほほえましく思ったのか結々はますます笑みを深めながらも、ゆっくりと視線を、柳楽と、校舎前のギャラリーに巡めぐらせる。

「口に出していないだけで、柳楽くん以外にも、スキルが使えないわたしのことを先生だと認めたくない子は沢たく山さんいると思うの。だから先生は、どんな無理難題を言われても全すべて受け止めようって決めてたの。みんなに認めてもらうために、ね」

　柔和な笑みに隠かくされた結々の覚悟が伝わったのか、外海はもうこれ以上口出しすることはなかった。そんな二人の会話に耳をそばだてていた優人は（だからこんな無茶なルールの模擬戦を受けて立ったのか）と、得心すると同時に、内心首を捻ひねる。記き憶おくの中の結々は、桜色の光こう刃じんを具象するスキルを使っていた。なのになぜ、学園を去るというリスクを背負ってまでスキルが使えることを隠しているのか……模擬戦終しゆう了りよう直後、周囲にほとんど人がいない状じよう況きようならば理由を聞き出すことができるかもしれないと、優人は思う。

　こりゃ、いよいよ飛び入り参加して正解だったな──と、独りごちている内に、外海がトレーニングモードの起動確かく認にんにやってきて、優人と柳楽、それぞれのインタを確認したあと、三人から離れた位置に移動し、ゆっくりと右手をあげる。

「三人とも準備はいいな？」

　三人が首しゆ肯こうを返すのを確認したあと、外海は思い切り右手を振り下ろし、

「はじめっ!!」

　開始の合図が轟とどろいた瞬しゆん間かん、荒あら々あらしい柳楽の叫さけびが校庭に轟く。

「仰あおぎ見よッ!!　星々の瞬またたきを──」

　のっけからブーストコード付きの〝スターダストレイ〟かよ!?　──と、優人が驚おどろいているうちに、柳楽は双そう眸ぼうに黄金色の光を灯ともしながら、己おのが最強のスキルを発動する。

「〝スターダストレイ〟ッ!!」

　はるか頭上に光の天てん蓋がいが現れたのも束つかの間、そこから降り注いだ光こう弾だんの雨が結々に襲おそいかかる。ブーストコード付きの〝スターダストレイ〟は威い力りよく、範はん囲いともに凄すさまじく、柳楽と同じ学年でこれに対処できる者は、優人と外海を含ふくめても片手で数えるほどしかいない、切札と呼ぶにふさわしいスキルだった。この強力無比のスキルをどうやって凌しのぐのか……期待と不安を胸に見つめていた優人の視界に、信じられない光景が飛び込んでくる。

　光弾の雨が降り注ぐ中、結々が舞まい始めたのだ。

　軽かろやかにステップを刻み、長い髪かみを振り乱し、降り注ぐ数多あまたの光弾と戯たわむれるように舞っているのだ。彼女自身、舞っているつもりはないのだろうが、その動きの華か麗れいさは、流麗さは、舞まい以外にふさわしい表現が見つからないほどに優美なものだった。

　光弾の雨は、結々の体はおろか、その動きに合わせて乱れる黒髪にすらかすることはなく、舞を引き立たせるだけ引き立たせると、それで役目を終えたと言わんばかりに降り止やんだ。しばし絶句していた柳楽だったが、すぐに目を血走らせ、ブーストコードを唱えて再び〝スターダストレイ〟を発動。結々もまた再び軽やかに舞い、軽々とかわしきってみせたところで、ようやく事態を飲み込めたギャラリーから歓かん声せいがわき上がる。

　ますます目を血走らせながら〝フレイムキャノン〟を連射し始める柳楽と、それさえも苦もなくかわしてみせる結々を眺めながら、優人は笑い出したくなる衝しよう動どうを堪こらえていた。

（初めて〝彼女〟のことを護まもれるかもとか思ったけど……はは、やっぱすげえわ。こりゃ日が暮れるまで続けても柳楽の攻撃なんざかすりもしねえぞ）

　片時も忘れることがなかった〝彼女〟の強さが健在であることに、高こう揚ようが抑おさえられなかった。そして、今の自分がどれくらい〝彼女〟に近づけているのかという好こう奇き心も。

　万が一攻撃が当たってしまったとしても、結々が学園を去ることだけはどんな手を使ってでも阻そ止しすればいいと思った優人は、

「我、無む双そうなり──〝万ばん夫ぷ不ふ当とう〟！」

　ブーストコード付きの〝万夫不当〟で身体能力を強化して、結々に突とつ貫かん。その道すがら、スキルを乱発する邪魔者柳楽の頭をスパーンと叩はたいて黙らせると、地を蹴けって加速し、拳こぶしの届く間合いまで一気に踏ふみ込んだ。

　夢にまで見た〝彼女〟の強さを体感できることに、ますます高揚しながらも、優人は全力で拳を振ふるう。嵐あらしのような拳けん打だを、結々は、受ける、払はらう、といった最低限の防ぼう御ぎよ行動すらとることなく、体たい捌さばきだけで全てかわしきってみせる。攻撃型スキルなしで学年トップの戦績を収めた優人の格かく闘とう能力をもってしても攻撃がかすりもしない状況に、ギャラリーたちの歓声がいよいよ大きくなっていく。

（拳が当たらねえなら……！）

　左足で地面を嚙かみ、結々のこめかみ目がけて回し蹴りを放つ。ほぼ同時に結々が上体を沈しずめるのを確認した瞬間、優人は蹴りの軌き道どうを変化させ、袈け裟さ懸がけに振り下ろすように、太ふと股もも目がけて変則ローキックを繰くり出した。とった──そう確信するも、

「残念だけど──」

　結々は優人を飛び越こえるほどの高さまで跳ちよう躍やくしてローキックをかわすと、優人の両りよう肩かたに手を置き、体を反転させて倒とう立りつする。上体を沈めたのは、変則ローキックを誘ゆう発はつさせるための罠わなだった。

「重心の動きでバレバレよ。寸止めしようとしていたことも含めて、ね」

　倒立の体勢をそのままに背後に滑すべり落ちた結々は、優人の背中を両手で優しく突つき飛ばし、その反動を利用して身を翻ひるがえしながら着地する。

　背中を押された優人は、つんのめりながらも踏み止とどまって振り返ると、

「おわッ!?」

　柳楽の放った〝フレイムキャノン〟が眼前を横切り、思わず声をあげながら仰のけ反ぞってしまう。結々に突き飛ばされなければ直ちよく撃げきを受けていたところだった。

「柳楽てめえッ!!　おれごと攻こう撃げきするとはどういう了りよう見けんだッ!!」

「先に一撃くれてきたのは、きみの方だろうがッ!!」

「はんッ、記憶にねえなッ!!」

　と、醜みにくい言い争いをしている内に、

「残り二分！」

　外海が大声で残り時間を告げた瞬間、優人も柳楽も喉のど元もとまでせり上がっていた文句を飲み込んで、視線を結々に戻もどす。結々は一定の距きよ離りを保ったままこちらが仕し掛かけてくるのを待っているだけで、逃にげ回ろうという素そ振ぶりすら見せなかった。

　皆みなに教師として認めてもらうための覚かく悟ごをあらわしているのか、どうやら結々は真っ正面から優人たちの攻撃を凌ぎ切ったうえで勝つつもりらしい。

「ナメた真似まねを……！　吹ふき飛べ──〝エアロシュート〟！」

　柳楽はブーストコードを叫びながら掌しよう中ちゆうに空気塊かいを生み出し、地面に叩たたきつける。瞬間、地面にぶつかった際に生じた爆ばく発はつ的な空気圧が砂すな埃ぼこりを舞い上げ、砂すな煙けむりをつくり出した。

　そこからさらに無言で〝スターダストレイ〟を発動。砂煙で視界が利きかない中、光弾の雨が結々に襲いかかる。

　無言発動により、光弾の大きさも降り注ぐ範囲も格段に縮小してしまっているが、依い然ぜんとして〝スターダストレイ〟の威力は凄まじく、瞬またたく間まに砂煙を吹き飛ばし、地面に着ちやく弾だんした際に生じた新たな砂煙が視界を遮さえぎり始める。やがて、その砂煙も晴れ、〝スターダストレイ〟によって無残にも掘ほり返された地面が露あらわになるも、

「いない!?」

　結々の姿がどこにも見当たらず、柳楽は狼ろう狽ばいする。その間に結々の気配を捉とらえていた優人は、柳楽に伝えることなく、背後を振り返りながら走り出す。結々は柳楽がつくり出した砂煙を逆に利用して、身を隠しながら優人たちの背後に回り込んでいたのだ。

「二人とも、あくまでも個々の力で戦うつもりなのね」

　困ったような顔をしながら、結々は肉にく薄はくしてきた優人を迎むかえ撃うつ。

「そりゃもう。あいつと連れん携けいするくらいなら、ダイオウグソクムシと連携した方がよっぽどマシっすから」

　わけのわからない例えに困こん惑わくしているのか、ますます困ったような顔を浮かべる結々に優人は拳打と蹴しゆう撃げきのラッシュを仕掛ける。が、先さき程ほどと同様優人の攻撃は結々にかすりもせず、先程と同様優人ごと結々を狙ねらった柳楽のスキル攻撃に邪じや魔まされ、結々から距離をとったところで「残り一分！」と叫ぶ外海の声が耳の奥に反はん響きようする。

（こっちは〝万夫不当〟で強化してるってのに、全く触さわれる気がしねえ……！）

　結々の強さが想像以上だったことは嬉しい限りだが、今の自分が結々の足元にも及およんでいない事実が悔くやしくないかと言えば噓うそになる。正直、こんなザマでは結々を護るなど夢のまた夢だと言わざるをえない。このままでは終われないと思った優人は、弾だん幕まくさながらに〝フレイムキャノン〟と〝エアロシュート〟を乱射する柳楽と、苦もなく柳楽の猛もう攻こうをかわし続ける結々を見み据すえ、思案する。

（独力じゃセンセには届かねえ。かといって、柳楽と仲良く連携なんざ死んでもしたくねえ。……だったら無茶の一つや二つ、やるしかねえよなッ！）

　意を決した優人は炎ほのおと空気の砲ほう弾だんが乱れ飛ぶ弾幕地じ獄ごくに突っ込み、その只ただ中なかにいる結々を目指して疾しつ駆くする。スムーズに──とはいかないまでも、炎えん弾だんと空気塊を搔かい潜くぐりながら、瞬く間に結々との距離を潰つぶしていく。が、

「あぶない、乙姫くん！」

　結々が悲鳴に近い声をあげるのと同時に、横合いから飛んできた〝フレイムキャノン〟が優人に直撃し、吹き飛ばした。優人の狙いどおりに。

　優人が吹き飛んだ先にあるのは、柳楽が放った〝エアロシュート〟。

　優人は空中で体を反転させて足から〝エアロシュート〟に突っ込むと、接せつ触しよくと同時に生じた爆発的な空気圧を蹴って、文字どおり飛ぶような勢いで結々に突貫した。

　柳楽と連携するのではなく柳楽の攻撃を利用した、トレーニングモードによってスキルの威力が抑えられているからこそできる荒あら技わざだった。とはいえ、爆発的な空気圧を蹴った際に受けたダメージは決して軽くはなく、（痛いものは痛いんだけどなッ!!）などと心の中で悲鳴をあげながらも、勢いをそのままに、結々に向かって必殺の拳打を放つ。

〝フレイムキャノン〟をまともにくらった優人の心配をしていたのか、それとも優人の行動に虚きよを突かれたのか、結々の反応は先程までに比べて明らかに遅おそかった。

（届く……！）

　と、確信した瞬間の出来事だった。

　結々は、優人をして霞かすんですら見えないほどの速さで掌てのひらを振るい、必殺の拳打を打ち払う。と同時に、その身を旋せん転てんさせることで突とつ進しんそのものを受け流した。その結果、なにもない中空に投げ出された優人は、乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃すらも届かなかったことに嬉うれしさと悔しさを覚えながらも受け身をとり、転がる勢いを利用して立ち上がる。

　直後、外海の持っていたストップウォッチが、けたたましい音を鳴らして時間切れを迎えたことを皆に告げた。優人と結々の一連の攻こう防ぼうに驚いていたのか呆気あつけにとられていたのか、攻撃の手を止めていた柳楽が、我に返るように「クソッ！」と悔しさを吐はき捨てる。

　斯かくして、特別ルールの模も擬ぎ戦は結々の勝利という形で幕を閉じた。







　圧あつ倒とう的不利なルールで開始したにもかかわらず、蓋ふたを開けてみれば結々の完勝……その事実に観戦していた生徒たちがわき立つ中、結々は涼すずしげな顔をしながら、

（ふにゃ[image: ～][image: ～]……）

　心の中で、安あん堵どのあまりへたり込んでしまいそうなほどに緩ゆるみきっていた。

　教師生活初日ということもあってただでさえ緊きん張ちようしていたところに、大勢のギャラリーが見守る中、一発でも攻撃が当たったら学園を去るというルールで模擬戦を行ったのだ。結々の緊張の糸が限界ギリギリまで張りつめてしまうのは無理もない話で、その糸が模擬戦終しゆう了りようと同時にブツリと切れてしまうのもまた無理もない話だった。緩みきった内面が表に出ていないのは、全校集会の時と同じ愚ぐを犯おかすまいという克こつ己き心の賜たまものだった。

　さすがにこれ以上腑ふ抜ぬけていたら顔に出てしまいそうだったので、緩みきった心に活を入れてから優人と柳楽に視線を巡めぐらせる。

　優人にしろ柳楽にしろ、実戦経験に乏とぼしい学生とは思えないほどに戦い慣れしていた。二年三組全員の成績に目を通していたため、優人と柳楽が学年で一、二を争うほどにスキル戦せん闘とうに長たけていることは知っていたが、まさかここまでやれるとは思いもよらなかった。

　事実、最後の優人の攻撃にはかなり肝きもを冷やされた。もし二人がしっかりと連携していたら、負けていた可能性があったかもしれないと結々は思う。

（それよりも……）

　なにやら外海に話しかけている優人はともかく、圧倒的有利なルールで敗北したことが余程ショックだったのか、柳楽の落ち込みようは遠目から見てもわかるほどにひどく、結果的に生徒の自尊心を傷つけてしまったことに結々は胸を痛める。

（とにかく生徒たちに認めてもらわなきゃって躍やつ起きになりすぎてたかも……）

　やはり自分のような若じやく輩はい者ものに教師は務まらないのではないかという弱気な考えが鎌かま首くびをもたげるも、ここで投げ出したら教師以前に人として失格だと自じ戒かいし、柳楽は当然として、優人のアフターケアもきっちりばっちり行うことを心に誓ちかう。

　そうこうしている内に、優人と話していた外海がなぜかむくれた顔をしながら柳楽のもとへ走って行き、それを見届けてから優人がこちらに駆かけ寄ってくる。

　表情を見た限り、落ち込んでいる様子は見受けられなかったが、

「乙姫くん……その、ごめんね」

　思わず謝ってしまった結々に、優人は目を瞬しばたたかせた。

「なにがっすか？　もしかして今の模擬戦で負けたことを言ってるんだったら、おれは全然気にしてないっすよ。センセが以前と変わらずデタラメに強いことがわかって、嬉しかったくらいっすから。つうか、そもそも自分から首を突っ込んだ話だし、センセが謝ることなんて一つもないっすよ」

　言葉どおり全く気にしていないのか、軽い調子で話す優人に結々は安堵する。だが、

（……ん？　以前と変わらず？）

　その疑問に答えるように、どこか緊張した面おも持もちをしていた優人の口から、予想だにしなかった質問が飛び出してくる。




「センセって、零ぜろ姫ひめ……っすよね？」




　零姫の渾あだ名なを聞いた瞬しゆん間かん、結々の双そう眸ぼうが絶対零れい度どにまで冷え込む。

「どうして、その名を知ってるの？」

　声こわ音ねもまた絶対零度にまで冷え切っており、気け圧おされた優人は思わず一歩後ずさる。が、一瞬でも怯ひるんでしまったことを恥はじるように唇くちびるを引き結ぶと、毅き然ぜんとした声音で結々の問いに答えた。

「曲島でスキル開発の手伝いをしていた親父に会いに行った時に、曲島事変に巻き込まれたんすよ。その時にセンセに命を救ってもらったことがあって、センセが零姫って呼ばれてることだけは知ることができたんすよ」

　まあ、センセにとっちゃ大勢助けた中の一人だろうから憶おぼえていないのも無理ないっすけど──という付け加えを右から左に聞き流しながら、結々は「そう……なの……」と虚うつろに返事をする。そして、

（うわぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んっ!!　やっちゃったぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!）

　心の中でひどく情けない悲鳴をあげた。

（だってだって！　零姫の名前を知ってるのって、顔見知りかあの組織の人間だけだったもん！　今まで知らない人間に零姫って呼ばれたら十割があの組織の人間だったもん！）

「ど、どうしたんすか、センセ!?　めっちゃ涙なみだ目めになってるっすよ!?」

（って、顔に出てるのっ!?　んにゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!）

　動どう揺ようしまくっているせいか、心の中にこだました悲鳴は珍ちん妙みようこの上なかった。

　心の内の緩みをうっかり表に出してしまうという、全校集会の時と同じ愚を結局犯してしまったことにヘコみながらも（わたしは先生わたしは先生わたしは先生……！）と、何度も自分に言い聞かせることで、どうにかこうにか冷静さを取り戻す。そして、自分は涙目になんてなっていませんよと言わんばかりの平然とした調子で、優人に応じた。

「ごめんね、脅おどすような言い方しちゃって。でも、わたしが零姫だということは──」

「他言無用だってことはわかってるっすよ。そう言うだろうと思って、人ひと払ばらいを済ませておいたんすから」

　涙目になっていたことを全力でスルーするこちらに合わせてくれたのか、優人は動揺を押し殺しながらも、半顔を振ふり返らせ、項うな垂だれている柳楽と、見張るように柳楽の傍かたわらに立つ外海を一いち瞥べつする。優人の視線に気づいた外海が、ますますむくれているように見えたのは、おそらく気のせいではないだろう。

　なにはともあれ、優人の理解の良さに結々は内心胸を撫なで下ろす。零姫の名が広まることで、どんな災わざわいが学園に降りかかるかわかったものではなかったので、なおさら人心地ごこちがついた気分だった。

　外海と柳楽のはるか後方で、二年三組の皆みながこちらに向かい始めていることに気づいた結々は、気持ち早口になりながらも、もう一度優人に謝罪する。

「本当にごめんね。色々と気をつかわせちゃって。埋うめ合わせというわけじゃないけど、先生に相談したいことやお願いしたいことがあったら、いつでも言ってね。先生にできることなら、いくらでも力になるから」

　この時、結々は気づいていなかった。「それなら……」と、考え込むように手のひらで口元を隠かくしていた優人が、邪じや悪あくな笑えみを浮うかべていたことに。

　口元を隠したまま、優人が神しん妙みような声音で訊たずねてくる。

「一つだけ、センセにお願いしてもいいっすか？」

　もちろんいいわよっ──と、胸を張って応じる結々は気づいていなかった。手のひらの下に隠された優人の口角が、ますます邪悪に吊つり上がっていたことに。







　結々がスキル戦闘のプロフェッショナルという触ふれ込みどおりの力を示したことにより、校庭側の教室全すべてが授業そっちのけでわき立つ中、一人の男が、熱ねつ狂きようとは無む縁えんの落ち着いた足取りで廊ろう下かを歩いていた。

　男はトイレにたどり着くと、男子トイレと女子トイレの間に埋め込まれた用具入れから「清せい掃そう中」と書かれた看板を取り出し、それを男子トイレの前に置いてから中に入っていく。トイレに人がいないことを確かく認にんすると、懐ふところから携けい帯たい電話を取り出し、暗記していた電話番号を打ち込んで電話が繫つながるのをひたすら待ち続けた。

　やがて、コール回数が五十に届きかけたところで、

『わりぃわりぃ、ションベンしてたから出るのが遅くなったわ』

　電話が繫がったことに安堵したのか、それとも、悪びれることなく軽い謝罪で済ませようとする通話相手に呆あきれているのか、男は聞こえよがしにため息をつくと、落ち着いた声音で話を切り出す。

「〝先生〟……あなたの読みどおり、今日、新しい教師が学園に入りました」

『やっぱりか。で、どんな奴やつだ？』

「名は夜々木結々。性別は女。年齢としは二十歳はたち前後といったところですね」

『前後ってことは未成年の可能性もあるってことか。だとしたら、黒巌のじいさんも随ずい分ぶん強ごう引いんにねじ込んで…………って、んん？　二十歳前後の、女？』

「なにか引っかかることでも？」

『いやな、曲島事変以降とんと名前を聞かなくなった零姫がさ、今ならちょうどそんくらいの歳としになってるんじゃねえかって思ってな』

「零姫か……その心配はないと思いますよ。夜々木結々は紛まごうことなく無能者ですからね」

　そう言って、男はトイレの窓から校庭を覗のぞき見る。校庭では、生徒たちにせがまれてインタを見せる結々と、実は無能者でもそうはいないＳＰゼロという驚きよう異いの数字に驚おどろく二年三組の生徒たちが、男の視界を賑にぎやかしていた。続けて「ＳＰゼロの人間ってマジでいたんスね!?」という、男子生徒の無む駄だに大きな声が聞こえてきて、

「聞こえたでしょう？　零姫は、セブンススキルに匹ひつ敵てきする強力なスキルを使っていたと聞き及およんでいます。ＳＰのない夜々木結々に、それほどのスキルを使うことはできませんよ。もっとも、あの黒巌源一郎の肝いりで入ってきただけあって、無能者扱あつかいする気が起きないくらい格かく闘とう能力が図ず抜ぬけていますがね」

『そういえばあのじいさん、もうすぐ七十になるってのに、いまだに格闘戦じゃ日本トップクラスって話だったな』

「黒巌の弟で子しという線もある……そう言いたいのですか？」

『その可能性もあるってだけの話だ。とにかく、零姫であろうがなかろうが、それと同レベルの脅きよう威いだと思って対処するようにしとけよ。どこぞの組織が先走ったせいで、学園側の警けい戒かいレベルがマックスになってるからな。事ここに及んで半はん端ぱな人材を用意するとは思えねえ』

「肝に銘めいじておきます。ところで、その『どこぞの組織』は見つかったのですか？」

『いんや、見つからねえなあ。昨日まで存在してた気がするが、今はどこ探しても見つからねえわ』

「相変わらず、仕事が早いですね」

　そう言って、男は感心の吐と息いきを漏もらした。

〝先生〟なる人物は遠回しにこう言っているのだ。先日角宿学園に侵しん入にゆうし、桑山に撃げき退たいされた賊ぞくの組織は、昨日の内に見つけ出し、壊かい滅めつさせた──と。

『そういうそっちの仕事はどうなんだ？　〝ジンギ〟保管場所の目星くらいはついてんだろうな？』

「もちろんです。確証を得たらまた連れん絡らくします」

『そいつは重ちよう畳じよう。だが急げよ。まず間ま違ちがいなく学園側は〝ジンギ〟の移送を検討してるはずだからな』

「承知しています。……では、そろそろ」

『ああ。吉きつ報ぽうを待ってるぜ』

　通話が切れると、男は今一度視線を校庭に、その中央で生徒たちに揉もみくちゃにされている結々に向ける。

「お前が何者であろうが関係ない。〝ジンギ〟は我々……《雌し龍りゆう》がいただいていく」

〝先生〟と話している時とは打って変わって高圧的な物言いで呟つぶやくと、男は踵きびすを返し、その場から立ち去っていった。








第二章　学園の一日









　スキル専門学校といえどもスキルに関かかわる授業ばかりを行っているわけではなく、国語や数学といった一いつ般ぱん教養科目も、しっかりとカリキュラムに組み込まれている。

　結ゆ々ゆが着任した翌日の一時限目、現代社会を受け持つ男教師──屋や久く原はらの授業に、優ゆう人とは欠伸あくびを嚙かみ殺しながら耳を傾かたむけていた。

「知ってのとおり、曲くせ島じま事変は太平洋上にある曲島と呼ばれる島で起きた、スキル史上最も凄せい惨さんな事件の一つとされており、曲島事変が収束するまでの三ヶ月間、曲島で亡なくなった人の数は千人を超こえ────…………」

（曲島事変のことなら嫌いやってほど知ってるっつうの）

　と、心の中でぼやく優人であったが、曲島事変に巻き込まれた三ヶ月間の記き憶おくは、正直なところかなり曖あい昧まいなものになっていた。自分の心を護まもるために脳が凄惨な記憶を忘れようとしているのかもしれない──曲島事変後に受けたカウンセリングの先生の言葉を思い出し、たぶんそのとおりなんだろうなと優人は思う。

（曲島事変ではっきり憶おぼえてんのは、なにもできずただ護られているだけの自分に腹が立ったことと、零ぜろ姫ひめ……夜よ々よ木ぎセンセのことだけなんだよなぁ）

　当時、マスコミが曲島事変の情報を集めるのに躍やつ起きになっていたせいもあって、曲島事変に巻き込まれたことは他言しないようにと父親から釘くぎを刺さされた。そのため、今まで誰だれにもそのことを話したことがなく、また、角宿すぼし学園が実家から遠く離はなれているため、曲島事変当時小学六年生だった優人が交通事故で三ヶ月間学校を休んでいたことを知る者もいないため詮せん索さくされることもない。

　だから、曲島事変に巻き込まれたことを他人に話したのは、結々が初めてだった。

　そして、結々が零姫だということを知っているのは、生徒の中ではおそらく自分一人だけのはずだ。

（くっくっくっ……角宿学園に存在する全ての野や郎ろうどもよ……おれを妬ねため、僻ひがめ、羨うらやめ。お前らが「あのセンセよくね？」とか「狙ねらっちゃおうかな～」とかウダウダやってるうちに、おれはもうセンセと秘密を共有し、さらにはマンツーマンで秘密の特訓までしちゃってるもんぬえええええええええッ!!）

　十人中十人どころか、うっかり聞いてしまった通りすがりの十一人目までもがイラッとさせられるような独白をかましながら、優人は悦えつに入いる。

　マンツーマンの秘密特訓──それが、昨日優人が結々に言ったお願いだった。







　時は早朝に遡さかのぼる。

　角宿学園が所有する山の中腹にある、高さ三メートルほどの小さな岩山を待ち合わせ場所にしていた優人は、ジャージ姿で仁に王おう立ちしながら結々が来るのを待っていた。

　木々生おい茂しげる山中において、この岩山はちょっとしたランドマークとなっており、昨日角宿学園に来たばかりの結々でもわかりやすい場所だったので、ここを待ち合わせ場所に選んだ次し第だいだった。

　一つだけ、センセにお願いしてもいいっすか？──という優人の言葉に、結々が快かい諾だくしてくれた際は、エロいあんなことやドエロいこんなことが脳のう裏りをかすめるも、そんなことを口走ろうものなら確実に好感度が地に落ちてしまうため、暇ひまな時でいいからマンツーマンで、できれば皆には秘密で訓練をつけてほしいと優人はお願いした。それくらいならお安いご用だと二つ返事で引き受けてくれた結々は、翌日の早朝から訓練を開始することを提案。やる気バリバリな結々に驚かされながらも、優人は心の中で狂きよう喜き乱らん舞ぶし、

（ちょっと早く来すぎちまったぜッ!!）

　約束よりも一時間早くに、東の空が白む前に待ち合わせ場所に来てしまったのであった。ちょっと早いどころの騒さわぎではない。

　そんなこんなで仁王立ちのまま待つこと三十分……ようやく空が白んできたところで、

「え？　乙おと姫ひめくんもう来てたの!?」

　驚く結々の声が横合いから聞こえてきたことに、優人の方が驚かされてしまう。声の方に視線を向けると、山中の森を抜ぬけてきた結々が駆かけ寄ってくる姿が目にとまる。

（全く気配に気づけなかったんですけど!?）

　草木を踏ふみ分ける音を漏もらしまくっていた柳やぎ楽らとは違ちがい、結々の足取りは無音に等しく、優人の傍そばに立ち止まるまで、ついぞ足音らしい足音をたてることはなかった。

（当たり前のようにやってるけど、全然当たり前じゃないよな……）

　改めて結々の凄すごさを痛感していた優人だったが、結々のとある部分に視線を移した瞬しゆん間かん、別の意味での凄さを痛感させられてしまう。

（改めて見ると、やっぱでけえな……ッ）

　見過ぎない程度に結々の胸を見つめながら、優人は唸うなる。

　結々もまた優人と同様ジャージを着ているのだが、上着の前を完全に閉め切ると胸が苦しくなるのか、ファスナーはヘソのあたりまでしか上げておらず、それがかえってランニングシャツの下で自己主張している御お胸様を強調しているものだから、

（もう辛しん抱ぼうたまりますええええええんッ!!）

　本当に辛抱たまらなくなって飛びかかろうものなら一秒と経たたずに撃退されてしまいそうなので、優人はどうにかこうにか理性の力で欲望をねじ伏ふせた。

「まさか、こんなにも早くセンセが来てくれるとは思わなかったっすよ」

「それは先生の台詞せりふよ。乙姫くんの青春の一ひと時ときを無駄にしないために早く来たつもりだったのに……ごめんね、先生のせいで乙姫くんの貴重な青春を無駄に浪ろう費ひさせてしまって」

　妙みように青春の一時にこだわる結々に苦く笑しようしながらも、優人は自分も少し前に来たところだと噓うそをつき、それを聞いて胸を撫なで下ろす結々を見てホッコリする。それから、万が一にも他の生徒に見られないよう場所の移動を開始した。

「そういえば、どうして乙姫くんは先生との特訓を秘密にしたいの？」

「柳楽に知られたくないだけっすよ。誰かに秘密特訓を見られたことで、あの野郎の耳に届いて邪じや魔ましにこられたら、たまったもんじゃないっすからね」

　センセと二人きりの時間を誰にも邪魔されたくないから──と、答えたいところだったが、結々の反応次第では秘密特訓が始まる前に終わってしまう可能性があったので、噓の答えを返した。

　歩くこと五分。二人は背の高い木々に囲われた小広場にたどり着く。

「うん。ここならそれなりにスペースがあるし、誰かに見られる心配もなさそうね」

　一つ頷うなずくと、結々が試ためすような視線でこちらを見つめてくる。

「それで、乙姫くんはどんな特訓をご所しよ望もうなのかな～？」

　優人が望む特訓は……結々の服装を見た時からすでに決まっていた。

　襟えり口が大きいくせに胸むな元もとはしっかりと隠かくしているランニングシャツを見た時から、最初に所望する特訓はもう心に決めていた。

「センセ、まずはストレッチからお願いしていいすか？」

　結々は思わずといった風ふ情ぜいで、感心の吐息をついた。

「うんうん、スキルで戦うからみんな忘れがちだけど、体を動かす前にストレッチをすることはとっても大切よね。徒手格闘に精通しているだけあって、乙姫くんはちゃんとそのことがわかってるわね」

　褒ほめてもらえた喜びを嚙み締めつつも、優人はさらなる喜びを得るために、地面に腰こしを下ろして開かい脚きやくし、前ぜん屈くつしてみせる。

「体の柔やわらかさはこんなもんなんすけど、もっと柔らかい方がいいっすかね？」

　一八〇度とまではいかないまでも限りなくそれに近い角度まで開脚し、地面に額がつく拳こぶし二つ手前くらいまで体を倒たおしながら優人は訊たずねる。

「う～ん……普ふ通つうならそれくらい柔らかければ充じゆう分ぶんだけど、乙姫くんは普通程度では満足しないわよね？」

「もちろんっす」

「だったら、もう少し柔らかくなった方がいいわね」

「もう少しっていうと、どれくらいすか？」

「どれくらいかっていうと……」

　優人に見せるためか、結々は優人と正対する位置──優人の狙いどおりの位置──に座る。そして、脚あしを一八〇度に広げて前屈し──

（キタアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!）

　魂たましいを昇しよう天てんさせんばかりの勢いで、されど表情は全く変えることなく、心の中で優人は雄お叫たけびをあげた。

　結々は今、襟口の大きなランニングシャツを着ている。そんなものを着た状態で前屈をすれば、襟口の向こうにある魅み惑わくの谷間が見えるのは必ひつ定じようであり、襟口の大きさゆえに魅惑の双そう丘きゆうを包む白き天使の羽ブラジヤーまでもが見えてしまうのもまた必定だった。続けて体の前面がペタンと地面についたことにより、魅惑の双きゅ──否いなッ、オッパイがふにゅんと潰つぶれ、その柔らかさを目まの当たりにした優人は喜びのあまり、口から魂が漏れ出そうになる。

「だいたいこれくらいかな」

　優人がどこをガン見していたかなど露つゆほども知らない結々は、ゆっくりと体を起こす。

　時間にして、わずか数秒。だが、その数秒は今までの人生の中で最も尊い時間だったと、優人は心の中で断言する。

　次は感かん触しよくを味わってみたい──そう思った優人は、早さつ速そく次の手を打ちにかかった。

「もう少しってところか……それなら、背中を押してもらってもいいっすか？　できるだけ容よう赦しやない感じで」

「お安いご用よ」

　快諾するや否や、結々はすぐに優人の後ろへまわり、背中を押し始める。

　優人のご要望どおり、背中を押す力は割と容赦ない感じだったが、

（計算どおりだッ!!）

　クワッと双そう眸ぼうを見開くと、

（うおおおおおおおおおおおおッ!!　倒れろおおおおおおおおおおおおおおッ!!）

　地球に落ちてきた巨きよ大だい隕いん石せきを受け止めるスーパーヒーローさながらに気合を[image: ]ほとばしらせながら、ギチギチと悲鳴をあげる体を前へ前へと倒していく。

（おれの体ああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!　半はん端ぱに限界超こえやがったら許さねえぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!）

　心の叫さけびに呼応するようにド派手に限界を超えた体が一気に前に沈しずみ、バキボキパキッと断だん末まつ魔まの叫びをあげる腰に構うことなく、体の前面を地面に密着させる。同時に、

「あ……っ！」

　人体の限界を超えた唐とう突とつな落差にバランスを崩くずした結々が、前のめりになって優人に倒れ込み、胸──否ッ、オッパイが優人の頭を包み込んだ。

（裏ぱふぱふキタアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!）

　名めい誉よの戦死を遂とげた腰に敬礼を送りながら、結々の胸の谷間に後頭部が埋うまった幸せを全力で嚙かみ締める。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　声にならない悲鳴をあげながら、結々は飛び跳はねるように優人から離れた。胸の谷間に教え子の頭を埋めてしまったせいか、耳まで真っ赤になっていた。

（あぁッ!?　離れちゃ嫌やだああああああああんッ!!）

　と、心の中でロクでもない悲鳴をあげる優人をよそに、結々は、

「いいいいいい今のは……その……そ、そうよっ!!　腰よっ!!　腰から物凄い音が聞こえたけど大だい丈じよう夫ぶなの、乙姫くんっ!?」
















　余よ程ほどなかったことにしたいのか、涙なみだ目めでテンパりながらも強ごう引いんに話題を変えてくる。

　言われて初めて戦死した腰を意識した瞬間、激げき甚じんな痛みが優人を襲おそい、口から出かけた悲鳴を気合と根こん性じようで嚙み殺す。こんなことで結々に罪悪感を抱いだかせるわけにはいかないので、優人は引きつった笑えみを浮うかべながら、両手のひらを腰に当て、

「大丈夫っすよ、センセ。おれにはこれがあるっすから。……この手で振ふるうは癒いやしの奇き跡せき──〝マーシィハンド〟」

　直後、優人の両手が優やさしい光に包まれ、その手で触ふれていた腰から痛みが引いていく。

「攻こう撃げき型スキルの適合率は壊かい滅めつ的でも、防ぼう御ぎよ型と治ち癒ゆ型の適合率は無む駄だに高いっすから」

　それを聞いて、結々は安あん堵どしたようにため息を零こぼした。

　ほどなくしてイカれた腰を完治させた優人は、問題がないことをアピールするために立ち上がろうとして……立ち上がるのをやめた。なぜなら、優人はすでにたっていたから。どこがとは言わないが、幸せすぎる感触を堪たん能のうしたせいでたってしまっていたため、優人は立ち上がることができなかった。このままではまずいと思った優人は、昨日訊ね損そこねた質問をぶつけることで座る時間を稼かせぐことにする。

「そういえば曲島事変の時、センセってビームサーベルを出すスキルを使ってたっすよね？　なんでわざわざ一戦交えてまで、スキルが使えないなんて噓ついたんすか？」

「えっと……ＳＰがなくてスキルが使えないのは噓じゃないんだけど……」

　心底困った顔をしていた結々だったが、唐突にドヤ顔を浮かべ、いつもよりも大人っぽい声こわ音ねでこう答える。

「乙姫くん……大人の女性にはね、秘密が付き物なのよ」

　会心の回答だと思ったのか、フンスと満足げに鼻で息を吐はく。

　そんな子どもっぽい仕草を見せる結々に、優人は（大人の女性ねぇ……）と内心苦笑するも、結々の胸元に視線を移した瞬間、

（大人の女性っす……！）

　などと、ふざけたことを言っていられたのもここまでだった。

　どうにかこうにか本当の意味で立ち上がることができた優人は、結々が普ふ段だんやっているトレーニングを教えてほしいとお願いし、結々は当然のように快かい諾だくしてくれた。

　内容は、走り込みに筋力トレーニングというシンプルなものだった。が、走り込みでは短たん距きよ離り走並みの速度で山道を何十キロと走らされ、休む間もなくやらされた筋トレは部位ごとの回数が当たり前のように四桁けたを超え……こなす量とペースがとにかく尋じん常じようではなく、トレーニングを終えたあとの優人は、陸にあげられた魚のようにピクピクと痙けい攣れんするだけのナマモノに成り下がっていた。

「大丈夫、乙姫くん？」

　死にかけの優人とは違ってほとんど息が上がっていない結々が、心配そうに訊ねてくる。

　優人の疲ひ弊へい具合を見て、トレーニングを途と中ちゆうで切り上げようとした結々の制止を振り切ってまで完かん遂すいした手前、口が裂さけても大丈夫じゃないとは言えない優人は、

「大丈夫っすよ、センセ。おれにはこれがあるっすから」

　と、ストレッチの時に言ったことと全く同じ台詞をか細い声音で呟つぶやき、〝マーシィハンド〟を発動して自身の体を癒やし始めた。もっとも〝マーシィハンド〟はあくまでも怪け我がを癒やすスキルであり、体力回復の効果はさほどでもないので焼け石に水でしかないが。

　ＳＰが切れるまで〝マーシィハンド〟を施ほどこしたことにより、なんとか立ち上がれるほどにまで回復した優人だったが、その立ち姿たるや生まれたての子こ鹿じかのように弱々しく、自然、結々の口から苦笑まじりのため息が零れる。

　結々は懐ふところからスマホを取り出して時刻を確かく認にんすると「しょうがないか」と独りごち、

「その様子じゃ寮りように戻もどるのも一苦労でしょ？　先生が肩かたを貸してあげるから、今日の特訓はここまでにして一いつ緒しよに山頂うえに戻りましょ」

　僥ぎよう倖こう──としか言いようがなかった。なぜなら結々の言うとおり、優人には一人で山道を登って寮に戻る自信がなかったからだ。仮に自力で戻れたとしても、遅ち刻こくせずに登校できる自信がなかったからだ。そして、なによりも僥倖なのが、

（肩貸してもらえるってことは、センセと密着できるってことじゃねえか！　ヒャッホォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオウッ!!）

　本当に死にかけているのかと疑問に思えるほどに、優人の心の内は元気潑はつ剌らつになっていた。この場に捨てていった方がいい気がしないでもない。

「じゃあ……お言葉に甘えさせてもらうっす」

　お祭まつり騒さわぎになっている内心をおくびにも出さずに申し訳なさそうな顔をしながら答えると、結々はすぐさま優人に肩を貸し、こちらのペースに合わせて歩き出した。優人が心の中で（顔近い！　思ったよりも顔近い！）と、大はしゃぎしていることにも気づかずに。

（あぁ……なんかいい匂においがする。しかも、谷間が見え──っと、やばいやばい。これだけ近いと、どこ見てるかなんてすぐバレちまう。誘ゆう惑わくを断たち切れ、おれ……！）

　気を抜ぬくと胸の谷間をガン見してしまいそうになるので、結々の顔に視線を逃にがしてみる。やはりというべきか、すぐにこちらの視線に気づいた結々は、

「もしかして歩くの速かった？　もう少し遅おそい方がいい？」

「え？　ああ、そんなことないっすよ」

　胸の谷間から目を逸そらすために顔を見ていたなどとは口が裂けても言えないので、優人は内心色々と申し訳ないと思いながらも、平静を装よそおった声音で答えた。

（それにしても、センセっておれのこと完全にただの一生徒としてでしか見ていないというか、異性として全く意識していないというか……こっちはセンセとの距離が近すぎてもう心臓がバックバクのウッキウキだってのに、センセは全く動じてな────…………）

　愚ぐ痴ちりかけて気づく。結々の頰ほおが、先程までに比べてわずかに熱を帯びていることに。

「センセ、ちょっと顔赤くなってるっすよ」

　突つつくだけ突つついてみると、こちらを支える結々の肩がギクリと震ふるえるのが伝わってくる。

「さ、さっきまでトレーニングをしていたからね。体が温まって顔が赤くなるのもおかしい話じゃないわ」

「いや、トレーニング終わった直後とか、めっちゃ涼すずしい顔してたっすよね」

「お、遅おくれて温まってきたのよっ」

「いくらなんでも遅れすぎじゃないっすか？」

「あぅ……」

　頰どころか顔全体を朱しゆに染めながら、結々は口ごもる。トレーニング終しゆう了りよう直後、ダラダラと流れていた優人の汗あせがすっかり引いてしまうほどにまで時間が経たっているのだ。今さら体が温まってくる道理などあるはずもなかった。……精神的な理由を除いて。

（もしかして、おれ、センセに意識されてるぅッ!?）

　などという喜びが顔に出ていたのか、結々が赤い顔をそのままに、じっとりとした視線で見つめてくる。

「乙姫くん、元気そうね。もう一人で歩けるんじゃない？」

「……すみません無理ですちょっと調子に乗ってしまいました」

　反省する優人を見て、教師としての威い厳げんが保てたと思ったのか、結々は満足そうにフンスと鼻で息を吐く。それから二人は、とりとめのない話をしながら山道を行き、秘密特訓である以上誰だれかに見られるわけにはいかないので山頂にたどり着く前に別れ、優人は学生寮に、結々は学校に戻っていった。

　なお、肩を貸して貰もらっている間、結々の頰の赤みが引くことはついぞなかった。







　今朝の出来事を思い出せば思い出すほどに表情筋が緩ゆるんでいた優人は、顔の前で両手を組んで真ま面じ目めに授業を受けている風を装うことで、眼前にいる屋久原からニヤけ顔を隠かくし通していた。が、さすがにいつまでも楽しく回想しているわけにはいかないので、いい加減意識を授業に集中させる。模も擬ぎ戦だけではなく、座学においても柳楽に負けるのは癪しやくなので、「武」はもちろん「文」も怠おこたるわけにはいかなかった。

「なぜ、これほどの事件が曲島で起きたのか……え～っと誰に答えてもらおうか……」

　と、屋久原が悩なやむよりも早くに、ハートが「ハイっハイっ」と目いっぱい手をあげて、小さな体をピョコピョコ跳ねさせながらアピールし始める。

「わかったわかった。ロット、答えてみろ」

　苦く笑しようする屋久原に、ハートはもう一度元気よく「ハイっ」と応こたえると、

「一九九五年にスキルが生まれたあと、スキルの研究開発の場として選ばれたのが曲島であり、そこで開発されていたスキルが常に時代の最さい先せん端たんをいっていることを知った悪い人たちが曲島に押し寄せてしまったから、曲島事変が起きてしまったのでゴザるっ」

「概おおむね正解だな。補足するなら、曲島で開発されていたスキルの中には合法かどうかもわからない危険なスキルが数多く含ふくまれていたこと。それゆえに政府は曲島の存在を世間から秘ひ匿とくしていたが、結局悪い人たち……有り体ていに言えば裏社会の連中に見つかってしまったこと。この二点だな。なお当時の政府は、大規模なスキル犯罪に対たい抗こうできるよう、既き存そんのスキルとは一線を画すほどに強力なスキルをつくるよう曲島に依い頼らいしていた。その情報を摑つかんだからこそ、裏社会の連中が曲島を丸ごと占せん拠きよするという暴挙に踏ふみ切ったのはなんとも皮肉な話だが……まあ、それは置いといて、政府が曲島に依頼し、できあがったスキルには名前がつけられている。こいつに関しては有名すぎて簡単すぎるかもしれんが……空そら内うち、答えてみろ」

　指名された外そと海めが、ビクリと体を震わせながら立ち上がる。その表情は、不自然なまでに強こわ張ばっていた。

（そういえば空内の奴やつ、怒おこらせたら恐こわいだとかなんとか言って、屋久原にだけはやたらとビビってるよな）

　屋久原は長身で彫ほりの深い顔立ちをしており、大人の余よ裕ゆうに満ちあふれているせいか、女子生徒の評判はむしろ良い方だった。そんな人間に、男勝まさりな外海が怯おびえているのはどうにも腑ふに落ちないが、

（見た目に関しちゃ、空内は真ま面じ目めな学生とは程ほど遠いからなあ。そのへんが原因で屋久原を怒らせちまったのかもしれねえな）

　そのあたりの事情はさておき、女の子が怯える様を見るのはあまり気分の良いものではない。それが親しい人間だったら、なおさらだ。

　ゆえに優人は外海に助け船を出すべく、高らかと手をあげて、外海に代わって答えながらも、ついでだからと屋久原に質問をぶつけることにした。

「屋久原センセ、答えなんて確認するまでもなくセブンススキルってことはわかってるんすけど、実際そんなにすごいスキルなんすか？　セブンススキルって、超ちようすげえスキルが七つあるってことが噂うわさになってるだけで、詳くわしい話は全く聞いたことがないんすけど」

「おいおい乙姫、勝手に答えるなよ」

「サーセン。どうしても気になったもんで」

「ったく、しょうがない奴だな」

　屋久原はため息をつき、外海に座るよう促うながす。優人が助け船を出してくれたことに気づいたのか、席につく外海の顔には一転して嬉うれしげな微び笑しようが浮うかんでいた。

「俺が知っているのは、教員研修の際に教えてもらった一つだけだ。スキル名は〝雷らい塵じん〟……オーラでできた、馬ば鹿かげた威い力りよくの砲ほう弾だんを発射するスキルらしい」

　黒板に〝雷塵〟と書き記す屋久原に、優人は訊たずねる。

「馬鹿げた威力って、どれくらい馬鹿げてるんすか？」

「噓うそか本当かは知らないが、今俺たちがいる山くらいなら一いち撃げきで消し飛ばすくらいには馬鹿げているらしい」

　普段やっている柳楽との模擬戦がママゴトに思えるほどの威力に、優人はもちろん、教室にいる誰も彼もが絶句してしまう。

「冗じよう談だんのように聞こえるかもしれないが、逆説的に考えれば、それほどの威力を誇ほこるスキルが七つもあったからこそ、裏社会の連中が曲島事変を引き起こしたとも言え──」

　言い終わる前に一時限目終了のチャイムが鳴り、予定どおり授業が進まなかったのか、屋久原は「脱だつ線せんしすぎたか」と頭を搔かく。のんびりとしている屋久原とは対照的に、二年三組の生徒たちはいやに張り切った様子で現代社会の教科書を片付けていく。その様子を不思議そうに眺ながめていた屋久原は、教室の壁かべに貼はられた時間割表に視線を移し、苦笑する。

「なるほど、次は彼女の授業か」







　角宿学園では座学、実技ともに、スキル関連の授業は基本的にクラスの担任が行うことになっている。しかし、違い法ほうスキル論（法律上禁止されているスキル──イリーガルスキルについて学ぶ科目）や、スキルプログラミング（技術科の生徒のみが受講できる、スキルの開発、改良について学ぶ科目）など、専門的なスキルの座学については一いつ般ぱん教養と同様、科目ごとの担当教師が授業を行うことになっていた。

　二時限目に行われる対スキル学は結々が担当する専門科目となっており、昨日は突とつ発ぱつ的な模擬戦が勃ぼつ発ぱつして一時限目に予定されていた結々の授業が潰つぶれてしまったため──もっとも一時限目が自分の授業だったからこそ結々は模擬戦を受けたのだろうが──実質この授業が、二年三組にとって初めての結々の授業になっていた。

　直じかに結々の凄すごさを目まの当たりにしたせいか、クラスメイトのほとんどが彼女の授業を心待ちにしており、皆みなと同様──否いな、皆以上に心待ちにしていた優人は姿勢を正して席に座りながら二時限目開始のチャイムが鳴るのを待っていた。そんな中、結々の授業を歓かん迎げいしていない数少ない男子の一人が、最も歓迎していない男子に向かって励はげましの言葉を贈おくる。

「大だい丈じよう夫ぶっスよ、柳楽さん！　柳楽さんの〝スターダストレイ〟は無敵っスから！　そんな簡単に攻こう略りやくなんてできないっスから！」

　腰こし巾ぎん着ちやくこと神かむ座くらに向かって、柳楽は「当然だ」と気の強い言葉を返す。もっとも、言葉の強さとは裏腹に、声こわ音ねは（震え声）とつけたくなるほどに弱々しいものだったが。

（今日の対スキル学のお題は〝スターダストレイ〟だからな。くっくっくっ……その心中察するに余りありますなあ、柳楽クゥン）

　口の端はしを吊つり上げて、心底愉ゆ快かいそうに優人は笑えむ。ゲス笑いという表現がしっくりくるほどに邪じや悪あくな笑みだった。

　対スキル学とは、近年増加の一いつ途とを辿たどっているスキル犯罪から身を護まもるという名目で、各種スキルの対処法を追究し、学ぶ学問のことで、今回対処法を学ぶスキルとして選ばれたのが〝スターダストレイ〟だった。

　なぜ〝スターダストレイ〟が選ばれたのかというと、昨日の模擬戦で結々が〝スターダストレイ〟を軽々と避よけていたのを見て、二年三組の中から〝スターダストレイ〟の対処法を教えてほしいという声が続々と上がったためにあった。それゆえに、この状じよう況きようを招いたのは柳楽の自じ業ごう自得だと言えなくもなかった。

（〝スターダストレイ〟さえどうにかできりゃ、柳楽なんざおれの敵じゃねえ。次の模擬戦でそれを徹てつ底てい的にわからせてやる）

　ますます邪悪な笑みを浮かべたその時、待ちに待ったチャイムが鳴り、全く同時に結々が教室に入ってくる。両手に、大量のプリントを抱かかえながら。

　結々は全員が席についているのを確かく認にんすると、挨あい拶さつもそこそこにプリントを配り始める。数十枚に及およぶプリントは大型ホッチキスで一まとめにされており、結々自らの手で作ったのか、ちょっと不ふ揃ぞろいだったり、ホッチキスをとめる位置がズレていたりと、ところどころに作りの甘さが顔を覗のぞかせていた。

「資料は行き渡わたったわね」

　一度言ってみたかった台詞せりふなのか、結々の表情は微び妙みように満足げだ。

　内容が気になった優人は「〝スターダストレイ〟の安全地帯」という見出しから始まる資料を流し読みしていく。資料には〝スターダストレイ〟の攻こう撃げき範はん囲いを描えがいた図が記されており、大きな円の形で描かれた攻撃範囲の内側には、小さな赤い円が三つほど点在していた。おそらくこの部分が安全地帯なのだろうと、優人は思う。

　安全地帯を記した図は当然一枚だけではなく、数十枚に束ねられたプリントには時間経過とともに流動する安全地帯が延々と書き記されていた。

「この資料は題名どおり〝スターダストレイ〟の安全地帯を赤ペンで、〇・二秒ごとに記したものなの。パラパラ漫まん画がみたいにめくっていったら、安全地帯の変化がよりわかりやすくなってるから、とりあえず試ためしてくれると……先生はとっても嬉しいですっ」

　どうやら自信作らしく、結々の表情は若じやつ干かんドヤっていた。

　言われたとおりにめくってみると、たしかに一枚一枚個別で見ていくよりも格段にわかりやすく、教室のそこかしこから感心の声があがっていく。その中に混じっていた盛せい大だいなため息は、おそらく柳楽の口から出たものだろうと優人はほくそ笑む。

「〝スターダストレイ〟はライセンススキル……」

　とまで言ったところで結々は思いついたように一つ頷うなずくと、外海の前の席に座る、二年三組の学級委員を務める眼鏡女子に視線を向ける。

「小こ宮みやさん、ライセンススキルについて説明してもらってもいいかな？」

「は、はいっ。ライセンススキルとは取得するのに許可証が必要なスキルのことで、取とり扱あつかいに注意が必要なほどの破は壊かい力を有するもの、使い方を誤ると術者の命を脅おびやかすもの、透とう視しなどといった使用上倫理モラルを求められるものが、これに該がい当とうします」

「うん。百点満点の回答ね。〝スターダストレイ〟は今小宮さんが説明してくれたものの一つ目……取とり扱あつかい注意の破壊力を持ったスキルに該当するわ。おまけに、術者の適合率次し第だいではブーストコード使用時の攻撃範囲は直径五十メートルを超こえるものだから、防ぼう御ぎよ型スキルや〝万ばん夫ぷ不ふ当とう〟〝ピアレス〟といった身体能力を強化する補助型スキルなしで〝スターダストレイ〟を凌しのぐのは難しく、まさに必殺のスキルって感じよね。……あくまでも知識がなければの話だけど、ね」

「その知識が、この資料だと言いたいんですか？」

　慇いん懃ぎんかつ刺とげ々とげしい物言いで、挙手することなく柳楽は訊ねる。

「そうよ。みんなも知ってのとおり、スキルの語源はゲームの術技スキルからとられている。そして、ゲームの術技はプログラムで決められたものだから、プログラムどおりの効力しか発揮しない。それに比べてみんなの使うスキルは多少なりとも柔じゆう軟なん性があるけど、それでもプログラムという呪じゆ縛ばくからは逃のがれることはできず、スキルにはなにかしらの規則性と制約が付きまとっている。ストリートファ○ターシリーズの波○拳が真まっ直すぐ前に飛ばすことしかできないのと同じようにね」

　ス○２レインボーだと○動拳めっちゃ曲がるっすよ──と、言ったら話がややこしくなるので、優人は今思ったことを胸の内にそっと仕し舞まい込む。結々が対戦型格かく闘とうゲームをやったことがあるのかどうかという疑問と一いつ緒しよに。

「先生の言う知識が、スキルごとの規則性と制約を指しているのはわかりました。この資料が〝スターダストレイ〟の規則性を記していることも……」

　柳楽は数すう瞬しゆん沈ちん黙もくを挟はさみ、恥はじを忍しのぶように結々に訊ねる。

「〝スターダストレイ〟の制約は、何になるんですか？」

「術者がどうあがこうが光こう弾だんの着弾点を変えることができないこと、攻撃範囲の拡大と光弾の巨きよ大だい化がセットになっていること。この二つになるわ。だから、攻撃範囲を拡大したら安全地帯も拡大されてしまい、安全地帯を潰すために攻撃範囲を小さくしたら光弾の威力も下がってしまうというわけ。そもそも、安全地帯が潰れるほどにまで攻撃範囲を絞しぼると楽々範囲外に逃にげられてしまうから、やる意味はないけどね」

　自じ慢まんのスキルの弱点が次々と露ろ呈ていし、柳楽は唇くちびるを嚙かみ締しめる。こうなることがわかっていてなお制約について訊ねたのは、〝スターダストレイ〟の弱点と向き合う覚かく悟ごを決めたからに他ならなかった。そんな柳楽に、結々は好ましげな視線を向けながら、

「それでも、〝スターダストレイ〟が強力なスキルであることに変わりはないわ」

　先さき程ほどまでよりも一ひと際きわ大きな声で、力強く断言する。その声音は一いつ聴ちようしてただの慰なぐさめではないとわかるほどに真しん摯しで、思わず聞き惚ほれてしまうほどに透すき通っていた。

「〝スターダストレイ〟は使い方を理解していれば、安全地帯を知られていようがいまいが十二分に活かつ躍やくさせられるほどの力を秘ひめているわ。そして柳楽くん……きみはもうすでに〝スターダストレイ〟の使い方を理解しつつある」

「使い方……ですか？」

「そうよ。昨日の模も擬ぎ戦で、きみが〝エアロシュート〟で砂すな煙けむりを巻き上げてから〝スターダストレイ〟を使ったこと、憶おぼえてる？」

　首しゆ肯こうを返す柳楽に向かって、結々は微笑み、

「それが〝スターダストレイ〟の使い方と言えば、もうわかるでしょ？」

　その言葉に、柳楽は電でん撃げきに打たれたように目を見開く。

「そうか！　他のスキルと併へい用ようすることで〝スターダストレイ〟の安全地帯を潰せば……いや、逆に〝スターダストレイ〟を牽けん制せいに使って他のスキルでとどめを刺さすという手もあるか……！」

　水を得た魚のように生き生きとした表情を浮うかべながら、柳楽は〝スターダストレイ〟を中心にした連れん携けいを頭の中で構築し始める。

　その様子を見て、結々は嬉うれしそうに、それでいて胸むねを撫なで下ろすように笑みを深めた。

（冷静に考えたら、柳楽一人だけが割を食う授業をセンセがするわけないよな）

　次の模擬戦で柳楽をボコボコにする予定が未定に変わり、優人は諦あきらめたようにため息をつく。だが、

（けど、なんつうか、結果的に柳楽あいつだけがセンセから特別扱いを受けてる感じになってるのが…………あ、許せねえわ。こりゃ絶対に許せねえわ）

　次の模擬戦で柳楽をボッコボコのギッタギタにしてやる──未定でも予定でもなく確定事じ項こうとして胸に刻んだ優人は後ろを振ふり返り、妬ねたみと嫉そねみが入り混じった挑ちよう発はつの言葉を柳楽にぶつけた。

「おいおい、〝スターダストレイ〟と他のスキルを連携させることに今の今まで思いつかなかったとかマジか？　お前、〝スターダストレイ〟使いすぎて、脳みそまで〝スターダストレイ〟になっちまってんじゃねえの？」

　憎にくたらしいにも程がある言い回しに、柳楽はこめかみをヒクつかせる。

「脳みそまで〝スターダストレイ〟になっているとはいったいどういう意味だ？　〝万夫不当〟のバカの言葉は理解に苦しむな」

「おやおや～？　そんなこと言っていいのかな～？　おれが〝万夫不当〟のバカだったら、座学の成績がおれとどっこいのお前も〝万夫不当〟のバカになっちまうぞ～？」

「お前のようなバカが、座学でも成績上位に食い込んでいることが一番理解に苦しむな……！」

「…………コホン」

　わざとらしい咳せき払ばらいが耳じ朶だに触ふれ、優人と柳楽は揃そろって硬こう直ちよくする。まさか結々を怒おこらせてしまったのではと思い、二人はゆっくりと教きよう壇だんに視線を向けると、

「二人に話があります。この授業が終わったら先生のところにくるように」

　これもまた一度言ってみたかった台詞なのか、微妙に満足げな表情をしている結々を見て、揃って脱だつ力りよくする二人だった。

　そして五十分後──結々の教え方が上手うまいのか、それとも実戦的な見地からくる結々の知識が興味深いものばかりだったからか、対スキル学の時間はあっという間に過ぎ去り、気がつけば二時限目終しゆう了りようのチャイムが鳴り響ひびいていた。

　言われたとおりに結々のもとに向かった優人と柳楽は、彼女に連れられて教室を出ると、一階に下りて、中庭に足を踏ふみ入れる。中庭には、高さ二メートルを超こえる階層型噴ふん水すい装置を鎮ちん座ざさせた大きな噴水池の他に、ベンチや丸テーブルといった休きゆう憩けいスペースがそこかしこに設置されていた。昼休みになると昼食をとる生徒でごった返すところだが、今はまだ授業間の十分休みなので、優人たち三人と、中庭の隅すみっこに設けられた詰つめ所の前で欠伸あくびをしている警備員以外に人の姿はなかった。結々は二人に向かって振り返り、

「先生は二人にお説教をしたいと思います」

　わざわざ丁てい寧ねい語で言っているところがかわいいなあ──などと、優人が別の意味で説教をくらいそうなことを考えているうちに、結々は言葉をついでいく。

「負けたくない相手がいることも、負けたくない気持ちが強いことも決して悪いことではありません。ですが、きみたちの『負けたくない』は少々度が過ぎています。昨日の模擬戦に関しても、柳楽くんが〝スターダストレイ〟で攻撃し、乙姫くんが〝イージス〟を使って安全地帯を潰つぶすといった具合に、ちゃんと二人で連携していたら、負けていたのは先生だったかもしれないこと……わかっていましたか？」

　その可能性に薄うす々うす気づいていた優人は、バツが悪そうに頰ほおを搔かく。

　どうやらそれは柳楽も同じらしく、０点の答案用紙が親にバレた子どものような顔をしながら視線を逸そらしていた。

「どれほど強いスキルを持っていても、一人でできることには限りがあります。そして、いつかきみたちも、一人では絶対に乗り越えられない困難に直面することがあると思います。そんな時に隣となりにいるのが絶対に負けたくない相手であったとしても……ううん、そういう相手だからこそ、手を取り合えるようになってほしいなぁと先生は思います」

　そう言って、結々はじっとりとした視線で優人と柳楽を見つめる。二人の返事を待っている風情だった。わずかな沈ちん黙もくを挟み、

「善処はしてみるっす」「善処はしてみます」

　優人と柳楽の声が驚おどろくほど綺き麗れいに重なる。

　タイミングはおろか答えまで同じなものだから、結々は思わず笑えみを零こぼしてしまう。

「ふふっ、息はピッタリみたいね」

　優人と柳楽はしばしの間睨にらみ合うも、やはりというべきか、二人は全く同時にそっぽを向いてしまう。またしても息ピッタリな二人にいよいよ堪こらえきれなくなった結々は、軽かろやかに楽しげに笑い声をあげた。







　午前の授業が終わり、昼休みの半ばを過ぎた頃ころ、五時限目の実技に備えて更こう衣い室に入った外海は、聞く方の気が滅め入いるような重苦しいため息を吐はき出した。

（今日の優人……今まで見た中で一番楽しそうな顔してた）

　ブスッとした表情でブスッとした言葉を心の中でブスッと呟つぶやく。

（年齢としはさすがにどうしようもねーけど……こっちをどうにかすることができたら、あたしも優人にあんな顔をさせることができんのかな……）

　制服の上着を脱ぬぎ、控ひかえめなブラジャーに包まれた、慎つつましやかな胸に視線を落とす。

　結々との戦力差は絶望的だが、ブラジャーをする意味がある程度にはあるから良しとしようと自分を慰め……哀かなしくなる。自尊心を保つために着き替がえ中のクラスメイトに視線を巡めぐらせるも、かえって自尊心を傷つける結果に終わってしまい……とても哀しくなる。

（でも……優人をとられるのは嫌やだけど……夜々木センセなら、もしかしたら……………………バカか、あたしは。いい加減わかれよ。他人に頼たよれる問題じゃねーってことを）

　問題から目を背そむけるように、外海は無心になって着替えを再開する。スカートを脱ぎ、ブラジャーにスパッツ、ソックスという一部の野や郎ろうどもが喜びに悶もだえそうな格好になったところで、更衣室の扉とびらが勢いよく開き、小さな金色の影かげが外海のもとへ駆かけ寄ってくる。

「外海殿どのっ外海殿っ。外海殿に見せたいものがあるでゴザるっ」

　ポニーテールをピョコピョコさせる金色の影──ハートの無む邪じや気きさに頰を緩ゆるめながらも、普ふ段だんの男勝まさりな物言いからは想像もつかないほどに優やさしい声こわ音ねで「なにかな～？」と訊たずねる。外海自身、暇ひまさえあれば優人にくっついているせいか、優人を「シショー」と慕したうハートとの接点が多いため、女子の中でハートが最も慕っているのが外海であり、外海もハートのことを妹のように可愛がっていた。

　胸の大きさで落ち込んでいた心が、すっかり癒いやされた外海だったが、

「見せたいものとはこれでゴザるっ」

　ガバッと制服を脱ぎ捨て、ドヤ顔で下着を見せつけてくるハートに、思わず「ブフッ」とむせてしまう。どうやったらワンモーションで制服全すべてが脱げるのかとか、サラシ風チューブトップに覆おおわれた平原に等しいハートの胸を見て自尊心を保とうとする自分にすごく哀しくなったとか、ツッコみどころは山ほどあるが、やはり一番にツッコむべきは、

「な、なんつーもん穿はいてんのっ!?　ハートちゃんっ!?」

「フンドシでゴザる。これでまた一歩理想のニンジャに近づいたでゴザる～」

　腰こしに手を当て、エヘンと胸を張るハート。ハートが穿いているのは、後ろがＴバックになっている六尺褌ふんどしや黒くろ猫ねこ褌……ではなく、前も後ろもきっちりと隠かくれている、紐ひもパンツに近い形状をしている畚もつこ褌だった。サラシ風チューブトップにしろ畚褌にしろ、現代風にアレンジされているおかげで微び妙みようにオシャレなデザインにはなっているものの、着用している人間が人間なので犯罪臭しゆうが凄すさまじいことになっていた。

　間ま違ちがっても男子に、特にハートに心を撃うち抜ぬかれた冥府魔道に堕ちた者ロリコンどもに知られるわけにはいかないと、更衣室にいる女子たち全員が無言で団結する。

「ハートちゃん……褌を穿いていることは、あたしらだけの秘密でお願いね？」

「もちろんでゴザるよ、外海殿。ニンジャの褌を見た殿との方がたは必ず殺さなければならないと、シショーの秘伝の書に書いてあったでゴザる。ニンジャといえども今の時世に人殺しは絶対にダメでゴザる。だから、殿方には絶対に見せられないでゴザる」

　この言葉に、更衣室にいる女子全員が安あん堵どのため息をつく。感謝すべきなのか糾きゆう弾だんすべきなのかわからない、秘伝の書の存在に困こん惑わくしながら。

（ったく優人の奴やつ、ハートちゃんになんつーもん読ませ……）

　唐とう突とつに、外海の内に、とある一つの疑問がわき上がる。

　次の授業は実技であり、それを教える結々もまた今いま頃ごろジャージに着替えていることだろう。はたしてあの優人が、結々の着替えを見み逃のがしたりなどするだろうか？

（いやいやいや、いくら優人でも教師の着替えを覗のぞくなんて…………駄だ目めだ！　覗くどころかその程度で満足するとは到とう底てい思えねーっ！）

　冷ひや汗あせが噴ふき出すのを感じながら外海は手早くジャージに着替え、用事を思い出したから先に行ってるとハートに言って、足早に女子更衣室をあとにする。

　早足で廊ろう下かを歩きながら、まさか、いくらなんでも、と何度も自問するも、優人なら必ずやるという信しん頼らいにも似た確信ばかりが固まっていく。そして、
















「ほんとにいやがった……」

　ジャージの塊かたまりを片手に遠目から女性職員用更衣室の様子を窺うかがっている優人を見て、外海は思わず頭を抱かかえた。しっかりちゃっかり周囲に人っ子一人いないタイミングで仕し掛かけようとしている現実に、なおさら頭を抱えた。

「おい、優人」

　名前を呼ぶと、優人がゆっくりと振り返ってくる。

　汚けがれを知らない少年のように澄すみ切った目をしているのが、なんだか無む性しように腹立たしい。

「まさかとは思うが、お前、部屋間ま違ちがえたとか言って更衣室に突つっ込むつもりじゃねーだろうな？」

「フッ、甘く見るなよ空内。おれがそんな頭の悪い手段に出るかっつうの。やるならもっとこう……これはあくまでもラッキースケベですボクはなにも悪くありませ～んという感じを演出して、合法的に更衣室なかに入る。それがおれのやり方だ。覚えておけ、空内。ラッキースケベとはただ起きるのを待つものじゃねえ……自らこの手で引き起こすものだってことをなぁッ!!」

　バトル漫まん画がに出てくる主人公の決め台詞ぜりふさながらに、やばいクスリをキメたとしか思えない台詞たわごとを口走る。言うまでもないが、ただの犯罪である。

「だったら起こしてみろよ。ラッキースケベってやつを。あたしの目の前でな」

　頰を引きつらせ、こめかみに青筋を浮うかべながら外海は言う。絶対に阻そ止ししてやると目を血走らせながら。

「本当に、いいんだな？」

　一方、優人は波は紋もん一つない水面みなもを思わせるほどに静せい謐ひつな瞳ひとみで、こちらを見つめてくる。キレ気味の外海が思わず気け圧おされてしまうほどに、その視線は透すき通っていた。

　優人はジャージをその場に捨てると、目を合わせたままこちらに歩み寄ってくる。

　気圧された外海は「な、なんだよぉ……」と弱々しく抵てい抗こうしようとするも、堪えきれずに一歩後ろに下がってしまう。一歩二歩と優人が近づき、一歩二歩と外海が後ずさり……踵かかとが壁かべに当たったところで、いつの間にか逃にげ道がなくなっていたことに気づいた外海は、壁を背にしたまま固まってしまう。

　優人はユラリと右手をあげ、外海はビクリと体を震ふるわせる。刹せつ那な、

　優人が放った掌しよう底ていが、ドンッと音を立てて壁を打ち据すえた。

　たっぷりと三十秒かけて状じよう況きようを理解した外海の顔が、みるみる赤くなっていく。

（優人に壁ドンされた優人に壁ドンされた優人に壁ドンされた優人に壁ドンされたっ！）

　花畑で戯たわむれる少女のように無む垢くな表情を浮かべ、喜びに打ち震える。が、その直後に優人の口から出てきた言葉は、一いつ瞬しゆんにして外海を夢見る少女から血を見る少女へと変へん貌ぼうさせるほどに最低下げ劣れつなものだった。

「わかってくれ、外海。おれは……目の前にあるエロを見捨てるような人間にだけはなりたくないんだ」

　いまだかつて聞いたことがないほどのイケメンボイスで、目の前にいる人間（たぶん死にかけ）を見捨てることはできないと言う勇者さながらに、わざわざ下の名前を呼んで妄ぼう言げんを口走る。転瞬、優人は身を翻ひるがえし、女性職員用更衣室目指して走り出した。

「ふははははははッ！　つまりはそういうことだッ！　アディオース空内ッ！」

　ブチッ──と、頭の隅でなにかが切れる音がした。

「……神よ、我が脚あしに宿れ──〝神しん脚きやく〟」

　脚力のみならず、足あし技わざ系のスキルの威い力りよくをも爆ばく発はつ的にあげるライセンススキルを発動。双そう眸ぼうに山やま吹ぶき色の光が灯ともり、同時に、両りよう脚あしが双眸の光と同色のオーラに包まれる。

　外海は廊下の向こうにいる優人を睨みつけると、床ゆかを蹴けり、

「〝絶ぜつ影えい〟」

　瞬発的に空くうを飛ひ翔しようするスキルで空中を蹴り、爆発的な加速であっという間に優人との距きよ離りを潰す。そして、

「死ねぇ──────────────────────────────っ!!」

　コンクリートを軽くぶち抜くほどにまで増強された飛び蹴りを、優人の背中にぶちかました。当然、トレーニングモードなど起動しているわけもなく、優人はオモチャの人形さながらに凄まじい勢いで吹ふき飛んでいく。女性職員用更衣室の扉に向かって。

　全身の骨がバラバラになりそうな衝しよう撃げきに耐たえながらも、優人は外海に向かって勝ち誇ほこった笑みを浮かべた。それを見て全てを悟さとった外海は、優人が頭から更衣室の扉を突き破る様を見送りながら愕がく然ぜんとする。

「まさか……こんな形でラッキースケベを……っ!?」

　外海がこの場に来た瞬間に閃ひらめいたのか、それとも、あまり考えたくはないが、初めからこれをやるつもりで外海が来るのを待っていたのか……真しん偽ぎのほどはさておき、全ては優人の掌てのひらの上で起きた出来事だったと外海は悟る。

　そう、優人はこの手でラッキースケベを引き起こしたのだ。外海を挑ちよう発はつし、怒おこらせることで女性職員用更衣室に蹴り飛ばされるというラッキースケベを。

「アホだ……あいつ……いや……ある意味では天才……いや、やっぱアホだ……」

　怒ればいいのか呆あきれればいいのか感心すればいいのか蔑さげすめばいいのかわからなくなった外海は、どうしてこんな奴を好きになってしまったんだろうと自問しながら、両手を床について項うな垂だれた。







　真白いブラジャーにパンツというあられもない格好で優人を抱だき締しめていた結々は、あまりにも突とつ然ぜんすぎる出来事に目を白黒させていた。

　実技の授業に備え、女性職員用更こう衣い室でジャージに着替えようとしていたところ、どこからか吹っ飛んできた優人が扉を突き破り、更衣室の壁に突き刺ささるすんでのところで、半ば反射的に反応した結々が優人を抱き止めた次し第だいだった。胸の谷間に優人の顔面を押しつけながら寝ねっ転ころがるという、他の者に見られたら誤解しか受けない体勢で。

　頭から勢いよく扉を突き破ったせいか、意識が判然としない優人はうわ言のように「おれ……ここで暮らしたい……」とわけのわからないことを呟き、その際に漏もれた吐と息いきが胸の谷間を撫なで、優人の頭を抱きかかえていた手を思わず離はなしてしまう。当然、優人に自分の頭を支える力などあるはずもなく、床に落ちそうになったところを結々は慌あわてて抱きかかえ……今さらながら湧わき上がってきた羞しゆう恥ちの赤が結々の顔をみるみる染め上げていく。

（わた……わたし……こんな格好で乙姫くんを抱き……抱きぃ……!?　し、しかも……今度は頭じゃなくて……か、顔に……むむむむ胸を……!?）

　一体全体何がどうなってこんな状況になってしまったのかさっぱりわからず、混乱の極きわみに陥おちいった結々は涙なみだ目めでプルプル震えたまま優人の頭を抱き締めることしかできなかった。

　いよいよ限界がきたのか、優人は「我が生しよう涯がいに……一片の悔くい……なし……」と、どこぞの世紀末覇は王おうみたいなことをのたまいながら幸せそうにくたばり、再び胸の谷間を撫でた生温かい吐息に、結々は思わず仰のけ反ぞりそうになる。直後、

「ごめん、センセ！　あたしが優人を蹴っ飛ばし────…………」

　外海が更衣室に飛び込んできて…………二人の時が止まってしまう。

　片や異性の教え子と組んず解ほぐれつしているところを見られてしまい、片や意中の男の子が担任の女教師と組んず解れつしているところを見てしまったのだ。時の一つや二つ止まるのも無理もない話だった。少しして、外海よりも先んじて時が動き出した結々は、

「ち、違うの空内さんっ!!　これには事情が……っ！」（って、事情なんてこっちが聞きたいわよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!）

　心の内と外で悲鳴じみた声をあげ、遅おくれて時が動き出した外海が、今にも泣き出しそうな顔で唇くちびるを嚙かみ締めながら「[image: ～][image: ～]っ[image: ～][image: ～]」と声にならない呻うめきを漏らす。

（こ、この反応は…………もしかして、空内さんは乙姫くんのことが……？）

　色々と察してしまった結々は、このままでは本気でまずいと思い、優人を床に寝かせて離れることで、なにもなかったことを外海にアピールしようとする。が、動どう揺ようしていたせいか胸の谷間から優人の頭を離したところで手が滑すべってしまい、支えを失った優人はゴチンと鈍にぶい音をたてて床に頭を痛打してしまう。

　遅れて、頭からドクドクと血が流れていくのが見えた瞬間、二人は揃そろって仰ぎよう天てんし、今さらながら優人が更衣室の扉とびらを突き破った際に頭を強打していたことを思い出す。

「そ、空内さん！　保健医の野の分わき先生を呼んできて！　早く！」

　言われて慌てて「わ、わかったっ！」と応こたえながら駆かけ出していく外海を見送ったあと、結々は優人に視線を戻もどし……脱だつ力りよくしてしまう。

「なんで、そんな幸せそうな顔してるのよ……」

　頭が血ち塗まみれになっているくせに優人の寝顔は実に幸せそうだった。理由はあまり考えたくないが、兎とにも角にも優人の寝顔は幸せそうだった。

「ほんと男の子って……」

　羞恥の赤がぶり返してきた頰ほおを不服そうに膨ふくらませながら、幸せそうに寝ている優人の頰を軽くつねる。その際、寝顔がちょっとかわいいと思ってしまったのは、教師として本当に不覚としか言いようがなかった。

　ふと、何者かが女性職員用更衣室に近づいてくる気配を感じ取り、慌てて優人の頰から手を離す。いくらなんでも男性が来ることはないだろうが、さすがに下着姿のままではまずいと思い、ジャージを着ようかと考えるも時間的余よ裕ゆうはなく、あわあわしている内に気配は更衣室に到とう着ちやくする。更衣室にやってきたのは、白衣を纏まとった美女だった。

　ウェーブのかかった長い髪かみに、艶つややかな瞳と唇……男子が夢見る保健医をそのまま具現化したようなこの美女こそが、角宿学園の保健医を務める野分輝てる代よだった。

　面と向かって話すのは初めてという理由もあるが、大人の色気ムンムンな野分を前に若じやつ干かん気き後おくれしながらも、結々は話しかける。

「野分先生ありがとうございます。こんなにも早く駆けつけてくれて」

「早い？　冗じよう談だんはよしてくれ。人払いに時間がかかったせいで遅おそくなったくらいだよ」

　野分は宝たから塚づかの男役が似合いそうなハスキーボイスで、わけのわからないことを口走る。

　そういえば──と、先せん輩ぱいの先生方から「野分先生には気をつけるように」という忠告を受けていたことを思い出した結々は、なんとなく嫌いやな予感を覚え始める。

　そういえば──と思ったのは、野分も同じらしく、

「ああ、そうか。乙姫くんの怪け我がを治すために、つい先さき程ほど空内くんがワタシを呼びに行ったばかりだったから、夜々木先生は『こんなにも早く』と言ったのか」

「は、はい、そうです……って、なんで知ってるんですか!?」

「もちろん盗とうさ──じゃなくて、更衣室の近くでずっと機を見計らっていたからだよ」

　不ふ穏おんすぎる訂てい正せいを聞いて、ますます嫌な予感を募つのらせたその時、野分は結々の両りよう肩かたをガッチリと摑つかみ、双眸からいかがわしいピンク色の光を放ちながら口走る。

「夜々木先生、ワタシと一いつ緒しよに保健体育してくれ！」

　わけがわからなかった。本当にわけがわからなかった。

「あの……言っている言葉の意味が……」

「こういう意味だ！」

　叫さけぶや否いなや、野分は結々の両肩に乗せていた手でブラジャーの肩かた紐ひもをむんずと摑み、ずり下げる。予想だにしなかった事態に結々が目を白黒させている隙すきに、野分は露あらわになった胸の谷間目がけて顔面をダイブさせ「フゴーフゴー」と鼻息を荒あらげる。優人に吐息をかけられた時とは比ひ較かくにならない激しさに、結々は涙目になって身み悶もだえながら、

「ぁ……ぅ……や……やめてくださいぃっ!!」

　微み塵じんの手加減もない腹パンで野分を殴なぐり飛ばした。大の字になって床に倒たおれる野分を見つめ、「ぜーはーぜーはー」と荒い呼吸を繰くり返していた結々だったが、すぐに我に返り、ずり下げられたブラジャーを直し、念のためジャージの上着を羽織ってから倒れている野分に恐おそる恐る近づく。

「あ、あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「もちろん大丈夫だ！」

　再び双眸からピンクの光を放ち、全身に治ち癒ゆの光を纏まといながら、墓下から這はい上がってきたゾンビさながらにゆっくりと立ち上がる。

「ワタシは治癒型スキルのエキスパートだからな！　多少殺されてもどうということはない！　だから安心してワタシと保健体育してくれ！」

「あ、安心できませんっ!!　というか、早く乙姫くんの怪我を──」

「それならもうフゴーフゴーする前に治した！」

　野分が指さした先で、いつの間にやら怪我が完治していた優人が、感極まった様子でこちらを見ながら「ありがとうございます……ありがとうございます……！」と、咽むせび泣いていた。それを見て結々は、野分にブラジャーをずり下げられたり、フゴーフゴーされたりしていたところを優人に見られてしまったことに気づき、これ以上ないほどに顔を真っ赤に染め上げる。
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　声にならない悲鳴をあげ、涙目になりながら、つい先程羽織ったばかりの上着を優人に投げつけて視界を塞ふさぐ。

　その結果、再び着衣が下着のみになった結々を見て、野分はカッと目を見開き、

「ホけんタいぃいイイいぃぃいイイいイィいいぃィぃイいぃイイいいィいいィイくっ!!」

　奇き声せいじみた咆ほう哮こうをあげながら、ワンモーションで着衣を脱ぬぎ捨てた。

「なんで脱ぐんですかっ!?　そもそも保健体育するって何なんですかっ!?」

「もちろん！　おしべを排はい除じよしためしべだ！」

　などと、わけのわからないことをほざいた直後、下着姿の野分がどこぞの怪かい盗とう三世さながらにダイブしてくる。ガチ泣き一歩手前まできていた結々は「ごめんなさいぃっ!!」と謝りながらハイキックを野分の側頭部に炸さく裂れつさせる。例によって微塵の手加減もない一いち撃げきをくらった野分は、更衣室の窓ガラスを突つき破って彼方かなたへと消え去っていった。

　一方優人は、上着に染しみ付いた結々の匂においを堪たん能のうしながら、相も変わらず「ありがとうございます……ありがとうございます……！」と繰り返していた……。







「なんか……すごく疲つかれた……」

　放課後の屋上で落下防止柵さくに寄りかかりながら、結々は項垂れていた。

　項垂れている理由は言うまでもなく、昼休みに女性職員用更衣室で起きた騒そう動どうにある。

　あの後、野分は──効き目のほどは怪あやしいが──教頭の景かげ山やまにこってり絞しぼられ、更衣室の扉を破は壊かいした優人と外海も絞られ、結々もまた野分を退しりぞけた際に窓ガラスを破壊したことをがっつりと絞られた。

「おまけに、あんなことまであったし……」

　下着姿で優人と組んず解れつしてしまったこと、野分に保健体育セクハラされたこと、それを優人に見られてしまったことを思い出し、頰を紅潮させながら項垂れる。偶ぐう然ぜん──実際は優人が仕組んだことだが──とはいえ、朝昼続けて優人絡がらみで恥はずかしい目に遭あわされたことが、殊こと更さらに結々の頰を紅潮させていた。しばらく項垂れていた結々だったが、

「……先生、気配を殺して近づくのはやめてください」

　振ふり返ることなく紡つむがれた言葉どおり、いつの間にやら背後には、結々にとっての先生──黒くろ巌いわの姿があった。

「すまんすまん。珍めずらしく隙だらけだったから脅おどかしてみようと思うたのじゃが……さすがの鋭するどさよのう。じゃがな……」

　じゃがな──のニュアンスに窘たしなめるような響ひびきが含ふくまれていることに気づき、結々は居住まいを正し、どうにかこうにか頰の火ほ照てりを抑おさえながら、黒巌の方に向き直る。

「君はもう、曲島で儂わしの手習いを受けていた少女ではない。角宿学園の教師なのじゃ。ゆえに、儂のことは先生ではなく学園長と呼びなさい」

　はい、学園長──と、結々がハキハキと返事をしたところで、二人は揃って相そう好ごうを崩くずす。

「野分くんのことはすまんかったな。アレさえなければ、本に優ゆう秀しゆうな保健医なのじゃが……まさか、ああも直接的な手でくるとはのう。手慣れている君なら、多少セクハラされても問題にはならんじゃろうとタカをくくっておったのが失敗じゃったわ」

「そこはタカをくくらないでくださいよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで答える結々に、黒巌はカラカラと笑う。

「ところで、今日で二日目になるが、どうじゃ？　教師生活は？」

「上手うまくやれているかどうかちょっと自信はないですけど、今でも夢を見ているんじゃないかって思うくらいには楽しませていただいてます」

「それはけっこう」

「ですが、〝ジンギ〟の移送が完かん了りようし、わたしに代わる教師が見つかり次し第だい……角宿学園ここを去ろうと思ってます」

　胸が引き裂さかれるような痛みに堪たえながら、自らの心をも引き裂く言葉を紡ぐ、結々。黒巌もまた、痛みに堪えるような表情を浮うかべていた。

「本当に、それでいいのか？」

「はい……教師になるわけにはいかないわたしのために学園長が心を砕くだいてくれたことには、いくら感謝してもしきれません。だからこそ、これ以上学園長の好意に甘えるわけにはいかないのです。わたしがこのまま教師を続けてしまったら、いずれ必ず学園に迷めい惑わくをかけることがわかっていますから。それに、わたしの秘密を生徒たちが知ってしまったら、彼らの心に余計な爪つめ痕あとを残してしまうかもしれない……わたしは、それが恐こわいんです」

「誰だれも迷惑などとは思っとらんと言うてもか？」

「はい」

「君にもっと我が儘ままに生きてもらうことが、儂の願いだと言うてもか？」

「……はい」

「……相変わらず、年寄りよりも頑がん固こな娘むすめじゃな」

「すみません」

　これ以上空気が重くなることを嫌きらったのか、黒巌はわざとらしくため息をつくと、陰いん鬱うつになりかけていた表情を緩ゆるめる。

「ところで、昨日結々くんが言っていた乙姫くんのことじゃが……」

　優人の名を聞いた瞬しゆん間かん、その彼の頭を胸の谷間に埋うめてしまったり、組んず解ほぐれつしてしまったり、色々と見られてしまったことを、うっかり思い出してしまった結々の頰が一気に朱しゆに染まり、黒巌は眉まゆをひそめる。

「……結々くん。君にはもっと我が儘に生きてほしいと言ったが、生徒との恋れん愛あいはさすがに御ご法はつ度とじゃぞ？」

　口調そのものは穏おだやかだが、黒巌が握にぎり締しめた柵は、きつく絞られた雑ぞう巾きんのように歪ゆがんでいた。表情も学園長というよりは、孫に寄りつく悪い虫を抹まつ殺さつせんとするおじいちゃんのそれに近い。

「せ、生徒と恋愛なんてするわけないじゃないですかっ！　ちょっと色々あって恥ずかしい目に遭わされただけで──」

「ほう。乙姫くんまでやらかしていたとは初耳じゃな」

「なんで殺気放ってるんですか!?　恥ずかしい目に遭わされたといっても、ただの事故で乙姫くんに非はありませんからね！　それよりっ！　学園長はさっき何を言おうとしてたんですか!?」

　無理矢理話を戻もどそうとする結々を訝いぶかしげに見つめていた黒巌だったが、やがて孫を溺でき愛あいするおじいちゃんの顔から学園長の顔に戻り、落ち着いた声こわ音ねで応じる。

「昨日、乙姫くんが曲島事変に巻き込まれていたという話を君から聞いて、念のため知り合いに当たって調べてもらったのじゃが、どうやらその話は本当だったようじゃ。当時、島内で保護した者の中に乙姫くんの名前が確かく認にんされ、父親の方も、儂自身面識はないが、スキルのデバッグスタッフの中に乙姫の姓せいを持つ男がいたことを確認──」

「ちょ、ちょっと待ってください！　まさか学園長は、生徒の中にあの組織の人間が……《雌し龍りゆう》の人間がいると思ってるんですか!?」（って、わたしも乙姫くんに零ぜろ姫ひめかって訊きかれた時、一瞬疑っちゃってたごめんなさ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]いっ!!）

　流れるような早さで懺ざん悔げする、結々。色んな意味で泣きそうになったが、話の腰こしを折るわけにはいかないので、どうにかこうにか堪えきる。

「言いたいことはわかるが、儂と結々くんと景山くん、そして、政府に要よう請せいし儂自らが選えりすぐった一部の警備員以外は、《雌龍》の構成員である可能性があることを疑ってかかった方がよい。曲島で構成員の潜せん入にゆうを許してしまった結果、曲島事変に繫つながったことをゆめゆめ忘れてはならぬ。そして、この角宿学園を第二の曲島にするわけにもいかぬ。皆みなを疑うことが皆を護まもることに繫がるのなら、儂は喜んで泥どろをかぶろうではないか」

　黒巌の確固たる信念の前では、どんな言葉も軽くなってしまうような気がした結々は、反論すらできずに口ごもる。そんな結々の心中を察したのか、

「皆を疑うのは、あくまでも儂と景山くんの仕事じゃ。君まで儂らに倣ならう必要はない。そもそも君にはできんじゃろう？　教え子や同どう僚りようを疑うなど」

「できないわけではないと……思います」

　欠片かけらほどの自信も感じられない弱々しい声音で、されど「そんなことはやりたくない」と力強く書き殴った顔で結々は答える。自然、黒巌の口から苦く笑しよう混じりのため息が零こぼれる。

「君を呼んだのは、あくまでも不測の事態に備えてのこと。じゃから君は、新米教師らしく目の前のことにだけ集中しておればよい。その代わり、頼たよるべき時がきたら遠えん慮りよなく頼らせてもらうから覚かく悟ごしておくのじゃぞ」

　それだけ言い残すと、まだ仕事が残っているからと言って黒巌は屋上から去っていった。

「頼るべき時がきたら遠慮なく頼らせてもらう、か」

　再び柵に寄りかかると、嬉うれしそうに寂さびしそうに結々は呟つぶやく。

「先生の噓うそは、いつもわかりやすくて……いつも優やさしい。けど……」

　なぜか続く言葉が見つからず、途と方ほうに暮れるように暮れゆく空を仰あおぎ見た。







　角宿学園の学生寮りようは、校舎と同様山頂付近に設けられている。しかし、同じ山頂付近でも目と鼻の先と言うには少々距きよ離りがあり、角宿学園生は学生寮と校舎を結ぶ、綺き麗れいに舗ほ装そうされた四〇〇メートルの路みちを毎日毎日往復させられていた。また、学生寮は男子寮と女子寮の二つに分かれており、男女ともに一人につき一部屋あてがわれていた。

　寮の食堂で晩食を済ませた優人は真まっ直すぐに自室に戻ると、真っ直ぐに机に向かい、今日の対スキル学で結々が用意してくれた、〝スターダストレイ〟の資料に向き合……おうとしたところで、スマホが電話の着信を報しらせる振しん動どうパターンを示し、ポケットから取り出して画面に視線を落とす。画面に出ている「クソ親父」の四文字が見えた瞬間、優人は露ろ骨こつに舌打ちしながら電話に応じた。

「おかけになった電話番号は現在使われておりません。ピーっという発信音の後に、お名前とご用件をお話しください。ピー……」

『おい優人。現在使われてないくせに留守電受けつけるとか、いくらなんでも雑すぎやしねえか？』

「いや、親父にはこれくらい雑な扱あつかいが丁度いいだろって思ってな」

『ひでえな、おい!?』

「やかましい。勉学に励はげむ息子むすこの邪じや魔ましやがって。つうかもう何度も言ってっけど、連れん絡らくよこすならいい加減メールかＳＮＳにしろっての。なんで電話オンリーなんだよ」

　露骨に不ふ機き嫌げんな声音で文句を言う息子に、優人の父──英ひで雄おは身の毛もよだつほどの猫ねこなで声で戯たわ言ごとを口走る。

『だってぇ、愛いとしの息子の声が聞きたかったんだもん』

「……もう切るわ」

『だぁあああああッ！　ちょっと待て！　今のは悪ふざけがすぎましたッ！』

　電話の向こうで平謝りする父親に、優人は深々とため息をつく。

「それで、用件はいつもどおりでいいのか？」

『ああ。学園でなにか面おも白しろいことがなかったか教えてくれ』

「ほんと、いつもそれだよな」

　仕方ねえな──と言わんばかりに、優人はもう一度ため息をつく。

　十一年前に、優人の母親──優ゆう子こが事故で亡なくなって以来、英雄は男手一つで優人を育ててくれた。その英雄の仕事が、新しく開発されたスキルが仕様どおりの効力を発揮できているか、ちゃんと制せい御ぎよができているかを確かめる、スキルのデバッグだった。

　大たい抵ていのスキルに適合できる、優人からしたら羨うらやましいことこの上ない体質の持ち主だからか、どうにも英雄はフリーランスのデバッガーとしてはかなり優秀らしく、日本全国のスキル関連企き業ぎようからデバッグを依い頼らいされるため年がら年中国内を飛び回っており、ゴールデンウィーク中は奇き跡せき的に親子二人で実家で過ごすことができたものの、優人が英雄と顔を合わせる機会は基本的に少なかった。そのため、今のように電話でやり取りすることが乙姫家にとっての一家団だん欒らんとなっていた。

『息子の学園生活に興味を持って何が悪い。それに、こういう風に訊いときゃ美人の女教師ちゃんが赴ふ任にんしてきたことを、きっちりばっちり教えてもらえるだろうが。なんせお前は俺の息子だからな。美人の女教師ちゃんが来たことを面おも白しろいと思わないわけがねえ』

「否定はしねえ。が、一つ言わせてくれ……欲望に忠実すぎだこのクソ親父おやじ！」

『はっはっはっ、今さら何言ってんだ。なんせ俺はお前の父親だぞ』

「くそっ！　ぐうの音ねも出ねえ！」

『で、美人の女教師ちゃん……じゃなくて、学園でなにか面白いことはなかったか？』

「今さら言い直す意味ないだろ……まあ、美人の女教師はマジで来たけどな」

『マジでッ!?　年齢としはッ!?　乳ちちのでかさはッ!?』

　異常なまでに食いつく英雄に、優人はあえて結々のことを事細かに話した。結々が零姫だということだけは、しっかりと伏ふせて。

『くっくっくっ……素す晴ばらしい。ここまで興奮したのは、母さんと初めて会った時以来だ。ところで優人くん、授業参観の日はいつ──』

「今の言葉、今度墓参りした時にお袋ふくろに報告しといてやるよ」

　電話の向こうで英雄が固まる気配を感じ取る。わざと、はしゃがせていたことが功を奏したのか、英雄の精神的ダメージはかなり深刻な様子だった。おかげさまで満足できた優人は無言で通話を切り、今夜に限り英雄の電話番号を着信拒きよ否ひに設定する。

「お袋が死んでからもう十年以上経たってるとはいえ、いくらなんでも品がなさすぎるっつうの。おまけに、自分の欲望のために、ナチュラルに息子の恋こい路じを邪魔しようとしてるからタチわりぃ」

　散々悪態をついたあと、優人は気を取り直して〝スターダストレイ〟の資料と向き合う。

「改めて見るとマジですごいな、これ。いったいどんだけ場数を踏ふんだら、こんな知識を得ることができんだよ」

　心の底から感心し、尊敬の念を抱いだきながら結々の姿を思い出す。昼休みに拝覧した、結々のエロいあんな姿やドエロいこんな姿を。その匂においを。その柔やわらかさを。

「改めて思い出すとマジですごかったな、あれ。あんなにハードなトレーニングをこなしてるのに、なんでセンセの体はどこもかしこも柔らかいんだ？　なんで、あんなにいい匂いしてんだ？　特にやばいのがオッパイだよオッパイ。世の中には人をダメにするクッションがあるって話だけど、センセのオッパイこそ男をダメにするクッションじゃね？」

　品のなさと欲望の忠実さという、父親の最もダメなところが最も似てしまった優人は悦えつに入いりながら「最高だなッ」と、のたまった。








第三章　龍りゆうは蠢うごめく









「今日の対スキル学は、ナイフや銃じゆうといった物理的凶きよう器きを題材にしたいと思います」

　結々の口から出てきたスキルの「ス」の字もないお題に、優ゆう人とは思わず目を丸くする。

「結ゆ々ゆ先生……その、言いにくいのですが、さすがにその題材は対スキル学と全く関係ないのでは……」

　挙手しながら、眼鏡女子──小こ宮みやが本当に言いにくそうに意見する。

「結々ちゃん先生の授業はいつもすげえって思ってるっスけど、俺もさすがに今回ばかりはないと思うっスわー。やる気出ないっスわー」

　挙手することなく、柳やぎ楽らの腰こし巾ぎん着ちやく──神かむ座くらが本当にやる気なさそうに意見する。

　結々が角宿すぼし学園に来てから二週間が経たち、すっかり学園に馴な染じんだ彼女の呼び名は「結々先生」で定着していた。「夜よ々よ木ぎ先生」よりも「結々先生」の方が響ひびきが可愛いという理由で、女子の間で「結々先生」呼びが流行はやり始め、美人女教師を下の名前で呼べる特別感に酔よいしれたかった男子の間でも「結々先生」呼びが流行り始め、あれよあれよという間に定着したのであった。先生と呼ばれるだけで幸せなのか、結々本人が「結々先生」呼びを享きよう受じゆしていたことも早期定着の一因になっていた。

　もちろん、優人も「結々センセ」と呼んでいるが、

（特別感がほとんどなくなってしまったのが極きわめて遺憾フアツキン！）

　むしろ、そんなルビを振ふられた「遺い憾かん」の方が極めてファッキンである。

「お前たち静かにしろ。話を聞く前から否定するのはバカのやることだぞ」

　二週間前ならば、いの一番に文句を言っていた柳楽が遠回しに結々を擁よう護ごする。

　対スキル学で〝スターダストレイ〟の授業を受けて以降、柳楽のツンデレ悪逆非道ぶりは優人にとって目に余るほどにひどいものだった。

（今もちゃっかりセンセの擁護してるわ、実技の時は実際に〝スターダストレイ〟を使った方が実戦的だと言って率そつ先せんしてセンセの手伝いをするわ……てめえはどこのチョロインだ!?　いや、野や郎ろうだからチョーローか!?　おいおい、この歳としで尿によう漏もれかよ）

　結々が着任した日以来、柳楽と模も擬ぎ戦ができていない──実技の授業はまだ模擬戦のシーズンに入っていない──せいもあってか、柳楽に対する敵意は普ふ段だんの倍以上にまで膨ふくれ上がっている優人だった。なぜ模擬戦がやれていないのか……結々との秘密特訓で優人の時間と体力がなくなっているという理由もあるが、一番の理由は外そと海めが模擬戦の立ち会いを断り続けていることにあった。

　半顔だけを振り返らせ、外海を一いち瞥べつする。

　この二週間、外海は少しずつ元気をなくしていっている様子だった。

（これは……おれのせいなんだろうな）

　外海に好意をぶつけられたことは一度や二度ではない。だから、自分が外海にどれだけ好かれているのかは承知している。しかし、自分の心の中心に結々がいる以上、外海の想おもいに応こたえることはできない。そして、外海もそのことに気づいているからこそ、意気を消しよう沈ちんさせているのだろうと優人は思う。

（この場合、変に期待させる方が酷こくだもんな……。だから空そら内うち、おれは絶対にお前を慰なぐさめたりなんかしねえからな）

　胃が軋きしむような痛みを覚えながらも、心を鬼おににして決意を固める。それが友達としてできる唯ゆい一いつのことだと信じて。

　柳楽のおかげか、文句を言う生徒がいなくなったところで、結々は皆みなに訊たずねる。

「先生からみんなに質問だけど、ナイフや銃が恐こわくないと思ってる人はどれくらいいるのかな？　恐くないと思ってる人は手をあげてくれない？」

　まるで競きそい合うように、次々と手があがっていく。己おのが肉体を武器にしている優人は当然手をあげなかったものの、実にクラスの七割以上が挙手していた。

「普ふ通つうそうだよねー」「スキルがあったらナイフや銃なんてどうとでも対処できるし」「同じ武器でも、具現化型スキルでつくられた武器の方がよっぽどやばいもんな」

　恐おそれていないことをアピールするように、挙手した生徒たちはこぞって物理的凶器を貶おとしめ、スキルの方が優すぐれていると語り始める。

「さすがにこれは……もう少し危機意識を持った方がいいと先生は思うなぁ」

「いやいや先生。むしろ、ナイフや銃の恐さを教えてほしいくらいっスよ」

　困ったような表情を浮うかべる結々に、神座は肩かたをすくめながら、挙手した生徒たちの思いを代弁する。そういうことならと、結々は黒板のチョークを摘つまみ、皆に見せつけ、

「これをナイフだと思ってください」

　と、言った瞬しゆん間かんの出来事だった。チョークを持っていた結々の手が霞かすんだのも束つかの間、手首のスナップだけで投とう擲てきされたチョークが神座の頰ほおをかすめ、後方の壁かべに激げき突とつして粉々に砕くだけ散る。この教室でかろうじて反応できたのは優人ただ一人のみで、他の者たちはあまりにも一いつ瞬しゆんすぎる出来事に、ただただ啞あ然ぜんとしていた。

「もし今のがナイフで、神座くんの眉み間けん目がけて飛んでいたとしたら……恐いと思わない？」

　神座は壊こわれたブリキ人形のように、何度もコクコクと頷うなずく。

　結々の言葉の意味をようやく理解したのか、物理的凶器は恐くないと豪ごう語ごしていた生徒たちもまた、神座に遅おくれてコクコクと頷いていた。

「これが、物理的凶器の恐さというわけ」

　そう言って、新たにチョークを摘まんだ結々だったが、今さらながら学校の備品を無む駄だに消しよう耗もうしてしまったことに気づいて青ざめるも、すぐに「チョークくらいなら大だい丈じよう夫ぶチョークくらいなら大丈夫」と自分に言い聞かせ、黒板にチョークを走らせる。

「スキルを発動した際は、ブライトアイと呼ばれる眼球発光現象が起きるから、さっきみたいな不意打ちをスキルで行うのは難しいわ。一応ブライトアイを隠かくせるサングラスが販はん売ばいされているけど、視界が悪くなるうえにサングラスをかけている時点で相手に警けい戒かいされるから、はっきり言ってあまり意味はないわね。その点、ナイフや銃といった物理的凶器にはブライトアイという予兆がないため、スキルに比べると格段に不意が突つきやすいというわけ」

　説明しながら、物理的凶器の警戒すべき点を黒板に書いていると、小宮が「はい」と、声をあげながら手をあげ、結々はチョークを持った手を止めて彼女に話すよう促うながす。

「結々先生、具現化型スキルで同じことはできないのですか？」

「それについては……え～っと、具現化型スキルを使える子は──」

「ハイっハイっ」

　元気よく手をあげてアピールするハートに、結々は思わず微び笑しようを漏らしてしまう。

「それじゃあハートちゃん、具現化型スキルで武器を出してもらっていいかな？」

　ハートは一ひと際きわ元気な声で「ハイっ！」と応えると、あげた手をチョキの形に変え、瞳ひとみと同じ碧みどり色のブライトアイを双そう眸ぼうに灯ともす。瞬間、人差し指と中指の間に風車の形をした手しゆ裏り剣けんが、手品さながらに忽こつ然ぜんと姿を現した。

「〝風ふう魔ま手裏剣〟でゴザる～」

　指で挟はさんだ〝風魔手裏剣〟を高々と掲かかげる、ハート。自じ慢まんの〝風魔手裏剣〟を皆に見てもらえたからか、その表情はとても誇ほこらしげだ。

「ハートちゃん、そのまま小宮さんの方に顔を向けてあげて」

「承知」

　言われたとおり顔を向けた瞬間、小宮の口から「あっ」と声が漏れる。〝風魔手裏剣〟を具現化したハートの双眸が、ブライトアイによって輝かがやき続けていたのだ。

「もうわかったわね。大半のスキルは発動した瞬間にしかブライトアイが灯らないけど、具現化型スキルで武器を具現化している間はブライトアイが灯りっぱなしになっている。だから具現化した武器では、普通の武器と同じように不意を突くのは難しいというわけ。まあ、スキルで具現化した武器の多くは超ちよう常じよう的な特性が付ふ与よされていたり、ブライトアイが灯りっぱなしのおかげで他のスキルを発動した際の予兆を隠すことができるから、不意を突きにくいデメリットを補って余りあるほどの力があるけどね」

「超常的な特性とは、セッシャの〝風魔手裏剣〟が一度投げたら標的に当たるまで追いかけ続けるように……でゴザるなっ」

　よほど〝風魔手裏剣〟の自慢がしたかったのか、頼たのまれてもいないのに特性を説明するハートに苦笑しながら、結々は「そのとおりよ」と答え、〝風魔手裏剣〟を消して座るよう促した。

「スキルが浸しん透とうしきった現代でも、物理的凶器で命を落とす人は少なくないわ。スキルの台頭によって、その存在が軽視されるようになってしまったからこそ、物理的凶器の恐さと対処法を学ぶことは対スキル学の題材としてふさわしいと思うのだけれど……その、ダメかな？　みんなの貴重な青春を無駄にするような内容には絶対にしないから……」

　今まで散々毅き然ぜんとした態度で授業を行っておきながら、恐る恐る「ダメかな？」と訊ねてくる、結々。毅然としているようで弱々しく、大人びているようで子どもっぽく、美しいようで愛らしい……そんな結々のアンバランスさにキュンときた男子生徒は数多く、その数はわずか二週間で三桁けたに及およぶほどにまで膨れ上がっていた。







（まあ、今さらキュンときた連中など、おれの敵じゃねえけどなッ！）

　翌日の早朝、格の違ちがいを見せつけた四天王最強の漢おとこのような顔をしながら、優人はストレッチをしている結々をガン見する。視線の先にあるのはもちろん、何億回見ても飽あきることがない結々の胸の谷間である。

　襟えり口が大きいといっても結々の着ているランニングシャツの防ぼう御ぎよ力は決して低くない。そのため、谷間が見えるのは前ぜん屈くつをしている間の一瞬だけなのだが、

（おれはこの一瞬のために生きているッッッ!!!!!!）

　なんかもう色々と間違っている優人はさておき、山中での秘密特訓は、今や二人の日課となっていた。

　ストレッチが終わると、いつもどおり優人は結々と同じトレーニングに身を投じる。

　二週間前は欠片かけらほどの余力も残らなかったが、

「はぁ……はぁ……だいぶ……ついていけるように……なったっすよ……」

　汗あせだくになり、肩で息をしながらも、余力を残したままトレーニングを完かん遂すいできるほどにまで成長していた。

「もともと鍛きたえていただけあって、さすがね。偉えらい偉い」

　ほとんど呼吸が乱れていない結々は、心底嬉うれしそうに優人の頭を撫なで回す。微び妙みように子ども扱あつかいされている気がしないでもないが、我が事のように喜んでくれる結々を見ているだけで幸せな優人にとって、そのような些さ事じは心底どうでもいいことだった。

　優人は深呼吸を繰くり返しながら、どの程度余力が残っているのか自分の体に問いかける。

　まだやれる──そう確信すると、特訓を次の段階へ進めるべく、結々に向かって頭を下げてお願いした。

「センセ……いや、先生！　おれと模も擬ぎ戦をしてください！」

　たとえ模擬戦でも、わたしは生徒に手をあげるようなことはしたくないわ──柳楽に模擬戦を持ちかけられた際、結々がそう言っていたことをしっかりと憶おぼえていた優人は、結々に口を挟む隙すきを与あたえないためにも畳たたみかけるように言葉をつぐ。

「先生が生徒に手をあげたくないことはわかってるっす……じゃなくてわかってます！　だけど！　本当の意味でおれのためを思うのなら！　おれとの模擬戦を受けてくださいお願いしますッ！」

　沈ちん黙もくが、二人の間に横たわる。

　やっぱダメか？──と、思ったその時だった。

「乙おと姫ひめくんはずるいわ」

　どこか諦あきらめたような声こわ音ねが耳じ朶だに触ふれ、優人は思わず頭をあげる。

「本当の意味でおれのためを思うなら──なんて言われたら、受けないわけにはいかないじゃない」

　斯かくして、一対一の模擬戦を行うことになった二人は、五メートルほど距きよ離りを空けて正対した。

「結々センセ、本気の本気で頼むっすよ」

「……本気の本気できてほしいなら、先にブーストコード付きで〝万ばん夫ぷ不ふ当とう〟を使っておきなさい」

　まるでスイッチが切り替かわったかのように鋭するどい視線を向けてくる結々に息をのみながら、優人は言われたとおりブーストコードを唱えて〝万夫不当〟を発動する。

「じゃあ、いつでもかかってきていいわよ」

　構えすらとらずに、結々は告げる。

　優人の背中に冷たい汗が伝うほどの威い圧あつ感を発して。

（……はは、マジかよ。向き合ってるだけで体が震ふるえてきたぞ）

　なまじ武術を齧かじっているからこそ、余計に痛感させられる。自分と結々の間にある、絶望的なまでの力の差を。

（だが、それだけだ！　『恐こええ』ってだけで動けなくなる、おれじゃねえッ!!）

　手足を搦からめ捕とる威圧感を、心を搦め捕る絶望を引きちぎり、優人は地を蹴け──

「!?」

　まるでその瞬間を狙ねらい澄すませていたかのように、刹せつ那なにも満たぬ間に結々は優人に肉にく薄はくする。完かん膚ぷなきまでに出鼻をくじかれた優人は半ば反射的に拳こぶしを振ふるうも、

（消え──たぁッ!?）

　拳が届く寸前に結々の姿が視界から消え失うせ、同時に、優人の体が宙を舞まう。拳けん打だの勢いを利用されて投げられたことに気づいた優人は、もうこの時点で勝負が決してしまったことにも気づいてしまう。眼前に迫せまる掌しよう底てい。身動きのとれない空中に放ほうり投げられた優人にそれをかわす術すべはなく、首を捻ひねって悪あがきをするも、

「……ッ」

　尻しりから地面に落ちてしまい、痛みで思わず顔をしかめる。掌底に気を取られすぎて、受け身をとるのを忘れてしまったのだ。もっとも、肝かん心じんの掌底は寸止めされていたため、かえって余計なダメージを負う結果になってしまったが。

　結々は尻しり餅もちをつく優人に手を差し伸のべ、

「わたしの勝ちでいいわよね？」

　柔にゆう和わな笑え顔がおでそう言われ、優人はバツが悪そうに首しゆ肯こうを返す。訊きかれるまでもなく、優人の完敗だった。わずか数秒の攻こう防ぼうの中、優人は結々の疾はやさに翻ほん弄ろうされていただけだった。身体能力強化のスキルを使っていないとは思えない速さもさることながら、間まの外し方が、予備動作のない静から動への急激な変化が、実際の速さ以上に結々を疾く見せていた。

　なにもできずに負けた無力感に苛さいなまれながらも、結々の手を摑つかむも、

（……よし。今日はこの手、洗わないでおこう）

　結々の手のひらの柔やわらかさに感動した瞬しゆん間かん、「無」の字も残さず無力感が消し飛んだ優人であった。







「おかしいと思ったら、やっぱり」

　優人のインタに表示されたスキルスロットを見て、結々は呆あきれた視線を優人に投げかける。なぜそんな視線を向けられているのかを嫌いやというほど理解していた優人は、ごまかすように笑うことしかできなかった。

　圧あつ倒とう的な実力差を痛感させられた模擬戦の後、〝万夫不当〟を使っているわりには優人の身体能力がたいして上がっていなかったことを理由に、スキルスロットを見せるよう催さい促そくされた。その結果が呆れたこの視線である。

「〝イージス〟の適合率97％。〝マーシィハンド〟の適合率88％。この二つに関しては全く問題ないけど……〝万夫不当〟の適合率は、さすがにいただけないわね」

　スキルスロットにセットされた〝万夫不当〟には、適合率58％という他の二つに比べて格段に低い数値が表示されていた。

「常識レベルの話だから今さら説明するようなことじゃないけど、適合率とはインストールしたスキルがどれくらい術者に適合しているのかを示す数値で、適合率が50％を切ると、スキルスロットにセットしていてもそのスキルは使えない……つまりスキルに適合していないことになる。そして、適合率が高ければ高いほどスキルの力をより発揮できるようになっているため、たとえ適合していても、適合率50％台のスキルを使うことは推すい奨しようされていない……ということは、わかってるわよね？　いくら乙姫くんが鍛えていると言っても、適合率が58％しかない〝万夫不当〟だと、常識を逸脱した身体能力を得るのは難しいわよ」

　鍛え抜ぬいた肉体を高適合率の〝万夫不当〟で強化すると、超人さながらの身体能力を得ることができる。結々の言う「常識を逸脱した」とは、そのことを指していた。

「念を押さなくてもわかってるっすよ。ただ、攻こう撃げき型スキルの適合率が軒のき並なみ一桁で……〝万夫不当〟でほんの少しでも身体能力をあげる以外に、攻撃能力を強化する方法が見つからなかったんすよ……」

　そう語る優人の表情があまりにも悲ひ哀あいと悲痛に満ちていたせいか、結々は思わず顔を背そむけて「ごめんなさい」と謝った。

「学校で支給してもらえるスキルは全部試ためしたの？」

「もちろんっす」

「それなら……今度、麓ふもとの町にあるスキルショップで──」

　言いかけて、結々は唇くちびるの前に人差し指を立てて、静かにするよう無言で優人に伝える。

「こっちに来て」

　小声で言いながらも結々は頭を低くしながら歩き出し、優人を連れてこの場から少し離はなれた位置にある巨きよ木ぼくに移動する。そして優人と身を寄せ合うように巨木に身を隠かくした瞬間、

（フォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオウッ!!）

　例によって結々と密着できたことを喜び狂くるう優人を尻しり目めに、結々は、つい先さき程ほどまで自分たちがいた場所にやってきた二人の男女を注視する。

「あの二人……一年三組の黒くろ田だくんと大おお石いしさんじゃない」

　小声で呟つぶやく結々に、優人も小声で訊たずねる。

「知ってるんすか？」

「うん。といっても全校生徒の顔と名前を記き憶おくしてるだけで、直接的な面識はないけど」

「全校生徒って……すごいっすね」

「うん。すごく頑がん張ばった」

　若じやつ干かんドヤっている結々があまりにも可愛らしく、思わずホッコリしていた優人だったが、黒田と大石が抱だき合い始めるのを見た瞬間、思わず舌打ちを漏もらしてしまう。

（ちっ、逢あい引きかよ。あ～これ絶対酔よってるわ～。隠れてイチャつく背はい徳とく感に絶対酔ってるわ～）

　他人がイチャついているところなんか見ても面おも白しろくもなんともない優人は、露ろ骨こつにイラッとした表情を浮うかべる。

　もっとも、念願叶かなって結々と付き合えるようになった暁あかつきには、イチャついているところを皆みなに見せびらかしたいと思っていたりするから、本当にタチが悪い。

「ちゃんと健全なお付き合いをしているか、教師として見守る必要があるわね……！」

　優人とは対照的に、結々は逢い引きの現場を目もく撃げきしたことにテンション上がり気味なご様子だった。案外、恋れん愛あいもののドラマとか小説が好きなのかもしれない。

「見て、乙姫くん……！　キス……！　キスしようとしてる……！」

　教師として見守るというよりも野次馬として見物するようなノリで、結々がキャーキャー小声で騒さわぎ出す。いよいよ黒田と大石の唇が重なった時、結々の頰ほおにほんのりと赤みが差したことに気づいた優人は、

「まさか……結々センセはしたことないんすか!?」

「キ、キスくらいあるわよ……！」

　慌あわてて即そく答とうした結々だったが、キスにろくな思い出がなかったのか、それとも本当はやったことがないのか、もう一度口から出てきた「あるわよ……」は、尋じん常じようではないほどに声が沈しずんでいた。

（それにしてもこの反応……あったとしてもキスまでなのか!?　それ以上の経験はないのか!?）

　などと優人が一人勝手に盛り上がっている内に、黒田と大石は重ねていた体を名残なごり惜おしげに離すと、逢い引きしていたことをクラスメイトに悟さとられないようにするためか、別々の方向に分かれてこの場から立ち去っていく。

　二人の姿が見えなくなると、優人は何気ない風を装よそおいながらも、今まで聞くに聞けなかった質問を、ここぞとばかりに結々に投げかけた。

「そういえば、センセって恋こい人びととかいるんすか？」

「こ、恋人ぉっ!?」

　こりゃ絶対いないわ──と、確信できるほどにわかりやすい反応を見せる結々に、優人は心の中でガッツポーズする。もっとも、キスに対する反応を見た時点である程度予測できていた答えではあるが。

「そそそういう乙姫くんはどうなの!?　付き合ってる娘この一人や二人いるんでしょ!?」

　一人ならともかく、二人も恋人がいたら健全とは言いがたいことに結々は気づいていない。明らかにテンパっているご様子だった。

「付き合ってる娘なんていないっすよ」

「え……えぇ!?　でも……その……空内さんは……違ちがうの？」

「空内は友達っすよ。よくつるんでるけど付き合ってはいないっす。そもそも、おれが好きなのは結々センセだけっすから」

「……………………………………………………え？」

　呆ほうけた顔で呆けた声を漏らす、結々。

　優人は先ほど自分が言った言葉の意味を反はん芻すうし、

「え？」

　濁だく音おんがつきそうな「え」を漏らし、顔を引きつらせた。

（何気なく何の気もなく何の気持ちを流れるようにぶっちゃけてんだ、おれはああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!）

　本当に、うっかりだった。うっかり告コクってしまった。

　ムードもへったくれもなく朝一番に会ったクラスメイトに「あ～おはよ～」と欠伸あくび混じりに挨あい拶さつするような気安さで、うっかり告ってしまった。

　恐おそる恐る、結々の顔を覗のぞき見る。ようやく言葉の意味を理解したのか、結々の頰がゆっくりと赤くなっているのが見て取れた。少しして、頰の火ほ照てりに気づいたのか、結々は確かめるように両手でペタペタと自分の顔を触さわったあと、慌ててジャージの襟えりを引っ張って赤くなった頰を隠し、露骨に視線を逸そらしながら訥とつ々とつと訊ねてくる。

「え、えっと……乙姫くん……今のは、その……冗じよう談だん、だよね？」

　このまま「はい、そうです」とか「なんの話っすか？」とか言って有う耶や無む耶やにしてしまえば、結々もこれ以上突つっ込んだ質問はしてこないだろう。だが、

（事ここに及およんで逃にげに走ったら男がすたるよな……ッ）

　零姫結々を護まもれるほどの強い男になりたいんだろうと、大事なところで逃げるような男にはなりたくないんだろうと自分に言い聞かせ、優人は覚かく悟ごを決める。
















　そして、真しん摯しに、力強く、

「冗談ではないっすよ」

　思いの丈たけを目の前にいる最愛の女性ひとにぶちまけた。

「曲くせ島じま事変で助けてもらってからずっとセンセに会いたくて、五年ぶりに会えたセンセは夢で見た以上に魅み力りよく的で……好きにならないわけないじゃないっすか！」

　真まっ直すぐに、結々を見つめる。

　噓うそじゃないと、本気だと、口だけではなく視線でも訴うつたえる。

　告白されたことに驚おどろいているのか、結々はいよいよ呆ぼう然ぜんとしている様子だった。

　だからか、答えはすぐには返ってこなかった。

　早く答えを聞きたい……けど答えを聞くのが恐こわい……相反する想おもいが胸中でせめぎ合う。

　優人の人生で最も長く、最も恐い一ひと時ときが静々と過ぎ去っていく。

　やがて、

「……ふぅ～……」

　結々の口から出てきたのは、いやに長いため息だった。それだけで心の整理をつけたのか、ジャージの襟から手を離すと、まだ赤みが残る頰をそのままに、真っ直ぐにこちらを見つめてくる。優人の心を摑つかんで離さないほどに美しく、優人の心を見み透すかすほどに深い視線だった。




「乙姫くんのその気持ちって、本当に恋心なのかな？」




　期待していた言葉でも恐れていた言葉でもなかった。が、心の奥底に突き刺ささるほどに鋭するどい言葉だった。

「わたしに命を救われたことで、乙姫くんがわたしに憧どう憬けいの念を抱いだくようになったことはわかったわ。でもね乙姫くん、きみが今言った『好き』という感情、『憧あこがれ』の感情と混同していないって言い切る自信……ある？」

　あるに決まってるじゃないっすかッ!!──力強く答えようとした唇は、なぜか動いてくれなかった。いつの間にか、喉のどはカラカラに干上がっていた。

　たしかに、言われてみれば、そうかもしれない……認めたくない言葉ばかりが脳のう裏りに連なっていく。けれど、『憧れ』と混同しているのかもしれないけれど、結々が『好き』だという気持ちに噓うそ偽いつわりはなく、この恋い焦こがれる感情が『好き』以外の感情であっていいはずがない。

　もつれていた想いを解きほぐしたところで、優人は意を決して口を開こうとするも、まるでその瞬しゆん間かんを狙ねらい澄すましたかのようなタイミングで、機先を制するように結々が畳たたみかけてくる。

「そもそも、わたしが教師で乙姫くんが生徒である以上、付き合うこと自体ができないわ。学園長にも生徒との恋愛は御ご法はつ度とだって言われてるしね。それでもと言うのなら……そうね、乙姫くんが卒業した後でなら考えてあげてもいいわよ」

　軽かろやかに、それでいて優人の告白をきっちりとかわしながら、結々は綺き麗れいに話を締しめた。これ以上の言葉は蛇だ足そくにしかならないと思えるほど、綺麗に。普ふ段だんはあまりそんな感じはしないが、やはり結々は人生の先達せんせいだということを優人は改めて痛感する。

　優人の肩かたを優やさしく叩たたくと、「そろそろ戻もどらないと学校の準備をする時間がなくなってしまうわ。行きましょ」と言って、結々は校舎を目指して歩き出した。

　先程の結々以上に呆然としながら、山道を行く彼女の背中を眺ながめていた優人だったが、

（落ち着け、乙姫優人。まだフラれたわけじゃねえ。返事を保留にされただけだ。つまりは、まだ脈ありってことだ）

　前向きに結々の言葉を解かい釈しやくすると、決意を新たに歩き出したのであった。







　校舎を目指して歩いていた結々は、学生寮りようを目指して歩き出した優人を横目で確かく認にんしたあと、深々とため息をついた。

（ビックリした～……）

　生徒に告白されるなど思ってもみなかった結々の心臓は、普段とは比ひ較かくにならないほどに激しく自己主張していた。曲島にいる、無む闇やみ矢や鱈たらに告白してくる幼なじみの存在がなければ、あそこまでしっかりと対応できなかっただろうと結々は思う。

　もっとも、何度断っても懲こりることなく告ってくる幼なじみには内心辟へき易えきしていたため、あまり感謝する気にはなれなかったが。

（あ～う～……まだドキドキしてる～……）

　除夜の早はや鐘がねと命名したくなるほどに激しいリズムを刻む心臓に視線を落とす。当然と言えば当然だが、豊かすぎる胸のおかげで心臓の鼓こ動どうが表に出ることはなかった。が、

（え……？　あれ……？）

　ランニングシャツに覆おおわれた胸を見ていると、なぜだか無む性しように恥はずかしくなってきたことに内心首を傾かしげる。ジャージとともに学園から支給されたランニングシャツは生き地じが厚く、雨にでも濡ぬれない限りは下着が透すけることはないので、恥ずかしく思う要素などどこにもない。はずだった。胸の大きさのせいで一つ上のサイズを着るハメになったため襟口が幾いく分ぶん大きくなってしまったが、それも特に問題にはならない程度だ。と思っていた。

　よくわからない心の動きに困こん惑わくしながらも、結々は上着のファスナーを上げてジャージの前をきっちりと締める。締めつけられたことにより少しばかり胸が苦しくなったが、どこからともなく湧わいてきた羞しゆう恥ちの苦しみに比べたらマシだと自分に言い聞かせる。いつの間にやらぶり返した頰の火照りが、耳まで真っ赤に染めあげていることにも気づかずに。

　軽やかに優人の告白をかわしたものの、なんだかんだで一いつ杯ぱい一杯で、なんだかんだで優人のことを滅め茶ちや苦く茶ちや意識してしまっている結々先生だった。







　優人が結々にうっかり告っていた時分、外海は学生寮の自室で、下着の上にパジャマシャツ一枚だけというあられもない格好でベッドに寝ねそべっていた。

「どうしよう……学校……行きたくない……」

　仰あお向むけになりながら両りよう腕うでで目元を覆い、気の弱い言葉を吐はく。結々にデレッデレな優人を見たくないなどという些さ末まつな問題で、こんな言葉を吐いているわけではなかった。

「いや、些末な問題でもねーけど」

　自分で自分にツッコみを入れる程度の元気が残っていたことに、外海自身が驚いてしまう。そのおかげかどうかはわからないが、どうにか気力を取り戻した外海は学校へ行く準備をしようと起き上がるも、

「……ッ」

　枕まくら元もとに置いていたスマホが振しん動どうし、胃を鷲わし摑づかみにされるような痛みに襲おそわれる。スマホの振動パターンは電話の着信を示しており、画面には「非通知設定」と表示されていた。

「この期ごに及んでヒヨってんじゃねーよ」

　己を奮ふるい立たせるために強気な言葉を吐いたはずなのに、出てきた声こわ音ねは自分で自分が情けなくなるほどに弱々しかった。そんな自分が許せなくて、両手で頰ほおを張って無理矢理気合を入れると、むんずとスマホを摑み取り、非通知の電話に応じた……。







　その日の放課後、学生寮に戻ってジャージに着き替がえた優人は、一人山道を走っていた。

　適合率58％の〝万夫不当〟で常識を逸いつ脱だつした身体能力を得るのは難しいと結々は言っていたが、鍛きたえ続ければその域に達するのも不可能ではないと考え、放課後も結々式トレーニングを行うことにしたのだ。流れでうっかり告ってしまった挙句、軽やかにかわされてしまったことにちょっとモヤモヤしてしまったから体を動かして忘れよう──などと思って、トレーニングをするわけではないと自分に言い聞かせて。

（スキルで強化してるわけでもないのに、結々センセの身体能力は超ちよう人じんに片足突っ込んでるレベルだったからな。その域まで鍛えることができたら……！）

　と、意気込んではみたものの、やはりと言うべきか、本日二セット目となる結々式トレーニングは地じ獄ごくの一言に尽つきるものだった。早朝に行った一セット目の疲つかれが抜ぬけきらないまま二セット目に挑ちよう戦せんしたのだ。地獄を見るのは自明の理だった。が、

「はぁ……はぁ……やりきった……ぞ……！」

　地面に大の字になって寝ね転ころがりながら、優人は誇ほこらしげに絶え絶えになった息を吐く。日が暮れる前にトレーニングを終わらせることができた自分を褒ほめてやりたい気分だった。

　このまま心地ここち良い達成感と疲ひ労ろう感に酔よいしれていたいところだが、校舎と学生寮、ロープウェイの付近ならともかく、夜の山中にいたことが教師にバレたら大目玉をくらうことは必ひつ至し。ゆえに、優人は〝マーシィハンド〟で少しでも体力を回復させると、太陽が西の地平に隠かくれきる前に山頂に戻るべく、疲ひ弊へいした体に鞭むちを打って走り出した。

　やがて、校舎と学生寮を繫つなぐ舗ほ装そう路にたどり着くと、ここまで来れば安心だと胸を撫なで下ろした優人は足を止めて一つ息をつき、のんびりとした歩調で歩き出す。

　しばらく歩いていると舗装路のそこかしこに設置された照明灯に明かりが点ともり、空の隅すみに残っていた茜あかね色がいよいよ闇やみに塗ぬりつぶされていく。

「あっ、シショーっ！」

　こちらが発見するよりも早くに、進行方向──学生寮側からやってきたハートが嬉うれしそうな声をあげ、こちらに駆かけ寄ってくる。

「シショー、その格好はもしや……修しゆ行ぎようをしていたでゴザるなっ？」

「まあ、そんなところだ」

「やはりでゴザるかっ！　今度セッシャもご一いつ緒しよさせてほしいでゴザるっ」

　無む邪じや気きにそんなことを言うハートに思わず苦く笑しようする。さすがにトレーニングの内容が内容なので、ご一緒させるわけにはいかないと思った優人は、

「わりぃな、ハート。これはおれだけの、秘密の修行なんだ」

「秘密の……もしやそれは『イッシソーデン』の!?」

「ああ、一子相伝だ」

「うむむ……『イッシソーデン』なら仕方ないでゴザるな」

　なんだかよくわからないうちに納なつ得とくしてもらえたところで、今度は優人の方からハートに訊たずねる。

「ところで、ハートはなんでこんな時間に校舎に行こうとしてんだ？」

「それは……セッシャとしたことが、宿題のプリントを忘れてしまったでゴザるぅ」

　少しだけ恥ずかしそうに笑いながら、ハートは答えた。

（さすがに、こんな時間にハートを一人で出歩かせるのはまずいよな……）

　そう思った優人は「そういえば、おれも忘れてたわ」と、それっぽい理由をでっち上げ、ハートについて行くことにした。

　この夜、惨さん劇げきの現場に立ち会うことになるとも知らずに……。







「へぅ!?」

　脚あしがもつれ、何もないところで転びそうになった結々は、やけに可愛らしい悲鳴をあげながらも持ち前のバランス感覚を発揮して即そく座ざに踏ふみ止とどまった。もっとも、なにもないところで転びそうになった時点で、バランス感覚もへったくれもないのかもしれないが。

「大だい丈じよう夫ぶか、夜々木先生？　もうこれで四回目だぞ」

　懐かい中ちゆう電灯の明かりを結々に向けながら、心配よりも呆あきれが勝まさる声音で屋や久く原はらが訊ねてくる。結々は「大丈夫です」と答えながら、屋久原同様その手に握にぎった懐中電灯を前方に向けて、夜の校舎を照らした。

　混乱を避さけるため生徒たちには伏ふせているが、ゴールデンウィーク中に賊ぞくが侵しん入にゆうしたことは全すべての教師と警備員に報しらされている。それを受けて、警備員だけでなく教師も夜間巡じゆん回かいを行うことになったわけだが、

「まったく……警備員を増員したのに、なんで教師俺たちまでこんなことをしなければならないんだ」

　結々と並んで廊ろう下かを歩く屋久原が、愚ぐ痴ちとともにため息を零こぼす。警備員が増員されたのも、教師が夜間巡回をやらされているのも、ただ賊を警けい戒かいしてのことではなく〝ジンギ〟を護まもるためであることを知っているのは、教師の中では結々、黒くろ巌いわ、景かげ山やまの三人のみ。他の教師は《雌し龍りゆう》構成員の容疑者──と言っても野の分わきは除外していい気がしないでもないが──であるため、夜間巡回を行う本当の理由については何も聞かされておらず、それゆえに屋久原のような愚痴を零す者が後を絶たなかった。

「気持ちはわかりますけど、週に一、二回程度の話ですし、学園長と教頭先生が率そつ先せんして巡回してますし、ここは我が慢まんしましょうよ。ね？」

　屋久原を宥なだめるように、結々は当たり障さわりのない言葉を返す。正確には、当たり障りのない言葉しか返せないと言った方が正しいのかもしれないが。

（同じ職場の先生も信じちゃいけないなんて……う～……胸がチクチクしてきた～）

　おまけに、生徒までもが《雌龍》構成員の容疑者だという状じよう況きように、結々はますます胸を痛める。が、思わず生徒の一人──優人のことを思い浮うかべてしまった瞬しゆん間かん、

「んにゃっ!?」

　またしてもなにもないところで転びそうになり、またしても即座に踏み止まった。

「……体調が良くないなら、もう先に帰っていいぞ。教頭には俺から伝えとくから」

「だ、大丈夫です！　本当に大丈夫ですから！」

　なぜか無む駄だに慌あわててしまう、結々。

（あ～もう、まだ尾おを引いてる～）

　なにが尾を引いているのかは言うまでもない。

　今朝優人に告白されたことを、結々はいまだに引きずっていたのだ。

（ようやく教師生活に慣れてきたタイミングでアレだもんっ。動どう揺ようするなと言う方が無理だもんっ）

　モヤモヤしっぱなしのこちらとは違ちがい、学校での優人があまりにもいつもどおりすぎるものだから、余計に複雑な気持ちになってくる。

（告白するのもされるのも人生の一大事じゃないの!?　それとも最近の子は、あんな簡単に割り切れちゃうものなの!?）

「顔が赤くなっているように見えるが……もしかして風邪かぜか？」

　屋久原に訊ねられ、結々はますます慌てながら我に返る。どうやら、優人の告白を思い出したせいで頰が火ほ照てってしまったらしい。

　自分一人だけが右往左往していることがなんだか物もの凄すごく情けなく思え、無む性しように泣き出したい衝しよう動どうに駆られるも、どうにか堪こらえて笑え顔がおを繕つくろい、屋久原に応じる。

「心配をかけてすみません。でも、本当の本当に大丈夫ですから」

　まだ頰に赤みが残っているせいか、屋久原は訝いぶかしげな視線を向けてくる。が、不意になにか思いついたような表情を浮かべると、

「ここからは二手に分かれて巡回するというのはどうだ？　もしもの時のために二人揃そろって巡回しろと教頭は言っていたが、この警戒態勢で侵入する馬ば鹿かはまずいないだろう。それに、別々に巡回をすればいつもよりも早く終わらせることができるから、夜々木先生も早めに休める……どうだ？　悪くない案だろ？」

「そ、それはそうかも、しれないですけど……」

　結々は返答に窮きゆうしてしまう。二人一組で巡回している裏の理由は、結々、黒巌、景山のいずれかが他の教師と組んで巡回することで、《雌龍》構成員かもしれない教師の動きを抑よく制せいすることにあった。今回の場合、結々が屋久原の動きに目を光らせていなければならないところなのだが、同どう僚りようを信じたいという気持ちと、本当に善意からくる提案だったら断りづらいという気持ちと、本当のことが話せないことを申し訳なく思う気持ちが綯ない交まぜとなり、結々の判断を鈍にぶらせていた。

「じゃ、俺は西側を見て回るから、夜々木先生は東側を見て回ってくれ」

　中庭がある西側はまずい──焦しよう燥そうに駆られた結々は鈍った頭をフル回転させて、不自然になりすぎない程度に、屋久原の申し出をやんわりと断る。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ。西側の方がどう見ても巡回する距きよ離りが長いじゃないですか。さすがにそこまでしてもらうのは悪いですから、わたしが西側を回ります」

　角宿学園の校舎は北を頂点に「ユ」の字の形になっており、南側にあるＴ字路の位置が西寄りになっているため、西側の校舎と東側の校舎とでは巡回距離に倍以上の開きがある。二手に分かれて巡回する案を強ごう引いんに否定するよりも、部分的に断った方がこちらの意向を通しやすいと思った結々は、巡回距離の差を突つきつけつつも妥だ協きよう案を提示した。が、

「体調が悪そうな人間に無理はさせられない。ここは俺の顔を立てて、厚こう意いに甘えてくれないか？」

　ああ、こんなだから女子生徒の評判が良いのか──と納得しながらも、結々はすぐさま反はん撃げきの言葉を返す。

「そう言うなら、わたしの顔も少しは立ててくださいよ」

「と言うと？」

「どうせ二手に分かれるなら、北と南で分かれましょう。それなら距離も大きな差はありませんし、だいたい同じ時間で終わらせることができますから、先に終わった方がもう片方の巡回が終わるまで待たされることもないと思います。なにより、これなら屋久原先生にばかり負担をかけずに済みますし……どうです？」

　北と南──つまり、「ユ」の一文画と二画目で分かれることを提案すると同時に、暗に二人同時に巡回を終えなければならないと釘くぎを刺さしてみる。

　これで妥協して～という結々の祈いのりが通じたのか、

「なるほど、これならお互たがいの顔も立つというわけか……わかった。そうしよう。俺としても、少しでも早く終わってくれた方が嬉しいからな」

　早く終わらせたい理由を示すように、屋久原は彫ほりの深い顔立ちに深い笑みを刻みながら、お猪口ちよこで酒を飲む手振りジエスチヤーをしてみせる。屋久原が白か黒かはさておき、妥協を重ねた形で話がまとまってしまったことに、結々は内心ため息をついた。

　これでは屋久原の動向に目を光らせることができないと言いたいところだが、

（同じ階にいれば屋久原先生の気配が読めるから、ちゃんとそっちにも気を配りながら巡回しないといけないわね……）

　割とそうでもなかったりする結々だった。







　優人とハートは校門の詰つめ所にいる警備員に事情を説明し、懐中電灯を借りてから校舎に足を踏み入れた。

「警備員が巡回してるのに、なんで校舎に電気がついてねえんだよ？　電気代ケチるほど儲もうかってないわけじゃねえだろ」

　懐中電灯で照らしてなおよろしくない視界に辟へき易えきしたのか、優人は階段を昇のぼりながら学園のやり方にケチをつける。

「暗くしておけば、学園に忍しのび込んだ曲くせ者ものが明かりを使った場合、外から見たら一目でわかるでゴザるからな。あとは……曲者の侵入を察知したら照明がつく防犯システムを使っているのやもしれぬでゴザるよ」

　ハートの分ぶん析せきっぷりに、優人は感心半分驚おどろき半分に「お、おう」と返してしまう。普ふ段だんが年ねん齢れい以下に無邪気なせいか、彼女が飛び級留学してきた才さい媛えんであることをつい忘れそうになる。

　二階に上がり、廊下を歩いて東とう端たんにある二年三組の教室にたどり着いた二人は、

「もうちょっとだから！　もうちょっとで見つかるから絶対に離はなれんな……離れないでくださいお願いしますぅっ!!」

　悲鳴に近い声をあげて警備員に懇こん願がんする外海と遭そう遇ぐうし、目が点になる。

　どうやら外海はハートと同様忘れ物をしてしまったらしく、今にも泣き出しそうな顔をしながら自分の机を漁あさっていた。あまりにも必死すぎる外海の有り様に、傍そばで見守る年若い男の警備員は苦く笑しようを隠かくしきれていない様子だった。

「そういえば空内の奴やつ、お化けや怪かい談だんの類たぐいが死ぬほど苦手だったな」

「夜の学校はいかにも出そうな雰ふん囲い気きでゴザるからな～」

　ニンジャを目指しているからか、闇やみへの恐きよう怖ふなど微み塵じんも感じさせない声こわ音ねでハートは答える。

「あった！　見つけた！」

　宿題のプリントと思おぼしきものを掲かかげながら安あん堵どの叫さけびをあげる外海に、優人が「よかったな」と声をかけた瞬間、外海は「どわぁっ!?」と女の子らしくない悲鳴をあげながら飛び跳はねた。

「ゆ、優人にハートちゃん!?　どうしてここに!?」

「たぶん、お前と同じ理由」

「同じって……優人たちも宿題のプリントを忘れたのか？」

「そのとおりでゴザる～」

　そんな気心の知れたやり取りを見たからだろうか、警備員は外海に背を向け、

「これだけ友達がいればもう大だい丈じよう夫ぶだろう？　俺はまだ巡回が──」

「ま、待てよっ!!──じゃなくて待ってくださいっ!!　ひ、一人でも多い方が、その、心強いから一いつ緒しよに来てくださいお願いしますっ!!」

　涙なみだ目めで必死に懇願する外海に、警備員はまんざらでもなさそうな顔で「しょうがないな」と、最後まで付き添そうことを承しよう諾だくした。

（まあ、警備員つっても男だからな。スパッツ穿はいたＪＫに涙目でお願いされたら断れるわけがないわな）

　一人、訳知り顔で優人が頷うなずいていると、さらなる闖ちん入にゆう者が教室に現れる。

「どうして、きみたちがこんなところにいるんだ!?」

　闖入者──柳楽は素すっ頓とん狂きような声をあげながら、その手に持った懐かい中ちゆう電灯で優人たちを照らした。

「はぁ？　そりゃこっちの台詞せりふだっつうの」

「ぼくとしたことが言い間違えたな。どうして、空内くんとロットくんがこんなところにいるんだ？」

「無理矢理無視を決め込もうってか？　よ～し上等だ。今すぐ表に出ろ。いい加減どっちが上かわからせてやんよ」

「いいだろう。いい加減ぼくも、きみのバカ面づらにはうんざりしていたところだからな」

「おいおい、どっかで聞いたような台詞だな？　そういうのに影えい響きようされるのは中二までにしとけよ」

「そういうきみは、北○の拳に出てくるモヒカンの影響を受けまくってるじゃないか」

「はぁッ!?　〝フレイムキャノン〟で『汚お物ぶつは消毒だー!!』とか叫んでた奴にだけは言われたかねえぞ!?」

「ぼくがいつそんなことを叫んだ!?」

「てゆーか、お前ら黙だまれ！　警備員の兄ちゃんが困ってんだろうが！」

　外海の怒ど声せいが割って入り、優人と柳楽は喉のど元もとまで出かけていた罵ば詈り雑ぞう言ごんを嚥えん下げする。警備員に視線を向けてみると、たしかに外海の言うとおり、彼の顔にはがっつりと困こん惑わくが貼はり付いていた。優人は一つ息をつき、

「こっちは宿題のプリントを取りに来ただけだ。てめえは何しに来やがった？」

「神座のバカに貸していた参考書を返してもらおうと思ったら、どうにもまた撮とれた例ためしがない心しん霊れい写真を求めて校舎に忍び込んだらしくてな」

「あ～、そういえば心霊写真を撮るのが趣しゆ味みだとかなんとか言ってたな、あいつ」

　そう言いながら、優人は外海を横目で見やる。心霊写真という言葉そのものがもう駄だ目めだったのか、外海の表情は青一色に塗ぬりつぶされていた。

「電話は繫つながらねえのか？」

「念のため試ためしてみたが駄目だったよ。あのバカときたら、心霊写真を撮りに行ってる間は誰だれにも邪じや魔まをされたくないとか言って、電源を切っているからな」

　柳楽は肩かたをすくめ、警備員に視線を送る。それだけで察した警備員はゆっくりとかぶりを振ふり、

「今日はまだ見てないが……まあ、見つけ次し第だい帰るように言っておくから、君たちは先に学生寮りようへ戻もどっていなさい」

「その物言い……警備員殿どのは暦こよみ殿を知っているでゴザるか？」

　警備員は一いつ瞬しゆん首を捻ひねるも、神座の下の名前が「暦」であることを思い出したのか、すぐに首しゆ肯こうを返す。

「神座くんは俺たち警備員にとって、ある意味常連客のようなものだからな」

「常連客じゃなくて常習犯の間ま違ちがいじゃないっすか」

　という優人のツッコミに、警備員は「そうとも言うな」と笑って返した。

「とにかく、彼のことなら心配しなくていい。まあ、今巡じゆん回かいしているもう一人の警備員が新しく入ったばかりの人だから、その人に見つかった場合は大目玉をくらう可能性があることだけは少しだけ心配だがな」

　どうやら本当に常連客らしく、神座の話をする警備員の表情は出来の悪い弟の話をする兄のそれに近いものがあった。

（普ふ通つう、神座みたいに校舎に忍び込む奴って、警備員からしたら厄やつ介かい者もの以外の何者でもないよな？　いったいどんなマジックを使ったらここまで親しくなれ……まさか!?　撮っているのは心霊写真とは名ばかりの盗とう撮さつ写真じゃねえだろうな!?　おっぱいがいっぱいな写真じゃねえだろうな!?　よーし、今度神座を問い詰めてやる！）

「いや、みんながみんな優人みたいにエロいことばっか考えてるわけじゃねーからな？」

「なっ!?　こないだといい今といい、空内お前心を読むスキルを使ってやがるな!?」

「使ってねーよ！　見りゃ一発でわかるくらいヒデー顔してたからわかっただけだっつーの！　てゆーか、人の心を読むスキルなんて持ってるだけで違い法ほうだろうが！　完全にイリーガルスキルだろうが！」

　と、小気味よく啖たん呵かを切っていた外海だったが、

「……おい。なんでくっついてんだよ」

　いつの間にやら、木にしがみつくコアラのように、優人の左ひだり腕うでにひっしと抱だきついていた。威い勢せいの良い物言いとは裏腹に、全身は恐怖でプルプルと震ふるえていた。

「言わなくてもわかんだろ!?　夜のガッコって恐こえーんだよ！　早く帰りてーんだよ!!」

　逆ギレ気味に外海が叫ぶ。抱きつかれている左腕にはオッパイの感かん触しよくが全くないせいもあって、優人の口から吐はき出されたため息は海の底よりも深かった。

（そして、空内の胸もまた海の底よりも深かった……って言ったら殺されそうだな）

　今度は悟さとられないよう表情を殺しながら、失礼極きわまりないナレーションをかます。本当に失礼極まりない。

　結局、神座のことは警備員に任せることにして、宿題のプリントを回収したあと、優人たちは揃そろって帰路につくことにした。少しでも恐怖を和やわらげたかったのか、警備員に向かって校舎を出るまでついて来てほしいと駄だ々だをこねる外海を引きずり、教室の外に出ると、

「気配がすると思ったら、あなたたちだったのね」

　まるで待ち構えていたかのようなタイミングで、廊ろう下かのド真ん中に立っていた結々が、その手に持った懐中電灯で優人たちを照らした。

　予想外すぎる邂かい逅こうに心臓が飛び跳ねかけた優人だったが、変にギクシャクするのは避さけたかったので、「告白についてはこっちは気にしていないんでそっちも気にしなくていいっすよ」という雰囲気を即そく座ざに醸かもし出しながら、内心の動どう揺ようを隠して結々に訊たずねる。

「こんなところで何してんすか、結々センセ？」

「先生は夜間の巡回を──」

　と、歩き出した瞬間、結々は「にゃっ!?」と可愛らしい悲鳴をあげながら、ベターンと音を立ててすっ転ぶ。結々の凄すごさを散々目まの当たりにしてきた優人たちは、まさか結々がなにもないところで転ぶとは思ってもみなかったので、ただただ啞あ然ぜんとするばかりだった。

　こちらが手を差し伸のべるよりも早くに起き上がる結々を見つめながら、

（まさか……告白のこと、センセもまだ引きずってるのか？）

　こいつはマジで脈ありってことか!?──と、喜びかけたその時、左腕に抱きつく外海の力が急激に強くなり、思わず「あだだだだ」と声を漏もらしてしまう。その声を聞いた結々が気を取り直したように、こちらに視線を向けて……素っ頓狂な声を上げた。

「そ、空内さん大丈夫!?　顔が真っ青よ!?」

　外海は真っ青な顔をなぜか不服そうにしながらも、背に腹は代えられないと言わんばかりに、震えた声音で早口に懇願する。

「夜の校舎が恐こわいんですだから結々センセも一緒に来てくださいお願いします……っ」

　それを聞いた結々はフンスと鼻で息を吐き、

「そういうことだったら任せて！　校舎を出るまでの間、先生が責任を持って空内さんに付き添ってあげるから！」

　安心してと言わんばかりに胸を叩たたいた直後だった。




「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」




　絶ぜつ叫きようが耳をつんざく。外海は「ひ……っ」と引きつった悲鳴を漏らし、他の者たちは驚おどろきながらも絶叫が聞こえてきた中庭の方角に視線を向ける。

「今のは神座くんの……！」

　結々はすぐさま中庭に向かって走り出そうとするも、ますます顔を青くする外海を見て強ごう引いんに踏ふみ止とどまる。

「行ってください、夜々木先生。生徒たちには私がついていますので」

　力強い言葉で後押ししてくれた警備員に「お願いします」と返すと、結々は疾しつ風ぷうさながらに廊下を駆かけ抜ぬけていく。優人もまた結々を追って走り出し、「待ちなさい！」と叫ぶ警備員の声を無視して廊下を駆けていく。

　不ふ審しん者がいた場合は結々の力になりたいという想いもあったが、なによりも、クラスメイトの絶叫を聞いていながら、じっとしてなどいられない優人だった。

（もうあんなところまで──って、飛び降りんのかよ!?）

　結々は中庭に面する窓にたどり着くと、窓を開けて躊ちゆう躇ちよなく中庭に飛び降りた。二階程度の高さとはいえ、状じよう況きようを確かく認にんしないまま飛び降りるのは危険だと──本当に中庭に不審者がいた場合、着地の隙すきを狙ねらわれるかもしれないと──思った優人は、階段を使って一階におり、飛ぶような勢いで中庭に出る。直後、優人の視界に飛び込んできたのは、




　血の赤に染まった噴ふん水すい池と、うつ伏ぶせになって池に浮うかぶ警備員の姿だった。




「大丈夫っ!?　神座くんっ！　しっかりしてっ！」

　結々の叫さけび声が耳じ朶だを打ち、噴水の傍そばにいる彼女と、尻しり餅もちをついたまま震えている神座に視線を移す。神座の体もまた、噴水と同じ血の赤に濡ぬれていた。

「せ、せせ、先生……くく黒ずくめの男ががが……ぐぐげ具現化したナイフで……警備員のおじさんをさ、さし、刺さして……おお、お、俺もうころ、ころ殺されるかとおも思っ、た、たら、おおお男がにげ、に、逃にげ────…………」

　余よ程ほど恐おそろしい目に遭あったのか、神座はボロボロと泣き崩くずれる。結々は血で汚よごれることも厭いとわず「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ」と繰くり返しながら、震える神座を優しく抱き締しめた。

　続けて中庭の隅すみにある詰つめ所に視線を移すと、そこには屋久原の姿があり、詰め所の電話を使って警察に連れん絡らくする様子が見てとれた。

　全く予想だにしなかった事態に、優人の頭は真っ白になりかけるも、

（なにビビってんだバカ!!　曲島事変の時のおれとは違うんだろ!?　結々センセを護まもれるような男になりたいんだろ!?　これくらいのことで思考停止してんじゃねえ!!）

　己を叱しつ咤たし、すぐさま神座の言葉を反はん芻すうする。

（神座の話を要約すると…………神座が警備員と一いつ緒しよに中庭にいたところ、不審者が現れ、スキルで具現化したナイフで警備員を刺して……たぶんこのタイミングで神座が悲鳴をあげたんだろうな……とにかくそれを聞きつけて人が来ると思ったのか、不審者は慌あわてて逃げ去っていった……といったところか？）

　今一度、うつ伏せ状態で噴水池に浮かぶ警備員を注視する。背中から刺されたのか、それとも前から刺されて貫かん通つうしたのか、心臓のあたりに見える刺し傷きずからは止めどなく血が流れ出て、噴水装置が停止していた噴水池をますます血の色に染め上げていた。

　注視すればするほど吐き気を催もよおしてきた優人は警備員から視線を外し、一度深呼吸をしてから、明言を避けつつも結々に確認する。

「結々センセ、警備員あの人は……」

　結々は神座を宥なだめながら目を伏ふせ、つらそうに……本当につらそうに、ゆっくりと首を横に振った。

「遺体をそのままにしておくのは心苦しいけど、噴水には絶対に近づかないで。警察が来るまで、現場は保存しておかないといけないから」

　優人が首肯を返したところで、制止する警備員と言い争いながらも中庭に向かってくる外海たちの声が聞こえてくる。警察への連絡を済ませ、こちらにやってきた屋久原の「大変なことになったな」という呟つぶやきが、いやに耳に残っていた。




　翌日、学園は緊きん急きゆう全校集会を開き、校舎に侵しん入にゆうした賊ぞくが警備員を殺す事件が起きたことを公表した。そして、賊が逮たい捕ほされるまでの間休校する旨むねを全校生徒に通達した……。




　その一方で──




『〝ジンギ〟の保管場所がわかったという話は本当か？』

「はい、〝先生〟」

《雌し龍りゆう》構成員の男は隠かくしきれない高こう揚ようを笑えみの形に変え、携けい帯たい電話の向こうにいる〝先生〟に報告する。

「中庭の噴水にブライトアイ認証センサーが隠されているのを発見しました。当たりと見て、まず間違いないでしょう。それから認証センサー発見の際、警備員を一人殺してしまうというアクシデントが発生しましたが、〝ジンギ〟保管場所が特定できた今となっては問題ありません。むしろ、少人数での犯行だと学園に思い込ませることができた分、プラスに働く可能性が高いでしょう」

『そいつは重ちよう畳じよう。それで、使い捨ての陽動はどれくらい欲しい？　言ってみろ』

　少人数──この言葉一つからこちらの考えを完かん璧ぺきに読み切り、訊ねてくる〝先生〟の洞どう察さつ力に、男は感心の吐と息いきをつく。

「最低でも二十人。可能であれば三十人以上集めてもらえると助かります」

『わかった。三日以内に四十人手配してやるよ』

「それは本当に助かりますね。では、決行日が決まり次し第だいまた連絡します」

『ああ。それじゃな』




　──その一方で、雌し伏ふくせし龍りゆうは今まさに雄ゆう飛ひの時を迎むかえようとしていた。








第四章　裏









　学園が休校になって、早三日の時が過ぎていた。

　学園再開の目め処どが立っていないこと、今度は学生寮りように賊ぞくが侵入するかもしれないことを理由に学園は生徒たちに帰省するよう促うながすも、三日経たった今でも実に半数以上の生徒が学生寮に居残っていた。今帰省したところで実家には誰だれもいない者、距きよ離りの関係上気軽に帰省できない者、賊なんて恐こわくもなんともないと言って学園の要よう請せいを無視する者……それぞれがそれぞれの理由で、学生寮に居残り続けていた。

　その中の一人である優ゆう人とは、寮の自室で呆ほうけた顔をしながらベッドに寝ね転ころがっていた。

　休校になって時間を持て余しているうえ、教師一同が殺人事件の対応に忙ぼう殺さつされているせいで結ゆ々ゆとの秘密特訓も中止を余よ儀ぎなくされてしまったためにやることがなく、ひたすらボヘ～としている優人であった。もっとも、トレーニング自体は自主的に毎日欠かさずきっちりとこなしているが。

　優人は呆けた顔をそのままに、枕まくら元もとに置いていたスマホを摑つかむと、

「うへ、うへへ、うへへへへ」

　外そと海めが見たら「気持ち悪っ！」と叫ぶこと請うけ合いの薄うす気き味み悪い笑みを浮かべ、画面に映る、結々からのメールを眺ながめた。

『特訓に付き合えなくてごめんね。埋うめ合わせというわけじゃないけど、乙おと姫ひめくんさえよければ明日、町のスキルショップに行きませんか？　先生が乙姫くんに適合する攻こう撃げき型スキルを必ず見つけてみせるから！』

「これってもしかしてデートの誘さそい？　デートの誘いだよな!?　そうだな……明日の服装は……ビシッと決めすぎると引かれるかもしれねえから、ロンＴとジーンズにするか。ラフな格好で行った方が、結々センセの心もラフになってくれるかもしれねえしな──っと、いかんいかん。落ち着け落ち着け。センセのことだ。ガチでおれに適合する攻撃型スキルを見つけるためだけにお誘いした可能性の方がはるかに高い。そもそも、こんなタイミングでデートに誘うなんてことがありえねえ。舞まい上がるなよ、おれ…………とは言っても、うへ、うへへ、うへへへへ」

　わかってはいても舞い上がらずにはいられなかった優人はスマホを枕元に戻もどすと、空気を入れ換かえることで浮うわついた心を落ち着かせようと思い、ベッドをおりて窓を開ける。

　なんとはなしに眼下を見やると、学生寮周辺を巡じゆん回かいしている警備員の姿が目にとまる。当然と言えば当然の話だが、殺人事件が起きた後、校舎は言わずもがな、学生寮も常じよう駐ちゆうしている警備員の数が二人から四人に増員されていた。

「物々しくなるのは、まあ、しょうがねえよな」

　優人自身護まもられるつもりはサラサラないことはさておき、同どう僚りようが殺されたにもかかわらず、学生を護るために黙もく々もくと職務を全まつとうする警備員には頭が下がる思いだった。

　そう思っているのなら、さっさと実家に帰るのが筋なのかもしれないが、

（な～んか嫌いやな予感がするんだよな。今実家に帰ったら後こう悔かいしそうな感じの）

　親父おやじが新しく仕事の依い頼らいを受けたから実家に帰ったところで誰もいねえしな──と、言い訳するように付け加える。もっとも、その言い訳のおかげで、学生寮に居残ることを学園はもちろん結々にも納なつ得とくしてもらえたわけだが。

（それに、学園は学園でなにか隠してるのも気になるしな）

　ゴールデンウィーク中、学園に賊が侵入したという噂が流れた時、優人はもちろん大多数の生徒がそれを真に受けなかった。だが、三日前に賊が学園に侵入し、警備員を殺す事件が起きたことにより、噂は噂ではなくなった。

（つうか、なんで学園はゴールデンウィークに賊が侵入したことを隠したんだ？）

　無用な混乱を避さけるためと言われればそれまでだが、なんとなく釈しやく然ぜんとしない。学園が、賊の狙いについて全く言げん及きゆうしようとしないから釈然としないのかもしれないと優人は思う。

（明日、結々センセにそのへんの話を聞いてみるとするか）

　と、考えていた優人だったが、いざ明日となり、結々が待ち合わせに指定した、麓ふもとの町の公園に来てみると、

（なにあれ……なにあれ……！）

　そんなことは綺き麗れいさっぱり忘れて、優人よりも早くに公園に到とう着ちやくしていた私服姿の結々を物もの陰かげからガン見していた。白のニットチュニックにショートパンツ、黒タイツというシンプルでありながらも垢あか抜ぬけた印象を抱いだかせる結々の私服姿を拝めただけでも至福だというのに、今の彼女はそれ以上に破壊力抜群な有り様になっていた。

「こんなところで何をしてるのかにゃ？　わたしもそっちに行っていいかにゃ？」

　結々は公園の茂しげみにいる垂れ耳の猫ねこ──おそらくスコティッシュフォールドだろう──に恐る恐る近づきながら、聞いているこっちが恥はずかしくなってくるような猫なで声で「にゃーにゃー」言っていた。

　朝の秘密特訓の際、人感センサーでもついているのかと疑いたくなるほどに人の気配を察知していた結々だったが、今は猫に夢中でセンサーがバカになっているのか、優人の存在に気づく素そ振ぶりすら見せなかった。おまけに、今まで見たことがないほどに隙すきだらけときているものだから、結々がどれほど猫好きであるかは論ずるに及およばないだろう。

「よしよしよ～し、いい子だにゃ～。そのままじっとしてるにゃよ～」

　ハート以上に無む邪じや気きな笑顔を浮うかべて猫に触さわろうとした、その時だった。

「フゥ～……ッ！」

　露ろ骨こつに猫が威い嚇かくし始め、結々はビクリと震ふるえながら後ずさる。後ずさった先で、通りすがりのマダムがチワワを散歩させているのが見えて目を輝かがやかせるも、

「ガウッ！　ガウガウガウッ！」

　チワワに全力で吠ほえられてしまい、またしても結々はビクリと震えながら後ずさる。マダムの制止すら無視する、敵意全開の吠えっぷりだった。

（チワワがあんな激しく吠えてるとこ、初めて見たぞ）

　犬派だったせいもあってか、なんとなく悲しい気持ちになった優人をよそに、結々は謝るマダムに向かってなぜか謝り返していた。おそらく、チワワを怒おこらせてしまってすみません的な謝り方をしているのだろうと、優人は推測する。

　やがてチワワが公園から去り、結々は今一度猫の方に振ふり返るも、

「……っ」

　チワワの吠え声に驚おどろいたのか、いつの間にか、茂みにいたはずの猫はどこかに消えていた。優人の角度からは結々の表情は見えないが、袖そでで目元を拭ぬぐっているところを見るに、泣いているのは想像に難かたくなかった。

（あの……めっちゃ出て行きにくいんですけど!?）

　という心の叫さけびをあげたせいか、今さらながら優人の気配に気づいた結々が、弾はじかれたようにこちらに顔を向けてくる。優人の表情から先さき程ほどの一幕を見られていたことを察した結々は、教え子にだけはこんな場面を見られたくなかったと言わんばかりに、ハンカチを取り出してさめざめと泣き出した。







「わたしの片思いなの……ネコちゃんもワンちゃんも大好きなのに……みんなしてわたしのことを嫌きらうの……」

　公園のベンチに座り、恥はじも外がい聞ぶんもなく涙なみだながらに愚ぐ痴ちる結々に、優人はただただ困こん惑わくしていた。最初は教え子に情けない姿を見られたと嘆なげいて泣いていたが、だんだん話が犬猫の方に脱だつ線せんしていき……気がつけば、このザマである。

　どうにも、猫や犬といった可愛い動物が大好きだという結々の想おもいとは裏腹に、全くと言っていいほど動物に好かれない、どころか、むしろ嫌われている節さえあるとのことだった。泣きじゃくる結々が可愛いかったり、涙に濡ぬれた表情が妙みように色っぽかったりと控ひかえめに言っても最高にハッピィィィイィィッッと思う一方、年上の女性を泣かせているようにしか見えないこの場面を誰かに見られたらどうしようという思いが、ただただ優人を困惑させていた。今が平日の午前中だからか、それともこの公園が閑かん静せいな住宅街の只ただ中なかにあるおかげか、犬の散歩をしていたマダムと、耳が遠そうなおじいちゃん以外に公園を通る人間がいなかったのが不幸中の幸いだった。

　十分以上かけてどうにかこうにか立ち直った結々は、まだ目元に赤みが残った顔を笑みの形に変えて、照れくさそうに謝る。

「ごめんね。取り乱しちゃって。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　結々センセの新たな一面を見ることができて、むしろ嬉うれしいくらいっすよ──とは、さすがに言えないので「気にしてないっすよ」と、当たり障さわりのない言葉を返す優人だった。

　気を取り直したところで、二人は公園を出て、スキルショップを目指して歩き出す。

　麓の町は学園と同じく角宿すぼしの名を冠かんしており、鉄道駅の名も角宿で統一されていた。町の経済が学園を中心にして回っているせいか、角宿町にはスキル専門学校に通う学生に必要な施し設せつが一通り揃そろっており、これから向かうスキルショップもその内の一つだった。

　カラオケやゲームセンターといった若者向けの娯ご楽らく施設もあるにはあるが、この町で遊んでいる若者イコール角宿学園生という図式が出来上がっているため羽目を外して遊ぶ学生はほとんどおらず、また、角宿学園生が町に遊びに行くにはわざわざロープウェイを使わなければならないため、お世辞にも賑にぎわっているとは言い難かった。

　閑静な住宅街を歩きながら、優人は隣となりに並んで……と言うには少々距離が離はなれている結々に訊たずねる。

「結々センセ。なんでそんなに離れてんすか？」

「べ、別に告白されたことなんか、今はもう全然気にしてないわよ!?」

　誰も告白の話なんかしていないのに、素すっ頓とん狂きような声をあげながら結々は否定する。

　どうやら結々は、優人に告白されたことをいまだに引きずっているらしい。

（もしかして、スキルショップに一いつ緒しよに行こうって誘ったのは、センセなりの「告白されたことなんてもう全然気にしていません」アピールだったりするのか？　え？　なにそれ？　ちょっと可愛すぎやしませんかね？）

　そんなことを考えていたせいか、知らぬ間に歩みが結々側に傾かたむいてしまったらしく、優人はすぐに歩く方向を修正しようとするも、

（アレ？　センセ側に寄ったわりには、センセとの距離が縮まっていないような……）

　試ためしに、大きく一歩結々側に歩みを寄せてみる。すると結々は、優人が寄せた距離を寸分違たがうことなく大きく一歩離した。今度は露骨に近づいてみると、結々もまた露骨に距離を離し……気がつけば、道の端はしまで結々を追い詰つめていた。

　ここでさらに一歩踏ふみ込めばどうなるのか……気になった優人は踏み出そうとするも、

「フゥ～……ッ」

　先程、公園で結々を威嚇していた猫のような顔をしながら、若じやつ干かん涙目になりながら、これ以上近づくなと結々が訴うつたえかけてくる。なんとなくこの一歩を踏み出すことが死線を跨またぐことと同義に思えた優人は、結々の反応にホッコリしながらも背筋に冷ひや汗あせを垂らすというレアな体験をしながら、ゆっくりと結々から距離を離した。

　それからしばらく歩き、二人は駅前の繁はん華か街がいにたどり着く。ここまでくれば目的地のスキルショップまでもう少しなのだが、だからこそ、優人は焦しよう燥そうに駆かられていた。

（このままスキルショップに行ったら終わってしまう……！　このデートっぽい雰ふん囲い気きが終わってしまう……！）

　デートっぽいと言うには二人の距離が無む駄だに離れているのはさておき、このまま何事もなくスキルショップに向かうことだけは断固として阻そ止ししたい優人だった。

（朝飯はもう食ってきてるしな……なら、昼飯に誘さそうか？……いや、まだそんな時間じゃねえな。単純に遊びに誘っても、結々センセが乗ってくるとは思えねえ。くそ、何か……何かねえのかよ……！）

　と、視線を巡めぐらせた先で優人は天てん啓けいを得る。

　視線の先にあるのは、ゲームセンターの入口脇わきに鎮ちん座ざするＵＦＯキャッチャーだった。そして、ＵＦＯキャッチャーの景品は猫のぬいぐるみであり、その中には先程公園で結々を威嚇した垂れ耳の猫によく似たものも混じっていた。

　これならいける──そう確信した優人はＵＦＯキャッチャーを指差し、

「センセ、ちょっとゲーセンに寄っていかないっすか？」

「……乙姫くん。いくら休校になっているからって、こんな時間にゲームセンターで遊ぶのは──」

　優人が指し示した先にあるＵＦＯキャッチャーを見て、結々の言葉が途と切ぎれる。どうやら優人の狙ねらいどおり、猫のぬいぐるみが結々の琴きん線せんを引っ搔かいてくれたようだ。脳内で猫と戯たわむれていたのか、えらい長い時間呆ほうけていた結々が我に返ったようにかぶりを振る。

「ダメ。ダメったらダメ。そもそも、取れるかどうかもわからないＵＦＯキャッチャーをやるよりも、お店やネット通つう販はんで買った方が早──」

「あのぬいぐるみ、あの機種のＵＦＯキャッチャー限定みたいっすよ」

　あえて結々の言葉を遮さえぎりながら、筐きよう体たいのガラスに貼はられた『当機種限定！　ゴロゴロねこちゃんシリーズ！』と書かれた紙を指でさす。懊おう悩のうしているのか、口を「へ」の字にして震えていた結々は、やがて「少しだけよ」と観念したように言った。

　心の中でガッツポーズをとった優人は、結々を連れてＵＦＯキャッチャーの元へ向かう。

「すぐにゲットしてみせるっすよ」

　などと、ドヤ顔でほざきながらＵＦＯキャッチャーに挑いどんだ優人だったが、

「なんで野の口ぐち英ひで世よすぐなくなってしまうん？」

　数分後、蛍ほたるのように儚はかなく散っていった千円札を悼いたみながら項うな垂だれていた。

（「これ、得意なんすよ」とか言いながら楽々ゲットできるとでも思ったか？　なんとなくこうなる予感はしてたよ、クソッタレ！　ていうかやべえ！　このままじゃ、スキル買う金がなくなっちまう！）

　今にも口から飛び出しそうな悲鳴を気合で飲み込み、ダラダラと冷や汗を垂らす。

　優人の様子を見て察したのか、結々は財さい布ふから百円玉を取り出すと、

「実を言うと、一度やってみたかったのよね」

　微び笑しようを浮かべながら筐体に百円玉を投入した。結々の察しの良さと優やさしさに、優人が感動したり情けない気持ちになったり嬉しく思ったりしている内に、結々が操作したアームが移動を開始する。アームはゴロゴロと寝ね転ころがる猫ねこぬいぐるみたちの上空をゆっくりと進み、垂れ耳猫の真上よりも、やや右寄りの位置で停止する。結々がガックリと肩かたを落としているところを見るに、どうやら狙いがズレてしまったようだ。

　アームが下り、二本の爪つめが垂れ耳猫の腹と、隣にいた茶トラ猫の背中を捉とらえた瞬しゆん間かん、優人と結々の脳のう裏りを失敗の二文字がかすめていく。が、次の瞬間、

「あ……っ」

　驚いたことに、アームは垂れ耳猫と茶トラ猫のぬいぐるみを同時に抱だきかかえながら上じよう昇しようし、穴に向かって移動を開始したのだ。今にも落ちそうな猫ぬいぐるみを、結々はハラハラドキドキオロオロしながら見守り、優人は今にも落ちそうな猫ぬいぐるみをガン無視して、ハラハラドキドキオロオロしている結々を見守りながらホッコリしていた。

　ほどなくして、二匹ひきの猫ぬいぐるみは仲良く穴へと落ちていき、結々が「とれた！　とれた！」と、喜き色しよくの声をあげながら優人の肩をペチペチ叩たたく。が、はしゃぎすぎたことを自覚したのか、それとも、散々離していた距離がすっかりなくなってしまったことに今さらながら気づいたのか、結々はペチペチ叩いていた手を止めると、わずかに頰ほおを火ほ照てらせながら、いそいそと取り出し口から二匹の猫ぬいぐるみを回収した。

　頰が火照っていることを自覚しているのか、両手に持った猫ぬいぐるみで口元を隠かくすと、

「乙姫くんは、どっちが欲ほしいの？」

　予想だにしなかった結々の申し出に、優人は雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受ける。

　柄がらや細部の形状は違うが二匹の猫ぬいぐるみのポーズ──ゴロリと寝転がっている──は全く同じだった。それはつまり、

（センセのためにぬいぐるみをゲットするはずが、ペア物をゲットした……だと……!?）

　嬉しい誤算に打ち震ふるえながらも、優人が茶トラ猫のぬいぐるみを指差したその時だった。

「…………」

　まるで愛あい猫びようを奪うばい取られたかのように哀かなしい顔をする結々を見て、優人は思わず指を引っ込めてしまう。結々が角宿学園に来てすぐに茶トラの猫に威い嚇かくされたことなど知る由よしもない優人は、困惑しながらも垂れ耳猫のぬいぐるみを指差すも、やはりというべきか、またしても結々の顔に哀しみが拡ひろがっていった。

「……そんなに渡わたしたくないなら、なんでどっちが欲しいとか訊きいたんすか」

「乙姫くんの方がお金使ってるから……その……申し訳なくて……」

　思わず、苦笑してしまう。

「それなら気にしなくていいっすよ。センセの手で勝ち取ったものだし」

「ほんとっ？」

　桜の花が開くように笑え顔がおを咲さかせる結々に応じるように、優人も笑顔で首しゆ肯こうする。

（この笑顔が見られるのなら、たとえ福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちがなくなっても悔くいはないっすから！）
















　たとえ心の中でも、もう少し言葉を選んだ方がいいことに気づいていない優人だった。







　ゲームセンターの店員から、ぬいぐるみを入れる手て提さげ袋ぶくろをもらったあと、二人は駅前にある四階建ての雑居ビルに移動する。そこの三階に、目的地であるスキルショップ《ゲンナイ》が店を構えていた。

　中に入ると、スキルプログラムの入ったメモリースティックを陳ちん列れつしたラックとショーケースの群れが二人を出で迎むかえる。ラックはスキルのタイプ別に、攻こう撃げき型、防ぼう御ぎよ型、補助型、治ち癒ゆ型、具現化型、特とく殊しゆ型の六つのコーナーに分かれており、人気の高い攻撃型コーナーと、事実上「その他」に分類される特殊型コーナーの二つがラックの半数を占せん拠きよしていた。

　スキルプログラムの入ったメモリースティックの値段は平均で四～五千円。最新のゲームソフトと同じか、少し安い程度の値段だった。

　当然、値段が平均以下に安いスキルもあれば平均以上に高いスキルもあり、最も安いものは千円を下回り、最も高いものは当たり前のように万単位を突つき抜ぬけていた。

　値段の高いスキルの筆頭格であるライセンススキルのメモリースティックはショーケースに陳列されており、法律上、スキル専門学校や政府機関で取得した許可証を提示しなければ購こう入にゆうできない決まりになっている。なお許可証は個々のライセンススキルごとに取得する必要があるため、取得にはお金だけではなく手間もかけさせられるハメになっていた。

「センセ……ちょっと言いにくいんすけど……おれ、ここの……つうか、町にあるスキルショップで売ってる全すべての攻撃型スキルの適合率、全部調べて全部ダメだったんすけど」

　実は、自分の知らない違い法ほうスレスレのスキルショップに案内してもらえるのではないかと、ちょっとだけ期待していたことまでは、さすがに言えなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。それくらいは想定済みだから」

　結々は自信満々に言うと、支し払はらいカウンターで頰ほお杖づえを突いている店主のもとに優人を連れていく。壮そう年ねんの男店主は眠ねむたげな双そう眸ぼうで結々を見やると、

「お～っと、夜よ々よ木ぎ先生じゃねぇか！　てぇことはアレか？　こいつが先生の言っていた例の坊ぼう主ずってわけか？」

　やたら親しげに話しかけてくる店主を前に、優人は顔を引きつらせながら結々に訊たずねる。

「センセって、角宿学園ここに来てまだ三週間も経たってないっすよね？」

「経ってないわよ」

「どうして、もう十年来の常連みたいな感じになってるんすか!?」

「バッキャロウ。こんな美人でかわいい先生が店に来たとなりゃぁ、こっちからお近づきになるに決まってんだろうが！」

　美人でかわいいとストレートに言われたせいか、困ったように笑う結々の隣となりで、（ですよねー）と心の中で優人は納なつ得とくする。

「それより店長さん……」

「わかってんよ、先生。俺っちの秘蔵のアメリカ製スキル、先生のために大おお盤ばん振ぶる舞まいしてやんよ！　だから今度デートし──」

「ダメです」

「くぅ～……押しに弱そうに見えて鉄てつ壁ぺきなところがたまんねぇ～」

　予期せぬ恋こいのライバルの出現にうんざりしかけたことはさておき、店主の言っていた秘蔵のアメリカ製スキルという言葉に食いついた優人は、店の隅すみにあるラックの上で慎つつましやかに主張している、アメリカ製スキルと書かれたポップを指差しながら訊ねた。

「秘蔵ってことは、あそこにあるやつ以外にもアメリカ製スキルがあるんすか？」

「あそこに置いてあるやつの倍以上はあるぞ。まあ、趣しゆ味みで集めてるもんだから売り物もんじゃねぇけどな」

　その言葉を聞いて、店主がスキルを収集するコレクターだと優人は確信する。

　スキルを取得する際は、スキルプログラムの入ったメモリースティックを専用のリーダーに差し込み、リーダーのケーブルをインタに繫つなぐことでスキルをインストールできるようになっている。一つのメモリースティックに記録できるスキルの数は一つのみで、おまけにメモリースティックに記録されているスキルを他の媒ばい体たいにインストールできる回数も一度きりとなっているため、インストールを行う前のメモリースティックをコレクションとして集める好こう事ず家かが現れるのも、ある意味必然だと言えた。

　そのコレクターから秘蔵のスキルを嬉き々きとして引き出させたことが、どれほど異常なことかをまるで理解していない結々は、得意げに講こう釈しやくしながら優人に訊ねる。

「〝ファイアボール〟のように、日本製とアメリカ製で名前と効力が全く同じスキルでも、前者では適合しなくても、後者だと適合したという事例は数多いわ。協賛企き業ぎようの関係で角宿学園にはアメリカ製スキルが入ってくることはないし、試してみる価値はあると思わない？」

　日本に次ぐスキル先進国であるアメリカは、日本に追いつき追い越こすために日本製スキルを研究し、良く言えばそれを参考にした、悪く言えば丸パクリしたスキルをいくつも開発していた。アメリカ版〝万ばん夫ぷ不ふ当とう〟と揶や揄ゆされている〝ピアレス〟がその内の一つで、効力は〝万夫不当〟と全く同じ身体能力の強化で、インタによって翻ほん訳やくされたブーストコードもまた〝万夫不当〟と全く同じ「我、無む双そうなり」だったりする。はっきり言って、アメリカ版〝万夫不当〟と揶揄されるのもやむなしである。

　そんな名前以外はそっくりさんな〝万夫不当〟と〝ピアレス〟だが、不思議と術者によって適合率に大きな開きが生まれることがあり、最近ではそのことが研究の題材にあげられることも珍めずらしくなかった。

　これなら、もしかしたら、いけるかもしれない──そんな期待を胸に、優人は結々と店主に向かって「お願いします！」と頭を下げた。




　しかし──




「坊主……その、気ぃ落とすなよ？　人には得手不得手ってもんがあるからな」

　優人はこの世の終わりを見たような顔をしながら、わざわざ出入口まで見送ってくれた上に慰なぐさめの言葉までかけてくれた店主に会え釈しやくする。

　優人の攻撃型スキルとの相あい性しようの悪さは、日本製もアメリカ製も関係なしに絶望的だった。雑居ビル四階にある、スキルの適合率と効果を確かく認にんすることができるシミュレーターを使って適合率を調べた際、一ひと桁けた台のオンパレードを披ひ露ろうする優人に最初の内は爆ばく笑しようしていた店主が、全てのスキルを調べ終わった頃ころには、家族に接するように優やさしくなるほどに絶望的だった。

　店を出たあと、特に行き先も決めないまま優人はトボトボと歩き出す。

　結々は慌あわてて優人のあとを追い、隣に並ぶと、

「ごめんなさい。先生の力が足りなかったばっかりに……」

「結々センセのせいじゃないっすよ……全ては攻撃型スキルを拒きよ絶ぜつしまくる、おれの脳みそが悪いんすから……。ああ……そういえば補助型スキルもダメだったすね……〝ピアレス〟の適合率を調べた時、逆に下がっちまって適合すらしなかったのは爆笑もんでしたわ……はは……ははははは……」

　居たたまれなくなり、結々は思わず顔を背そむけてしまう。

　話せば話すほど陰いん鬱うつになると思ったのか、しばしの間二人は無言で町を歩く。足は自然と、待ち合わせに使った公園に向かっていた。

「……乙姫くん、ゲームの術技をヒントに生み出されたスキルには、ゲームのような裏うら技わざが存在すると言ったら……どうする？」

　突とつ然ぜん、冗じよう談だんにしか聞こえない言葉を結々が口走る。……そう、冗談にしか聞こえないはずなのだ。けれど、それ以上に優人の心を惹ひきつけてやまない言葉でもあったため、気がつけば、優人は顔に生気を漲みなぎらせながら結々に食いついていた。

「あるなら是ぜ非ひとも教えてくれ──……っす」

「……わかったわ」

　ほんのわずかに迷いを見せた結々だったが、踏ふん切りをつけるように導くように優人の前を歩き出し、本日のスタート地点となった公園に足を踏み入れる。

　やはりというべきか相変わらずというべきか、公園にはベンチに腰こし掛かけて居い眠ねむりしているおばあちゃん以外に人の姿はなかった。

　できるだけ開けた場所でやった方がいいかもしれないということで、二人は公園にある広場の中央に移動する。

「この裏技は曲くせ島じま事変で亡なくなられた、スキル開発の第一人者──後ご藤とう田だ藤とう悟ご氏が理論上は可能だと言っていた技術で、ゲームで喩たとえるならば限りなくバグに近い仕様らしいわ」

「らしい？」

　と、問い返す優人に、結々は申し訳なさそうに笑って返す。

「先生にとってもわからないことだらけの技術なの。なにせ理論上は可能というだけで、いまだかつて誰だれも実現したことがない技術だから。大おお雑ざつ把ぱな理り屈くつはわかっていても、やり方そのものが見つかっていないから失敗すらできていないのが現状で、後藤田氏の教えを受けた研究者たちですら匙さじを投げてしまったような代しろ物ものなの」

「なんか……話が無む駄だにでかくなってる気がするんですけど？」

「実際、小さくない話だとは思うわ。成功したら、スキル史に名前を残せるかもしれない話だもの」

「そんなレベルっすか!?　教えてもらえるのはありがたいっすけど、どうしておれにそんなことまで教えてくれるんすか!?」

　一いつ瞬しゆん「それはもちろん、乙姫くんの想おもいに応こたえると決めたからよ！」と、最良の形で告白の答えを聞けることを期待しかけるも、結々の双眸に哀かなしみにも似た揺ゆらぎが見えた瞬間、優人は自じ戒かいするように脳内に咲いていたお花畑を根こそぎ刈かり取った。

「五体のみを武器にして戦っていると、それだけでは決して乗り越えることができない壁かべに当たる時が必ずくるわ。わたしはそこで足あし踏ぶみしてしまったせいで、とても……そう、とても後こう悔かいすることになってしまったけど……同じ壁に当たっている乙姫くんに、わたしと同じような後悔を背負わせたくないと思ったから……」

　そこまで言ったところで、結々はハッとしたような表情を浮うかべ、

「ごめんね。よくわからない話だったよね。とにかく……その……そうよ！　壁の前で足踏みすることで、乙姫くんの貴重な青春を無駄に浪ろう費ひさせたくなかったから、先生はユニオンライズを乙姫くんに教えようと思ったのよ！」

　明らかにとってつけたような理由を口走り、裏技の名前と思おぼしきものをうっかり漏もらしながら、結々は任せなさいと言わんばかりに豊かな胸を叩たたいた。

（後悔、か）

　おそらく曲島事変の時に背負った後悔ものなのだろうと、優人は思う。

　後悔の話をしていた時の結々が、自分のことを「先生」ではなく「わたし」と言っていたことがなによりの証しよう拠こだった。結々に哀しい記き憶おくを思い出させてしまったことを悔くやみながらも、無理矢理テンションをあげている結々のペースにあえて乗っかることに決めた優人は、明るい調子で結々に訊ねる。

「そのユニオンライズってのが裏技なんすか、先生？」

　言ったつもりがなかったのか、結々は「え？」と呆ほうけた声を漏らすも、慌てて「そ、そのとおりよ！」と取り繕つくろうように肯こう定ていした。

「二つのスキルを合体し、昇しよう華かさせる……それがユニオンライズなのよ！」

　語勢をそのままに言い切るも、結々はすぐに困ったような笑みを浮かべ、

「でも……申し訳ないことに、先生が知ってるのはそれだけなのよね」

「それだけでやれって無茶すぎやしませんか!?」

「だからこの裏技を教えるの、ちょっとだけ迷ったのよ……」

　と、ますます申し訳なさそうな顔をする結々を見て、逆にこっちが申し訳ない気持ちになってきた優人は「オーケーバッチコーイ」と無駄に片言で返すことしかできなかった。

　とりあえず、ユニオンライズに挑ちよう戦せんしてみることにしたが、

（ほんと、どうしたものか）

　取っかかりがなさすぎて、なにをどうすればいいのかさっぱりわからない。とりあえず〝イージス〟と〝マーシィハンド〟を同時に発動してみるも、防ぼう御ぎよ結界を張りながら傷を癒いやすという何の変へん哲てつもない鉄壁の布ふ陣じんが出来上がる結果に終わってしまう。

（いやほんと我ながら護まもりだけは厚いよね）

　自じ虐ぎやくめいた笑みを浮かべたあと、〝イージス〟と〝マーシィハンド〟を解除して、再び思案する。

（〝イージス〟と〝マーシィハンド〟をより強くイメージして、そこから二つのスキルを混ぜ合わせるイメージを加えてみたら……どうだ？）

　瞑めい目もくし、〝イージス〟と〝マーシィハンド〟の効力と、スキル発動前後の流れを再確認して、イメージを強める。そして、二つのスキルが混ざり合うイメージを──

（って、〝イージス〟と〝マーシィハンド〟が混ざったスキルなんてイメージできるかあああああああああああああああああッ!!　炎ほのお系と氷系のスキル合体させた方がまだイメージできるわッ!!　極大消しよう滅めつスキルつくってみせるわッ!!）

　などと心の中で吠ほえた、その時だった。

「え？　うそ……っ!?」

　まさかすぎる結々の反応に、優人は思わず目を開けると、




　優人の両拳こぶしは、〝イージス〟と思しき防御結界に包まれていた。




　さらに、両手をすっぽりと覆おおった防御結界の内側は〝マーシィハンド〟と思しき優しい輝かがやきに満たされていた。

（いや、思しきじゃねえ。両手を包んでいる結界は間ま違ちがいなく〝イージス〟で、内側の輝きは間違いなく〝マーシィハンド〟の光だ）

〝マーシィハンド〟は治ち癒ゆの際に両手を使う必要があるため、〝マーシィハンド〟の開発者は手を負傷してもスキルが行使できるよう、スキル発動時の治癒の光で、術者の両手はもちろん両りよう腕うでをも癒やし続けるように〝マーシィハンド〟をつくり上げた。視覚的にわかりやすい〝イージス〟はともかく、〝マーシィハンド〟も発動していると優人が確信できたのは、両腕が治癒され続けている感覚があったがゆえのことだった。

　もっと詳くわしく観察する必要があると思い、優人が顔の近くまで両手を持ち上げた瞬間、

「すごいっ!!　すごいわっ!!」

　その両手を包み込むように結々に摑つかまれ、さらには吐と息いきがかかる距きよ離りまで顔を近づけられ、優人の心臓がユニオンライズ（優人談）し始める。

「今まで失敗すらできなかったユニオンライズを、こうもあっさり成功させるなんて本当にすごいわっ!!　乙姫くんっ!!」

　スキル開発の最さい先せん端たんをいっていた曲島の出身だからか、スキル史に残る歴史的瞬間に立ち会えたと思ったからか、結々はいやに興奮しているご様子だった。

「いや、でも、まだユニオンライズと決まったわけじゃ……」

「どう見ても〝イージス〟と〝マーシィハンド〟が合体したスキルを発動してるわっ。だから、乙姫くんがユニオンライズを成功させたことは間違いな────…………」

　突然、結々はフリーズし、顔全体を朱しゆ色に染め上げていく。

　どうやら、今さらながら優人と密着していることに気づいたようで「違っ、違うのっ！」と、声を裏返らせながら、飛び跳はねるように優人から離はなれた。テンパりっぷりを見るに、自分でも何について違うと言いたいのかわかっていないご様子だ。

　二重の意味でなんとなく気まずくなった優人は、沈ちん黙もくを嫌きらうように会話を続ける。

「せ、成功したのは間違いないってことっすね。そのことに関しては、まあ、嬉うれしいっちゃ嬉しいっすけど……その……自分から水を差すようであんま言いたくないんすけど……これ、あんまり役に立たなさそうな感じなんですけど……」

「さすがに役に立たないなんてことはないと思うわよ。両手を覆う〝イージス〟をナックル代わりに使えば攻こう撃げき力アップに繫つながるし」

「それはそうなんすけど……そのためだけに使うのは、ちょっとＳＰの消費量がよろしくないというか……」

「……そんなに消費が激しいの？」

　優人は弱々しく首しゆ肯こうし、

「体感的に発動時の消費量は〝イージス〟の倍。おまけに〝イージス〟と違って持続中もＳＰが減っていくタイプらしくて、今もガンガンＳＰが削けずられていってるんすよね……」

　そこまで説明したところで、これ以上無駄にＳＰを消費したくなかった優人は、〝イージス〟プラス〝マーシィハンド〟のユニオンライズを解除する。優人の心中を慮おもんぱかったのか、結々はこれ以上ユニオンライズの成功を褒ほめたりはしなかった。

　成功したぶん余計に虚むなしい気持ちになった優人は、心の中でちょっとだけ泣いた。







　その後、〝イージス〟プラス〝マーシィハンド〟以外の組み合わせでもユニオンライズができるかどうか検証した結果、ユニオンライズそのものは成功したものの、

「役立たずばっかじゃねえかああああああああああああッ!!」

　地面に両手をついて項うな垂だれながら、魂たましいすら吐はき出さんばかりに慟どう哭こくした。

〝イージス〟プラス〝万ばん夫ぷ不ふ当とう〟では、身体能力を強化しつつ、全身を防御結界で覆うことができた。これだけを聞けば非常に強力なスキルに聞こえるかもしれないが、適合率の差のせいか、それともカタカナスキルと漢字スキルの相あい性しようが悪いのか、身体能力強化の度合は雀すずめの涙なみだにも満たず、防御結界は軽く小こ突づいただけで割れてしまうほどに脆ぜい弱じやくだった。

〝マーシィハンド〟プラス〝万夫不当〟は、身体能力強化の効力が消え失うせた代わりに、全身が〝マーシィハンド〟化するようになっていた。言ってしまえば、対象に抱だきつくことで傷を癒やすことができるようになったのだ。優人が効力を試ためすと言って結々に抱きつこうとした挙句、全力で拒きよ否ひられて項垂れる結果に終わってしまったことはさておき、〝イージス〟プラス〝万夫不当〟と同様、治癒力が露ろ骨こつに落ちていたため、セクハラスキル以外に適当な言葉が見つからないほどに役立たずなスキルだった。

「くそ……なにがユニオンライズだよ……こんなのユニオンフォールじゃねえか……」

　無駄に上手うまいこと言おうとする程度には元気が残っているのか、元気がないからこそこんなことを口走っているのか、それは優人自身もわからないことだった。そのせいか、さすがの結々も、どう声をかければいいのかわからないご様子だった。

「徒手だけじゃ絶対壁にぶち当たるんだよな……その壁をぶち破る方法を見つけられなかったら、強くなるにしても限界があるってことじゃねえか……くそ……」

　ますます項垂れる優人を見てなにを思ったのか、結々はなにげない調子で、ますます優人をヘコませる質問を投げかけてくる。

「前から気になってたんだけど、乙姫くんが強さを求める理由って何なのかな？」

　その言葉を聞いて（ああ、やっぱりおれのこと全く憶おぼえてないのね……）と、優人はこれ以上ないほどに項垂れ、それを見た結々がにわかにオロオロし始める。

　曲島事変で結々が救った命の数は、文字どおり数え切れないほどだろう。優人もそれを承知していたからこそ、結々に零ぜろ姫ひめかと訊たずねた際に「憶えていないのも無理ないっすけど」と言ったのだ。が、絶賛ガチヘコみ中の優人にとって、結々が自分のことを全く憶えていないという現実は、なかなかに受け入れがたいものがあった。

　だからだろうか。深く考えずに口から出てきた言葉は、直球すぎるくらいに直球だった。

「センセは本当に、おれのこと憶えてないんすか？　曲島事変の時、センセに助けられたくせにセンセのことを護ってやるとか生意気言ってたガキのこと……」







「……え？」

　思わず、結々は呆けた声を漏らしてしまう。

　──それならさ、お姉ちゃんのことはおれが護ってやるよ。

　続けて、忘れられるはずもない言葉が頭の中で反はん響きようする。

　そう、忘れられるはずがないのだ。護ることが当たり前だった自分に対して、護られることが当たり前だった少年がこんなことを言ったのだ。忘れられるはずがなかった。

　曲島事変の時、護っても護っても手から零こぼれ落ち、失われていく命の多さに結々の心は摩ま耗もうしていた。そんな時に、自分よりも小さな少年の口から「護ってやる」と言われ……思わず、少しだけ笑ってしまった。失礼だということは重々承知していたが、笑いを堪こらえることができなかった。なぜなら当時の自分にそのような言葉をかけてくれる人間など、先生以外には誰だれもいなかったから……少しだけ嬉しくて、少しだけ笑ってしまった。そのあと、少年が不服そうな顔をしていたことは、今でも色いろ褪あせることなく憶えている。

　少年については、保護したあと、曲島住民が大勢避ひ難なんしていた隠かくれ里ざとに送り、それ以降はもう二度と会うことはなかった。もう二度と会うことはないと思っていた。それなのに、

（男子三日会わざればって言うけど……当時の面おも影かげが全然なかったから全然気づかなかった……いや……でも……よく見ればやっぱり少しだけ面影あるかも…………というか！　五年も経たっているのにずっとわたしのことが好きで、しかもあの時言った言葉を実現するためにずっと強さを求めて……本当にこの子は…………あ～もう勘かん弁べんして～……）

　急速に頰ほおが火ほ照てり始めたことを自覚した結々は、半ば反射的に優人に背を向けてしまう。背後で優人が、質問に答えてもらえなくてさらに落ち込む気配を感じたが、さすがに今はフォローをする余よ裕ゆうなど欠片かけらほどもなかった。

　少女漫まん画がや恋れん愛あい小説のヒロインならば、ほぼ確実に恋こいに落ちるであろう事実を前に、結々はもうこれ以上ないほどに一いつ杯ぱい一杯になっていた。

　自分と優人はあくまでも教師と生徒。そしてなによりも、自分は誰かを好きになるわけにはいかない。優人の想おもいに応こたえるわけにはいかない。結々は懐ふところからスマホを取り出して時刻を確かく認にんし、本当に時間が差し迫せまっていることに安あん堵どすると、「先生、午後から仕事があるから」と言って逃にげるように、この場から去っていった。







　去っていく結々の背中を見送ったあと、優人はのろのろと町のハンバーガーショップへ向かい、のろのろと昼食を済ませ、のろのろと帰路につく。

　歩きながら考えることは強くなるための方策ではなく、

（なんでセンセは、逃げるように帰っていったんだ？）

　自分のことを憶えているかどうかと直球で訊ねた時、優人は心の底からやらかしたと思った。なぜなら、憶えていないと言われることが単純に恐こわかったからだ。初めて会った時のエピソードまで話してなお憶えていないと言われた場合、立ち直れなくなるほどに落ち込む自信があったからだ。だから、今の今まで訊ねるような真似まねはしなかったのだ。うっかり結々に告白をした、あの時でさえも。

　結果的に最悪の事態は免まぬかれた。けれど、返答が聞けなかったことは正直モヤモヤする。

　今さら思い出したことが申し訳なくて答えられなかったのか、逆にここまで言われてなお思い出せなかったことが申し訳なくて答えられなかったのか……それは結々のみが知るところだった。背を向けられたせいで、表情という判断材料を得られなかったのが今さらながら悔くやまれる。

　これ以上考えても仕方ないと思った優人は、疑問を棚たなに上げると同時に歩くペースも上げて、あれよあれよという間に山さん麓ろくのロープウェイ乗り場に到とう着ちやくする。が、優人はあえてロープウェイ乗り場を通り過ぎると、山道に入り、全速力で駆かけ上がり始めた。せっかくだから、少しでも体を鍛きたえるために寮りようまで走って帰ることにしたのだ。

　山の中腹にさしかかったところで小さな岩山が視界の端はしに映り、足を止める。

　結々と初めて秘密特訓をした際、待ち合わせに使った岩山だった。

「おあつらえ向きだな」

　無む駄だにイケメンボイスで、無駄にかっこつけてそんなことを口走り……ちょっとだけ恥はずかしくなる。優人はただ、〝イージス〟と〝マーシィハンド〟をユニオンライズさせてできた拳こぶしの威い力りよくを、この岩山で試してみようと思っただけだった。無論、無駄にイケメンボイスで、無駄にかっこつけて言う必要はどこにもない。

　岩山の前に立つと、公園でユニオンライズをやった時と同じ感じのイメージを浮うかべてみる。ほどなくして、優人の両手が〝イージス〟の防ぼう御ぎよ結界に覆おおわれ、その内側が〝マーシィハンド〟の光で輝かがやき出した。

　あまりにも簡単にユニオンライズを再現できたことに、優人は思わず拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。正直、今の今まで誰も実現したことがないという話が噓うそに思えるほどの簡単さだった。

「ふっ……おれが天才すぎるだけか」

　今度は恥ずかしがることなく、これ以上ないほどのドヤ顔で口走る。もっとも、ユニオンライズができたところで現状はたいしたメリットがないため、言ったあとにちょっとだけ虚しくなってしまっていたりするが。

「さすがに名前がないと不便だな。〝イージス〟と〝マーシィハンド〟を合体させたんだから……………………〝イージスナックル〟とでも呼んでおくか」

　かっこいい名前をつけてやろうと意気込んだものの、結局安直な名前しか思い浮かばなかったことにちょっとだけヘコむ。

　名前にナックルとつけてしまったのは、結々が「ナックル代わりに使えば」と言っていたことが脳のう裏りの片かた隅すみにこびり付いていたからに他ならなかった。

　個人差はあるが、ＳＰは時間経過とともに少しずつ回復していくため、公園でガス欠寸前までユニオンライズを試した頃ころに比べたらいくらかは回復しているものの、あまりのんびりしていると威力を試す前にＳＰが尽つきてしまいそうだったので、優人はすぐさま拳を構える。そして、岩山目がけて、全力で〝イージスナックル〟を振ふり抜ぬいた──







　公園での出来事を棚上げにすることでどうにかこうにか気持ちを落ち着けた結々は、学園に戻もどって軽めの昼食を済ませたあと、携けい帯たい電話による呼び出しに応じて学園長室に足を運ぶ。学園長室には、学園長の黒くろ巌いわと、教頭の景かげ山やま以外に人はいなかった。

「すまんな結々くん、半日しか休ませてやれなくて。本当は一日丸々休ませてやりたいところだったのじゃが……」

「気にしないでください。英気は充じゆう分ぶんに養いましたから。それより学園長、〝ジンギ〟の移送先が決まったという話は本当ですか？」

「まだ仮の話ですけどね」

　黒巌の隣となりに控ひかえていた景山が、代わりに答える。

「明日、儂わしは詰つめの交こう渉しようを進めるために移送先そこへ向かう。急な話になって申し訳ないが、その方が《雌龍奴ら》を含ふくめた〝ジンギ〟を狙ねらう輩やからどもを出し抜けるやもしれんからのう」

「なるほど……このタイミングでわたしに休みをくれたのは、明日に備えさせるためだったんですね」

　皆みなまで言われるまでもなく察した結々に、黒巌は少しだけ相そう好ごうを崩くずす。

「いつものことじゃが察しが良くて助かる。儂の留守中、景山くんや警備員の者たちと協力して、生徒を、学園を、〝ジンギ〟を護まもってくれ。……無茶をしない範はん囲いでな」

「学園長、最後が締しまらないにもほどがあります」

　冷静な景山のツッコミに、黒巌は真白い眉まゆを八の字にする。そんな二人のやり取りを見て、結々は軽かろやかに笑った。

（ごめんなさい、先生。生徒に危害が及およんだ場合、無茶をしないという約束は……できません）

　笑顔とは裏腹の覚かく悟ごを、胸の内に秘ひめて。







　学生寮の自室に戻った外海は、プレゼント包装された紙かみ袋ぶくろを丁てい寧ねいに忌々しげに机の上に置き、深々とため息をつく。

「なんでウチのクラスは寮に居残ってるバカが多いんだよ」

　今こうして学生寮にいる外海自身はもちろんのこと、ハートも、柳やぎ楽らも、神かむ座くらも、小こ宮みやも、そして優人までもが寮に居残っている現実が、外海の胃をキリキリと締めつけていた。

　先さき程ほど「非通知設定」の男と会い、クッキーの入った紙袋を渡わたされた。予定どおりに事が進めば明日が決行日になる──男は、そう言っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ……あたしが協力すれば優人たちには危害は加えないって言ってた……だから大丈夫……」

　自分に言い聞かせるように、外海は独りごちる。が、

「…………ダメだ。やっぱり、あいつの言葉を全すべて信用することなんてできねー……」

　みんなのために、クラスメイトのために、そして優人のために……外海はただひたすらに、自分と学園を取り巻く状じよう況きようを打破する術すべを模も索さくし続けた……。




　そして、明日はやってきた──




「セッシャがばっちり立ち会ってみせるから、シショーと柳やなぎ殿どのは思う存分戦うがよいでゴザるよっ」

　腕うでを組んで傲然とかわいらしくふんぞり返るハートに、優人と柳楽は揃そろって不安そうな視線を送る。

　学園で言えば四時限目が始まる時間帯、山中でも特に人ひと気けの少ない場所に赴おもむいた優人と柳楽は、ハートの立ち会いのもと模擬戦ケンカを行おうとしていた。

　模擬戦を行う理由は至し極ごく明快。学園が休校になって暇ひまを持て余あましていたうえ、二人して結々の教えを反映した戦い方を試ためしたくてウズウズしていたからだった。

　二人が果たし状にも似た模擬戦申し込みのメールを送りつけたのが、奇くしくも全く同じタイミングで、その事実に寒さむ気けを覚えたのもまた全く同じタイミングだったものだから、いつかの外海の言葉どおり「じゃれ合い」扱あつかいされるのもやむなしだった。

　兎とにも角にも模擬戦を行うことにした二人だったが、そこで一つ問題となったのが立会人の不在である。学園の目を盗ぬすんで模擬戦をやっているわりには律りち儀ぎに立会人をたてることにこだわっていた二人は、ここ最近立ち会いを断り続けていた外海にダメ元で連れん絡らくしてみるも、どういうわけか返事すら返ってこず、朝っぱらから心しん霊れい写真を撮とりに出かけようとしていた神座を捕つかまえようとするも、いまだかつて見たことがないほどの必死さで逃げられてしまい、最終手段として二人が頼たよったのがハートだった。

　ハートはちゃんと立ち会いができるのか？　うっかり攻こう撃げきに巻き込まれたりはしないか？　不安だらけで模擬戦どころではなくなりつつある二人だったが、どうにかこうにか模擬戦が始められる段までこぎつける。

　ハートは右手を高々とあげて、模擬戦開始の合図を切ろうとするも、

「おっと、電話でゴザる」

　開始と同時にスキルを使おうとしていた優人と柳楽は思わずズッコケそうになる。

　こちらから立ち会いをお願いしている手前ということもあるが、相手が相手だから文句も言うに言えない二人だっ──

「そそそそれはまことでゴザるかっ!?」

　驚おどろきよりも怯おびえが強いハートの叫さけびに、優人と柳楽は揃って彼女に視線を向ける。

　視線に気づいたハートは声を震ふるえさせながら、信じられない事態が起きていることを二人に告げた。

「りょ寮が大勢のならず者に、おお襲おそわれているでゴザるっ!!」







　時を同じくして、ハートと同じ報を受けていた職員室は騒そう然ぜんとなっていた。

「寮にいる警備員の数は!?」「男子寮、女子寮に四人ずつです！」「賊ぞくは何十人もいるって話だろ!?　多勢に無勢じゃないか！」「教頭！　警備員の詰め所と電話が繫つながりません！」「くそ！　学園長がいない時に！」

　状況確かく認にんに追われた教師たちが怒ど号ごうに近い声で叫び合う。

　そんな中、誰だれよりも焦しよう燥そうに駆られた顔をしていた結々は、

「教頭先生。わたしを寮に行かせてください」

「止めても無駄、のようですね」

　諦あきらめたように嘆たん息そくする景山を見て、結々はすぐさま学生寮に向かおうとするも、

「待ちなさい、夜々木先生。急せいては事をし損じてしまいます。行くなら状況を確認してからにしなさい」

　結々が思い出したように「あっ」と声を漏もらすのと、景山が特とく殊しゆ型スキルを発動したのはほとんど同時のことだった。

「俯ふ瞰かんせよ──〝ＳＰレーダー〟」

　景山の双そう眸ぼうに銀色のブライトアイが灯ともり、３Ｄのレーダーマップが空間に投とう影えいされる。

　マップの範囲は角宿学園が所有する山全体にまで及んでおり、識別登録されている教師、警備員、生徒の反応は青い光点で、識別登録されていない賊の反応は赤い光点で表示されていた。なお、〝ＳＰレーダー〟はその名が示すとおり人間の内に秘められたＳＰに反応しているため、ＳＰゼロの結々の反応がレーダーマップに映し出されることはなかった。

　皆の視線がレーダーマップに集まる中、景山は、ブーストコード使用時にのみ空間に投影されるコンソールを操作して、学生寮にいる全ての警備員のリアルタイム映像を空間に映じる。同意の元で行われる、アライアンス登録をした人間に対してのみ使える特殊機能で、音声までは拾えないもののアライアンス登録者とその周囲の状況をリアルタイムで見ることができるため、状況確認においてはこの上ない効果を発揮していた。

「賊の数は男子寮に十五、女子寮に十四、山中に身を隠かくしながら校舎を目指している者たちが十一。アライアンスの映像を見た限り、生徒たちの協力もあって男子寮は問題はなさそうですが、女子寮は……」

　警備員の一人が倒たおれ、生徒たちが逃にげ惑まどっている女子寮の映像を見て、景山は誰にも聞こえない小さな声こわ音ねで「身内を疑っている場合ではありませんね」と呟つぶやき、歯は嚙がみする。

「夜々木先生は女子寮へ向かってください！　倉くら田た先生は保健室に連絡して野の分わき先生にも女子寮へ向かうよう伝えてください！　小こ林ばやし先生は男子寮の応おう援えんに！　山やま本もと先生、相あい川かわ先生、里さと田だ先生には山中にいる賊の退治をお願いします！　残りの先生方は状況の確認を続けてください！」

　景山の指示が飛んだ瞬しゆん間かん、名前を呼ばれた教師たちが一いつ斉せいに職員室から飛び出していく。もっとも結々一人だけは、初めの指示が聞こえた瞬間に、誰よりも先んじて女子寮に向かっていったが。

　再び職員室が騒然となる中、景山は山中に明めい滅めつする三つの青い光点に視線を移す。識別登録はしているものの、アライアンス登録まではしていないため、三つの光点が誰のものであるかまではわからない──と、言いたいところだが、

（このうちの二つは乙姫くんと柳楽くんと見て、まず間ま違ちがいないでしょう。夜々木先生が来てからはおとなしくなってくれたと思ったのですが……どうやら休校で暇を持て余してしまったようですね。まったく、平時ならば呼び出しものですよ）

　と、ため息をついたその時、職員室の扉とびらが開く。中に入ってきたのは、双そう眼がん鏡きようを片手に持った屋や久く原はらだった。屋久原は、学生寮が賊に襲われたという報が入ってすぐに屋上へ向かい、双眼鏡で状況を確認していたのだ。

　屋久原は早足で景山のもとへ向かうと、手近な机に双眼鏡を置いて報告する。

「男子寮ではかなり激しい戦せん闘とうが繰くり広げられていますね。寮の壁かべが吹ふき飛んだり、戦闘音が屋上こつちまで聞こえてきたりしていましたから。反面、女子寮からは女子生徒の悲鳴ばかりが聞こえ、窓に映るのも逃げ惑う姿ばかり。正直、かなり悪い状況です」

「そうですか……概おおむね〝ＳＰレーダー〟で確認したとおりの内容ですね」

「ところで、俺のいない間に随ずい分ぶんと職員室が寂さびしくなっていますが、他の先生方は賊の退治に向かわれたのですか？」

「ええ。賊の動向次し第だいでは屋久原先生にもお願いすることになるかもしれませんので、このまま職員室で待機していてください」

「わかりました」

　屋久原の返事を聞いたあと、景山は〝ＳＰレーダー〟に視線を戻もどす。場合によっては携けい帯たい電話を使って、リアルタイムで教師たちに指示を飛ばすことも視野に入れていると、

「……？」

　足元から、赤い靄もやのようなものが立ちのぼっている。ような気がする。

　赤い靄は目の錯さつ覚かくだと言われた方がまだ納なつ得とくができるほどに薄うすく、だからこそ、景山の判断が一瞬だけ遅おくれてしまう。だがその一瞬は、永遠に等しいほどに致ち命めい的てきな一瞬だった。

（錯覚ではない！　これはスキルの……！）

　気づいた時にはもう全てが遅おそかった。

　すでに一呼吸を終えていた鼻び口こうが赤い靄を吸い込み、肺はい腑ふへと染しみ渡らせていく。手足が痺しびれ、体の自由が利きかなくなり、ほどなくして力なく床ゆかに倒れてしまう。

　赤い靄を吸ってしまったのは景山だけではなく、職員室にいる全ての教師が次々と床に伏ふしていく。赤い靄は少しずつ少しずつ濃のう度どを増し、景山たちの自由を少しずつ少しずつ奪うばっていく。やがて、誰も彼もが指一本すら動かせなくなったところでパチンと指を鳴らす音が響ひびき渡り、赤い靄は忽こつ然ぜんと消え失うせる。景山は薄れゆく意識のなか、視界に映る、職員室で唯ゆい一いつ赤い靄の毒どく牙がから逃のがれた男を見上げた。

「君がそう……でしたか……屋久……原……先……」

　言葉は最後まで紡つむがれることはなく、景山の意識は奈な落らくの底へと落ちていった……。







「他愛ないな」

　凶きよう行こうに及およんだ直後とは思えない、いつもどおりすぎる調子で屋久原は独りごち、職員室の扉に視線を送る。

「入ってきていいぞ」

　扉の窓に映っていた人ひと影かげはビクリと体を震わせると、恐おそる恐る扉を開き、恐る恐る中に入ってくる。屋久原が呼んだのは、




　二年三組の女子生徒──空そら内うち外海だった。




　外海は倒れ伏す教師たちを見て、「ひっ」と引きつった悲鳴をあげる。

「心配するな。殺してはいない。下手へたに殺すと、校舎の外にいる先生方を不必要に刺し激げきしてしまうからな。まあ……」

　話しながら、懐ふところからなにかを取り出そうとしていた屋久原だったが、見つからなかったため言葉を切って懐をまさぐり始める。少しして目的の物を見つけると、懐から取り出しつつも外海に歩み寄り、言葉をつぎつつもそれを外海に渡わたした。

「俺の〝伏ふく魔ま毒ぶす煙えん〟を吸ってしまった以上、今日一日は死んでいるのとそう大差はないのかもしれんがな」

　屋久原が外海に渡した物は、誰の物とも知れないインタだった。

「インタそいつにはスキルを封ふうじるウィルスプログラムがインストールされている。そいつを使って、教頭以外の教師のスキルを封じておけ。やり方については心配しなくていい。スキルを封じたい奴やつのうなじにプラグを貼はり付けて、ウィルスプログラムを起動すれば後は勝手にやってくれる」

「今日一日死んでるのと大差ない連中に、そこまでやる必要があるのかよ？」

「念には念を入れるだけの話だ。スキル名すら言わずに〝伏魔毒煙〟を使ったから、想定よりも早くに体の自由を取り戻す者が出てくる可能性がある。さらに言えば、治ち癒ゆ型スキルで解げ毒どくされる可能性もありうる。そういうことだから、さっさと作業にかかれ」

　外海が渋しぶ々しぶながらも作業に取りかかるのを確認したあと、屋久原は動かなくなった景山を肩かたに担かつぎ、職員室の外へ出て行く。

「さて、教頭にはもう一働きしてもらいますよ。我々……《雌し龍りゆう》のためにな」







　オロオロするハートを尻しり目めに、男子寮にいる友達に電話をかけて状じよう況きようを確認していた優人と柳楽は、揃そろって通話を切り、スマホを懐に仕し舞まう。

「どうやら、男子寮も似たような状況みてえだな」

「女子寮だけじゃなくて男子寮も……」

　優人の言葉が余よ程ほどショックだったのか、ハートは白はく磁じのように白い顔を青くする。

「男子寮では、警備員と三年生が中心となって応戦しているらしいが……どうする？　ぼくたちも寮に向かうか？」

　怯えるハートとは対照的に、柳楽は双眸に好戦的な光を燻くゆらせていた。

　トレーニングモードなしで、思う存分にスキルを振ふるって戦ってみたいという気持ちは、優人もわからなくはなかったが、

「いや、校舎に向かうぞ。ここからなら、そっちの方が近いしな」

「ふん、怖おじ気けづいたか」

「バカ言ってんじゃねえよ」

　優人は視線でハートを示し、言葉をつぐ。

「まずはハートの安全を確保することが先決だろが」

　ハートが「シショ～」と感激している姿を見て、柳楽は諦めたようにため息をついた。

「たしかに、極きわめて……本当にかつてないほどにこの上なく極めて遺い憾かんではあるが、きみの言うことが正しい。校舎に向かおう」

「そんなに遺憾なら、お前一人だけ寮に向かってもいいんだぞ。まあ、とっくの昔に学園が手を打ってるはずだから、お前が寮に着く頃ころには全すべてが終わってるだろうけどな」

　心底柳楽をバカにした顔と物言いで、優人は心の底から本当にかつてないほどにこの上なく柳楽をバカにする。数瞬睨にらみ合っていた二人だったが、またしてもオロオロし始めるハートを見て、無理矢理溜りゆう飲いんを下げながらも全く同時に顔を背そむけた。

「校舎に向かうのなら、すぐにでも移動した方がいい。山中にも賊ぞくがいるかもしれないからな」

「んなことは、てめえに言われるまでもなくわかってるっての。行くぞ、ハート」

「承知」

　ハートと柳楽とともに歩き出した優人は、行く先にある校舎を見み据すえる。

（この状況……センセなら絶対、生徒のために戦ってるだろうな）

　護まもってやる──などと、曲島事変の時のようなでかい口を叩たたくつもりはない。けれど、せめて結々の手助けができれば……そんな想おもいを胸に抱いだきながら、優人は逸はやる気持ちを抑おさえて校舎を目指した。








第五章　徒あだなる桜









　二年三組の学級委員──小こ宮みやは、女子寮りようの廊ろう下かの真ん中で腰こしを抜ぬかしながら、眼鏡の向こうに映る光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。女子寮を襲しゆう撃げきした、警備員ですら止めることができなかった賊ぞくたちを、小宮のクラスの担任が、ばったばったと薙なぎ倒たおしているのだ。

　電撃をかわしつつ術者の顎あごを掌しよう底ていで跳はね上げ、〝万ばん夫ぷ不ふ当とう〟で身体能力を強化した屈くつ強きような男を投げ飛ばし、具現化した剣けんで斬きりかかってきた輩やからをハイキックの一いつ閃せんで沈しずめ……スキルが使えない無能者の担任が、スキルで人を傷つけることに慣れた悪漢どもを瞬またたく間まに退治してみせたのだ。

　死し屍し累るい々るいと横たわる悪漢どもに油断なく視線を巡めぐらせる結々の背中を見て、かっこいいなどと場ば違ちがいな感想を抱いだいた罰ばちが当たったのか、突とつ然ぜん、背後から伸のびてきた野太い腕うでが首に巻きつき、声が発せられないほどにまで強く締しめ上げられてしまう。

　小宮の首を締め上げる男はいかにも荒あら事ごとに慣れている風ふ情ぜいで、膂りよ力りよくにものを言わせ、華きや奢しやな小宮を無理矢理立ち上がらせた。

　首に巻きつく暴力の匂においが、小宮の意思に関係なくガクガクと体を震ふるえ上がらせる。スキルで男を振ふり払はらおうかと考えるも、そんなことをしたらかえって余計にひどい目に遭あわされるのではないかという想像が、小宮の心を完かん膚ぷなきまでにへし折っていた。

「女！　動くな！」

　もちろん、女とは小宮を指した言葉ではない。

　男の仲間たちをあっという間に倒した、結ゆ々ゆに向かって言った言葉だった。

　戦う結々の姿に見とれて逃にげることを忘れてしまったせいで、自分はおろか結々さえも窮きゆう地ちに陥おとしいれてしまったことを、小宮は涙なみだを滲にじませながら悔くやみ、ゆっくりとこちらに振り返ろうとしている結々に向かって心の中で謝罪した。瞬しゆん間かんの出来事だった。

　男の口から「は？」と、間の抜けた声が漏もれる。首を締め上げられていなければ、小宮も同じ声を漏らしていたことだろう。なぜなら、結々がこちらに振り向いたと思ったその時には、すでにもう目の前に彼女の姿があったからだ。

　抉えぐり込むような掌底で男の肘ひじを突つき上げ、首を締め上げられていた小宮を解放。半ば反射的に小宮が身をかがめた瞬間、それを予期していたようなタイミングで放たれたハイキックが男の側頭部を捉とらえ、他の仲間たちと同様、男を一撃で昏こん倒とうせしめる。

「わたしの目の前で、人ひと質じちなんてとらせないわよ」

　仰ぎよう臥がする男を鋭するどい視線で見下ろしながら、結々は怒ど気きのこもった声こわ音ねで吐はき捨てた。

　視線にしろ声音にしろ、小宮の背筋に氷ひよう塊かいが伝うほどの恐こわさを孕はらんでおり、今目の前にいるのは、本当に私たちの担任なのかという疑問すら芽生え始める。が、次の瞬間、

「こここ小宮さんっ!!　大だい丈じよう夫ぶっ!?　恐くなかったっ!?　怪け我がはないっ!?」

　先程までの恐さはどこへやら、涙目になって取り乱しながらこちらの心配をしてくれる担任を見て、（あ、やっぱり結々先生だ）と小宮は安あん堵どした。

「わ、私は大丈夫です。それより他の賊たちが……」

「それなら心配しないで。今ので最後だから」

　しれっと言う結々に、小宮は思わず頰ほおを引きつらせる。今さら疑うわけではないが、学園長の言うとおり、結々がスキル戦せん闘とうのプロフェッショナルであることを改めて思い知る。

「ところでさっき、先生がこちらを振り向いたと思った時にはもう目の前にいたんですけど……どうやったら、スキルも使わずにあんなことができるんですか？」

「それはね、先生が小宮さんの心理的な死角を突いて間まを外したからで……」

　そこまで説明したところで、武術に疎うとい小宮がほとんど理解できていないことに気づいたのか、結々は話の内容を変えながら、逆に小宮に質問する。

「野球で遅おそいボールを何度も投げられた後に速いボールを投げられたら、実際の速度以上に速く見えることは知ってる？」

「緩かん急きゆうの差で体感速度が変わる話なら知ってます」

「なら火事にあった人間が、平時とは比べものにならない力を発揮できる『火事場の馬ば鹿か力ぢから』の話は？」

「窮地に追い込まれた人間が、大量にアドレナリンを分ぶん泌ぴつすることで、筋肉の運動単位の働きにかかっていたブレーキを外す話なら、もちろん知ってます」

「……先生が、そのブレーキを自分の意思で自由に外せると言ったら、小宮さんは信じてくれる？」

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話に、否定の言葉が喉のど元もとまでせり上がってくるも、

（私が人質にされる前の戦いで見せていた先生の動きがブレーキのかかった状態で、先程一瞬で私と男に接近した動きがブレーキを外した状態だったとしたら……！）

　その落差のせいで実際の速度以上に速く感じてしまったから反応ができなかったのかもしれないと、納なつ得とくしてしまう。ある意味スキル以上にデタラメな話に小宮が言葉を失っていると、電話がかかってきたのか、結々は懐ふところから取り出したスマホを耳に当てる。

　イタズラ電話だったのか、結々はしばし眉まゆをひそめていたが、

「……………………え？」

　目を見開き、呆ほうけた声を漏らしたのも束つかの間、タイミングよくこちらにやってきた警備員に向かって「後のことはお願いします！」と伝えると、窓に向かって駆かけ出し、勢いをそのままに飛び降りていった。

「ちょ……ここ三階ですよっ!?」

　小宮は慌あわてふためきながらも窓のサッシにしがみついて眼下に視線を巡らせると、信じられないことに、問題なく着地を済ませた結々が校舎を目指して猛もう然ぜんと走り去っていく姿が見えて絶句する。遅おくれて窓の外を覗のぞき込んだ警備員も、自分と同じように絶句していた。

「きゃ──────────っ!!」

　唐とう突とつに響ひびいた悲鳴とともに、階段を上がってきた、いやに着衣が乱れた女子生徒がこちらに逃げ込んでくる。まさか悪漢どもの増ぞう援えんが来たのではと思い小宮は顔を青くするも、

「の、野の分わき先生が、治ち療りようのどさくさに紛まぎれてエッチなことしてくるんです────っ!!」

　野分がそういう先生だと知っていた小宮の顔は、別の意味で真っ青になっていた。







　外そと海めが優ゆう人とを意識し始めたのは、一年次の模も擬ぎ戦で優人に負けた時からだった。

　自じ慢まんの足あし技わざを搔かい潜くぐられ、柔じゆう道どうの払い腰ごしに似た技で投げられ、死に体になったところに寸止めの正せい拳けん突づきをされて、負けを認めさせられた。

　当時、優人のことをよく知らなかった外海は意味もなく手加減されたと思ってしまい、同じクラスだったこともあって、事あるごとに優人につっかかるようになった。

　そう、意識は意識でも、外海が初めて優人に抱いたものは好意ではなく敵意だった。

　さすがに学園の目を盗ぬすんで模擬戦ケンカまではしなかったものの、授業で模擬戦が行われた際は必ず優人に挑いどみ、手加減されているせいもあってか、負け越こしてはいるもののなんとか勝ちを拾えるようになり……そんなことを繰くり返しているうちに少しずつ少しずつ敵意は薄うすれ、いつの間にかそれは反転し、少しずつ少しずつ優人に好意を抱くようになった。

　優人とツルむことが多くなり、ドン引きするレベルでリビドーに忠実な本ほん性しようを知ってなお膨ふくらみ続ける感情に、外海は戸と惑まどった。

　その感情が限界寸前まで膨らんだある日、優人が女子と模擬戦をした際はいつも寸止めで負けを認めさせることに拘こだわっていたことが気になって、その理由を問い質ただした。

『いや、女子を殴なぐるくらいなら揉もんだ方がマシだろ？　つうか揉みたい』

　地底を突き抜けてマントルに届きそうなほどに最低な答えに極限まで引いた外海は、意い趣しゆ返がえしのつもりで意地の悪い質問を優人にぶつけた。

『だったら、女の人に殺されかけた時はどうすんだよ？　殴らずに揉むのか？　てゆーか、揉む前に殺されろ』

『ひでえな、おい!?──って、ちゃんと答えるから、そう睨にらむなっての。……まあ、そうだな、ぶっちゃけ場合によるな。おれ一人だけが殺されかけてる状じよう況きようだとなんとも言えねえけど、友達ダチが殺されかけてる時は、さすがに殴ると思うわ』

『……それって、あたしが殺されかけてる時でもか？』

『あ？　そん時は迷わずぶん殴るに決まってんだろ。たとえ巨きよ乳にゆうのお姉さんだろうが、お前を殺そうとしている奴やつを許せるわけがねえだろうが』

　なにアホなこと訊きいてんだ──と、言わんばかりの物言いだった。そうするのが当たり前だという物言いだった。恋れん愛あいの対象として見られていないことはわかっている。けれど、優人が自分のことを、普通の友達以上に見てくれていることだけは確かだった。

　それからはもう駄だ目めだった。優人のことが好きで好きでたまらなくなっていた。

　恋愛対象として見られていないのなら、無理矢理にでも振り向かせようと思い、優人に好意をぶつけてぶつけてぶつけまくった。断られてもぶつけてぶつけてぶつけまくった。

　それでもなお、優人がいつもどおりに接してくれることが嬉うれしくて、もどかしくて……好きだという想おもいばかりが大きくなっていき、ますます激しく好意をぶつけるようになった。誰だれの目から見ても、外海が優人に惚ほれていることがわかるほどに。

　災さい厄やくを、招いてしまうほどに。

　それは、一年次の冬休みの出来事だった。

　長期休み中は帰省するようにしていた外海は、冬休みに入ってすぐに実家に帰った。

　そこで待っていたのが、父と、母と、角宿すぼし学園の教師の一人──屋や久く原はら誠せい一いちだった。

　屋久原は言った。父が《雌し龍りゆう》なる組織の元構成員であることを。

　その言葉の意味を理解していない外海と母に説明するように、屋久原は続けた。

《雌龍》とは、第二次世界大戦時に国家転てん覆ぷくを画策した、裏社会随ずい一いちの大組織であったことを……国家転覆の企くわだては当時の政府が水みず際ぎわで阻そ止ししたものの、《雌龍》との戦いで国力を削そがれた日本が、ますます敗戦に向かっていったことを……国家転覆に失敗した《雌龍》は組織壊かい滅めつの危機に瀕ひんするも、執しつ拗ように迫せまる政府の手から逃のがれ、何十年とかけて力を蓄たくわえたことを……そして、さらなる力を求めて曲くせ島じま事変を引き起こしたことを……屋久原は淡たん々たんと、外海と母に語り聞かせた。

　あまりの話の大きさに、外海はもちろん、母も信じようとはしなかった。だが、話が終わり、死相を思わせるほどに青白くなった父の顔を見た瞬間、屋久原の言葉が噓うそではないことに二人は気づいてしまう。

　屋久原は言った。たとえ元でも《雌龍》の構成員であることが政府機関にバレたら、相応の報むくいを受けることになるだろうと。最悪、残りの人生を塀へいの中で過ごすことになるだろうと。やめてくれ！──と、必死に懇こん願がんする父を無視して、屋久原は外海にこう言った。

『我々は学園に隠かくされている〝ジンギ〟と呼ばれるものを探しているのだが、少々人手が足りなくてな。それを見つける手伝いをしてくれたら父親のことは黙だまっておいてやろう』

　すぐには答えられなかった。屋久原に従ったところで約束を守るという保証がどこにもないせいもあったが、なにより、屋久原の手伝いをしたことで、学園にいる優人たちにどのような災わざわいが降りかかるか想像もできなかったことが、外海の決断を鈍にぶらせていた。

　返答に窮きゆうする外海に業ごうを煮にやしたのか、屋久原は外海に耳打ちする。

『従わないというなら仕方ない。父親のことは警察にでも垂れ込んで、塀の中に送ってやるとしよう。そして──』




『──乙おと姫ひめ優人は俺の手で、あの世に送ってやるとしよう』




　あいつは関係ねえだろッ!!──反射的に叫さけんでしまったのがまずかった。

　それが外海の急所だと確信した屋久原は、さらにこう付け加える。

『ついでに、お友達を一いつ緒しよに送ってやるのも一興だな』

　もはや、外海の選せん択たく肢しは一つしかなかった。屋久原に従う以外に、父を、友達を、恋こい焦こがれた少年を救う術すべはなかった。

　それから外海は、屋久原に命じられるがままに〝ジンギ〟探しの手伝いをした。

　屋久原が目星をつけた場所を夜通し探さぐったこともあった。

　夜間巡じゆん回かいしている警備員の目を引きつけるために、わざと忘れた宿題を取りに行くのに付き添そってもらうよう、警備員にお願いしたこともあった。

　今朝に至っては、夜の学校に付き添ってくれた御お礼れいと称しようし、遅ち効こう性の睡すい眠みん薬やくが盛られたクッキーを警備員たちにプレゼントした。「ほら、アーンしろよ」と、外海自らクッキーを手に取って警備員に食べさせる屋久原の策略サービスまでつける徹てつ底ていぶりで。好意を無む下げにはできないと渋しぶ々しぶ食べてくれた壮そう年ねんの警備員の顔が、悪意に満ちた御礼クツキーを受け取り喜んでくれた若い警備員の顔が、外海の脳のう裏りに焼きつき、激痛を伴ともなうほどに心を焼きつかせる。

　つらかった。苦しかった。けど、やめるわけにはいかなかった。

　父を、友達を、優人を救うために、従順に屋久原の命令に従うしかなかった。

　けど、それももうあと少し。あと少しで────…………




「……よし」




　意識なく床ゆかに横たわる教師たちにウィルスプログラムを注入しながらも、ある物を探していた外海は、蚊かの鳴き声よりも小さな声こわ音ねで当たりを引けた喜びを表した。

（とりあえず一つは仕込めた。残り三人のうち一人でも持っていたらもう一つ仕込──）

　ガラリと音を立てて職員室の扉とびらが開き、屋久原が中に入ってくる。

　外海は慌てかけた心をどうにか鎮しずめ、こちらに近づいてくる屋久原に訊たずねた。

「屋久原センセ、教頭センセはどうしたんだよ？」

「お前が知る必要はない。それより、ウィルスプログラムを注入できていない教師はあと何人いる？」

「あそこにいる三人だけだけど……」

　先さき程ほど心の中で言っていた「残り三人」を指でさし示す。

「三人か。あとは俺がやっておく。お前は校庭側の玄げん関かんに行って客人を追い返してこい」

「客人って、侵しん入にゆう者のことだよな？　校舎の周りには屋久原センセのお仲間がいっぱいいるんだから、そいつらに対応してもらった方がいいんじゃねーか？」

「校舎周りにいる連中は今、教師たち相手に命がけの鬼おにごっこをやっている最中でな。レーダー上ですでにもう四つの反応がなくなった状況で、余計な人員を割さくわけにはいかん。俺は俺で不測の事態に備えて、中庭から離はなれすぎるわけにもいかんから、空そら内うち、お前が行け」

　これ以上の口答えは許さないと言わんばかりに、屋久原が睨みつけてくる。外海は蛇へびに睨まれた蛙かえるのようにその身を震ふるえ上がらせながらも、ぎこちなく首しゆ肯こうを返した。

「数は三人。外で鬼ごっこをしている同どう僚りようを無視して校舎に来るとは考えにくいから、この三人は教師ではなく生徒である可能性が極きわめて高い。口で言って出て行ってもらうに越したことはないが、無理だった場合は実力で排はい除じよしろ」

「一対三でかよ」

「並みの生徒が相手ならば、お前なら独力で排除できるはずだ。相手を見て無理そうだと思ったら、油断させて背後からでかい一いち撃げきをくらわせてやるといい。たとえそれで決まらなくとも、手負いならば三人程度など物の数ではない」

　平然とだまし討うちを勧すすめてくる、屋久原。この男は教師ではなく《雌龍》の構成員だということを、外海はあらためて認にん識しきする。

　無茶な命令に従うほかなくなった外海は、ウィルスプログラムの入ったインタを屋久原に返したあと、職員室を出て、校舎側の玄関に向かう。

（結局、一つしか仕込めなかった……しかも頼たよったのがあのセンセだなんてな……はは、我ながらヤキが回りすぎだろ）

　自じ嘲ちよう混じりとはいえ、外海が笑みを浮うかべていられたのはそこまでだった。

　下げ足そく場じようにたどり着き、屋久原の言っていた三人の客人を目まの当たりにした瞬しゆん間かん、外海の表情から笑えみが消える。そして、心の底から己おのれの不運を呪のろった。

　三人の客人とは、ハートと柳やぎ楽ら、そして、

「なんだよ、空内も校舎こつちに来てたのか」

　外海の想い人──乙姫優人だった。







　賊ぞくと遭そう遇ぐうすることなく、無事校舎にたどり着いた優人たちは外海と出会うも、

「ああ。たまたま、こっちに用事があって来てたんだよ」

　いつもどおりの表情で、いつもどおりの調子で応じる外海に、優人はなぜか言いようのない違い和わ感かんを覚えていた。よそよそしいような、取り繕つくろっているような、噓をついているような……今の外海からは、そんな印象ばかり受けてしまう。

「先生たちは？」

「職員室にいるよ。ただ、今から大仕事があるせいで、てんやわんやしてるから顔を出すのはやめといた方がよさそうな感じだけど」

　柳楽の質問に対する外海の返答を聞き、ハートは「大仕事？」と、小首を傾かしげる。

「そ。大仕事。なんでも山ん中にも賊がいるらしくて、そいつらを学園の校庭に追い込んで一いち網もう打だ尽じんにするとか言ってた。それで、つい先程安全が確保されたって連れん絡らくがあった寮りように避ひ難なんするように言われて、下足場に行ったら……」

「セッシャたちと、ばったり出会えたのでゴザるなっ」

　外海は笑顔で「そーゆーこと」と答えながら、ハートの頭を撫なで繰くり回した。

　その笑顔を見た瞬間、外海が作り笑いをしていることに気づいた優人は、違和感の正体にも気づいてしまう。

（なにかを……おれたちには言えないなにかを隠してやがるな）

　喜き怒ど哀あい楽らくはおろか、恋愛感情すらもぶつけられてきた優人だからわかる。

　外海は間ま違ちがいなく隠し事をしている、と。

（あんまり気は進まねえが、カマかけてみるか）

　そう決心すると、挑ちよう発はつするように断言するように優人は言った。

「空内、いい加減下手へたくそな演技はやめろよ」

　柳楽が眉まゆをひそめ、ハートが小首を傾げる中、外海は虚きよを突つかれたような顔をしながら「え……」と驚きよう愕がくの吐と息いきを漏もらす。いよいよ確信を得た優人は皮肉まじりに言葉をついだ。

「やっぱりか。お前、間違っても女優にはなれねえな」

　なんの話だ？──と、ますます眉をひそめる柳楽と、わけがわからずオロオロし始めるハートを尻しり目めに、優人は試ためすように外海を睨にらみつけると、案の定、外海はすぐに視線を下に逸そらした。しばらく床を見つめていた外海だったが、

「……は、はは……」

　なにもかもを諦あきらめたような虚うつろな笑いを零こぼし始める。そして、

「遅おせーよ……遅おそすぎんだよ……どうせ気づくなら……もっと……もっと早く…………いや……むしろ……これでよかったのかもしれねーな……」

　悲ひ壮そうなまでの決意を宿した双そう眸ぼうに、山やま吹ぶき色のブライトアイが燃え上がる。

「神よッ、我が脚あしに宿れッ──〝神しん脚きやく〟ッ!!」

　両りよう脚あしが山吹色のオーラに包まれたのも束つかの間、外海は右脚を振ふり上げ、

「離れろッ!!」

　優人がハートを抱だきかかえながら、優人に言われるまでもなく反応していた柳楽が一いつ斉せいに外海から飛び離れ、三人が充じゆう分ぶんに距きよ離りをとったのを確認したかのようなタイミングで外海は右脚を振り下ろし、床を踏ふみつける。刹せつ那な、直下型の地じ震しんが起きたような大きな揺ゆれが優人たちを襲おそい、窓ガラスが割れ、外海が踏みつけた床がすり鉢ばち状に陥かん没ぼつした。

「そうだよ！　優人の言うとおりだよ！　あたしは噓をついた！　演技をした！　なぜならあたしは……」

　一瞬、外海の顔が涙なみだに歪ゆがみかけるも、すぐに自じ暴ぼう自じ棄きな怒いかりで上うわ塗ぬりし、耳を疑うような言葉を叫ぶ。

「あたしはっ!!　寮をっ!!　学園を襲った連中の仲間なんだからなっ!!」

　耳はおろか、心すらも痛くなるような悲痛な絶ぜつ叫きように、優人は思わず苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしてしまう。

「そ、外海殿どの……う、噓でゴザろう……？」

　縋すがるような目で見つめてくるハートから目を逸らすと、外海は再びブライトアイを灯ともし、

「〝蹴しゆう波は光こう翼よく〟」

　目に見えないサッカーボールを蹴けり飛ばすように脚を振り抜ぬいた瞬間、オーラでできた気き弾だんが足先から放たれる。気弾はハートの脇わきを通り過ぎると、突き当たりの壁かべをぶち抜き、彼方かなたへと飛び去っていった。無情なまでの答えを示され、ハートは泣きそうな顔をしながらペタンとその場にへたり込む。

「そういうことなら、容よう赦しやはしないぞ」

　まるで自分に言い聞かせるように柳楽は言い、黄金色のブライトアイを灯──

「待ってくれ」

　優人は外海に視線を固定したまま、柳楽を制止する。

「おれに任せてくれねえか……頼たのむわ」

　心の底から懇こん願がんするような、そんな声音だった。

「……わかった」

　優人の意を汲くんだのか、柳楽は素す直なおに引き下がる。

　柳楽がハートを連れて廊ろう下かの隅すみに退さがるのを確認したあと、優人はゆっくりとゆっくりと、一歩一歩踏みしめるような足取りで外海に近づいていく。

　じわりじわりと迫せまってくる優人を前に、外海は奥歯を砕くだかんばかりに嚙み締しめると、

「飛べッ!!──〝蹴波光翼〟ッ!!」

　ブーストコードを唱えながら脚を振り抜き、優人に向かって特大の気弾を放った。

　優人はそれを、〝イージス〟で防ぐことはおろか、かわす素そ振ぶりすら見せることなく真っ正面からくらい、吹ふき飛んでいく。吹き飛ばされた優人は、「シショーっ!!」と悲鳴をあげるハートの目の前を通り過ぎ、壁に激げき突とつしたところでようやくその勢いを止める。倒たおれ伏ふす優人の姿は、まさしくボロ雑ぞう巾きんそのものだった。

「あ……あぁ……」

　床に伏す優人を見つめながら、外海は表情を悲痛に歪ませる。

「な、なんでまともにくらってんだよっ!?　優人ならこれくらい簡単に──」

　防げるはずだろ！──と、言おうとしたことを戒いましめるように、外海は掌てのひらで口を塞ふさぐ。

「あぁ……いってえ……トレモなしだと、やっぱ威い力りよくが段違いダンチだな……」

　愚ぐ痴ちるように独りごちながらも優人は立ち上がる。一撃でボロボロにされた体とは対照的に、余よ裕ゆうに満ちた微び笑しようを頰ほおに刻みながら。

「ほら、来いよ空内。賊の仲間だってんなら、ちゃっちゃとおれを倒してみろよ」

　露ろ骨こつに挑発しながらも、再び、ゆっくりとゆっくりと、一歩一歩踏みしめるように歩き出す。外海もまた、再び優人に向かって〝蹴波光翼〟を放つも、気弾は横に逸れて、優人の脇を通り過ぎてしまう。

　ただ黙だまって歩み寄ってくる優人に向かって、外海は何度も何度も〝蹴波光翼〟を放つも、放つたびに外海の視界が涙で滲にじみ、気弾の狙ねらいがますます逸れ、壁を、窓を、天てん井じようを破は壊かいしていく。けれど、最初の一発以降〝蹴波光翼〟が優人の身を破壊することはなかった。

　いよいよ外海の目の前までたどり着いた優人は、今にも泣き出しそうな顔で後ずさろうとする外海を、両手で、しかと抱き締める。

「今にして思えば、お前はずっとＳＯＳを出してたんだな……気づいてやれなくて、ほんと……ごめんな」

　いよいよ堪こらえきれなくなった涙が、外海の頰を伝っていく。

「おま……そんなこと、言うなよ……せっかく……我が慢まん……して……して……うぐ……ひぐっ……う……わぁぁああぁああぁぁあああぁあああぁっ!!」

　今まで我慢してきた全すべてを吐はき出すように、声をあげて外海は泣いた。気の済むまで泣かせてやろうと思った優人は、もう少しだけ腕うでに力を込こめて外海を抱き締めた。




「茶番だな」




　廊下の向こうから男の声が聞こえた瞬間、腕の中にいる外海の体がビクリと震え、硬こう直ちよくする。優人は外海から離れ、護まもるように前に立つと、廊下の向こうにいる男に向かって怒ど気きに満ちた視線をぶつけた。

「あんたが黒幕だったんだな、屋久原センセ」

「さてな。お前の想像に任せるよ」

　問い詰つめるだけ無む駄だだと思った優人は、外海を見やる。

　外海は数瞬逡しゆん巡じゆんを見せるも、やがて決心したように首しゆ肯こうを返した。

「……そうか。空内は退さがってろ。こいつは、おれがやる……！」

　怒気はおろか殺気すらも孕はらんだ言葉を吐いた直後、背後から二つの足音が聞こえてくる。優人たちのもとに、柳楽とハートが駆かけ寄ってきたのだ。

「詳くわしい話は、あそこにいる不良教師に聞くとしようか。力ずくでな……！」

　外海が賊に与くみしていたのは屋久原に原因があると考えたのか、柳楽もまた声こわ音ねに怒りを滲にじませていた。

「外海殿を泣かせた悪党は許さないでゴザるっ！　セッシャも助すけ太刀だちするでゴザるっ！」

　どうやらハートも腹に据すえかねているらしく、憤ふん然ぜんとしながら優人と柳楽の隣となりに並び立つ。外海を護るように立ちはだかる三人を見て、屋久原は心底めんどくさそうにため息をついた。

「やれやれ、一応ながらも教師を務める身としては、生徒と戦うのはあまり気が進まないのだがな」

「生徒はダメでも、同どう僚りようの教師はいいのかよ」

　優人の言葉に、屋久原は「ほう」と感心の吐息をつく。

「できれば聞かせてほしいところだな。俺が同僚と戦ったという根こん拠きよを」

「たいした話じゃねえよ。あれだけ空内が派手に暴れたってのに、一人の教師も出てこねえのはおかしいだろ。そして、ようやく出てきたのがあんた一人となりゃあ、他の教師がどうなったかくらいの想像はつく」

「なるほどな。わかったから、そう睨むなよ。今のところはまだ一人も殺していない。だから安心して──」

　屋久原が言葉をつぐ前に、足元から赤い靄もやのようなものが立ちのぼってきていることに、優人は気づく。外海も赤い靄に気づいたらしく、焦しよう燥そうに駆られた声で「息を止めろ！」と叫さけぶも、その時にはもうなにもかもが遅すぎた。

「──床ゆかに這はいつくばってろ」

　気づかないうちに、赤い靄──〝伏ふく魔ま毒ぶす煙えん〟を吸っていた優人の手足が痺しびれ始める。やがて体の自由が利きかなくなり、力なく床に伏してしまう。柳楽とハートも赤い靄を吸ってしまったらしく、優人と同じように体の自由を奪うばわれ、床に倒れ伏していた。

　会話中、屋久原のブライトアイは一度も灯っていない。それはすなわち、優人たちに姿を見せる前から〝伏魔毒煙〟を使っていたことを、その時点ですでに屋久原が戦いを始めていたことを意味している。

（なにが「生徒と戦うのはあまり気が進まないのだがな」だ！　くそッ！　このままじゃマジでやべえ！　こうなったら一か八か……！）

　少しでも体が動くうちに優人がとあるスキルを発動したのと、外海の絶叫が廊下に響ひびいたのは全く同時のことだった。

「あぁああぁああぁあああぁああぁぁぁああぁあああぁぁああああぁぁあぁあッ!!」

　叫びながらも天井スレスレまで飛び上がった外海は、屋久原目がけて飛び蹴りを繰くり出す。外海の脚がいまだ〝神脚〟のオーラに包まれているのを見て、屋久原は大きく飛びさがって飛び蹴りをかわした。

　刹那、屋久原の代わりに蹴られた床が蜘蛛くもの巣す状の亀き裂れつを走らせながら陥没する。さらにその衝しよう撃げきで突とつ風ぷうが吹き荒すさび、廊下に充じゆう満まんしつつあった〝伏魔毒煙〟を吹き散らした。

「優人！　ハートちゃん！　柳楽！」

　屋久原を警けい戒かいしつつ、横目で三人の無事を確認した瞬しゆん間かんの出来事だった。

　屋久原の双眸が血のように赤く輝かがやいたと思った時にはもう、いつの間にか射出されていたオーラの弾だん丸がんが外海の体に撃うち込まれていた。尋じん常じようではない弾速に反応すらできなかった外海は床に仰ぎよう臥がし、ハートが悲鳴をあげ、優人が声を荒あらげる。

「空内ッ!!」

「騒さわぐな。〝毒どつ功こう弾だん〟の毒は、今お前たちの体の自由を奪っている〝伏魔毒煙〟と同じものだ。体の自由が利かなくなり、意識を失ってしまうが死ぬことはない。だが……」

　屋久原は右の掌てのひらを前方に掲かかげ、淡たん々たんとブーストコードを唱える。

「蝕むしばめ──〝牙が毒どく刃じん〟」

　双そう眸ぼうを赤く輝かせながら、掌しよう中ちゆうに具現化した小太刀を摑つかみ取る。小太刀の刃はは屋久原のブライトアイと同じ、血のような赤色に染まっていた。

「〝伏魔毒煙〟と〝毒功弾〟とは違ちがい、〝牙毒刃〟の毒は致ち死し性。そして、裏切り者には制裁を与あたえるのが世の習い……俺がなにを言わんとしているかは、わかるな？」

　屋久原の明確な殺意を前に、外海は青ざめる。〝毒功弾〟の毒が全身にまわってしまったのか、殺されるとわかっていてなお外海は身じろぎ一つできそうになかった。

「ッ!?」

　突とつ然ぜん、屋久原は小太刀を持たない左手を振ふるい、柳楽に〝毒功弾〟を撃ち込む。

「く……そ……ッ」

　いよいよ毒がまわったのか、スキルを使おうとしていた柳楽は悔くやしげに吐き捨てながら気絶した。

「大方、自じ爆ばく覚かく悟ごの〝スターダストレイ〟を使おうとしたのだろうが……悪いな。具現化型スキルはブライトアイが灯りっぱなしになるおかげで、他のスキルの発動を隠かくすことができる。この状じよう況きようでの不意打ちは、初めからお前に分ぶはなかったのさ」




「そうでもねえよッ！」




　言葉を発すると同時に立ち上がった優人は、拳こぶしを握にぎり締め、こちらに振り返ろうとしていた屋久原の顔面を全力でぶん殴なぐる。

　吹き飛び、床を転がり、仰臥する屋久原を、優人は憤然と睨にらみつけた。

「優人……どうやって……」

　今にも落ちそうな瞼まぶたを必死に押し開きながら、外海が訊たずねてくる。

「〝マーシィハンド〟だよ」

　そう言いながら、優人は優やさしい光に包まれた掌を自身の体に当てる。スキルのマニュアルには解げ毒どくの効果があるとは書かれていなかったので駄だ目めで元々だったが、優人は少しでも体が動くうちに〝マーシィハンド〟を使って毒の治ち癒ゆを試み、見事成功させたのだ。

　柳楽はさておき、とうとう気絶してしまった外海や、もうとっくの昔に気絶してしまっているハートを治癒してやりたいところだったが、優人は本調子とは程ほど遠い体調を少しでも回復させるために、自分の解毒を優先する。なぜなら、

「なるほど。してやられたよ」

　仰あお向むけになって床に倒れていた屋久原が、ゆっくりと起き上がる。

　殴られてなお手放すことがなかった〝牙毒刃〟が消えていない時点で、屋久原を倒せていないことに優人は気づいていた。

「まさか〝マーシィハンド〟に解毒効果があったとはな。毒系のスキルは必然的にイリーガルスキル扱あつかいになるせいで、どうしてもデバッグが甘くなるのが悩なやましいところだな。だが……」

　悠ゆう然ぜんと優人を見やり、勝ち誇ほこるように微笑を浮うかべる。

「もともと解毒のためにつくられたスキルではないせいか、効果は今一つのようだな」

　そのとおりだよクソッタレ──と、優人は心の中で悪態をつく。

　屋久原の言うとおり〝マーシィハンド〟の解毒能力は低く、屋久原を殴れるほどにまで体を動かすことができたのは、優人の気力によるところが大きかった。

「煙けぶれ──〝伏魔毒煙〟」

　かつてない濃のう度どの赤い霧きりが屋久原の足元から立ちのぼり、じわりじわりと拡ひろがっていく。

　気を失った者がこれ以上毒を吸ったらどうなるかなど想像もしたくなかった優人は、すぐさま外海たちのもとに駆け寄り、皆みなを護るためにブーストコード付きで〝イージス〟を展開した。

「無駄だ。〝イージス〟には持続時間が最長で一分という制約がある。逆に俺の〝伏魔毒煙〟は霧が晴れない限り持続するようにできている。あがいたところで、ジリ貧ひんになるのがオチだぞ」




「なら、そうなる前にわたしがあなたを倒たおすわ。屋久原先生」




　聞き慣れた、けれど初めて聞くほどに凜りんとした声が背後から聞こえ、優人は思わず振り返る。優人のはるか後方には、

「まさか、もう戻もどってくるとはな……夜よ々よ木ぎ先生」

　廊ろう下かの中央で仁に王おう立ちする、結々の姿があった。







　結々が女子寮りようの賊ぞくを退治したあとにかかってきた電話は、同僚の教師からの無言電話だった。職員室で不測の事態が起きたと直感した結々は、しばしの間電話に耳を傾かたむけていると、不明めい瞭りようながらも外海と屋久原の会話が聞こえてきて、屋久原がこの騒そう動どうの主犯格であることを知り、大急ぎで校舎に戻った次し第だいだった。

　かろうじて聞き取れた電話口の会話と、優人の傍そばで気を失っている外海を見て、彼女が屋久原に利用されていたことを、利用されながらも状況を打破するために必死になってあがき、ロックをかけていない教師の携けい帯たい電話──おそらく自分のスマホは没ぼつ収しゆうされていたのだろう──を使って、屋久原が主犯格であることを自分に報しらせてくれたことを確信する。同時に、外海が孤こ独どくな戦いに身を投じ、苦しんでいたことに気づくことができなかった己おのが不明を恥はじた。

　視線を外海から、立っていることさえつらそうにしながらも〝イージス〟を展開し続ける優人に、外海と同じように気を失っている柳楽とハートに巡めぐらせる。

　教え子たちが傷つく姿を見るのは、正直この身を引き裂さかれた方がマシだと思えるほどに痛い。教え子たちが味わった痛みを、全すべて肩かた代がわりできたらいいのにと思えるほどに。

「もう誰だれも傷つけさせないわ」

　スイッチを切り替かえるように、絶対零れい度どよりも冷たい声音で屋久原に宣言する。視線もまた、目を合わせただけで凍いてつきそうなほどに冷え切っていた。

　結々の迫はく力りよくに気け圧おされたのか、屋久原は生なま唾つばを飲み込み、

「やはり、君は油断ならない相手のようだな。だが──」

　赤いブライトアイを灯ともし、廊下に立ち込めていた〝伏魔毒煙〟の濃度をあげる。

「どれほど強かろうが、スキルはおろか武器すら持たない君に、俺の〝伏魔毒煙〟を破ることはできない。それとも息を止めたまま戦ってみるか？　君ならば毒を吸い込む前に、俺を倒すことができるかもしれんぞ？」

　挑ちよう発はつまじりの言葉どおり、毒の霧に護まもられた屋久原を徒手で打だ倒とうするのは、結々であっても至難だと言わざるをえなかった。

　だから結々は、覚悟を決めた。

「そんな無茶をする必要はないわ。武器ならちゃんと持ってるもの」

　眉まゆ根ねを寄せる屋久原に見せつけるように、懐ふところから武器を取り出す。

　結々が取り出したのは、刃と鍔つばが付いていない、刀の柄つかだった。

　じわりじわりと迫せまり来る〝伏魔毒煙〟を見み据すえながら刃のない柄を脇わきに構える。そして、




「咲さき誇れ──〝徒あだ桜ざくら〟」




　凜然たる言ことの葉が紡つむがれた刹せつ那な、柄先から桜色の光こう刃じんが具象。

　その光刃をもって、結々は眼前まで迫っていた〝伏魔毒煙〟を切り裂き、
















　廊下に立ち込めていた赤い濃のう霧む全てを、幾いく万に及およぶ桜色の粒りゆう子しに変じさせた。




　桜吹雪ふぶきのように舞まい散る粒子を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた屋久原だったが、すぐに我に返り、ブライトアイによって桜色に輝く結々の双眸を睨みつける。

「いったい……いったい何をした!?」

「斬り散らしたのよ。あなたの〝伏魔毒煙スキル〟を」

　屋久原は歯は嚙がみしながらも、無言で〝毒功弾〟を撃ち放つ。外海と柳楽が反応すらできなかった弾速を容易たやすく見切った結々は、あっさりと赤い弾丸を斬り散らし、再び桜色の粒子を宙に舞い散らせた。

「無む駄だよ。〝徒桜〟はスキルによって生じた全ての事象を斬り散らす。たとえそれが、セブンススキルであったとしてもね」

　転瞬しゆん、結々は床ゆかを蹴けり、〝万夫不当〟使用者に迫るほどの疾はやさで屋久原に肉にく薄はくする。さすがと言うべきか、結々の疾さにしっかりと反応していた屋久原が、その手に持った〝牙毒刃〟で斬りかかってくるも、

「無駄だと言ったわ」

〝徒桜〟の一振りで、一瞬も迫せり合うことなく〝牙毒刃〟をも斬り散らす。そして、

「く……ッ」

　いつでも刺し突とつを放てるよう両りよう腕うでを浅く引き絞しぼりながら、光刃の切っ先を屋久原の喉のど元もとに突つきつけた。

「……やれるのか？」

　かすれた声こわ音ねで、屋久原は訊ねる。

「〝徒桜〟が、スキルだけしか斬れないと思ってるなら大間違いよ」

「そうじゃない。君に、同どう僚りようである俺を殺れるのかと訊きいている」

「……やれるわよ。《雌し龍りゆう》に与くみする者が相手ならね」

　結々の言葉に屋久原は一瞬目を見開くも、やがて、得心したように笑い始める。

「くっくっくっ……まさか、本当にそうだったとはな。〝ジンギ〟を思わせる武具ツールに、セブンススキルをも斬り散らすという、そのスキル。そして、《雌龍》のことをよく知ったその口振り……大方、インタに細工をして無能者を演じ、我々を欺あざむいていたといったところか。なあ、零ぜろ姫ひめ？」

　屋久原の言葉には正解と誤りの両方があった。だからというわけではないが結々はあえて答えようとはせず、返答代わりに柄つか頭がしらの一いち撃げきを側頭部に叩たたき込んで屋久原を昏こん倒とうさせた。

　一つ息をつくと、すぐさま教え子たちのもとへ向かい、一人意識のある優人に「動かないで」と忠告してから彼らの素す肌はだを薄うす皮かわ一枚だけ切り裂き、体内を巡る毒素を斬り散らす。

　零姫を知る優人はともかくそれ以外の子に〝徒桜スキル〟を使っているところを見られたら追つい及きゆうは避さけられないので、血払はらいをするように光刃を振ふるって、外海たちが目を覚ます前に〝徒桜〟を解除する。直後、強きよう烈れつな虚きよ脱だつ感に襲おそわれ、一瞬だけ体をふらつかせてしまう。

（解除した途と端たんに、これ……か）

　これだけは優人にも悟さとられるわけにはいかなかった結々は「急いで来たからちょっと疲つかれちゃったみたい」と言って、笑ってごまかした。

　自分の顔色が、加速度的に青くなっていることにも気づかずに……。







　結々が毒素を斬り散らしてくれたおかげで、ほどなくして優人は体の調子を取り戻し、外海、柳楽、ハートの三人もすぐに意識を取り戻した。けれど、そんな四人とは対照的に結々の顔色は目に見えて青く、尋じん常じようではないほどに疲ひ弊へいしている様子だった。

　気絶している屋久原にウィルスプログラムを注入し、ロープで縛しばって完全に無力化させたあと、結々は、つらそうなため息を吐はき出しながら廊下に腰こしを下ろす。それを見て、心配そうに「結々センセー、大だい丈じよう夫ぶでゴザるか？」と訊たずねるハートに、結々は「大丈夫よ。ちょっと疲れただけだから」と言って、柔にゆう和わに笑んだ。

　本当に疲れのせいか？──と、優人は疑問に思う。気絶していたハートたちとは違ちがい、優人は、結々が〝徒桜〟を使っていたところを、〝徒桜〟を使ってから結々が一気に疲弊し始めたところを見ている。正直、それが原因に思えてならなかった。

　ＳＰがないという話に噓うそ偽いつわりがないのなら、いったい何を糧かてにしてスキルを行使していたのか……結々の疲弊ぶりに答えが隠かくされているのではないかと優人は睨にらむ。

（にしても……くそ！　何またセンセに護られてんだよ、おれは！　せめてセンセの手助けくらいはと思ってたのに……明らかにセンセに無茶させちまって……）

　そんな優人の後こう悔かいを蹴け散ちらすようなタイミングで、結々に頼たのまれて職員室にいる教師たちの安否を確かく認にんしに行っていた柳楽が戻ってくる。

「空内くんが言ったとおり、連れ去られた教頭先生以外の先生方は気を失っているだけで命に別状はありませんでした。ただ、ぼくたちが使われたものよりも強力な毒のスキルを使われたのか、まだしばらくは目を覚ましそうにない様子でしたが」

　やはりと言うべきか、結々は〝徒桜〟で毒素を斬り散らしたことを柳楽たちに話すつもりはないらしく、強力な毒のせいで教師たちが目を覚まさないという柳楽の勘かん違ちがいを正すことなく、「そう、ありがとね」と短く礼を言い、外海に視線を移した。

「空内さん、教頭先生がどこに連れていかれたのかは知ってる？」

「たぶん、屋久原の仲間のところに連れてかれたんだと思う。寮とか山ん中にいるような奴やつじゃなくて、ケータイで何度も連れん絡らくを取り合うような、ちゃんとした仲間っぽい奴のところに」

　その人物と会ったことは？──という問いに、外海は首を横に振り、

「昨日のうちにスマホを没収される程度には信用されてねーから、会わせてもらったことは一度もねーんだ」

「そう、わかったわ」

　と、言いながら立ち上がる結々を、外海は縋すがるような視線で見つめる。

「センセ……あたし……その……この騒動が終わったら…………」

　自分でもなにが言いたいのかわかっていないのか、上手うまく言葉を紡ぐことができない様子だった。

　迷える子羊よりも弱々しい表情で涙なみだを滲にじませる外海を、結々は優やさしく抱だき締しめる。

「大丈夫よ。先生はなにがあっても空内さんの味方だから。たとえ、この世の全てが敵に回ったとしても、空内さんが嫌いやだって言っても、先生はずっと空内さんの味方であり続けるから。だから、なにも心配しなくていいわ」

「……うん……」

　涙を堪こらえながらも首しゆ肯こうする外海の頭を一撫なですると、結々は外海から離はなれ、踵きびすを返──

「あ……」

　足がもつれてバランスを崩くずす結々を見た瞬しゆん間かん、優人はすばやく彼女の体を支えた。……柳楽と一いつ緒しよに。「ほんと、お前のデレ悪行は目に余るな」「なんの話だ!?」と、火花を散らせる優人と柳楽に、結々は困ったような表情を浮うかべながら「大丈夫よ。ちゃんと一人で歩けるから」と遠えん慮りよがちに言う。他ならぬ結々にそう言われては二人とも引き下がるほかなく、依い然ぜんとして火花を散らせながらも、揃そろって結々から離れた。

　結々は今度こそ踵を返し、歩き出す。

「で、どこに行くんすか？」

　と言いながら、当たり前のようについてくる優人たちを見て、結々は「さすがに、ついてくるなと言う方が無理な話よね」と諦あきらめたように独りごち、ただ一言「中庭よ」とだけ答え、おぼつかない足取りで目的地を目指した。そして、

　中庭にたどり着いた瞬間、優人たちはおろか、結々までもが瞠どう目もくしてしまう。

　中庭のシンボルとなっている噴ふん水すい池の水が、全て抜ぬかれていたのだ。

　おまけに噴水池の底には地下へと続く階段が見えているものだから、優人たちの驚きよう愕がくと好こう奇き心は、とどまるところを知らなかった。

　当然の如ごとく機能が停止している、噴水池の中央に鎮ちん座ざする階層型噴水装置を結々が睨んでいることに気づき、優人は眉まゆをひそめる。優人は与あずかり知らぬことだが、噴水池の底にある階段の入口は、階層型噴水装置の内側に隠されたブライトアイ認証センサーで開閉できる仕組みになっていた。

「この下に用があるんですね？」

　そう言いながらも、さっさと階段に足を踏ふみ入れる柳楽に、結々は思わず「あっ」と声を漏もらす。だが、疲弊しきっている自分では柳楽を止めることはできないと思ったのか、ますます諦めたような顔をしながら首肯を返した。

　噴水池の水で濡ぬれていたため足を滑すべらせないよう気をつけながら、五人は階段を下りていく。しばらく階段を下り続け、終着点となる両開きの扉とびらを抜けると、調圧水すい槽そうを思わせる広大な空間が優人たちを出で迎むかえた。

「ほえ～……」

　学園の校舎がすっぽりと収まりそうなほどに高い天てん井じようを見上げながら、ハートは気の抜けた声を漏らす。壁かべも、天井も、無数に屹きつ立りつする分厚い柱さえも石で造られているせいか、ＲロールＰプレイングＧゲームなどでよく見かける、神しん殿でんタイプのダンジョンに迷い込んだような錯さつ覚かくに陥おちいりそうになる。ちょっとしたスタジアムに匹ひつ敵てきする広さと、天井に埋うめ込まれた仄ほの暗ぐらい照明が神殿っぽさを演出するのに一役買っていた。

　自分たちの学び舎やの真下に、これほど広大な空間が存在しているなど夢にも思っていなかった優人たちは、ただただ圧あつ倒とうされるばかりだった。そんな彼らを尻しり目めに、結々はふらつきながらも、されど迷いを感じさせない足取りで歩き出す。やがて、地下空間の中心付近にたどり着くと、結々は足を止め、後ろに続く優人たちにも止まるよう促うながす。

「そこに隠れているのはわかってるわ。出てきなさい」

　そう言って結々は、石柱の一本を睨みつける。ほどなくして柱の陰かげから出てきたのは、




　角宿学園の教頭──景かげ山やまだった。




「ちっ、まさか屋久原がやられるとはな」

　舌打ちを漏らし、口くち汚ぎたなく吐き捨てる。誰だれが相手であっても敬語で話していた景山とは思えない、別人のような口振りだった。

「まさかと言えば、地下空間のブライトアイ認証には参ったぜ。まさか最後の扉を開くのに、石柱のあちこちに仕込まれたセンサー全すべてを認証しなきゃならねえとは思わなかったわ。ったく、あのじいさんも面めん倒どうなシステムをつくってくれたもんだ」

　学園長を「あのじいさん」呼ばわりしながら、景山は肩かたをすくめる。

　ブライトアイは、たとえ同じ色であったとしても、個々人によって輝き度どや色合いに微び妙みような差が生じる。そのブライトアイを認証に使ったドアロックシステムが、ブライトアイ認証だった。景山の口振りから察するに、地下空間を支える無数の石柱には幾つものブライトアイ認証センサーが隠されており、それら全ての認証を完かん了りようしないと「最後の扉」が開かない仕組みになっているようだ。

「柱の陰にもう一人隠れてるわね。出てきなさい」

　景山の変へん貌ぼうぶりに困こん惑わくしている優人たちとは対照的に、結々は微み塵じんの動どう揺ようも感じさせない鋭するどい声音で言う。

「もう一人？　ああ、これのことか」

　そう言って、景山は屈かがんで柱の陰に手を伸のばし、むんずと摑つかんでこれを引きずり出す。

　柱の陰から出てきたのは、うつ伏ぶせになってグッタリと倒たおれている神かむ座くらだった。

　まさかこんなところで舎弟と出くわすとは思わなかったのか、柳楽は「神座!?」と素すっ頓とん狂きような声をあげる。その声に応じるように、景山は右の掌を神座に向けると、

「潰つぶれろ──〝真しん空くう波は〟」

　双そう眸ぼうに銀色のブライトアイを灯ともしながら右の掌から空気の塊かたまりを射出し、神座から一メートルほど離れた床ゆかに、パワーショベルで掘くつ削さくしたような穴を空けた。

「動くなよ？　ま、お友達の頭がミンチになるところを見たいってんなら話は別だがな」

　優人が「てめえ……！」と睨み、柳楽が歯は嚙がみする。

　外海とハートは、まだ上手く状じよう況きようを飲み込めていない様子だった。

「さて、お前たちには回れ右をして、来た道を戻もどってもら──」




「猿さる芝しば居いはよしてちょうだい。神座くん」




　凜りんとした声こわ音ねで、されど表情には悲痛と苦痛を滲ませながら、結々は倒れ伏ふす神座を睨みつける。神座はグッタリとしたままで、ピクリとも反応することはなかった。

　結々はこれみよがしにため息をつくと、

「先さき程ほどきみが教頭先生に〝真空波〟を撃たせた時、教頭先生の延えん髄ずいにオーラの針が刺ささっているのが見えたわ。実技の授業で何度も見た、きみのブライトアイと同じ黒色のね。さらに言うと、地下空間のブライトアイ認証については、学園長だけではなく教頭先生も知っていることなの。まかり間違っても『まさか』なんて思うはずがないわ。最後に──」

　不意に、神座を睨んでいた結々の視線が凍いてつく。

　屋久原に向けていたものと同じ、絶対零れい度どよりも冷たい視線だった。

「わたしたちを騙だますことがそんなに楽しい？　笑いを堪えているのがバレバレよ」

　全く予想だにしなかった展開に、優人も、柳楽も、外海も、ハートも、ただただ絶句していた。そんな優人たちを嘲あざ笑わらうように──否いな、真実嘲笑いながら、神座はゆっくりと体を起こす。双眸を漆しつ黒こくのブライトアイに輝かがやかせながら。

「いやいやマジ参ったわ。さすがだわ結々ちゃん先生。その様子じゃ、景山のおっさんの姿を見せびらかした時にはもう、おっさんが操あやつられていることに気づいてったっしょ？」

　いつもの下手へたくそな敬語ではなく、先程までの景山と同じ口調で神座は訊ねる。

「気づいてたわ。……気づきたくなんてなかったけど……っ」

　心の奥底から悔くいるように言う結々を見て、神座の口の端はしが嗜し虐ぎやく的に吊つり上がる。

「いや～、ほんとさすがだわ。この学園に潜せん伏ぷくしてる間よ～、本当の本当にクッソ退たい屈くつな授業ばっかりでマ～ジうんざりしてたんだわ。屋久原の旦だん那なはともかく、他の教師のレベルが低いこと低いこと。けどさ、結々ちゃん先生は違うぜ？　まさか、こんなクソみたいな学園でリスペクトできる大人に出会えるなんて思ってもみなかったわ」

　ぶん殴なぐってやりたくなるほどに鬱うつ陶とうしい喋しやべり方をする神座を、優人はただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。景山の登場が想像の埒らち外がいの展開ならば、神座が黒幕の一人だったという事実は、想像の埒そのものをぶち壊こわすような展開だった。まるで理解が追いつかなかった。

「こないだなんてさ……と、その前に。お～い、おっさん。ちょっと後ろ向けよ」

　神座が命令すると、景山は無む駄だにコミカルな挙動でクルリと回転し、優人たちにうなじを見せつける。注視してみると、確かに結々の言うとおり、延髄にあたる部分に漆黒のオーラの針が突つき刺さっているのが確認できた。

「〝グランギニョル〟言つってな、オーラでできた針を延髄に刺すことで、その人間を操ることができる、ま、ぶっちゃけイリーガルスキルだな。〝グランギニョル〟の針は最大で一本しか出せないわ、よしんばぶっ刺せても十時間で針が消える制約になってるわ、操ってる最中は受信アンテナよろしく針をニョキニョキ伸ばさねえといけないわで、俺的にはちょ～っと使いにくいんだよね～。でもでもよ～〝グランギニョル〟で操ってる間に暗示をかけておけば、緩ゆるい内容だったら針が消えた後でも残ってくれるおかげでさ、俺ってば警備員の皆みな々みな様さまとマブダチになれたんよ。〝ジンギ〟が中庭に隠かくされているってことを教えてもらえるくらいに……って、これに関しちゃ針が残ってる時に聞いたことだったわ」

　心底楽しそうに「たはー」と笑う。

「……これ以上、無駄話に付き合うつもりはないわ。降こう伏ふくするというならスキルとその身を拘こう束そくするだけで済ませてあげるけど、抵てい抗こうするというなら……」

　結々は一瞬瞑めい目もくし、自分に言い聞かせるように言葉をつぐ。

「たとえ教え子でも、容よう赦しやはしないわ」

「ちょッ!?　タンマタンマッ!!　降伏するから話は最後まで聞いてちょッ!?　ほら！　結々ちゃん先生も知ってるだろ？　どっかの馬ば鹿かが学園に侵しん入にゆうしたせいで、〝ジンギ〟を護まもるための警備員が増員されちまったこと。だから俺さ、そいつらともマブダチになろうと思ったんだけどさ、その中になかなかの手て練だれが混じっていたせいで俺としたことが〝グランギニョル〟を延髄にぶっ刺すのミスっちまったのよ。その時よ！　その時に結々ちゃん先生の授業で習ったことが役に立ったのよ！」

　まるで手品のように、神座は懐ふところから折りたたみ式ナイフを取り出し、刃を開く。優人をしてかろうじてしか視し認にんできない、鮮あざやかすぎるナイフ捌さばきだった。一方結々は、ただでさえ青くなっていた顔をさらに青くさせながら「まさか……」と呟つぶやく。

　結々の反応を見て、神座は心底愉ゆ快かいそうに笑いながら、心底不愉快な言葉を口走った。

「そのまさかよ！　何日か前に中庭でくたばった警備員のおっさんがいただろ？　手練れってのはそのおっさんのことでさ、さすがの俺もバレずに瞬殺する方法に困っちゃったわけよ。その時さ、結々ちゃん先生が教えてくれた物理的凶きよう器きによる不意打ちってやつがピカーンと閃ひらめいて、なんでかよくわからないけど懐に入っていたこのナイフでブス～って刺したら、おっさんがポックリ逝いっちゃったってわけよ。いやもうマジ最高。結々ちゃん先生のおかげで警備員のおっさん楽々殺せたっスわ～。ってことは、あれ？　これってまさか、結々ちゃん先生のせいで警備員のおっさん死んだことになるんじゃね？」

　自分の教えのせいで人が死んだ──たとえ詭き弁べんであっても、その言葉から受けた結々のショックは計り知れないほどに大きく、優人の目から見ても度し難がたいほどの隙すきを晒さらしているのがわかるほどに、彼女は呆然と立ち尽つくしていた。

　結々の反応が期待通りだったのか、神座は心底楽しげにゲラゲラ笑う。結々の心を抉えぐる言葉をむざむざ言わせてしまったことに、優人は、理解が追いつかないからといって思考を停止していた己おのが愚おろかさを悔やんだ。が、悔やむのは後だとすぐに自分に言い聞かせ、

「我、無む双そうなり──」

〝万ばん夫ぷ不ふ当とう〟のブーストコードを唱えた瞬しゆん間かん、神座のブライトアイが不気味に輝く。

「〝万夫不と──ッ!?」

　突とつ然ぜん、横合いから飛んできた炎ほのおの砲ほう弾だんが優人を吹ふき飛ばす。優人が床を転がりながらも立ち上がろうとする最さ中なか、ハートが神座のいる方角に向かって吹っ飛び、倒れ伏す姿を見て、いよいよ瞠どう目もくする。いったいどこから攻こう撃げきされたのかと狼狽うろたえていると、

「仰あおぎ見よ、星々の瞬またたきを──」

　棒読み気味の口調で、されど紛まごうことなく柳楽の声で〝スターダストレイ〟のブーストコードが唱えられる。この瞬間、先程自分を襲おそった炎の砲弾が、柳楽の放った〝フレイムキャノン〟であることを、優人は確信する。

　優人が〝スターダストレイ〟に備えて身構えていると、ほんの少し前まで呆然と立ち尽くしていたはずの結々が、足取りもおぼつかないほどに疲ひ弊へいしていたはずの結々が、疾しつ風ぷうさながらの疾はやさで駆かけ抜ぬけ、気絶しているハートの上に覆おおい被かぶさる。そして、

「──〝スターダストレイ〟」

　無慈じ悲ひに放たれた光こう弾だんの雨が、容赦なく結々の背中を打ち据すえた。

　ほどなくして光弾の雨がやむと、床ともども蹂じゆう躙りんされた結々が、ハートに覆い被さったままボロ雑ぞう巾きんのように倒れ伏していた。

「いや～わりぃわりぃ。俺としたことが、うっかりしてたわ。一度に出せる〝グランギニョル〟の針の数は、一本じゃなくて三本だったわ。あ、降伏するって言ったの噓うそだから。いや～マ～ジごめんね～」

　神座は毛ほども反省していない物言いでほざきながら、残りの二本はこいつらに刺しましたよと言わんばかりに、柳楽と外海に視線を送る。

　操る人数が増えると操作精度が落ちるのか、妙みように生き生きとしている景山とは違い、柳楽と外海の表情はロボットを思わせるほどに情感に欠けていた。

　優人は〝フレイムキャノン〟で受けた傷を〝マーシィハンド〟で癒いやしながら、体の調子を確かめる。体中に力が漲みなぎっていることから察するに、ブーストコード付きで〝万夫不当〟を発動させることには、どうやら成功していたようだ。視線を柳楽に、続けて外海に巡めぐらせる。無言で〝神しん脚きやく〟を発動したのか、外海の両りよう脚あしは山やま吹ぶき色のオーラに包まれていた。

（くそ！　ハートは操られた外海にやられたってことかよ！　さらに、神座の野や郎ろうはあえてハートに追い打ちをかけることで、結々センセがかばうよう仕向けて……）

　視線を外海から、ボロボロになって倒れ伏す結々に移した瞬間、優人はこの身が引き裂さかれんばかりの痛みを覚え、呻うめきそうになる。できることなら、結々が受けたダメージをそっくりそのまま肩かた代がわりしてやりたいと本気で思う。

「……いつだ、いつ二人に針を刺した？」

「待ってよ待ってよ、そんなコワい顔で睨にらまないでよ。ちゃんと教えてあげるからさ～。空そら内うっちゃんに関しては、ほら、協力してもらってたからいくらでも針を刺す機会はあったわけよ。柳楽に──じゃなくて柳楽さん（笑）に関しては、〝グランギニョル〟で操るには丁度いいスキルをいくつも持ってたから、いつでも操れるよう唾つばつけておいたんよね。そんでもって、今朝俺のところに来て背中を見せるよう暗示をかけておいて、後は楽々プスリってわけよ。ま、その後で模も擬ぎ戦の立会人やれとか言って、あんたと一いつ緒しよに追いかけ回しやがったことには、かなりイラッとさせられ──」

　文字どおり、一瞬の出来事だった。ハートに覆い被さって倒れていたはずの結々が、いつの間にか神座に肉にく薄はくしていた。コマ落ちした動画を見せられたような気分だった。

　反応できなかったのは神座も同じで、一瞬にして至近までの接近を許したことに瞠目している隙に、ナイフを持っていた手を下から掌しよう底ていで突き上げられ、続けて足を払はらわれ、ナイフと仲良く宙を舞まい、背中から床に落ちる。結々は宙を舞うナイフを摑み取ると、仰ぎよう臥がする神座に跨またがり、喉のど元もとにその切っ先を突きつけた。

「いや～……結々ちゃん先生、めっちゃ顔青いっスよ。無理はしない方が──」

「最後通告よ。降伏しなさい」

　神座の言葉を遮さえぎり、絶対零度よりも冷たい声音で言い放つ。

　さすがの神座も絶体絶命だと思ったのか、額に冷ひや汗あせを滲にじませていた。が、

「…………降伏はしねえよ」

　どこか覚かく悟ごを決めたような声音で断言する。

「大将や先生はどう思ってるかは知らねえが、俺と屋久原の旦那は〝ジンギ〟を手に入れるために一年以上この学園に潜伏してたんだ。それが失敗に終わるってんなら、死んだ方がマシだ。だから殺せよ……さっさと殺せよッ!!」

　追い詰つめられているのは確実に神座のはずなのに、結々の方が余よ程ほど追い詰められた表情をしていた。

（まさか……！）

　結々の心中を察した優人は、焦しよう燥そうに背中を押されるように床ゆかを蹴ける。

　結々は、たとえ模擬戦でも生徒に手をあげるようなことはしたくないと言っていた。ここに来る前、外海に向かってこの世の全すべてを敵に回しても味方であり続けると言っていた。それらの言葉は生徒に対する深い愛情から出てきたものであることは想像に難くなかった。

　たとえ不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であったとしても、騙されていたとわかっていたとしても、一度でもその愛情を注いだ生徒神座を殺すことなど、結々にできるわけがなかったのだ。

　結々に生徒は殺せない──優人同様その事実に気づいた神座が、勝ち誇ほこるように口の端はしを吊つり上げる。刹せつ那な、神座に操られていた景山が〝真空波〟を放ち、主人を組み敷しいていた結々を吹き飛ばした。

　もっと早くに気づいていれば──そんな後こう悔かいを嚙かみ殺しながらも優人は今一度床を蹴り、吹き飛ぶ結々に手を伸のばすが、届かず、さらなる後悔が優人の心を嚙み殺す。

　結々は吹き飛ばされた先に柳楽と外海がいることに気づいた瞬間、懐に手を伸ばし、

「咲さき誇れ──〝徒あだ桜ざくら〟……ッ」

　刀の柄つかを取り出し、桜色の光こう刃じんを具象。その身を旋せん転てんさせることで柳楽たちとの衝しよう突とつを避け、同時に〝徒桜〟を振ふるって二人の手の甲こうを薄うす皮かわ一枚だけ切り裂く。

　直後、柳楽と外海のうなじのあたりで桜色の粒りゆう子しが舞い散った。

　柳楽と外海の体を斬り裂くことで、二人の体内に巡っていた〝グランギニョル〟のオーラもろとも、延えん髄ずいに刺ささっていた針を斬り散らしたのだ。

「……っ」

　二人を解放することに集中しすぎたのか、頭から石柱に激げき突とつした結々は床に落ち、倒たおれたまま動かなくなる。床に伏ふしてなお握にぎられた柄には、光刃の残ざん滓しすらなかった。

　結々が命がけで解放した柳楽と外海は、糸が切れた操り人形マリオネツトのように倒れ伏す。気絶しているのか、二人とも起き上がろうとする気配すら感じられなかった。

「いや～今のはマジでやばかった。屋久原の旦だん那ながやられたのも納なつ得とくだわ。あ～……ハッタリが通ってマジ助かったわ～」

　気の済むまで安あん堵どしたあと、意外そうな顔をしながら、一人立ち尽くす優人を見つめる。

「アレ？　まだいたんだ。もうとっくに尻尾しつぽ巻いて逃にげたとばかり思ってたわ」

　正直な話、神座の言うとおり、さっさと尻尾を巻いて逃げていた方が賢けん明めいだったことはわかっている。それほどまでに、状じよう況きようは絶望的だと言わざるをえなかった。けれど、

（みんなを……結々センセを傷つけられて……黙だまって引き下がれるかよッ!!）

　優人の心の奥底にはマグマのような怒いかりが煮にえたぎっていた。が、今は怒りを爆ばく発はつさせる時ではないと、勝つためにはマグマの熱を浴びてなお思考をやめない冷静さが必要だと自分に言い聞かせ、煮えたぎる熱を隠すように神座に向かって不敵に笑えんだ。

「おれがそういう人間じゃないってこと、知ってて言ってんだろ？」

「もちろん。柳楽さん（笑）欲ほしさに──って、やっべ～ちょっと腐くさった発言しそうになったわ。それはともかく、柳楽さん（笑）の腰こし巾ぎん着ちやくをしてた時、お前如ごときにも下に見られてたのは、正直だいぶイラッとさせられてたのよね～。だから──」

　顎あごを使い、優人に攻撃するよう景山に指示しながら、

「屈くつ辱じよくにまみれながら死ねよ。その他大勢モブ野郎」

　転瞬、景山の掌てのひらから〝真空波〟が放たれる。

　優人は恐おそれることなく足を前に踏ふみ出し、床を駆けながら〝真空波〟をかわした。

「あっさりかわされてんじゃねえか!?　あっち！　あっちのスキル使えよ！」

　戦せん闘とうに巻き込まれないよう後ろに下がりながら、神座はぞんざいな命令を飛ばす。

　命令に従った景山は、右手をピストルの形にすると、

「撃うち抜け──〝ソウルブレット〟」

　人差し指の先からオーラの弾だん丸がんを発射した。

〝ソウルブレット〟は、優人の心臓目がけて真まっ直すぐに空を切り裂くも、

「当たるかよ！」

　予備動作がわかりやすかったおかげもあって〝真空波〟同様距きよ離りを詰めながらの回かい避ひに成功する。そのまま神座に向か──わずに、直角に進路を変へん更こうして、神座の「はぁっ!?」という声を聞き流しながら景山に肉薄。神座の虚きよを突ついた隙に、景山の延髄に刺さっていた〝グランギニョル〟の針を手しゆ刀とうでへし折った。

〝徒桜〟とは違ちがい物理的に針を破は壊かいしたせいか、景山は激しく痙けい攣れんしながら床に倒れる。

「あ～あ、殺してやんの」

　という言葉に、優人がギョッとしていると、

「噓だっつうの。ププッ、ひっかかってやんの」

　その隙に至近まで接近していた神座に頰ほおを殴なぐられ、たたらを踏みながらも踏み止とどまる。

「ほらほら、乙姫くんの得意なステゴロでちゅよ～」

　心底優人を馬ば鹿かにしながら神座は次々と拳けん打だを繰くり出し、優人はそれを次々と捌さばいていく。……いや、捌くだけで精いっぱいだった。

（こいつ……！）

「気づいた？　気づいた？　いくらステゴロに長たけていても、学生レベルじゃ《雌し龍りゆう》の戦闘員である俺には全然及およばないって気づいた？」

　ペラペラ喋しやべりながらも、息を切らすことなく優人にラッシュをかけていく。たまらず優人が飛びさがった瞬しゆん間かん、神座は悪あく魔まの嘲ちよう笑しようを思わせるほどに、邪じや悪あくに口の端を吊り上げた。

「おやおや～？　下がっていいのかな～？　俺は遠距離戦の方が得意なのに～」

　優人を挑ちよう発はつしながら神座も飛び下がり、遠距離戦が得意だと豪ごう語ごできる根こん拠きよを、ブーストコードとともに提示する。

「具現せよ、神秘の結けつ晶しよう──〝エレメントビット〟」

　神座の双そう眸ぼうが漆しつ黒こくに輝かがやき、同色のオーラが八つ、神座の周囲に具象する。具象したオーラが爆はぜると、透すき通るほどに磨みがき抜かれた水晶玉が姿を現した。

　神座は八つの水晶玉を周囲に浮ふ遊ゆうさせながら、勝ち誇った笑みを浮うかべる。

「柳楽さん（笑）の〝スターダストレイ（笑）〟よりも取得難度が高い、とっておきのライセンススキルだ。ま、俺はわざわざ許可証なんて取らずに、スキルショップに行って直接盗とってきたんだけどね～」

　ゲラゲラ笑ったあと、陶とう酔すいするように両りよう腕うでを横に拡げ、

「ボッコボコにしてこい。ビットども」

　八つある水晶玉ビツトのうち、七つが優人を遠巻きにしながら飛ひ翔しようする。

　残りの一つは床に向かって体当たりをし、

「ちぃ……！」

　優人は舌打ちを漏もらしながらも飛び下がり、床からせり上がってきた石柱を間かん一いつ髪ぱつのところでかわした。それを契けい機きに、遠巻きに周回していたビットが一いつ斉せいに攻こう撃げきをしかけてくる。火の玉が、水の砲ほう弾だんが、氷の槍やりが、風の刃やいばが、四方八方から襲おそいかかり、優人は体勢を崩くずしながらもどうにかかわしきってみせる。が、ビットはしっかりとその隙すきを見み逃のがさず、背後から電撃を優人にお見み舞まいした。

　電流とともに激痛が全身を駆かけ巡り、苦く悶もんを嚙み殺しながら膝ひざをつく優人に、再びビットが四方八方から多種多様の属性攻撃を仕し掛かけてくる。

「〝イージス〟ッ!!」

　喉のどが潰つぶれんばかりに叫さけびながら防ぼう御ぎよ結界を展開。属性攻撃の嵐あらしをすんでのところで防ぎきり、優人は安堵の吐と息いきをついた。

「あ～、そういえば乙姫くんにはそれがあったな。うわ～めんどくせ～。けど──」

　嗜虐的に口の端を吊り上げ、馬鹿にするように言葉をつぐ。

「ただめんどくさいだけで、俺が負ける要素は一ひとっつもないんだけどね～」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくに煽あおってくる神座を睨みながら、優人は悔くやしげに歯は嚙がみする。

　馬鹿にされまくっていることはもちろん悔しいが、それ以上に、みんなを傷つけた神座にいいようにやられていることが悔しくて堪たまらなかった。そしてなにより、護まもると決めた結々ひとに護られっぱなしであることが、その結々ひとを傷つけられてなお何もできない自分の弱さが悔しくて悔しくて堪らなかった。同率とはいえ模擬戦において学年トップの戦績を収め、結々に鍛きたえられ、少しずつ強くなっている手て応ごたえを感じていた優人の自信は、神座と屋久原によって完かん膚ぷなきまでに打ち砕くだかれていた。

（くそ……くそッ！　おれは、こんなにも弱かったってのかよッ…………いや、弱いからなんだってんだ……自分てめえの弱さを勝てない言い訳に使おうとしてんじゃねえよ……！　考えろ……どうすれば神座に勝てるのか考えろ……！）

　頭を切り換かえ、勝つための思考をフル回転させていたその時、勝利に繫つながる欠片ピースが優人の視界を照らす。




　優人の視界を照らしたのは、神座のはるか頭上に現出した光の天てん蓋がいだった。




　転瞬、天蓋から光こう弾だんの雨が降り注ぎ、神座は苦々しげに舌打ちしながらも、細かくステップを刻んで雨をかわしきってみせる。が、神座の傍そばで一つだけ浮遊していたビットはそうはいかず、光弾の雨に打たれて粉こな微み塵じんに砕け散った。その隙に、優人はブーストコード付きで〝イージス〟を張り直しつつ、光弾の雨を降らせた少年の名を叫ぶ。

「柳楽ッ！」

　柳楽は優人に応じることなく、ふらつきながらも立ち上がる。操あやつられていた反動で頭痛が起きているのか、頭を手で押さえながら顔をしかめていた。柳楽は床に伏す結々に、外海に、ハートに、景山に視線を巡めぐらせたあと、神座を睨にらみつける。

「神座……ぼくを操ったのか？」

「ピンポンパン正解でーす。柳楽さん（笑）の無む駄だに聡さといとこ、嫌きらいじゃないっスよ。ま、無理矢理〝グランギニョル〟を解除されてグースカ寝ねてたくせに、すぐに起きちゃう無駄に寝ね覚ざめの良いところは嫌いっスけどね」

「……聞くに堪たえないな。その無駄口、ぼくの〝スターダストレイ〟で黙らせてやる」

「あれ？　あれあれ～？　さっき見事にかわされちゃったのに、なに言ってんの？　ギャグ？　もしかして渾こん身しんのギャグ？　いや～この場面でギャグ飛ばせるとか、さすが柳楽さん（笑）は大物っスね～」

　神座に同意するのは癪しやくだが、優人も同じことを考えていた。結々の授業のおかげか、もともと〝スターダストレイ〟の安全地帯を知っていたのかはさておき、神座に〝スターダストレイ〟が当たらないのは先の攻こう防ぼうで充じゆう分ぶんに理解できたはず。そんな優人の危き惧ぐを、神座の嘲ちよう弄ろうを歯し牙がにもかけずに、柳楽は掌をゆっくりと前方に掲かかげる。そして、

「なっ!?」

　柳楽の掌から眩まばゆいばかりの光が放たれ、優人の視界を真っ白に塗ぬりつぶした。

　柳楽は、強きよう烈れつな光で相手の視界を奪うばう〝サンライト〟と呼ばれるスキルを使ったのだ。

「仰あおぎ見よ、星々の瞬またたきを──〝スターダストレイ〟！」

　続けてブーストコード付きで〝スターダストレイ〟を放つ叫び声が聞こえ、優人は思わず心の中で罵ば倒とうする。

（〝サンライト〟からの〝スターダストレイ〟って……結々センセと模も擬ぎ戦した時も目め潰つぶししてなかったか、あいつ!?　無駄にプライド高いくせに目潰し大好きすぎだろ!?）

　だが、あまり認めたくはないが、戦術的には間違いなく有効な手だ。

　これなら当たる──そう期待しながら、晴れてきた視界で神座の姿を捉とらえるも、

「くそっ、遠距離戦が得意ってのは、そういうことかよ……！」

　神座は周囲に四角錐すい型の防御結界を展開して、〝スターダストレイ〟を防ぎきっていた。

「〝ピラミッドビット〟でござい」

　ドヤ顔でスキル名を口にする、神座。

〝ピラミッドビット〟はビットの名を冠かんしていることからもわかるとおり、具現化した五つの水晶玉ビツトで四角錐を形成することで結界を展開する、防御型スキルだった。

「さらにさらに～、どっかの誰だれかさんとは違って～、引き籠こもることしかできない能なしじゃないとこも見せちゃうぞ～」

　神座は〝ピラミッドビット〟を維い持じしたまま、優人を取り囲んでいた七つの〝エレメントビット〟の内の四つを、柳楽に向かって飛翔させる。柳楽は〝フレイムキャノン〟で応戦するも、ビットは飛翔しながら炎ほのおの砲弾をスルリとかわし、柳楽を取り囲む。そして、お返しだと言わんばかりに前後左右から火の玉を発射した。

　時を同じくして三つのビットからの同時攻撃を防いでいた優人は、攻撃が止やんだ一瞬の隙をついて〝イージス〟を解除し、床ゆかを転がりながらもかろうじて火の玉をかわす柳楽のもとに駆けつける。そして、

「出いでよ不ふ壊えの障しよう壁へき──〝イージス〟！」

　自身と柳楽を結界で包み込み、コンマ一秒遅おくれて発射されたビットの追つい撃げきを防ぎきった。

　亀かめのように閉じこもる優人たちを馬鹿にするように、〝ピラミッドビット〟を解除した神座がこれみよがしに肩かたをすくめ、これみよがしにゲラゲラと笑う。

「心底腹立たしい話だが……強いな。神座とは思えないほどに」

　柳楽の言葉に優人は首しゆ肯こうし、

「まったくだ。これじゃどっちが舎弟かわかったもんじゃねえな、柳楽さん（笑）」

「……きみから先に倒たおしてやろうか？」

「後でなら、いくらでも付き合ってやるよ」

　優人の言い回しに何か感づいたのか、柳楽が単刀直入に訊たずねてくる。

「奴やつを倒す策でもあるのか？」

　優人は神座に視線を向けると、今まで散々馬鹿にしてくれた意い趣しゆ返がえしをするように、心底神座を馬鹿にした嘲笑を浮かべながら言い切った。

「あるぜ。神座が泣いて詫わびること請うけ合いの、とっておきの策がな」







〝イージス〟を張り直しつつ、神座に聞こえないよう小さな声で──念のため唇くちびるを読まれないよう手で口元を隠かくしながら──優人は柳楽に策を伝える。

「……そこまで自信があるなら〝ピラミッドビット〟を破れるという話は信じてやろう。だが、問題はその後だ。これでは仮に勝てたとしても、間ま違ちがいなくきみはタダでは済まない。最悪、死んでしまうかもしれないぞ」

「はッ、死ぬつもりなんざサラサラねえよ」

「だとしても、そこまでやる必要は──」

「ある。心底腹立たしい話だが、スキルで身体能力を強化しているわけでもねえのに、おれの土俵の徒手戦せん闘とうにおいても実力は神座の方が上だ。おまけに野や郎ろうにはビット系スキルまでありやがる。その両方を潰すにはもうこれしか方法はねえよ」

　優人の覚かく悟ごが伝わったのか、柳楽もまた覚悟を決めるように、

「わかった。その覚悟が噓うそじゃないことを、ぼくとの模擬戦のために用意していたというとっておきとやらを、見せてもらおうじゃないか」

「ああ。目ん玉引ん剝むいて見てやがれ」

　そう言って、優人は手のひらに拳こぶしを打ちつけた。

「あっ、無駄な話し合いは終わったんスか？」

　二人の様子を鼻くそをほじりながら眺ながめていた神座が、やる気なさそうに訊ねてくる。優人に馬ば鹿かにされた意趣返し──実質意趣返し返しだが──をしているのか、神座は余裕を見せつけるように、優人が柳楽に策を伝えるのを見逃していた。

「ああ、終わったぜ！」

「ぜ！」と言い終わるよりも早くに、優人は神座に向かって一直線に走り出す。ほぼ同時に、柳楽は〝アースウォール〟を連続発動して自身の周囲に岩がん壁ぺきを築き、身を護る。

「まさか、この特とつ攻こうが策だなんて言わないっスよね？」

　神座は飛び下がりながらも双そう眸ぼうをより黒く輝かがやかせ、残った七つの〝エレメントビット〟を左右に展開し、優人を挟はさみ込──

「〝スターダストレイ〟！」

　柳楽は優人の右側に集まっていたビット目がけて〝スターダストレイ〟を発動。光弾の雨で四つのビットを破は砕さいする。続けて、

「仰ぎ見よ、星々の瞬きを──〝スターダストレイ〟！」

「具現せよ、守護の結けつ晶しよう──〝ピラミッドビット〟」

　柳楽と神座は全く同時にブーストコードを唱え、全く同時にスキルを発動する。

　四角錐の結界が光弾の雨を弾はじく中、神座は柳楽を馬鹿にするような顔をしながら、

「バカの一つ覚えみたいにそうくると思ってたよ、バ～カ」

「そうくると思ってたのはこちらの方だ！　〝アースウォール〟！」

　刹せつ那な、柳楽は優人の足元に狙ねらいを定めて〝アースウォール〟を発動する。

　打ち合わせどおりのタイミングに優人はニヤリと笑いながら、せり上がる岩壁の勢いを利用して跳ちよう躍やく。はるか頭上から神座に襲おそいかかる。

「おいおいまさかまさか、落下の勢いを利用すれば俺の〝ピラミッドビット〟を破れるとか思ってんの？　マジもんのバカなの？」

「ほざいてろッ！」

　叫びながらも、冷静に、落ち着いて、頭の中で〝イージス〟と〝マーシィハンド〟が混ざり合う様をイメージする。ほどなくして、優人の両手が〝イージス〟の結界に覆おおわれ、その内側に〝マーシィハンド〟の優やさしい輝きが宿る。そして────…………







「なんだこれは？」

　角宿学園の男教師──山やま本もとは、山中を逃にげ回っている賊ぞくを捜そう索さくしている最中に目にとまったそれを見て、思わず眉まゆをひそめる。それは角宿学園の教師や生徒の間では知る人ぞ知るランドマークとなっている、小さな岩山……の、なれの果てだった。

　岩山には拳大の小さな穴が三つ空けられており、その内の一つは穴を中心にして拡ひろがる蜘蛛くもの巣す状の亀き裂れつを岩いわ肌はだに刻んでいた。まるでなにかを三度試ためし撃うちして、最後の一発でコツを摑つかんだような……そんな傷きず痕あとだった。

「さては……トレーニングモードなしでスキルの試し撃ちをした生徒やつがいるな」

　得心がいったところで山本は踵きびすを返し、賊の捜索を再開する。

　山本は知らない。岩山に残る生々しい傷痕が、ユニオンライズと呼ばれる、角宿学園の教師ですらほとんど知らない技術によって刻まれたことを。乙姫優人が、〝イージス〟と〝マーシィハンド〟を合体させたスキルで刻んだことを……。







　…………────優人は落下しながらも右の拳を大きく振ふりかぶり、

「イィィィィジスナックルゥゥウゥウウゥッ!!」

　四角錐型結界の頂点にある水晶玉ビツト目がけて、〝イージスナックル〟に覆われた拳を全力で振り下ろす。

　適合率の関係上、防ぼう御ぎよ型スキルの造ぞう詣けいが深かった優人は、〝ピラミッドビット〟が〝イージス〟に迫せまるほどの防御能力を有していることを知っていた。そして、防御結界を形成する五つのビットが結界で最も堅かたい箇か所しよであると同時に、一つでも破は壊かいされたら結界が消えてしまう剝き出しの弱点であることを知っていた。そして、

　自分の〝イージス〟がビットそんなものよりもはるかに堅いことを、優人は知っていた。

「堅さでッ!!　おれの〝イージス〟に勝てると思うなあああああああああッ!!」

〝イージスナックル〟がビットを捉えた瞬しゆん間かん、落下の衝しよう撃げき荷か重じゆうに耐たえきれなかった優人の右みぎ腕うでが不ふ吉きつな音を響ひびかせながら激痛を訴うつたえ、激痛を訴える暇ひますらなかったビットは砕くだけ散り、防御結界が消失。優人は神座の目の前に着地する。

　着地の衝撃が全身を駆かけ巡めぐり、再度右腕が激痛を訴えるも、〝イージスナックル〟の内側で輝く〝マーシィハンド〟の光がすぐに痛みを和やわらげ、癒いやしてくれた。

　腕を壊こわす覚悟さえあれば、最さい堅けん最硬の拳を文字どおり全力で振るうことができる……必殺技わざとして局所的に使用することが、優人が見み出いだした〝イージスナックル〟の活いかし方だった。

　攻こう撃げき型スキルを持っていないはずの優人が〝ピラミッドビット〟を破ったことに驚きよう愕がくしているのか、優人が攻撃的なスキルを使ったこと自体に啞あ然ぜんとしているのか、神座も、柳楽も、これ以上ないほどに目を見開いていた。

　その隙すきに優人は、神座の顔面目がけて〝イージスナックル〟を振るうも、

「おわっと！」
















　しっかりと反応していた神座は、身を沈しずめて〝イージスナックル〟をかわし、立ち上がる勢いを利用したアッパーカットで優人の顎あごを跳はね上げた。

　一瞬飛びかけた意識を、血が滲にじむほどに唇を嚙かみ締しめることでなんとか繫つなぎ止める。

（やっぱ、おれ一人じゃ敵かなわねえか……！　だがッ!!）

　優人は〝イージスナックル〟を解除し、アッパーカットを繰くり出したばかりの神座の腕を摑み、叫さけぶ。

「やれええええええええええッ!!　柳楽あああああああああああああああああッ!!」

　柳楽は歯嚙みしながらも、優人と神座に狙いを定める。

　優人たちの狙いに気づいた神座は今一度〝ピラミッドビット〟を展開しようと口を開きかけるも、そうはさせまいと優人は空いた手で拳を振るい、防御させることで〝ピラミッドビット〟発動を阻そ止しする。直後、

「〝スターダストレイ〟ッ!!」

　光こう弾だんの雨が、優人と神座に降り注いだ。

「ぎゃあああああああああああああああああッ!!」

　一発一発が床を抉えぐるほどの威い力りよくを有する光弾の雨を浴び、神座の口から苦く悶もんの悲鳴があがる。一方優人は、

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　光弾の雨に打たれ、頭から血を流しながらも、神座の腕をしかと握にぎり締め、神座の顔面に拳を叩たたき込んだ。

「こ、こいつ……！　こんな状じよう況きようで──」

「続けろッ!!」

　優人の怒ど声せいに、柳楽は覚悟を決めるように一瞬瞑めい目もくし、神座の喉のどから引きつるような悲鳴が漏もれる。捨て身の優人を前に、〝エレメントビット〟を操作する余裕も、新たにスキルを発動する余裕もなかった神座は、再び降り注ぐ〝スターダストレイ〟を見上げながら、少女のように悲鳴をあげることしかできなかった。

　光弾の雨に打たれ、着衣が焦こげ、血ち塗まみれになった優人を見て、柳楽は表情を歪ゆがませる。

「手を取り合えるようになってほしいと、夜々木先生は言っていたが……！」

　結々が望んだとおり、一人では絶対に乗り越こえられない困難を前に、優人と柳楽はたしかに手を取り合った。けれど、この手の取り合い方が結々の望んだ形ではないことを、結々が哀かなしむ形であることを、優人も柳楽もわかっていた。しかし、柳楽が〝スターダストレイ〟を放ち、優人が〝イージス〟で安全地帯を潰つぶすといった普通の連れん携けいでは神座には届かないこともわかっていたから、優人はこんな無茶苦茶な策を提案し、柳楽はそれに乗ったのだ。結々に知られれば、哀しませることになると承知した上で。

　転瞬、四角錐すい型の防御結界が優人と神座を包み込む。〝スターダストレイ〟に耐えかねた神座が、無言で〝ピラミッドビット〟を発動したのだ。それならば──と、優人はフラフラになりながらも神座の腕をさらに強く握り締め、神座を絶望させる言葉を叫ぶ。

「柳楽ぁッ!!　ブーストコードだッ!!　ブーストコードで無発声の〝ピラミッドビット〟なんざぶち壊しちまえッ!!」

「や、やめろよ！　そんなことされたら俺もお前も死ん──」

「知るかッ!!　おれぁ今、死ぬほど頭にきてんだッ!!」

　今の今まで絶やすことがなかった勝つための思考を放ほう棄きするように、勝つために今の今まで抑おさえ込んでいたマグマのような怒いかりを爆ばく発はつさせるように、血を吐はき出さんばかりの勢いで叫びながら、優人は神座を、

「学園をめちゃめちゃにしたお前らにッ!!」

　殴なぐる、

「空内を苦しめたお前らにッ!!」

　殴るッ、

「お前らなんかにいいようにやられてる、おれの弱さにッ!!」

　殴るッ！

「死ぬほど頭にきてんだよッ!!」

　殴るッ!!

「や、やめ……やめて──」

「なによりッ!!」

　最大級の怒ど号ごうに貫つらぬかれ、神座の口から「ひいいいいいいッ！」と情けない悲鳴があがる。

「なによりも頭にきてんのが、てめえだよッ!!　神座ぁッ!!　どれだけおれをバカにしようが傷つけようが知ったことじゃねえッ!!　けどなッ!!　結々センセを……結々センセを傷つけたことだけは絶対に許さねえッ!!　結々センセの心まで傷つけた、てめえだけは絶対に許さねえッ!!　てめえを地じ獄ごくに送れるなら、おれも喜んで地獄に行ってやるよッ!!」

　頭から血を流し、悪あつ鬼きじみた形ぎよう相そうで目を血走らせながら、神座が冷静さを取り戻もどす前に決着をつけるべく駄だ目め押おしの咆ほう哮こうをあげる。

「柳楽ああああああああああッ!!　とどめをくれてやれええええええええええッ!!」

「……大バカ野や郎ろうだよ、きみは……！」

　歯嚙みしながらも柳楽はブーストコードを唱え、脆ぜい弱じやくな結界に護まもられた半死半生の二人に向かって、とどめの〝スターダストレイ〟を発動した……。
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「…………………………神かむ座くらああああああああああああああッ!!」

　叫び声をあげながら勢いよく上体を起こした優ゆう人とは、周囲に視線を巡めぐらせ「アレ？」と間の抜ぬけた声を漏もらす。視界には、つい先さき程ほどまで戦っていたはずの神座の姿はなく、気絶していたはずの外そと海めが、ハートが、景かげ山やまが、そしてつい先程まで共に戦っていたはずの柳やぎ楽らが、呆気あつけにとられた顔をしながらこちらを見下ろしていた。

　今さらながら自分が床ゆかに寝ねていたことに気づいた優人は、最後の〝スターダストレイ〟をくらって神座が倒たおれるのを確かく認にんしてからの記き憶おくが全くないことにも気づき、自分が今の今まで気絶していたことを把は握あくする。

　優人が一人得心していると、外海とハートが双そう眸ぼうにじわりと涙なみだを滲にじませ、

「優────────人────────っ!!」「シショ──────────っ!!」

　体当たりをするような勢いで優人に抱だきつき、受け止めきれなかった優人は強したたかに後頭部を打って悶もん絶ぜつする。

　普通の男子高校生ならば、痛みを忘れて大喜びするシチュエーションかもしれないが、

（どっちもオッパイねえから痛いてえだけじゃねえかあああああああああああああああッ!!）

　極きわめて最低としか言いようがなかった。

（……って、アレ？　おれって〝スターダストレイ〟にしこたま打たれたよな？　めっちゃ頭から血ぃ流してたよな？）

「心配かけて悪かった」だの「もう大だい丈じよう夫ぶ」だの言って涙目になっている外海とハートを宥なだめながら、それとなく後頭部をまさぐってみる。やはりと言うべきか、手に血の感かん触しよくはなかった。

「私の〝ヒーリンググレイス〟で皆みなの怪け我がを治ち癒ゆしておきました。もっとも、治癒型スキルが得意な君には、いらぬお節せつ介かいだったかもしれませんが」

　優人の疑問に答えるように、景山は言う。〝グランギニョル〟の針を破壊した直後、景山は激しく痙けい攣れんしながら倒れていたため後こう遺い症しようが残るのではないかと心配していたが、どうやら杞き憂ゆうで済んだらしく、優人は人知れず胸むねを撫なで下ろす。

「そんなことはないっすよ。気絶してたから治癒どころじゃなかったし、なんだかんだでＳＰ切れかけてたっすから」

「ち、ちなみに……頭の血を拭ぬぐったのは、あたしだかんな」

　言ってて照れくさくなったのか、頰ほおを紅潮させて目を逸そらしながら、外海がアピールしてくる。優人は「おう、サンキュな」と軽く返し、「サンキュなって思ってるなら……」とモジモジし始める外海を無視して周囲に視線を巡めぐらせて、結々の姿を探した。

　ロープで縛しばられ、おそらくはウィルスプログラムでスキルも封ふうじられて気絶している神座を視界の端はしで捉とらえながら、仰あお向むけになって床に寝ている結々を見つけ、言い知れぬ不安に突つき動かされるように彼女のもとに駆かけ寄る。景山が治癒したのか外傷らしい外傷は残っておらず、青かった顔色もすっかりよくなっているので命に別状はなさそうだが、

「なんで、目を覚ましてねえんだよ……！」

　呪のろいでもかけられたかのように眠ねむり続ける結々を見つめながら、優人は悲痛な声を漏らす。自分のことを無視する優人に文句を言おうとしていた外海も表情に悲痛を滲ませながら口をつぐみ、柳楽とハートも、外海と同じ表情で結々を見つめていた。

「大丈夫です。彼女は必ず目を覚まします。……必ず」

　まるで自分に言い聞かせているような、景山の言葉だった。

「……教頭センセ。なんでこんなことが起こったのか、話してもらってもいいすか」

　ゴールデンウィーク中の賊ぞくの侵しん入にゆう。賊の仕し業わざに見せかけた、神座による警備員殺害。そして、今回の学園襲しゆう撃げき……全ては学園がなにかを隠かくしているせいだと確信していた優人は、有う無むを言わさぬ口調で言う。

「先に言っておきますけど、事ここに及およんで知らぬ存ぜぬは通りませんよ。教頭先生」

　どうやら柳楽もハートも気になっていたらしく、優人の隣となりに立って景山を問い詰つめる。

　景山が返答に窮きゆうしていると、

「一連の騒そう動どうは〝ジンギ〟をめぐって起きたことなんだよ」

　外海の言葉を聞いて、屋や久く原はらと神座が〝ジンギ〟なる単語を口にしていたことを優人が思い出す中、景山は瞠どう目もくしながら外海に訊たずねる。

「知っていたのですか？」

　外海は逡しゆん巡じゆんしながらも、気絶している神座を見やり「どうせバレるよな」と自分に言い聞かせるように呟つぶやいてから、〝ジンギ〟については名前しか聞かされていないと景山に答え、屋久原たちに手を貸した経けい緯いを語り始めた。

　自分の父親が屋久原と神座が所属する組織──《雌し龍りゆう》の元構成員であることを、父親のことで脅おどされ、さらには友達を殺すとも脅されて、〝ジンギ〟探しの手伝いをさせられていたことを、今回の襲撃事件に荷か担たんしたことを語り、最後に、皆に向かって深々と頭を下げ、謝罪した。謝って許されることじゃないけど、謝らないと気が済まないと言って。

「そういう事情ならば、私の方で警察上層部にいる知り合いにかけ合っておきましょう。彼女も、空そら内うち君が哀かなしむような結果で終わることなど望んでいないでしょうから」

　そう言って景山は、いまだ意識の戻もどらぬ結々を一いち瞥べつする。

「あ、ありが……ありがとうございますっ！」

　普ふ段だん全く使わない丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいに言い直し、外海は涙ながらに礼を言った。

　景山のおかげで外海の背負っていた重荷が軽くなったことがわかり、優人は内心ホッとする。もうこれ以上、外海が苦しむところを見るのは御ご免めんだと思いながら。

（まあ、おれが好きなのは結々センセだから、空内の想おもいには応こたえてやれねえけどなッ）

　そこだけは徹てつ底ていしてブレない優人だった。

「結局のところ、〝ジンギ〟とはいったい何なのでゴザるか？」

　直球で訊ねられた景山は、諦あきらめたようにため息をつき、

「やはり、最大の功労者である君たちに隠し立てするのは筋が通りませんね……」

　そう独りごちると「少し待っていてください」と言って、地下空間に屹きつ立りつする無数の柱に仕込まれたブライトアイ認証センサーに、自身のブライトアイを認証させていく。

　数にして六カ所、認証を済ませると、景山は「こちらに来てください」と言って、優人たちを地下空間の最さい奥おうへと誘いざなった。

　地下空間入口のちょうど反対側に位置する壁かべに到とう達たつすると、景山は壁をまさぐり、壁へき面めんの一部──大きさにしてＡ４用紙ほど──を真横にスライドさせて、壁に埋うめ込まれたブライトアイ認証センサーを露ろ出しゆつさせる。やはりと言うべきか、センサーの見た目は網もう膜まく認証センサーと酷こく似じしていた。景山が〝ヒーリンググレイス〟を発動してブライトアイを灯ともし、センサーに認証させると、その傍そばにあった壁の一部が左右に割れ、開き始める。これこそが、神座の言っていた「最後の扉とびら」だった。

　扉が開ききったところで、景山は優人たちに中へ入るよう促うながす。扉をくぐった先にあったのは、四よ畳じよう半はんほどの小さな部屋と、その中央に鎮ちん座ざするショーケースに収められた、

「バズーカ……だよな？」

　大口径のバズーカ砲ほうを見つめながら、優人はどこか拍ひよう子し抜ぬけした声こわ音ねで景山に訊ねる。

「正確には、バズーカを模した武具ツール──弐式神器です」

「ニシキジンギ……」

　と、反はん芻すうする柳楽の隣で、ハートが得心した顔をしながら手を打ち鳴らす。

「なるほどっ。〝ジンギ〟とは三種の神ジン器ギの神器だったのでゴザるなっ」

　ジンギジンギ言われて混乱しかけていた優人をよそに、景山は一つ頷うなずき、

「この場合、七種の神器と言った方が正しいのかもしれませんが」

「七種って……まさか!?」

　驚おどろく外海に向かって、景山はもう一度頷き、厳おごそかに言う。

「セブンススキルの一つ、〝雷らい塵じん〟を行使するための武具ツール……それが弐式神器です」

〝ジンギ〟の正体に誰だれも彼もが絶句する。が、優人一人だけは、外海たちとは別の理由で絶句していた。

（待てよ……この話が本当なら、結々センセの〝徒あだ桜ざくら〟は────…………）







　二日後──世間の話題は「角宿すぼし学園襲撃事件」で持ちきりになっていた。

　スキル専門学校の最高位である第だい一いつ宿しゆく校を襲おそった凶きよう悪あく事件が世に与あたえた衝しよう撃げきは大きく、角宿学園は第一宿校としてふさわしくないという声が噴ふん出しゆつしたり、一昔前のアメリカの銃じゆう社会よろしくスキルから身を護まもるにはスキルを使うしかないという考えが間ま違ちがいなのではないかという議論が勃ぼつ発ぱつしたり、全国のスキルショップがここぞとばかりに護身用スキルのセールを始めたり……世間は何かと騒さわがしくなっているものの、それらから隔かく離りされているのではないかと思えるほどに、当の角宿学園は安あん穏のんとしていた。

　どうにも学園長が方ほう々ぼうに手を回したらしく、政府から各メディアに圧力をかけてもらったおかげで、事件当日を除き、角宿学園の敷しき地ち内はおろか角宿町内でさえもマスコミの姿を見受けることはなかった。もっとも表立って行動していないだけで、マスコミという身分を隠して角宿町に潜せん伏ぷくしている者がいる可能性がないとは言い切れないが。

　そんな表向きは平へい穏おんそのものな町内を、優人は一人歩いていた。

　当然と言えば当然の話だが、学園はいまだ休校状態にあり、学生寮りように居残っていた生徒の中には襲撃事件を知った親の手で実家に連れ戻された者も少なからずいたため、学園はもちろん、町もどこか閑かん散さんとした雰ふん囲い気きに包まれていた。

「なんだかんだで町に降りてた学生、けっこういたっぽいな」

　しみじみと呟きながら、優人は夜よ闇やみに包まれた町の通りを歩いていく。いまだ眠り続けている、結々が入院している病院を目指して。

　しばらく歩き、病院に到とう着ちやくした優人は、真まっ直すぐに結々の病室へ向かう。時刻が面会時間終しゆう了りよう三十分前──二十時半を過ぎていたせいか、院内は町の通り以上に閑散としていた。

　病室の前にたどり着いたところで一度深呼吸をし、結々の声が返ってくることを期待しながら扉をノックする。

「どうぞ」

　返ってきたのは、威い厳げんすら感じさせる老人の声、全校集会で何度も耳にした学園長──黒くろ巌いわの声だった。結々の声が返ってこなかったのは残念だが、二番目に期待していた声が聞けただけでも良しとするかと、自分に言い聞かせる。

　失礼しま～す──と小声で言いながら、静かに扉を開き、中に入る。結々のために学園長が個室を手配していたので、病室にいる人間は、木製の椅い子すに腰こし掛かけた黒巌と、いまだベッドの上で眠り続けている結々の二人だけだった。もっとも、テーブルの上に置かれた千せん羽ば鶴づると花か瓶びんに飾かざられた花の束を見る限り、人の出入りは大部屋以上の様子だったが。

「襲撃事件当日、結々くんは女子寮で八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくをしたらしくてな。女子生徒が大勢見み舞まいに来てくれたんじゃよ」

　優人の視線がテーブルに向けられているのを見て察したのか、黒巌は穏おだやかに語る。が、

「ところで……この娘この見舞いに来てくれたことは嬉うれしい限りじゃが、高校生がこんな時間に一人で外を出歩くのは感心せんぞ」

　叱しつ責せきするような響ひびきがわずかに混じっていることに気づき、優人は背筋を正して「サーセンした！」と、体育会系のノリで謝罪し、言葉をついだ。

「けど、学園長と一対一サシで話をしようと思ったら、こんくらい遅おそくでないと無理だと思ったもんで……」

　黒巌は思案するように数すう瞬しゆん瞑めい目もくすると、「そういうことなら、場所を変えよう」と言って立ち上がった。







　病院に頼たのみ込んで最上階の扉を開けてもらった優人と黒巌は、月明かりに照らされた屋上に足を踏ふみ入れる。

「ここなら誰かに聞かれる心配はないじゃろう。そして、誰かに見られる心配もな」

　そう言って、黒巌は真まっ直すぐに優人と向き合うと、二メートルに迫せまる巨きよ軀くを折り曲げ、深々と頭を下げた。予想外すぎる黒巌の行動に、優人は思わず後ずさってしまう。

「此こ度たびの騒動、全すべては儂わしの不徳の致いたすところ。君たちには感謝も、謝罪も、いくらしてもし足りんと思うておる……だから、このとおりだ……！」

「が、学園長頭をあげてくれっすよ！　教頭センセが言ってたっすけど、弐式神器って政府から押しつけられて、しゃあなしで学園に秘ひ匿とくしたって話っすよね？　それならどっちかつうと、学園長の不徳じゃなくて政府の不徳だと思うんすけど!?」

　まさか気き兼がねなく頭を下げるために屋上ここに来たのでは？──そう思わずにはいられない黒巌の謝罪っぷりに、さすがの優人もただただ恐きよう縮しゆくするばかりだった。

　あまりやりすぎても優人を困らせるだけだとわかっていたのか、程ほど々ほどのタイミングで黒巌は頭をあげ、優人は思わず安あん堵どのため息を零こぼしてしまう。

「今の……空内たちにもやるつもりじゃないっすよね？」

「もちろん、機会を設けてやらせてもらうつもりじゃ。……っと、そういえばその空内くんのことじゃが、景山くんが尽じん力りよくしてくれたおかげで、彼女が《雌龍》に荷担したことも、《雌龍》の構成員だったという父親の過去も、不問に付されることになったそうじゃ」

「ほんとっすか!?」

「うむ、本当じゃ。空内くんに関しては完全に被ひ害がい者じゃから当然として、父親の方は構成員と言っても末まつ端たんの末端じゃったらしくてな。罪らしい罪も犯おかしていないということで、尋じん問もんを受けたあとすぐに釈しやく放ほうされたそうじゃ」

　泣いて喜ぶ外海の姿が容易に想像できた優人は、心の底から安堵する。一つ、胸のつかえがとれた心地ここちだった。

「して、乙おと姫ひめくん。儂に話とは？」

　優人は深々と息を吸い、吐はき出してから、意を決して言葉を紡つむぐ。

「結々センセと〝徒桜〟のことっす」

「……そういえば、君は曲くせ島じま事変を経験していたのじゃったな」

「おかげさまで空内から《雌龍》の話を聞いた時は、柳楽やハートと違って、すんなりと受け入れることができたっすけどね。……一つもありがたくねえけど」

　自じ嘲ちよう混じりの言葉を付け足したあと、優人は話を戻す。

「教頭センセから、セブンススキルについて詳くわしく聞かせてもらったっすよ。適合率が50％以上あれば使える普ふ通つうのスキルとは違い、セブンススキルは適合率が１００％でなければ使えないことを。よしんば１００％あっても、神器と呼ばれる武具ツールを介かいさなければ使えないことを。使用時はブーストコードを使わなければスキルが発動しないことを。そして、〝雷塵〟が弐式神器を介して、極大のオーラの砲ほう弾だんをぶっぱなすスキルであることを。マジで山一つ吹ふき飛ばせる威い力りよくを持っていることを……」

　優人は真っ直ぐに黒巌を見つめ、真っ直ぐに訊たずねる。

「結々センセは言ってた。〝徒桜〟はセブンススキルでさえも斬きり散らせると。それってつまり、山一つ吹き飛ばす〝雷塵〟の砲ほう撃げきすらも斬り散らせるってことっすよね？　本当なんすか？」

「曲島事変では、《雌し龍りゆう》に与くみした者の中に〝雷塵〟に適合した者がいなかったおかげで相まみえることはなかったが、他のセブンススキル……〝叢むら雲くも〟〝壊かい天てん〟〝麒き麟りん〟を斬り散らしたところは儂自身の目で確かく認にんしておる。身体能力強化の極きよく致ちである〝麒麟〟に関しては、斬り散らした傍から強化を施ほどこされていたため、完かん璧ぺきにというわけにはいかなかったがな」

　気になるワードがわんさか出てくるも、優人はどうにかこうにか好こう奇き心を押し殺し、訊ねたかった質問を黒巌にぶつける。

「セブンススキルを斬り散らすほどの力に、神器を思わせる刀の柄ツール……〝徒桜〟はセブンススキルなんすか？」

　話していいものかどうか悩なやんだのか、黒巌は長い沈ちん黙もくを挟はさみ、

「……〝徒桜〟はセブンススキルを含ふくめた全てのスキルを打だ倒とうするために秘密裏りにつくられた、イレギュラーゼロと呼ばれる八つ目のセブンススキルなのじゃ」

　予想の上をいく回答に、優人は思わず目を見開く。

「じゃ、じゃあ、やっぱり結々センセが持っていた刀の柄つかは……」

「君が思っているとおり、零ぜろ式しき神器じゃ」

　やっぱそうだったのかよ──と、優人は心の中で苦々しげに呟つぶやいた。学園長の話を聞いたことにより、得たくなかった確信を得てしまったがゆえに。

「……学園長、教えてくれよ」

　だからだろうか、もはや下手へたくそな敬語を取り繕つくろう余よ裕ゆうすらなかった。

「結々センセは言ってたんだよ。ＳＰがなくてスキルが使えないのは噓うそじゃないって」

　これ以上喋しやべるなと、自分の口を塞ふさいでやりたかった。

「セブンススキルそのものである〝徒桜〟を、どうしてＳＰのない結々センセが使うことができんだよ？」

　けれど、塞げなかった。

「結々センセは、いったいなにを糧かてにして〝徒桜〟を使ってんだよ？」

　なぜならこれは、絶対に知っておかなければならないことだと思ったから。

「〝徒桜〟を使ったあと、結々センセは尋じん常じようじゃないほどに疲ひ弊へいしていた」

　だから、心が引き裂さかれるとわかっていても、口を塞ぐわけにはいかなかった。

「もしかして結々センセは──」




「──自分の命を糧にして〝徒桜〟を使ってんじゃねえのか？」




　答えは、返ってこなかった。

　だが、今このタイミングで黙もくすることは肯こう定ていしているのと同義だった。

「やっぱ……そうだったのかよ……なら、なんで、センセにまだ〝徒桜〟を使わせてんだよ!?　なんでセンセから神じん器ぎを取り上げなかったんだよ!?　なんでセンセを止め──」

「止めたに決まっとるだろうがッッ!!!!」

　怒おこったという噂うわさすら聞いたことがなかった黒巌の大だい喝かつに、優人は思わず口をつぐんでしまう。頭に血が昇のぼっていなければ、黒巌の迫はく力りよくに震ふるえ上がっていたところだった。

「儂は、あの娘こが小さい頃ころからあの娘の先生をしていた……！　あの娘に様々なことを教え、あの娘と触ふれ合うことで儂自身も多くのことを学ぶことができた……！　自じ慢まんの教え子だと思うておる。かわいい孫のようにも思うておる。そんな大事な娘むすめの命が……寿じゆ命みようが削けずられることがわかっていて……止めぬわけがなかろうがッ!!　だが……だがッ!!　儂には止めることができんかったッ!!　あの娘こはスキルが使えなかったがばかりに、曲島事変に巻き込まれてしまったがばかりに、本当に……本当に多くのものを失った。家族を、友人を、大切な者たちを大勢失った。そんな娘むすめから大切な者たちを護まもるための〝力〟を取り上げることなど……儂には……ついぞできんかった……」

　内に秘ひめた想おもいを吐き出すだけ吐き出したところで、黒巌は我に返ったようにバツの悪い表情を浮うかべ、「すまぬ」と短く優人に詫わびた。

「……学園長は、今回のような襲しゆう撃げき事件が起きることを予期してたんすか？」

　自分よりもはるかに激していた黒巌を見て頭が冷えた優人は、再び下手くそな敬語を使って訊ねる。

　事ここに及およんでごまかすような真似まねはしたくなかったのか、黒巌はすぐに首しゆ肯こうを返した。

「そんなに大事に想っているのに、どうして結々センセを戦いの場に引き込むようなことをしたんすか……!?」

「戦いくさ場ばという自分の〝力〟が必要とされる場を提示しなければ、あの娘こは一生、教師になる夢を諦あきらめ続けることがわかっていたからじゃ。あの娘の夢を叶かなえてやりたくて、儂が何度も学園の教師になってくれと頼み込んでも、寿命のせいでいつか必ず学園に迷めい惑わくをかけると言って、寿命のことを知った生徒たちの心に余計な傷きず跡あとを残すかもしれないと言って、頑かたくなに断り続けた。本当に、この年寄りよりも頑がん固こだから困ったもんじゃよ……本当に」

　黒巌が怒るところを見たのは初めてだったが、老人とは思えないほどに精強な黒巌が、こんなにも悄しよう然ぜんとしているところを見たのもまた、初めてだった。

　だからこそ、再び、優人は得たくもない確信を得てしまう。

　考えるだけで涙なみだが溢あふれそうな、最悪の確信を。

「結々センセは……長くないんすか？」

　黒巌は、答えようとはしなかった。

　このまま黙だまっていてくれた方がつらい思いをしないことはわかっている。けれど、

「学園長……！」

　苦く悶もんすら滲にじませた声こわ音ねで、優人は催さい促そくした。黒巌はなにかに耐たえるように、強く強く瞑目したあと、ゆっくりと瞼まぶたを押し開き、覚かく悟ごを決めた双そう眸ぼうで優人を見つめる。

「君が大人になるまでは……もたんじゃろう……」

「……ッ……」

　今度は、優人の方が強く強く瞑目する番だった。そうしなければ、涙が溢れてきそうな気がしたから……。

「乙姫くん、頼みがある。寿命のことも、〝徒桜〟の秘密も、あの娘の前では知らないフリをしてくれんか」

「寿命のことでおれの心が傷つくのを、結々センセが嫌いやがってるからっすか？」

　瞼を上げて答える優人に向かって、黒巌はゆっくりと首肯する。

「曲島事変で子どもの身でありながら零ぜろ姫ひめという英えい雄ゆうとして祭り上げられたせいもあってか、あの娘はひどく不安定な成長を遂とげてしまった。大人なようで子どもっぽく、自分のことを信じているようでその実ほとんど信じておらず、誰だれよりも強く……誰よりも弱い」

　その言葉に、優人はハッとする。誰よりも強く、誰よりも弱い──それは、優人が初めて結々と出会った際に抱いだいた印象と全く同じだったからだ。

「彼女の弱さが顔を出す時は、決まって自分以外の人間が傷ついた時。そして、弱い彼女にそれを受けきれるだけの強さは……おそらく、ない。じゃから、あの娘の前ではなにも知らないフリをしてくれ……！　頼たのむ……！」

　頭を下げる黒巌に、優人はただ「善処はする……っす」としか答えられなかった。

　そこからは、ただただ沈黙が続くだけだった。一分か、十分か、それ以上か……時間の感覚が完全に麻ま痺ひした頃、唐とう突とつに屋上入口の扉とびらが開く。やってきたのは一人の女性看護師だった。ここまで走ってきたのか、看護師は息を切らしながら黒巌に伝える。

「黒巌さん！　よ、夜々木さんが目を覚ましました！」







　結々センセを傷つけたことだけは絶対に許さねえッ!!──そんな言葉が聞こえた。ような気がした。結々センセの心まで傷つけた、てめえだけは絶対に許さねえッ!!──そんな言葉が続いた。ような気がした。

　結々はベッドに腰こし掛かけながら、ただただぼんやりとしていた。

　目を覚ました際、部屋にいた看護師が大おお慌あわてで出て行ったような気がしたが、その記き憶おくすらも曖あい昧まいなほどに、ぼんやりとしていた。さすがに、このままではまずいのではないかと漠ばく然ぜんと思い、どこか判然としない意識の中、のろのろと状じよう況きようを整理し始める。

（えっと、たしか……神座くんと戦って……気を失って……わたしが病院で寝ねかされてるということは、みんなは無事ってことよね？　そこのところ、さっきの看護師さんに訊きけばわかるかな？　わかるといいなぁ。特に空内さんのことが心配だし、それに…………）

　不意に、顔から血の気けが引いていく。

　思い出してしまったのだ。自分の教えが一人の警備員を死に追いやってしまったことを。

「わた……わたし……」

　声音は、尋常ではないほどに震えていた。神座が《雌龍》の構成員であることに気づかず余計な知ち恵えを与あたえてしまい、活用された結果、一つの尊い命が失われた。度し難がたいことに、警備員を殺したことを知ってなお、《雌龍》の構成員だとわかってなお、神座のことを信じようとする気持ちが心の奥底で燻くすぶっているのだから……本当に度し難かった。

「護るために……護るために残りの命を使おうって決めたのに……！」

　曲島事変で、結々は大切なものを失った。家族だけではない。友人だけではない。親切にしてくれた隣りん人じんを、かわいがっていた子供を、かわいがってくれた大人を……沢たく山さんの、本当に沢山の、大切なものを失った。これ以上失わないために、〝徒あだ桜ざくら〟の開発を主導していた幼なじみに頼み込んで、〝徒桜〟を自分に適合するようにつくり上げてもらった。ＳＰの代わりに、命を糧にすることを提案して。

　エゴを通して〝力〟を得た結果、新たなエゴが結々の中で芽生えた。大切な人たちだけではなく、罪も、〝力〟もない、名前も知らない人たちをも失いたくないというエゴが。これ以上、人の命が失われるところを見たくないというエゴが……。

　失うことが恐こわかった。

　ただただ失うことが恐かった。

　だけど、自分を失うことは恐くなかった。

　皆みなを護るために〝徒桜〟を振ふるい続けた結果、あと四年も生きられなくなったこと自体に後こう悔かいはない。自分の死を悲しんでくれる人たちがいることは重々承知しているが、それ以上に自分以外の誰かが傷つくことが耐えられなかったから……後悔はなかった。

　いや、一つだけ。寿命のせいで教師になるわけにはいかなくなったことだけは、少しだけ、後悔している。人の死は、身近であればあるほど深く深く心を傷つける。その痛みを、その辛つらさを、曲島事変で嫌というほど経験したからこそ、他でもない教え子たちに同じ想いをさせたくなかった。近い未来に訪おとずれる自分の死が、教え子たちの心を傷つけてしまうことが何よりも恐かった。だから、教師になるわけにはいかなかった。教師になることを諦めざるをえなかった。そのことだけは、少しだけ、本当に少しだけ、後悔している。

　そんな後悔を抱かかえていたからこそ、今回黒巌が、頑固すぎる自分を納なつ得とくさせられる理由を用意してまで教きよう壇だんに立たせてくれたことには、心の底から感謝していた。けれど、黒巌に甘えて教職という甘い蜜みつに飛びついてしまったことには、心の底から後悔していた。なぜなら、自分のせいで、一人の人間の命が失われてしまったのだから。

　その事実が体を震え上がらせ、思わず、病衣に包まれた我が身をかき抱く。

　いつの間にか溢れていた涙が視界を滲ませ、頰ほおを伝っていく。

「結々くんッ！」

　突とつ然ぜん、病室の扉が勢いよく開き、黒巌と、教え子の一人──優人が慌あわてた様子で中に入ってくる。そして、結々が泣いているのを目まの当たりにした瞬しゆん間かん、二人してますます慌てながらこちらに駆かけ寄った。

「みんなは無事？」

　二人が口を開くよりも先に、自分が今最も知りたかったことを訊たずねる。

　こういう時、機先を制することに長たけているのは便利だと思う一方で、卑ひ怯きようだよね──と、心の底から自分を蔑さげすみたくなる。

「お、おれも含ふくめて、地下にいたみんなは無事っすよ。空内も、襲撃事件に荷担したことは不問になったらしいっす」

　まさか逆に心配されるとは思ってなかったのか、優人は若じやつ干かん面を食らいながらも、結々が知りたかったことを全すべて話してくれた。

「それより、センセの方こそ大だい丈じよう夫ぶっすか？　その……泣いてたみたいだし……」

　その問いにはあえて答えず、優人に向かって弱々しく笑えんだあと、黒巌に視線を移す。

「学園長……新しい教師が見つかるまでと言っておきながら、こんなことを申し出るのは恐きよう縮しゆくですが……わたしを……クビにしてください」

「な、なにを言っておる!?」

　これ以上ないほどに取り乱した黒巌の叫さけびが、病室に響ひびき渡わたる。優人に至っては言葉の意味が理解できていないのか、ただただ啞あ然ぜんとするばかりだった。

「わたしの教え子の中に《雌し龍りゆう》の構成員がいたことは、もうご存じですよね？　わたしが彼に余計なことを教えた結果……警備員の一人を……死なずに済んだかもしれない命を……死なせてしまいました。わたしは……教師失格です……」

「それは結々くんのせいではない！　不運が重なって──」

「不運なんかのせいじゃありませんっ!!」

　悲鳴に近い結々の叫びに驚おどろいたのか、黒巌は思わず口をつぐんでしまう。

「わたしのせいで……わたしのせいで人が死んだんですっ！　それを不運の一言で済ませるなんて……できるわけないじゃないですかっ!!　わたしが先生の厚こう意いに甘えたから！　わたしが教師になりたいなんて思ったから！　こんなことが起きたんです！　教師という形ではなく、警備員という形で神器を護るべきだったんです！　わたしが教師になってしまったことが……ううん、わたしが教師になりたいと願ったこと自体が、間ま違ちがいだったんですっ!!　だから……だから、わたしをクビにしてくださいっ!!」

　結々のことをよく知るからこそ、かける言葉が見つからないのか、黒巌は哀かなしげに悔くやしげに押し黙っているだけだった。けれど──







　けれど、優人は違った。結々に教師を続けてもらうために、結々に思い直してもらうために、必死になって彼女を説得する言葉を探し続けた。

（冗じよう談だんじゃねえッ!!　なにがクビにしてくれだよッ!!　しかも、初めから新しい教師が見つかるまでの間だけだったってなんだよッ!!　考えろ……考えろ……！　結々センセを思いとどまらせる言葉を……これからも教師を続けたくなるような言葉を……このままじゃ……結々センセがかわいそすぎる……命を削けずって戦って……我が儘ままに生きたっていいのに他人のために残りの命まで削って……自分のことは何もかも諦めて……んなことさせっかよッ!!　させてたまっかよッ!!　せめて……せめてッ!!　センセの夢だけでも護ってみせろッ!!　乙姫優人ッッ!!!!）

　結々への想おもいが荒あら波なみのように荒れ狂う。が、優人はあえてその想いを無視し、冷静に、あくまでも冷静に思考を巡めぐらせる。

（さっきから学園長がなにも言わねえのは、学園長にはセンセを説得できる言葉がないってことだよな？　つうことは、学園長が言いそうな言葉じゃ結々センセは説得できないってことか……それなら、学園長が言わなさそうな言葉なら…………駄だ目めだ。分ぶが悪わりぃうえに、最悪、結々センセに嫌きらわれちまうかもしれねえ。けど……）

　数瞬瞑めい目もくし、覚悟を決めた優人は、ますます荒れ狂う想いを無視して口を開く。

「だったら、クビにしてもらうなんて悠ゆう長ちようなこと言わずに今すぐこの場でやめちまえよ」

　心を鬼おににして絞しぼり出した声こわ音ねは、自分でも上出来だと思えるほどに冷たかった。そのおかげか、こちらを見る結々と黒巌の瞳ひとみには、驚きよう愕がくと困こん惑わくがありありと映し出されていた。

「たしかに、あんたは教師失格かもな。今生きている人間じゃなくて、死んだ人間のことばっか見てるようじゃな。教師になりたいと願ったこと自体が間違いだぁ？　だったら、あんたに救われたおれの命も間違いだったってことだよな。あんたの教えのおかげで神座に勝ち、命を拾えたことも間違いだったってことだよな。マジでそう思ってるならさ……ああ、たしかに、あんたなんかが教師になりたいと願ったこと自体が間違いだわ。やめちまえやめちまえッ!!　初めからあんたに教師なんて務まらなかったんだよッ!!」

　優人が選んだ言葉は、結々を焚たきつけ、怒おこらせる言葉だった。

　黒巌は言っていた。結々は誰よりも強く、誰よりも弱いと。そして、黒巌の言うとおり弱い結々に他人の死を受け入れる強さはなかった。だが、

（強いセンセなら、どうだ？）

　優人自身が悪役となり、暴言を吐はいた優人を見返してやろうという気持ちを強い結々が抱いだいてくれたら……怒いかりらしい怒りを見せたことがない結々に対してこんな方法をとるのは、あまりにも分の悪い賭かけだと言わざるを得なかった。けれど、これ以外に結々の心を動かせそうな言葉を思いつくことができなかった。

（この際おれの気持ちなんてどうでもいいッ!!　センセが教師を続けられるならッ!!　センセが少しでも我が儘にッ!!　少しでも幸せに生きてくれるならッ!!　センセに嫌われたって構わねえッ!!　だから……お願いだから……思い直してくれ……！）

　耳が痛くなるほどの静せい寂じやくが病室に充みち満ちる。早はや鐘がねを打つ心臓の鼓こ動どうを結々に聞かれてしまうのではないかと危き惧ぐしてしまうほどの静寂が。

　ベッドに腰掛けていた結々がゆっくりと立ち上がり、眼前まで迫せまってくる。俯うつむいているせいで表情が見えず、そこから感情を読み取ることはできそうになかった。結々の腕うでが、優人の顔の高さまで持ち上がる。手が浅く開かれているのを見た優人は、ビンタの一発でもお見み舞まいされるのかと思い、観念したように両の瞳を閉じた。そして──







「……へ？」

　優人の口から出てきた、ひどく間の抜ぬけた声がすぐ傍から聞こえ、結々は思わず笑いそうになる。優人は瞼まぶたを開いてなお、状じよう況きようを理解していない様子だった。

　結々に、両手で、しっかりと抱だき締しめられているこの状況を。

「へ……？　へぇッ!?」

　ようやく状況を把は握あくしたのか、顔を赤くしながら硬こう直ちよくする優人のことを──教師としては本当に失格かもしれないが──一人の男の子としてかわいいと思ってしまった。思わず、頭を撫なで繰くり回してしまうほどに。おそらく彼自身は気づいていないのだろう。自分が今この場にいる誰よりもつらい顔をしながら暴言を吐いていたことに。それに……、

　──結々センセを傷つけたことだけは絶対に許さねえッ!!

　──結々センセの心まで傷つけた、てめえだけは絶対に許さねえッ!!

　暴言を叫んでいた時の優人の声は、夢と現うつつの境で聞こえた叫びと同じ声だった。こんなことを叫んでくれた子が、本心からあんな暴言を吐くわけがない。

（それだけじゃない。わたしのことを「護まもってやる」って言ってくれた乙姫くんが、本心からあんなことを言うはずがないもの）

　そう、彼は嫌われることを覚かく悟ごした上で発はつ破ぱをかけてくれたのだ。

（……いつからこんなに現金になったんだろ。わたし）

　自分のためにそこまでしてくれる生徒がいる──それを知っただけで、やめたくないと思ってしまった。もっと教師を続けたいと思ってしまった。たったそれだけのことで、自分でも笑ってしまいそうなほど簡単に、翻ほん意いしてしまいそうになっていた。

　強い自分が、生徒の想いには応こたえるべきだと言った。

　弱い自分が、そんなことをしたら亡なくなった警備員に申し訳ないと言った。

　どちらの言葉も正しいと思った。思ってしまった。

　不意に、病室に近づく複数の気配を感じ取り、半ば反射的に優人から離はなれる。直後、

「結々センセ──────────────────────────────ッ!!」

　扉とびらが開いた瞬間、誰よりも先んじて結々に突とつ撃げきしてきた外海が、優人を吹ふき飛ばしながら抱きついてくる。続けて、ハートが、小こ宮みやが、他の教え子たちが、最後の最後に仕方ないと言わんばかりの顔をしながら柳楽が、病室に入ってくる。

「まったく、揃そろいも揃ってこんな時間に外を出歩いていたとはのう」

　窘たしなめるような言葉とは裏腹に、黒巌は嬉うれしそうに頰を綻ほころばせていた。

「な、なんで挙こぞってこんな時間に来てんだよッ!?」

　という優人の叫びに、「偶ぐう然ぜんでゴザる！」とハートは胸を張って答え、優人は「どんな偶然だ!?」と、声を裏返させた。

「どうにも昨日、一日の最後に夜々木先生が目覚めていないかどうかを確かく認にんしなかったせいで寝ね付つけなかった奴やつが大勢いたらしくてな。面会終しゆう了りよう直前になだれ込んできたのも、つまりはそういうことだ。…………まあ、ぼくは違うがな」

「あ、あたしだって、事情聴ちよう取しゆとかの帰りに寄っただけだかんな」

　壁かべにもたれながら無む駄だに気き障ざったらしく柳楽は言い、いの一番に結々に抱きついたことを今さらながら恥はずかしくなった外海が頰を紅潮させながら結々から離れ、言い訳がましく柳楽に続く。

「セッシャは結々センセーが心配だったから来たでゴザるっ」

「病院に着いてすぐに、先生が目を覚ましたと看護師さんから聞かされた時は本当にビックリしました」

　と、ハートと小宮が言っている横で、「今日という今日はてめえのツンデレ悪逆非道を見み逃のがすわけにはいかねえなあ」「だから、なんの話だ!?」と、優人と柳楽が火花を散らし始める。

（どうしよう……泣いちゃいそう……）

　嬉しくて嬉しくて溢あふれそうになった涙なみだを、結々はきつく瞼を閉じて堪こらえる。この温かな空気に水を差したくないという一心で。

　どうにか涙を堪えきったところで瞼を開き、今さらながらテーブルの上に置かれた千せん羽ば鶴づると、花か瓶びんに飾かざられた花の束に気づき……いよいよ答えに迷ってしまう。教師を続けるべきか、やめるべきかの答えに。子羊よりも迷える結々に手を差し伸のべるようなタイミングで、すぐ隣となりに立っていた黒巌が「うぉっほん」と、ひどくわざとらしい咳せき払ばらいをする。

「新米の結々くんは知らんじゃろうが、第一宿校である角宿学園にふさわしい教師を見つけるのはそう簡単なことではなくてな。屋久原くんが抜けた上に君にまでやめられてしまうと、教師の数が足りなくなり、学園を再開する目め処どが立たなくなってしまうのじゃよ」

　目の前で騒さわいでいる生徒たちに聞こえないよう声を小さくしながら、黒巌は言う。

　暴言の皮を被かぶった優人の説得を受ける前だったら、聞く耳すら持たなかった言葉だったかもしれない。だが、今は違う。こんな魅み惑わく的なことを言われたら、

「続けたく、なっちゃうじゃないですか……」

「続ければええんじゃよ。その上で、自分が教師になったことが間違いだったかどうか判断すればよい。もっとも、これほどまでに生徒に慕したわれている者に教師になるのは間違いだったと言われては、立つ瀬せがなくなる者はごまんといると思うがのう」

　結々は再び溢れそうになった涙を袖そでで拭ぬぐうと、黒巌に向き直り、深々と頭を下げた。

「ご覧の通りの若じやく輩はい者ものですが、引き続き、よろしくお願いします……！」

　黒巌は相そう好ごうを崩くずしながら「うむ、こちらこそよろしく頼たのむ」と答えるも、

「じゃが……生徒との恋れん愛あいは許さんぞ」

　威い圧あつ感すら込こめられた声音で言う黒巌に、結々はほんの少しだけ顔を赤くしながら、できる限り毅き然ぜんと答える。

「先さき程ほどは勢い余って抱きついてしまいましたが、彼とはそんな関係ではありませんから」

「儂わしは、彼だけに限った話をしたわけではないぞ」

　孫に寄りつく悪い虫を抹まつ殺さつせんとするおじいちゃんの顔をしながら、マジトーンで黒巌は言う。失言に気づいた結々の顔から毅然メツキが剝はがれ落ち、いよいよ耳まで真っ赤にしながら「からかわないでください！」と言ってベッドの中に逃にげていった。

　結々が布ふ団とんに包くるまっていることに気づいた女子生徒たちが挙ってベッドにのしかかり、楽しそうな悲鳴が病室にこだまする。

　病室の外でその様子を見ていた看護師は、時計の針が面会終了時刻を刻んだことに気づかないフリをしながら、苦く笑しようまじりに教師と生徒が戯たわむれる様を見守っていた。







　面会終了時刻から十分が過ぎた頃ころ、いい加減病室を追い出されてしまった優人たちは、黒巌の奢おごりでファミレスで晩食を済ませ、黒巌に付き添そわれて学生寮りように戻もどった。

　別れ際ぎわ、黒巌が外海と柳楽とハートを連れて校舎の方に向かったのは、おそらく三人に感謝と謝罪をするためだろうと優人は苦笑する。

　皆みなと別れ、寮の自室に戻った優人は窓に歩み寄り、病院がある方角を見下ろす。結々が目を覚ましたことはもちろん、結々が教師を続ける気になってくれたこと──帰る途と中ちゆうに黒巌がコッソリと教えてくれた──は喜ばしい限りだが、

（学園長は、おれが大人になるまで結々センセの命はもたないと言っていた。つうことは、結々センセはあと三、四年で……）

　たとえ心の中でも、ここから先の言葉を続けることはできなかった。なぜなら、優人自身がその言葉を完全に拒きよ絶ぜつしていたから。

（もしまた今回のようなことが起きて、生徒に危害が及およびそうになったら……結々センセは間ま違ちがいなく〝徒あだ桜ざくら〟を使うよな……）

　ただでさえ短い寿じゆ命みようを削けずることも厭いとわずに……。

（強くなりたい……じゃねえな）

　強くなるしかない──そう自分に誓ちかいを立てる。

（これ以上センセに〝徒桜〟を使わせないくらいに、センセが戦わずに済むくらいに強くなってやる！　絶対に……絶対に強くなってセンセを護──）

　ヴィ──ン、ヴィ──ン…………

　水を差すどころか、バケツ一いつ杯ぱいの水をぶちまけるようなタイミングで、スマホが振しん動どうし始める。画面に映る「クソ親父おやじ」の四文字が見えた瞬しゆん間かん、優人は思わずため息を漏もらしかけるも、角宿学園襲しゆう撃げき事件のニュースを見た父親が、息子むすこの無事を確認するために電話をかけてきたのかもしれないと思い直し、「しょうがねえな」と、先程漏らしかけたものとは別種のため息を漏らした。

　どうせだから、襲撃事件での自分の活かつ躍やくや、スキルのデバッガーを務める父親が食いつきそうな、ユニオンライズについても話してやるかと思い、スマホを手に取る。だが、

（わりぃな、親父。いくら家族でも、結々センセのことは話してやれねえんだ）

　結々の秘密を、結々への想いを、結々への誓いを、全すべて胸の内に押し込めてから、優人は父親からの電話に応じた。

　この夜を境に、少しずつ、確実に、運命のうねりに飲み込まれていくことになるとも知らずに……。








裏章　闇やみよりも深い闇









「はっはっはっ、大活躍だったってわけか。その話、半分くらいは信じてやるよ」

　そこは、どこかのオフィスの一室だった。

　今年で齢よわい三十八を迎むかえるその男は、スマホから聞こえてくる「全部信じろよ！」という息子の抗こう議ぎを右から左に聞き流し、

「まあ、なにはともあれ無事だってんなら重ちよう畳じよう重畳。そんじゃま、こう見えて俺は死ぬほど忙いそがしいから、もう切るわ」

　通話を切り、スマホをスラックスのポケットに突つっ込む。スラックスはアイロンをかけた痕こん跡せきが全く見受けられないほどにヨレヨレで、その上に着たＹシャツと背広もまた、見るも無む惨ざんにヨレていた。ヨレヨレの服を身に纏まとう、一見冴さえないおっさんにしか見えないこの男の名は乙おと姫ひめ英ひで雄お。もはや言げん及きゆうするまでもないが、乙姫優ゆう人との父親その人だった。

　英雄は無ぶ精しよう髭ひげを指で弄もてあそびながら、オフィスのソファに体を沈しずめている、一回り近く歳としの離れた若い男に視線を向ける。抜き身の刃はのように鋭するどい眼光と、百ひやく戦せん錬れん磨まの猛もう将しようを思わせる威圧感を纏った、ただならぬ雰ふん囲い気きを醸かもし出した男だった。

「わりぃ大将。今回の神じん器ぎ強ごう奪だつの失敗に、俺の息子ガキが絡からんでたみたいだわ」

　悪びれることなく軽い謝罪で済ませようとする英雄に呆あきれているのか、大将と呼ばれた若い男は、これみよがしに鼻を鳴らす。

「失敗したこと自体は気にしていない。親父殿どのに請こわれたから集めているだけで、己おれ自身セブンススキルにさして興味はないからな」

「大将の場合、セブンススキル相手に戦うことの方が、よっぽど興味あんだろ？」

「よくわかってるじゃないか。下の連中に先生と慕したわれているだけのことはある」

「やめてくれよ。マ～ジでそういうのガラじゃねえから。ったく、どいつもこいつも先生先生うるせえんだよ。〝アノニム〟って呼ばれる方が、まだしっくりくるっての」

　心底うんざりしながら肩かたを落とす英雄を見て、男は愉ゆ快かいそうに微び笑しようを浮うかべる。

「諦あきらめることだな。曲島事変の口火を切ったお前の手て際ぎわには、この己でさえも尊敬の念を抱いだかずにはいられんほどだったからな」

「いやいや、ほんと勘かん弁べんしてくれよ。大将に、んなこと言われても気持ちわりぃだけだから。つうか俺、本当にただ口火切っただけだから。しかも、切るだけ切ったら自分の息子ほったらかしにして即そつ行こうでトンズラこいたから。敬われるような人間じゃねえから」

　男は「くっくっくっ」と喉のどを鳴らしたあと、先程とは別の意味で感心したように言う。

「それにしても、貴様の息子までユニオンライズを使えるとはな。開発部の連中にこのことを伝えたら、親子ともども解かい剖ぼうされてしまうかもしれんぞ」

「うへえ、さすがに解剖は勘弁だから、乙姫家の血の為なせる業わざってことで済ませといてくれや。まあ、んなこと言いつつ、優人の奴にドヤ声でユニオンライズの話をされた時は、さすがの俺も口から心臓が飛び出るくらいに驚おどろいちまったけどな。表じゃ失敗すらできていないって話だったから、天才すぎる俺だけに許された技術だと思ってたのによ～」

「存外、貴様と同じように、息子の方も自分のことを天才だと思ってるかもしれんぞ」

「んなこたぁ……ありえないとも言い切れねえな」

　ガックリと肩を落とす、英雄。

「で、大将。屋や久く原はらと神かむ座くらはどうする？　このまま警察にくれてやるには惜おしい人材なんだが」

「言うまでもないことを。己が自分の手て駒ごまを奪うばわれることを嫌きらっているのは知っているだろう？　それに貴様とて、政府如ごときに教え子を奪われるのは、あまり気分のいい話ではあるまい」

「教え子とか冗じよう談だんきついぜ……と、言いてえところだが、否定はできねえなぁ。弐に式しき神器強奪をあいつらに任せて裏方に回ったのも、あいつらの成長を見込んでのことだしな。まあ、そういう意味ではあいつらが捕つかまったのは俺の責任でもあるし、しゃあねえから俺が直じき々じきに奪い返してきますわ」

「自ら奪い返しに行く、か。やはり、貴様は先生と呼ばれるのがお似合いのようだな」

「だから勘弁してくれって。《雌し龍りゆう》の次期首領に先生呼ばわりされるほど大層な人間じゃねえから、おれは」

「いい加減諦めることだな。この九く龍りゆう皇すめらぎに認められた時点で、《雌龍》内において大層な人間として扱あつかわれるのは避さけられん。相応の実績があれば尚なお更さらだ」

　心底嫌いやそうに「うへえ」と漏らす英雄を鼻で笑ったあと、皇は「そろそろ時間だな」と言って立ち上がり、部屋をあとにする。英雄はボリボリと頭を搔かき、

「それにしても優人の奴やつ、曲くせ島じま事変だけでなく今回も乗り切りやがるとはな……さっさと、くたばってくれりゃ楽だと思って死地に放ほうり込んだっつうのに……」

　露ろ骨こつに舌打ちを漏らし、忌いま々いましげに、哀かなしげに、言葉をつぐ。

「切りたくても切れねえもんだな、親子の縁えんってやつは。……なあ、優ゆう子こ」

　そして、皇を追って部屋をあとにした。




　運命のうねりは、少しずつ、確実に、優人を飲み込んでいた……。








あとがき









　どうも、亜あ逸いつです。去年のうちに二冊は出せる……そう思っていた時期が俺にもありました、亜逸です。いやね、執しつ筆ぴつ自体は順調そのものだったのですが、なんやかんやがかんやなんやしているうちに遅おくれに遅れた次し第だいでございまして。企き画かくを出してから出版に至るまでの期間が一年半にも及およんだものだから、こうして皆みな様さまの手に届く段階までこぎ着けられたのはそりゃもう感無量でございますよ。

　それよりもですよ、「女教師」「一年半前」……この二つのワードを聞いたことで、勘かんの良い皆様はもうお気づきになられたことでしょう（無茶ぶり）。

　そう、エレン先生です。一年半前、エレン先生を見たことにより亜逸の中で女教師ものを書きたいという欲が勃ぼつ発ぱつ。その欲に「仮想世界や異世界じゃなくて、現実世界にゲームのスキル的な要素を落とし込んだら面おも白しろいんじゃね？」という発想を混ぜ込んだ結果、本作「スキだらけ女教師と異端生徒イレギユラー」が誕生することと相成りました。なお、正確には一年半前じゃなくて一年十ヶ月前じゃね──というツッコミは一いつ切さい受けつけません。

　この「スキだらけ女教師と異端生徒」ですが、タイトルを決めるのが恐おそろしく難航しまして、担当さんと意見がぶつかったり、タイトル決定の期日をギリギリまで延ばしてもらったり、最後の編集長チェックで亜逸のアイデアがほとんどボツになったり、肩けん甲こう骨こつの間が痒かゆくなる呪のろいを編集長に送ったり……とても大変でしたけど、今となっては良い思い出です（チョットマテ）。

　さて、紙し幅ふくも少なくなってきたので謝辞をば。担当編集様。お返事を催さい促そくする際にわけのわからないメールを送ってしまったこと、この場を借りて深くお詫わびしたいと思います。あそこはムカ着火ファイアーではなく、熱情の律動を動画のＵＲＬ付きでお送りするべきだったと猛もう省せいしています（ォィ）。はる雪様。大人っぽさと子供っぽさが見事に同居した結々のイラストを見た時は感動すら覚えました。これからも、どうかよろしくお願いいたします。編集長様。呪いはさておき（ォォィ）、本作について数々の助言をしてくださったこと、誠まことにありがとうございます。最後に、本書に関かかわった皆みな々みな様さまに多大なる感謝と御お礼れいを述べさせていただきます。

　それでは、無事次の巻が出せた暁あかつきには、今巻のように本編からあとがきに至るまでギッチギチにならないよう気をつけますので、これからも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。
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第28回ファンタジア大賞銀賞を受賞。「イグニッション・ブラッド」でデビュー。担当さんに提出するプロットに思いつく限りのタイトル案を書き殴った際、「ＧＴＹ　～グレート・ティーチャー・夜々木結々～」という剥き出しの地雷めいたタイトル案を忍ばせていたのはここだけの秘密です。
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